
こども未来戦略 「加速化プラン3.6兆円」の施策詳細
１．若い世代の所得向上に向けた取組

２．全てのこども・子育て世帯を対象とする支援の拡充 ３．共働き・共育ての推進

高等教育（大学等）出産費用の軽減
実施中

STEP
出産育児一時金の引き上げ1

42万円
万円に

大幅引き上げ

「費用の見える化」・「環境整備」

STEP 出産費用の保険適用
2 ※2026年度を目途に検討

高等教育の負担軽減を拡大

・世帯収入約600万円までの多子世帯等
に拡充 ※2024年度から

・多子世帯の学生等については授業料
等を無償とする ※2025年度から

 修士段階の授業料後払い制度の

導入
 貸与型奨学金の返還の柔軟化

妊娠・出産時からの支援強化
実施中（2025年度制度化）

 出産・子育て応援交付金
10万円相当の経済的支援

①妊娠届出時（5万円相当）

②出生届出時（５万円相当×こどもの数）

 伴走型相談支援
様々な困難・悩みに応え、ニーズに応じた
支援につなげる

妊娠時から出産・子育てまで一貫支援

子育て世帯への住宅支援

公営住宅等への優先入居等  フラット35の金利優遇
今後10年間で計３０万戸

切れ目なくすべての子育て世帯を支援

児童手当の拡充
拡充後の初回の支給は2024年12月

 所得制限を撤廃
 高校生年代まで延長

すべてのこどもの育ちを支える

基礎的な経済支援としての位置づけを明確化

 第３子以降は３万円

支給金額 ３歳未満 ３歳～高校生年代

第１子・第２子 月額１万５千円 月額１万円

第３子以降
＊ 多子加算のカウント方法

月額３万円 を見直し

３人の子がいる家庭では、
総額で最大400万円増の1100万円

 賃上げ（「成長と分配の好循環」と「賃金と物価の好循環」の２つの好循環）

「こども誰でも通園制度（仮称）」を創設
・月一定時間までの利用可能枠の中で、 時間単位等で柔軟に通園が可能な仕組み

※2024年度から本格実施を見据えた試行的事業を実施（2023年度からの開始も可能）

保育所：量の拡大から質の向上へ
・76年ぶりの配置改善：（１歳児）６対１→５対１ （４・５歳児）30対１→25対１

・民間給与動向等を踏まえた保育士等の更なる処遇改善

・「小１の壁」打破に向けた放課後児童クラブの質・量の拡充

多様な支援ニーズへの対応
・貧困、虐待防止、障害児・医療的ケア児等への支援強化

・児童扶養手当の拡充、補装具費支援の所得制限の撤廃

育休を取りやすい職場に

男性の 85％へ大幅引き上げ（2030年）
育休取得率目標

男性育休を当たり前に ※2022年度：17.13％

 育児休業取得率の開示制度の拡充

 中小企業に対する助成措置を大幅に強化
・業務を代替する周囲の社員への応援手当の支給への助成拡充

育休制度の拡充

 産後の一定期間に男女で育休を取得することを促進するため

給付率を手取り10割相当に ※202５年度からの実施を目指す

 「親と子のための選べる働き方制度（仮称）」の創設
・時短勤務、テレワーク、フレックス勤務などを選択可能に

 時短勤務時の新たな給付 支援策の内容は世界トップレベル

 三位一体の労働市場改革（リ・スキリングによる能力向上支援、個々の企業の実態に応じた職務給の導入、成長分野への労働移動の円滑化）

 正規・非正規問題への取組（同一労働同一賃金の徹底、希望する非正規雇用者の正規化）
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令和６年１月１７日 こども家庭庁
全国こども政策関係部局長会議 資料



約270万円 約300万円 約380万円 約600万円 所得制限無し

授

業

料

等

減

免

全額支援

2/3支援

1/3支援
1/4支援

多子世帯・理工農系

【R6拡充】

年収目安

全額支援

多子世帯

【R7拡充】

【 現 行 制 度 】

「加速化プラン」による施策の充実 【多子世帯の大学等授業料・入学金の無償化】

高等教育費により理想のこどもの数を持てない状況を払拭するため、2025年度から、多子世帯の学生等については
授業料・入学金を無償とする。

●多子世帯の大学等授業料・入学金の無償化（所得制限なし）
➢多子世帯の学生等については、大学・短大・高専（4・5年

生）・専門学校の授業料・入学金を所得制限を設けず無償化

➢２０２５（令和７）年度から実施

高等教育費支援の大幅拡充

多子世帯であっても、経済
状況にかかわらず、こども
を大学等に進学させられる
ようになり、理想のこども
の数を持てる
ようになる

課題

◆ 子育てや教育にお金がかかりすぎる
ことから、理想の子供の数を断念。
特に、大学など高等教育の費用の負
担が重い

◆ これは理想の子供の数が３人以上の
夫婦で顕著

加速化プランでの対応 目指す姿

＊多子世帯：扶養される子供が３人以上の世帯（扶養
する子供が３人以上いれば第１子から無償の対象）

＊現行制度同様、授業料支援上限は、大学の場合、国公立約54
万円、私立約70万円（大学以外も校種・設置者ごとに設定）

授業料支援の上限  

現行制度と同様、
国公立大学：約54万円
私立大学：約70万円

(大学以外も校種・設置
者ごとに設定)



２ 事 業 の 概 要 ・ ス キ ー ム

拡充前（令和６年９月分まで） 拡充後（令和６年10月分以降） ※法案（検討中）の内容

支給対象
中学校修了までの国内に住所を有する児童

(15歳到達後の最初の年度末まで)
高校生年代までの国内に住所を有する児童

(18歳到達後の最初の年度末まで)

所得制限
所得限度額：960万円未満（年収ベース、夫婦とこども２人）

※年収1,200万円以上の者は支給対象外
所得制限なし

手当月額

• ３歳未満 一律： 15,000円

• ３歳～小学校修了まで
第１子、第２子：10,000円 第３子以降：15,000円

• 中学生 一律： 10,000円

• 所得制限以上 一律： 5,000円（当分の間の特例給付）

• ３歳未満
第１子、第２子：15,000円 第３子以降：30,000円

• ３歳～高校生年代
第１子、第２子：10,000円 第３子以降：30,000円

受給
資格者

• 監護生計要件を満たす父母等
• 児童が施設に入所している場合は施設の設置者等

同左

実施主体 市区町村(法定受託事務) ※公務員は所属庁で実施 同左

支払期月 ３回（2月，6月，10月）（各前月までの４カ月分を支払） ６回（偶数月）（各前月までの２カ月分を支払）

費用負担

児 童 手 当 制 度 の 概 要

※上記のほか、児童手当の抜本的拡充の円滑な実施に向けて、地方公共団体が行うシステム改修等に対する奨励的な補助を令和５年度補正予算で計上。（232億円、補助率10/10）

３歳
未満

公務員非被用者被用者

児童手当

特例給付
（所得制限
以上）

児童手当

特例給付
（所得制限
以上）

３歳
以降

３歳
未満

３歳
以降

事業主 7/15 国 16/45 地方
8/45

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

国 2/3 地方 1/3

支援納付金
1/3

国 4/9
地方
2/9

所属庁
10/10

所属庁
10/10

支援納付金
1/3

国 4/9
地方
2/9

支援納付金
3/5

国 4/15
地方
2/15

支援納付金（※）
3/5

事業主
2/5

所属庁
10/10

所属庁
10/10

〇 家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的とする。
〇 「こども未来戦略」（令和５年12月22日閣議決定）に基づき、①所得制限の撤廃、②高校生年代までの支給期間の延長、③多子加算

について第３子以降３万円（※）、とする抜本的拡充を行う。これら、抜本的拡充のための所要の法案を次期通常国会に提出し、令
和６年10月分から実施する。その際、支払月を年３回から隔月（偶数月）の年６回とし、拡充後の初回支給を令和６年12月とする。

※多子加算のカウント方法については、現在の高校生年代までの扱いを見直し、大学生に限らず、22歳年度末までの上の子について、親等の経済的負担が

ある場合をカウント対象とする。

１ 事 業 の 目 的 等

公務員非被用者被用者

※こども・子育て支援金制度（仮称）の創設等に関する法案を次期通常国会に提出
予定。支援納付金の収納が満年度化するまでの間、つなぎとしてこども・子育て
支援特例公債を発行。

成育局 成育環境課児童手当管理室



〇 既定予算の最大限の活用等を行うほか、2028年度までに徹底した歳出改革等を行い、それによって得られる公費節減の効果及び
社会保険負担軽減の効果を活用する。

〇 歳出改革と賃上げによって実質的な社会保険負担軽減の効果を生じさせ、その範囲内で支援金制度を構築することにより、実質的
な負担が生じないこととする。

こども・子育て政策の強化（加速化プラン）の財源の基本骨格（イメージ）

既定予算の最大限の活用等 歳出改革の徹底等

社会保険負担
軽減の効果

公費（国・地方） 社会保険料財源

社会保障改革の徹底
（改革工程を策定）

その他
（福祉等）

社会保険
（医療・介護等）

公費節減の効果社会保障
経費の伸び

予算を通じて支出
社会保険制度を通じて拠出する
仕組みを創設（支援金制度）

＋

経済的支援の強化

【歳出面】 加速化プラン完了時点 3.6兆円

【歳入面】 加速化プランの財源 ＝ 歳出改革の徹底等

全てのこども・子育て世帯を
対象とする支援の拡充

共働き・共育ての推進

1.7兆円 1.3兆円 0.6兆円

1.5兆円 1.1兆円 1.0兆円

賃上げ

令和6年度の地方負担分
（2,250億円程度）
について、全額地方財政計画の
歳出に計上し、必要な財源を
確保



令和６年度地方財政計画の概要（通常収支分）④

６ こども・子育て政策の強化に係る地方財源の確保 ・・・P12～P13参照

○ 「こども未来戦略」に掲げる「こども・子育て支援加速化プラン」における令和6年度の地方負担分の増（2,251億円）

について、 全額地方財政計画の歳出に計上し、必要な財源を確保

○ 地方団体が、地域の実情に応じてきめ細かに独自のこども・子育て政策（ソフト）を実施できるよう、地方財政計画の

一般行政経費（単独）を1,000億円増額

○ 地方団体が、こども・子育て支援機能強化に係る施設整備や子育て関連施設の環境改善（ハード）を速やかに実施

できるよう、新たに「こども・子育て支援事業費」（500億円）を計上し、「こども・子育て支援事業債」を創設

○ 普通交付税の算定に当たり、地方団体が実施するこども・子育て政策の全体像を示し、こども・子育て政策に係る基

準財政需要額の算定をより的確なものとするため、新たな算定費目「こども子育て費」を創設

７ 給与改定・会計年度任用職員への勤勉手当支給に要する地方財源の確保

○ 令和5年人事委員会勧告に伴う給与改定に要する経費や、会計年度任用職員への勤勉手当の支給に要する経費

について、所要額を計上

・ 給与改定に要する経費（地方負担分） 3,267億円

うち会計年度任用職員分 600億円

・ 会計年度任用職員への勤勉手当支給に要する経費 1,810億円

５ 定額減税による減収への対応

○ 個人住民税の減収（9,234億円）は、地方特例交付金により全額国費により補塡

○ 地方交付税の減収（7,620億円）は、繰越金・自然増収による法定率分の増（1兆1,982億円）により対応。減税の影響

を含めても、適切に地方財源を確保。更に、後年度、2,076億円の加算を実施（交付税特別会計借入金償還の円滑化

に活用）

913148
長方形



○ 「こども・子育て支援加速化プラン」の令和６年度の地方負担の増（２，２５１億円※）について、全額を地方財政
計画の歳出に計上し、必要な財源を確保

※「こども・子育て支援金制度」（仮称）見合い財源（1,160億円程度）充当後の数値

施策項目 概要 地方負担額

①ライフステージを通じた子育てに係る経済的支援の強化や若い世代の所得向上に向けた取組

児童手当の抜本的拡充 所得制限の撤廃、高校生年代までの支給期間の延長、多子加算について第３子以降３万円 ２９４億円

出産・子育て応援交付金 妊娠届出・出産届出を行った妊婦等に対する経済的支援（計１０万円相当）の平年度化 １３４億円

高等教育費の負担軽減 多子世帯や理工農系の学生等の中間層（世帯年収約６００万円）への対象拡大 ４５億円

②全てのこども・子育て世帯を対象とする支援の拡充

出産・子育て応援交付金 妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型支援の平年度化 ５億円

産前・産後ケアの拡充 妊婦に対する遠方の分娩取扱施設への交通費及び宿泊費支援 等 １４億円

幼児教育・保育の質の向上 ４・５歳児の職員配置基準の改善、保育士・幼稚園教諭の処遇改善 ６５６億円

病児保育の安定的な運営 病児保育事業の基本単価分の引上げ １７億円

放課後児童クラブの拡充 常勤職員の配置改善、受け皿の拡大 ３９６億円

多様な支援ニーズへの対応
児童扶養手当の拡充（所得制限の見直し、多子加算の見直し）
児童相談所の児童福祉司等の増員 等

６２１億円

〇共働き・共育ての推進

育児休業給付を支える財政基
盤の強化

地方公務員分の公費負担について現行の１／８０から１／８に引上げ ６９億円

計 ２，２５１億円

【令和６年度に新たに講ずる施策】

「こども・子育て支援加速化プラン」に係る令和６年度の地方負担の増



こども未来戦略（令和５年12月22日閣議決定）の「加速化プラン」に盛り込まれた施策を着実に実行するため、ライフステージを通じた子育てに係る経済的支援の強化、全てのこど
も・子育て世帯を対象とする支援の拡充、共働き・共育ての推進に資する施策の実施に必要な措置を講じるとともに、こども・子育て政策の全体像と費用負担の見える化を進めるための
子ども・子育て支援特別会計を創設し、児童手当等に充てるための子ども・子育て支援金制度を創設する。

１．「加速化プラン」において実施する具体的な施策

（１）ライフステージを通じた子育てに係る経済的支援の強化 【①児童手当法、②子ども・子育て支援法】

①児童手当について、⑴支給期間を中学生までから高校生年代までとする、⑵支給要件のうち所得制限を撤廃する、⑶第３子以降の児童に係る支給額を月額３万円とする、⑷支払月を年
３回から隔月（偶数月）の年６回とする抜本的拡充を行う。

②妊娠期の負担の軽減のため、妊婦のための支援給付を創設し、当該給付と妊婦等包括相談支援事業とを効果的に組み合わせることで総合的な支援を行う。

（２）全てのこども・子育て世帯を対象とする支援の拡充 【①・②児童福祉法、子ども・子育て支援法等、③～⑤子ども・子育て支援法、⑥児童扶養手当法、 ⑦子ども・若者育成支援推進法、⑧子ども・子育て支援法の一部を改正する法律】 

①妊婦のための支援給付とあわせて、妊婦等に対する相談支援事業（妊婦等包括相談支援事業）を創設する。

②保育所等に通っていない満３歳未満の子どもの通園のための給付（こども誰でも通園制度）を創設する。

③産後ケア事業を地域子ども・子育て支援事業に位置付け、国、都道府県、市町村の役割を明確化し、計画的な提供体制の整備を行う。 

④教育・保育を提供する施設・事業者に経営情報等の報告を義務付ける（経営情報の継続的な見える化）。

⑤施設型給付費等支給費用の事業主拠出金の充当上限割合の引上げ、拠出金率の法定上限の引下げを行う。

⑥児童扶養手当の第３子以降の児童に係る加算額を第２子に係る加算額と同額に引き上げる。 

⑦ヤングケアラーを国・地方公共団体等による子ども・若者支援の対象として明記。

⑧基準を満たさない認可外保育施設の無償化に関する時限的措置の期限到来に対する対応を行う。

（３）共働き・共育ての推進 【①雇用保険法等、②国民年金法】
①両親ともに育児休業を取得した場合に支給する出生後休業支援給付及び育児期に時短勤務を行った場合に支給する育児時短就業給付を創設する。

②自営業・フリーランス等の育児期間中の経済的な給付に相当する支援措置として、国民年金第１号被保険者の育児期間に係る保険料の免除措置を創設する。

２．子ども・子育て支援特別会計(いわゆる「こども金庫」)の創設 【特別会計に関する法律】
こども・子育て政策の全体像と費用負担の見える化を進めるため、年金特別会計の子ども・子育て支援勘定及び労働保険特別会計の雇用勘定（育児休業給付関係）を統合し、子ども・
子育て支援特別会計を創設する。

３．子ども・子育て支援金制度の創設  【①④子ども・子育て支援法、②医療保険各法等】
①国は、１(1)①②、(2)②、(3)①②（＊）に必要な費用に充てるため、医療保険者から子ども・子育て支援納付金を徴収することとし、額の算定方法、徴収の方法、社会保険診療報酬支
払基金による徴収事務等を定める。

②医療保険者が被保険者等から徴収する保険料に納付金の納付に要する費用（子ども・子育て支援金）を含めることとし、医療保険制度の取扱いを踏まえた被保険者等への賦課・徴収の
方法、国民健康保険等における低所得者軽減措置等を定める。

③歳出改革と賃上げによって実質的な社会保険負担軽減の効果を生じさせ、その範囲内で、令和８年度から令和10年度にかけて段階的に導入し、各年度の納付金総額を定める。

④令和６年度から令和10年度までの各年度に限り、 （＊）に必要な費用に充てるため、子ども・子育て支援特例公債を発行できること等とする。
  （＊）を子ども・子育て支援法に位置づけることに伴い、同法の目的・「子ども・子育て支援」の定義に、子どもを持つことを希望する者が安心して子どもを生み、育てることができる社会の実現・環境の整備を追加し、同法の趣旨を明確化する。

法案の趣旨

法案の概要

令和６年10月１日（ただし、１(2)⑦は公布日、１(2)⑥は令和６年11月１日、1(1)②、(2)①③④⑤ 、(3)①、2は令和７年４月１日、 １(2)②、３②は令和８年４月１日、１(3)②は令和８年10月１日に施行する。）

子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律案の概要

施行期日
※この他、子ども・子育て支援法第58条の９第６項第３号イについて、規定の修正を行う。



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正

一

目
的
及
び
定
義
の
改
正

１

法
の
目
的
及
び
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
の
定
義
に
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
及
び
環
境
の
整
備
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
及
び
第

七
条
第
一
項
関
係
）

２

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
と
し
て
追
加
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

二

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
の
創
設

１

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
す
る
も
の
と
し
、
妊
婦
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に
住
所

を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
二
及
び
第
十
条
の
八
関
係
）

２

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
児
童
福
祉
法
に
規
定

す
る
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
援
助
そ
の
他
の
支
援
と
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
中



の
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
三
関
係
）

３

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
町
村
に
対
し
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格

を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
（
以
下
こ
の
二
に
お
い
て
「
妊
婦
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
九
第
一
項
関
係
）

４

市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
４
及
び
５
に
お
い
て
「
妊
婦
給
付
認
定
者
」
と
い
う
。
）
に

対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数

に
一
を
加
え
た
数
に
五
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
二
項
関

係
）

５

妊
婦
支
援
給
付
金
の
う
ち
、
五
万
円
は
妊
婦
給
付
認
定
後
遅
滞
な
く
支
払
い
、
４
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
五
万
円

を
控
除
し
た
額
は
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
つ
い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
し
、
妊

婦
支
援
給
付
金
は
、
現
金
そ
の
他
確
実
な
方
法
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
十
四
関
係
）

三

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
創
設

１

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
と
す
る
も
の
と
す
る



こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
二
関
係
）

２

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
現
に
施
設
型
給
付
費
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
施
設
を
利
用
し
て
い
な
い
満
三
歳
未
満
の
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
以
下
こ

の
三
に
お
い
て
「
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
」
と
い
う
。
）
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学

前
子
ど
も
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
（
市
町
村
長
の
確
認
を
受
け
た
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
の
行
う
乳
児
等

通
園
支
援
を
い
う
。
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十

四
関
係
）

３

支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市
町

村
に
対
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
ご
と
に
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
（
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
関
係
）

４

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
保
護
者
が
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
と
き
は
、
当
該
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
給
付
費



を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
関
係
）

５

乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案

し
て
算
定
さ
れ
る
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
定
め
る
基
準
に
よ

り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
当
該
月
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
時
間
（
当
該
時
間
が
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
乳
児
等
通
園
支
援
の
体
制
の
整
備
の
状
況

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
の
二
十
第
三
項
関
係
）

６

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
保
護
者
は
、
３
に
よ
る
申
請
を
し
た
日
か
ら
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
効
力
が

生
じ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
６
及
び
７
に
お
い
て
「
申
請
中
期
間
」
と
い
う
。
）
に
当
該
申
請
に
係
る
支

給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
申
請
中
期
間
に
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三



十
条
の
二
十
一
第
一
項
関
係
）

７

特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
５
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当

該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
乳
児
等
支
援
給
付

認
定
に
係
る
保
護
者
が
申
請
中
期
間
に
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
を
利
用
し
た
時
間
（
当
該
時
間
が
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
乳
児
等
通
園
支
援
の
体
制
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情

を
勘
案
し
て
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の

二
十
一
第
二
項
関
係
）

８

乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
旨
の
市
町
村
長
の
確

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
確
認
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
乳
児

等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
定
員
を
定

め
て
、
市
町
村
長
が
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

四

教
育
・
保
育
等
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表

１

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
五
月
以
内
に
、
当
該
事



業
年
度
に
係
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所

ご
と
の
収
益
及
び
費
用
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
い
う
。
以
下
こ
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
施
設
又

は
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
八
条
第
二
項
関

係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
１
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
後
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
の
う
ち
、
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か
つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
を
当
該
小
学

校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
五
十
八
条
第
三
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
１
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分

析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
八
条
第
四
項
関
係
）

五

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

１

市
町
村
が
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜



の
提
供
を
総
合
的
に
行
う
事
業
の
対
象
者
に
、
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
九
条

第
一
号
関
係
）

２

母
子
保
健
法
に
規
定
す
る
産
後
ケ
ア
事
業
を
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
五
十
九
条
第
十
四
号
関
係
）

六

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
出
生
後
休
業
の
取
得
及
び
育
児
時
短
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
仕
事
・
子
育
て
両

立
支
援
事
業
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
関
係
）

七

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
働
き
方
及
び
生
活
様
式
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
者
の
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事

業
と
し
て
、
一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
国
民
年
金
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

経
済
的
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
九
条
の
三
関
係
）



八

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
基
本
的
な
指
針
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、
乳

児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に

定
め
る
事
項
と
し
て
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
等
の

推
進
に
関
す
る
体
制
の
確
保
の
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
二

条
ま
で
関
係
）

九

費
用
の
支
弁
等

１

市
町
村
の
支
弁
と
し
て
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
並
び
に
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等

支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
五
条
第
一
号
及
び
第
五
号
の
二
関

係
）

２

１
の
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
、
５
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を

も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
六
条
の
四
第
一
項
関
係
）



３

１
の
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
分
の
一
に

相
当
す
る
額
に
つ
き
４
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
、
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
６
に
よ
る
国
か
ら
の

交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
六
十
六
条
の
四
第
二
項
関
係
）

４

都
道
府
県
は
、
１
の
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額
の
八
分
の
一

に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
七
条
第
三
項
関
係
）

５

国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
１
の
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
（
以
下
「
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
を
原
資
と
し
て
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
第
一
項
関
係
）

６

国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
１
の
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
充
当

さ
せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

国
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
国
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
額
の
二



分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
第
四
項
関
係
）

十

拠
出
金

１

満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
に
対
し
拠
出
金
を
も
っ
て
充
て
る
割
合
の
上

限
を
、
五
十
分
の
十
一
に
引
き
上
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
六
条
の
三
第
一
項
関
係
）

２

拠
出
金
率
の
上
限
を
、
千
分
の
四
・
〇
に
引
き
下
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
第
二
項
関
係
）

十
一

支
援
納
付
金
の
徴
収
等

１

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部
分
等
を
除
い
た
部
分
（
以
下
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
」
と

い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、
令
和
八
年
度
か
ら
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
（
全
国
健
康
保
険
協
会
、
健
康
保
険
組
合
、

都
道
府
県
、
国
民
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
い
う
。
以
下
こ
の
十
一
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
、
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一

条
の
三
第
一
項
関
係
）

九
の
５
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

（一）

九
の
６
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

（二）



児
童
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

（三）

雇
用
保
険
法
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

（四）

第
九
の
三
の
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
補
塡
に
要
す
る
費
用

（五）

十
三
の
３
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
以
下
こ
の

に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債

（六）

（六）

等
」
と
い
う
。
）
の
償
還
金
、
利
子
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
に
関
連
す
る
経

費
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

２

健
康
保
険
者
等
は
、
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
三
第
二
項
関

係
）

３

１
に
よ
り
各
健
康
保
険
者
等
か
ら
毎
年
度
徴
収
す
る
支
援
納
付
金
の
額
は
、
当
該
年
度
（
以
下
こ
の
３
に
お
い
て

「
徴
収
年
度
」
と
い
う
。
）
の
当
該
健
康
保
険
者
等
に
係
る
概
算
支
援
納
付
金
の
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
徴

収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
か
ら
そ
の
超
え
る
額
と
そ
の
超
え
る
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
て

得
た
額
と
す
る
も
の
と
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額



に
満
た
な
い
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
に
そ
の
満
た
な
い
額
と
そ
の
満
た
な
い
額
に
係
る
調
整
金

額
と
の
合
計
額
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
関
係
）

４

各
年
度
に
お
け
る
３
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
は
、
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
予

定
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
按
分
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
五
第

一
項
関
係
）

５

各
年
度
に
お
け
る
３
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
は
、
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
按
分
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項

関
係
）

６

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
当
該
年
度
に
当
該
健
康
保
険
者
等
が
納
付
す
べ
き
支
援
納

付
金
の
額
、
納
付
の
方
法
及
び
納
付
す
べ
き
期
限
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
八
関
係
）

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
健
康
保
険
者
等
が
、
納
付
す
べ
き
期
限
ま
で
に
支
援
納
付
金
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
期
限
を

指
定
し
て
こ
れ
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
当
該
健
康
保
険
者
等
が
当
該
期
限
ま
で
に
当
該
督
促
に
係



る
支
援
納
付
金
及
び
８
に
よ
る
延
滞
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
当
該
支
援
納
付
金
及
び

延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

８

７
に
よ
り
支
援
納
付
金
の
納
付
を
督
促
し
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
督
促
に
係
る
支
援
納
付
金
の
額
に

つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、
納
付
期
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
完
納
又
は
財
産
差
押
え
の
日
の
前
日
ま
で
の

日
数
に
よ
り
計
算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
関
係
）

９

健
康
保
険
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
毎
年
度
、
加
入
者
等
の
数
そ
の
他
の
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
十
二
関
係
）

十
二

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
る
徴
収
事
務
の
実
施
等

１

内
閣
総
理
大
臣
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
関
係
）

支
援
納
付
金
の
徴
収

（一）

十
一
の
７
に
よ
る
督
促

（二）

十
一
の
８
に
よ
る
延
滞
金
の
徴
収

（三）



２

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
関
係
）

１
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
を
行
う
こ
と
。

（一）

に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（二）

（一）

十
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債

１

政
府
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
財
政
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
納
付
金

対
象
費
用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
、
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
二
十

六
第
一
項
関
係
）

２

１
に
よ
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
は
、
各
年
度
の
翌
年
度
の
六
月

三
十
日
ま
で
の
間
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
一
日
以
後
発
行

さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
収
入
は
、
当
該
各
年
度
所
属
の
歳
入
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
関
係
）



３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
十
四
に
お
い
て
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
償
還
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
二
十
七
関
係
）

十
四

雑
則

１

支
援
納
付
金
対
象
費
用
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
並
び
に
支
援
納
付
金
に
係
る
歳
入

歳
出
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
十
一
条
の
二
十
九
関
係
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
一
条
の
三
十
関
係
）

十
五

罰
則

罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
七
十
七
条
の
二
か
ら
第
七
十
九
条
ま
で
及
び
第
八
十
条
の
二

か
ら
第
八
十
二
条
ま
で
関
係
）

十
六

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。



第
二

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

一

全
国
健
康
保
険
協
会
（
第
三
の
四
に
お
い
て
「
協
会
」
と
い
う
。
）
の
行
う
業
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る

業
務
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
条
の
二
第
三
項
関
係
）

二

国
庫
が
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
健
康
保
険
事
業
の
事
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を

追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
一
条
関
係
）

三

保
険
者
等
が
保
険
料
を
徴
収
し
て
充
て
る
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を

追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
五
条
第
一
項
関
係
）

四

各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
等
に
一
般
保
険
料
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
を
乗
じ
て
得
た

額
を
一
般
保
険
料
等
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
六
条
第
一
項
関
係
）

五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
健
康
保
険
の
保
険
者
が
納
付
す
べ
き
支
援
納
付
金
の
総
額

を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
の
保
険
者
が
管
掌
す
る
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率

を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
健
康
保
険
の
保
険
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
六

十
条
の
二
第
一
項
関
係
）



六

健
康
保
険
組
合
連
合
会
が
行
う
健
康
保
険
組
合
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
の
事
業
の
調
整
対
象
と
な
る
費
用
に
、
支
援

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
第
一
項
関
係
）

七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

船
員
保
険
法
の
一
部
改
正

一

国
庫
が
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
船
員
保
険
事
業
の
事
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を

追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
二
条
第
二
項
関
係
）

二

厚
生
労
働
大
臣
が
保
険
料
を
徴
収
し
て
充
て
る
船
員
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費

用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
四
条
第
一
項
関
係
）

三

各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
等
に
一
般
保
険
料
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
を
乗
じ
て
得
た

額
を
一
般
保
険
料
等
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
六
条
第
一
項
関
係
）

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
協
会
が
納
付
す
べ
き
支
援
納
付
金
の
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
被

保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
総
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額
の
合
算
額
の
見
込
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
協

会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
関
係
）



五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

一

妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
創
設

１

児
童
福
祉
法
の
事
業
の
定
義
に
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
そ
の
他
内
閣
府
令

で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
１
に
お
い
て
「
妊
婦
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
妊
婦
等
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
の
把
握
を
行
う
ほ
か
、
母
子
保
健
及
び
子

育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
三

第
二
十
二
項
関
係
）

２

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
が
着
実

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
当
該
事
業
に
よ
り
要
支
援
児
童

等
を
把
握
し
た
と
き
は
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十

一
条
の
九
及
び
第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
関
係
）

３

市
町
村
は
、
母
子
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
指
導
に
併
せ
て
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も



の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
二
項
関
係
）

４

市
町
村
は
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
三
項
関
係
）

５

市
町
村
は
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
母
子
保
健
に
関
す
る
事

業
と
の
連
携
及
び
調
和
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
の
三
関
係
）

二

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
創
設

１

児
童
福
祉
法
の
事
業
の
定
義
に
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
し
て
、
保
育
所
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
、
乳
児
又
は

幼
児
で
あ
っ
て
満
三
歳
未
満
の
も
の
に
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、
当
該
乳
児
又
は
幼
児
及
び

そ
の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
及
び
養
育
環
境
を
把
握
す
る
た
め
の
当
該
保
護
者
と
の
面
談
並
び
に
当
該
保
護
者
に
対
す

る
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六

条
の
三
第
二
十
三
項
関
係
）

２

市
町
村
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
以
外
の
者
は
、
市
町
村
長
の
認
可
を
得
て
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

３

市
町
村
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
市
町
村
長
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
が
こ
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
旨
を
勧
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
か
つ
、
当
該
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
児
童
福
祉
に
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
必
要
な
改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
の
十
七
第
三
項
関
係
）

４

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
が
、
児
童
福
祉
法
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ

い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
２
の
認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
十
八
条
第
二
項
関
係
）

三

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
と
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
と
の
連
携

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
要
保
護
児
童

又
は
要
支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
及
び
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
が
協
働



し
て
効
果
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
二
十
五
条
の
二
第
六
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
五

地
方
税
法
の
一
部
改
正

一

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
支
援
納
付
金
の
徴
収
等

１

市
町
村
が
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
徴
収
し
て
充
て
る
当
該
市
町
村
の
国
民
健

康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納

付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
関
係
）

２

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
と
し
て
合
算
す
る
額
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税

額
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
関
係
）

３

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
は
、
次
の

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら

に

（一）

（二）

掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に

は
、

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
に

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
合
算
し

（一）

（二）

（三）



た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
三
条
の
四
第
二
十
八
項
関
係
）

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

（一）
⑴

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道

府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

部
分
に
限
る
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額

（二）

⑵

二
の
２
の
基
準
に
従
い
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総

額当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

（二）
⑴

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る

費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額

⑵

そ
の
他
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す

る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
た
め
の
収
入
の
額



当
該
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
減
免
の
額
の
総
額

（三）
４

標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

七
百
三
条
の
四
第
二
十
九
項
関
係
）

所
得
割
総
額
、
資
産
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等

（一）
割
総
額
の
合
計
額

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
総
額
の
合
計

（二）
額

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
の
合
計
額

（三）
５

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
４
の

か
（一）

ら

ま
で
に
掲
げ
る
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世

（三）
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
に
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
の
翌
日
以
後
で
あ
る
被
保
険
者
に

つ
き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
三
条
の
四
第



三
十
項
関
係
）

６

５
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
納
税
義
務
者
間
の
負
担
の
衡
平
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
百
三
条
の
四
第
三
十
七
項
関
係
）

二

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

１

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

に
つ
き
算
定
し
た
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額
が
、
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
能
力
を
考
慮
し
て
政
令
で

定
め
る
金
額
を
超
え
な
い
場
合
、
又
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
若
し
く
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が

出
産
す
る
予
定
の
場
合
若
し
く
は
出
産
し
た
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

２

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
内
に
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
一
の
５
の
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第



七
百
三
条
の
五
第
四
項
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
一
部
改
正

一

短
期
給
付
等
事
務
に
、
支
援
納
付
金
に
係
る
掛
金
の
徴
収
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
二
条
第
二
項
関

係
）

二

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
七

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
業
務

国
家
公
務
員
共
済
組
合
（
以
下
こ
の
第
七
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
）
が
行
う
業
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に

関
す
る
業
務
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
四
項
関
係
）

二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
創
設

１

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と

き
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額



の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
関
係
）

対
象
期
間
内
に
し
た
育
児
休
業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

（一）

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶
者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶

（二）
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶
者
育
児
休

業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

組
合
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
１
の

の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
に
育
児
休
業
支
援
手

（一）

当
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
三
第
二
項
関
係
）

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

（一）

そ
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

（二）

そ
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で

（三）
の
期
間
内
に
お
い
て
労
働
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
（
以
下
「
産
後
休
業
」
と
い

う
。
）
を
し
た
場
合

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業

（四）

（一）

（三）



を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

３

１
の
「
対
象
期
間
」
は
、
組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の

子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
、
組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る

子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
た
と
き
は
そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
等

の
期
間
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
三
第
五
項
関
係
）

三

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
創
設

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤
務
と
し
て
財
務
省
令

で
定
め
る
勤
務
（
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
支
給
対
象
月
ご
と

に
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す

る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該
報
酬
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十

か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
財
務
省
令
で
定
め
る
率
を
当
該
報
酬
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
の
育
児
時
短
勤
務
手



当
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
関
係
）

四

支
援
納
付
金

１

短
期
給
付
等
事
務
に
、
支
援
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
負
担
金
の
徴
収
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十

条
第
二
項
関
係
）

２

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
３
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し

く
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
十
九
条
第
一
項
関
係
）

３

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
は
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
そ
の
割

合
は
、
掛
金
百
分
の
五
十
、
国
の
負
担
金
百
分
の
五
十
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
関

係
）

４

国
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度

に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
関
係
）



５

支
援
納
付
金
に
係
る
組
合
員
の
標
準
報
酬
月
額
等
と
掛
金
と
の
割
合
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す

べ
き
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率

を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
組
合
が
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
条
第
四
項
関

係
）

五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
八

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

一

国
の
負
担

１

国
が
国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
こ
の
第
八
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
を
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
の
事
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
九
条

関
係
）

２

都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
国
が
都
道
府
県
に
対
し
負
担
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
額
の
算
定
対
象
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
第

一
項
関
係
）



二

組
合
に
対
す
る
補
助

国
が
組
合
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
の
算
定
対
象
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
を
追
加
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
三
条
第
一
項
関
係
）

三

都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
補
助
及
び
貸
付

都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
補
助
金
を
交
付
し
、
又
は
貸
付
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要

す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
五
条
関
係
）

四

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収

都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を
徴
収
し
て
充
て
る
当
該
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会

計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
関
係
）

五

保
険
料
の
徴
収

１

市
町
村
が
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
て
充
て
る
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納



付
に
要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
六
条
第
一
項
関
係
）

２

組
合
が
組
合
員
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
て
充
て
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に

要
す
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
六
条
第
二
項
関
係
）

六

財
政
安
定
化
基
金

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
、
財
政
安
定
化
基
金
を
充
て
る
額
の
算
定
に
含
め
る
よ
う
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
関
係
）

七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
九

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正

一

被
保
険
者
が
出
産
に
係
る
子
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
は
、
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
月
を
経
過
し
た
日
（
当
該
日
の
前
日
ま
で
に
、

当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当

該
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
関
係
）



二

被
保
険
者
（
一
の
被
保
険
者
を
除
く
。
）
は
、
子
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
子
が
一
歳
に

達
す
る
日
（
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子

を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
）
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の

期
間
に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
関
係
）

三

一
及
び
二
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
援
納
付
金
に
よ
り
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

一

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
に
つ
い
て
、
第
三
子
以
降
の
加
算
額
を
第
二
子
の
加
算
額
と
同
額
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
一

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正

一

第
七
の
二
に
準
じ
た
改
正
を
行
い
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
の
三
関



係
）

二

第
七
の
三
に
準
じ
た
改
正
を
行
い
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
の
五
関

係
）

三

支
援
納
付
金
の
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
、
第
七
の
四
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
。
（
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
百

十
三
条
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
二

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正

一

施
設
入
所
等
児
童
の
範
囲
の
拡
大

「
施
設
入
所
等
児
童
」
の
定
義
に
、
次
に
掲
げ
る
児
童
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
三
項
第
一
号
及

び
第
三
号
関
係
）

１

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
か
ら
児
童
自
立
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
児
童

２

母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
（
児
童
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

二

児
童
手
当
の
支
給
期
間
の
延
長



児
童
手
当
の
支
給
期
間
を
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
関
係
）

三

所
得
制
限
の
撤
廃

児
童
手
当
の
支
給
要
件
の
う
ち
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
及
び
附
則
第
二
条
関
係
）

四

児
童
手
当
の
額

１

個
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
（
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

（
児
童
及
び
延
長
者
等
（
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
こ
れ
に
類
す
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

を
い
い
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
者
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
個

人
受
給
資
格
者
に
よ
っ
て
監
護
に
相
当
す
る
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な
保
護
並
び
に
そ
の
生
計
費
の
相
当
部
分

の
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
又
は
留

学
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。
）
及
び
支
給
対
象
児
童

の
人
数
に
応
じ
、
三
歳
以
上
児
童
算
定
額
（
一
万
円
と
す
る
。
以
下
こ
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
三
歳
未
満
児
童
算



定
額
（
一
万
五
千
円
と
す
る
。
以
下
こ
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
三
子
以
降
算
定
額
（
三
万
円
と
す
る
。
）
に

よ
り
算
定
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
一
項
第
一
号
関
係
）

２

法
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満
支

給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
一
項
第
二
号
関
係
）

３

施
設
等
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満

施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
一
項
第
三
号
関

係
）

五

児
童
手
当
の
支
払

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
毎
年
二
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
及
び
十
二
月
の
六
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で

の
分
を
支
払
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
第
四
項
関
係
）

六

児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
等



１

児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担

被
用
者
に
対
す
る
三
歳
未
満
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
２
の

の
国
か
ら
の
交
付

（一）

（一）

金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
八
条
第
一
項
関
係
）

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
三

（二）
歳
未
満
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
２
の

の
国
か
ら
の
交

（二）

付
金
を
、
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
３
の

の
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、

（一）

当
該
費
用
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
八
条
第
二
項
関
係
）

被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
三
歳
以
上
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
九
分
の
七
に

（三）
相
当
す
る
額
に
つ
き
２
の

の
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
３
の

の
都
道
府
県
か
ら

（三）

（二）

の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
市
町
村
が
負
担
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
十
八
条
第
三
項
関
係
）

２

国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付

政
府
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
の
三
歳
未

（一）



満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
そ
の
五
分
の
二
に
相
当
す
る
額
は
拠
出
金
を
、
そ

の
五
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
九
条
第
一
項
関
係
）

政
府
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い

（二）
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の
四
に
相
当
す

る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
五
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
九
条
第
二
項
関
係
）

政
府
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用

（三）
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
交
付

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
九
分
の
四
に
相

当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
十
九
条
第
三
項
関
係
）



３

都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で

（一）
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対

し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
九
条
の
二
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び

（二）
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市

町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
九
条
の
二
第
二
項

関
係
）

七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
三

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正

一

目
的
の
改
正

雇
用
保
険
の
目
的
に
、
労
働
者
が
子
を
養
育
す
る
た
め
に
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
を
し
た
場
合

に
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
一
条
関
係
）

二

育
児
休
業
等
給
付
の
創
設

育
児
休
業
等
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
と
す
る
も
の
と
し
、
育
児

休
業
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
金
及
び
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
一
条
の
六
第
一

項
及
び
第
二
項
関
係
）

三

出
生
後
休
業
支
援
給
付
の
創
設

１

被
保
険
者
が
、
対
象
期
間
内
に
そ
の
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
「
出
生
後
休
業
」
と
い

う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
、
当
該
被
保
険
者
が
出
生
後
休

業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額

に
当
該
被
保
険
者
が
対
象
期
間
内
に
出
生
後
休
業
を
し
た
日
数
（
そ
の
日
数
が
二
十
八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八

日
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
の
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
及
び
第
六
項
関
係
）

出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
っ
た
と

（一）



き
。対

象
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

（二）

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
出
生
後
休
業
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者
が

（三）
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が

通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

被
保
険
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
１
の

及
び

の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
に
、
出
生

（一）

（二）

後
休
業
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
一
条
の
十
第
二
項
関
係
）

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

（一）

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

（二）

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
た
場
合

（三）

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
を
養
育
す
る

（四）

（一）

（三）

た
め
の
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

３

１
の
「
対
象
期
間
」
は
、
被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
子
の
出



生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
も
の
と
し
、
被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い

て
産
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の

期
間
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
一
条
の
十
第
七
項
関
係
）

四

育
児
時
短
就
業
給
付
の
創
設

被
保
険
者
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
（
以
下

こ
の
四
に
お
い
て
「
育
児
時
短
就
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
前
二

年
間
に
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
っ
た
と
き
等
に
、
支
給
対
象
月
ご
と
に
、
当
該
支
給
対

象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
育
児
時
短
就
業
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
（
当
該
被
保
険
者
が
育

児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
賃
金
日
額
に
相
当

す
る
額
（
当
該
被
保
険
者
が
育
児
休
業
給
付
金
又
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
給
付
金
に
係
る
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
す
る
と
き
は
こ
れ
ら
の
給
付
金
に
係
る
休
業
開
始
時

賃
金
日
額
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、



育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
対
す
る
当
該
賃
金
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る

大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
定
め
た
率
を
当
該
賃
金
の
額
に
乗
じ
て
得
た

額
の
育
児
時
短
就
業
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
関
係
）

五

支
援
納
付
金

出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
支
援
納
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
二
関
係
）

六

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
四

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

国
が
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
て
交
付
す
る
調
整
交
付
金
の
総
額
に
、
支
援
納
付
金
の
額
の
見
込
額
の
百
二

十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
十
五
条
第
二
項
関
係
）

二

市
町
村
が
保
険
料
を
徴
収
し
て
充
て
る
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を

追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
条
第
一
項
関
係
）

三

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
、
財
政
安
定
化
基
金
を
充
て
る
額
の
算
定
に
含
め
る
よ
う
所
要
の



規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
百
十
六
条
第
二
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
五

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
の
一
部
改
正

一

事
業
団
が
行
う
業
務
に
、
支
援
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
業
務
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
三
条
第
二

項
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
六

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
事
項

１

年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
項
目
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行

収
入
金
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
関
係
）

２

年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
出
項
目
に
、
以
下
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ニ
及
び
ホ
関
係
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
特
別
会
計
に
関
す

（一）



る
法
律
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ
き
そ
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ

た
借
換
国
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
一
及
び
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に

（二）
関
す
る
諸
費

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
年
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
八
条
の
二
関

係
）

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
及
び
利
子
並

び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は
毎

会
計
年
度
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
、
事
務
取
扱
費

の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
八
条
の
三
関
係
）

二

令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
事
項



１

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
一
項
第
九
号
関
係
）

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
妊

婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並
び
に
雇
用
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る

政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条
の
二
関
係
）

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

管
理
す
る
も
の
と
し
、
管
理
に
関
す
る
事
務
は
、
同
会
計
全
体
の
計
算
整
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
内
閣
総
理
大

臣
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
育
児

休
業
等
給
付
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条
の
三
関

係
）

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
区
分
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条
の
四
関
係
）

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整



備
を
行
う
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条
の
五
関
係
）

６

労
働
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
経
理
す
る
雇
用
保
険
法
に
よ
る
雇
用
保
険
事
業
か
ら
、
育
児
休
業
等
給
付
に
係
る
事

業
を
除
く
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
十
六
条
関
係
）

７

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る

（一）
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条
の
十
三
関
係
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
（
借
換
国

（二）
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
利
子
並

び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
、
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当

す
る
金
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
二
十
三
条
の
十
四
関
係
）

三

令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
事
項



第
一
の
三
の
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
施
行
等
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
百
二
十
三
条

の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ニ
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
関

係
）

四

令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
事
項

第
九
の
一
及
び
二
の
被
保
険
者
の
育
児
期
間
に
係
る
保
険
料
免
除
の
改
正
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
。
（
第
百
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ニ
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ト
及

び
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
関
係
）

五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
十
七

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
一
部
改
正

一

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
の
基
本
理
念
に
お
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
対
象
者
に
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生

活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
七
号

関
係
）

二

関
係
機
関
等
に
よ
る
必
要
な
相
談
、
助
言
等
の
支
援
の
対
象
と
し
て
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を



過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
一
項
関
係
）

三

子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
又
は
要
支
援
児
童

で
あ
る
も
の
に
対
し
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
及
び
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
協
働
し
て
効
果
的
に
支

援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二

十
一
条
第
三
項
関
係
）

第
十
八

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
規
定
す
る
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
に
つ
い
て
、
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
も
の
の
う
ち
、
当
該
施
設
が
な
け
れ
ば
当
該
施
設
が
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
保
育
の
提
供
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の
を
、
当
該
基
準
を
満
た
し

た
施
設
と
み
な
し
て
同
法
の
規
定
（
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
が
遵
守
す
べ
き
基
準
、
勧
告
事
由
及
び
確
認
の
取

消
事
由
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
条
関
係
）

第
十
九

施
行
期
日
等



一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

第
四
及
び
第
十
八
の
一
部
並
び
に
第
十
七

公
布
の
日

２

第
十

令
和
六
年
十
一
月
一
日

３

第
一
、
第
四
、
第
六
、
第
七
及
び
第
十
一
の
一
部
並
び
に
第
十
三
及
び
第
十
六
の
二

令
和
七
年
四
月
一
日

４

第
一
、
第
四
、
第
六
、
第
七
及
び
第
十
一
の
一
部
並
び
に
第
二
、
第
三
、
第
五
、
第
八
、
第
十
四
、
第
十
五
及
び
第

十
六
の
三

令
和
八
年
四
月
一
日

５

第
一
の
一
部
並
び
に
第
九
及
び
第
十
六
の
四

令
和
八
年
十
月
一
日

二

経
過
措
置
及
び
関
係
法
律
の
整
備
等

１

政
府
は
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
ど
も
未
来
戦
略
（
２
に
お
い
て
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
社
会
保
障
負
担
率
の
上
昇
の
抑
制
に
向
け
て
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
の
徹
底

を
図
る
も
の
と
し
、
支
援
納
付
金
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
２
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
各
年
度
に
お
い
て
、
支
援

（一）

（三）



納
付
金
（
公
費
で
負
担
す
る
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。
）
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
年
度
の

社
会
保
障
負
担
率
の
上
昇
に
与
え
る
影
響
の
程
度
が
、
令
和
五
年
度
か
ら
当
該
各
年
度
ま
で
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度

改
革
等
及
び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
保
障
負
担
率
の
低
下
に
与

え
る
影
響
の
程
度
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
十
七
条
第
一
項
関
係
）

２

政
府
は
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
（
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
「
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
実
施
す
る
具
体
的
な

施
策
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た
施
策
を
い
う
。
以
下
こ
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
を
通
じ
た
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
抑
制
そ
の
他
歳
出
の
見

直
し
、
消
費
税
法
の
規
定
に
よ
り
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
消

費
税
の
収
入
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
収
入
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施

施
策
に
係
る
社
会
保
険
料
の
収
入
並
び
に
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
財
源
に
よ
り
賄
う
も
の
と
し
、
次
の

か
ら

（一）

ま
で
に
掲
げ
る
各
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
（
公
費
で
負
担
す
る
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限

（三）る
。
）
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
額
を
目
安
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
政
府
が

（一）

（三）

全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
基
本
と
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第



四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

令
和
八
年
度

お
お
む
ね
六
千
億
円

（一）

令
和
九
年
度

お
お
む
ね
八
千
億
円

（二）

令
和
十
年
度

お
お
む
ね
一
兆
円

（三）
３

政
府
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
及
び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
の
実
施
状
況
そ
の

他
の
事
情
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
施
策
の
費
用
負
担
の
在
り
方

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
十
七
条
第
五
項
関
係
）

４

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
少
子
化
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
の
子
ど
も
及
び
子
育
て
の

支
援
に
関
す
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
効
果
そ
の
他
の
事
項
を

踏
ま
え
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
十
八
条
関

係
）

５

政
府
は
、
第
二
の
五
の
政
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
１
か
ら
３
ま
で
の
趣
旨
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
十
九
条
関
係
）



６

そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で
関
係
）
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

目
次
中
「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・
第
十
条
）
」
を

第
一
款

通
則
（
第
十
条
の
二
―
第

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等
（
第
十

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給

（
第
九
条
・
第
十
条
）

「
第
三

十
条
の
七
）

に
、
「
第
三
節
」
を
「
第
四
節
」
に
、
「
第
四
節
」
を
「
第
五
節
」
に
、

第

条
の
八
―
第
十
条
の
十
一
）

（
第
十
条
の
十
二
―
第
十
条
の
十
五
）
」
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「

第
六
節

第
一

章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

第
二

を

一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

」

第
三

第
三
章

第
一
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

款

通
則
（
第
三
十
条
の
十
二
・
第
三
十
条
の
十
三
）

款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等
（
第
三
十
条
の
十
四
―
第
三
十
条
の
十
九
）

款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
（
第
三
十
条
の
二
十
・
第
三
十
条
の
二
十
一
）

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
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「
第
三
款

特
定
乳

「
第
三
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五
十
七
条
）

に
、

を

第
四
款

業
務
管

第
四
款

教
育
・
保
育
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）
」

第
五
款

教
育
・

援
施
設
等

」

児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
第
五
十
四
条
の
二
・
第
五
十
四
条
の
三
）

理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五
十
七
条
）

に
、
「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事

保
育
等
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）

」

「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）

業
（
第
五
十
九
条
の
二
）
」
を

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
三

「
第
六
章

費
用
等

第
一
節

費
用
の
支
弁
等
（
第
六
十
五
条
―
第

第
二
節

拠
出
金
の
徴
収
等
（
第
六
十
九
条
―
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第
三
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴

第
一
款

通
則
（
第
七
十
一
条
の
二
）

に
、
「
第
六
章

費
用
等
（
第
六
十
五
条
―
第
七
十
一
条
）
」
を

第
二
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

）
」

第
三
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

第
四
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

第
五
款

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に

第
六
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債

第
七
款

雑
則
（
第
七
十
一
条
の
二
十
九
・

六
十
八
条
の
二
）

第
七
十
一
条
）

収
等
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徴
収
及
び
納
付
義
務
（
第
七
十
一
条
の
三
）

に
、
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十
七
条

額
等
（
第
七
十
一
条
の
四
―
第
七
十
一
条
の
七
）

徴
収
の
方
法
（
第
七
十
一
条
の
八
―
第
七
十
一
条
の
十
三
）

よ
る
徴
収
事
務
の
実
施
等
（
第
七
十
一
条
の
十
四
―
第
七
十
一
条
の
二
十
五
）

の
発
行
等
（
第
七
十
一
条
の
二
十
六
―
第
七
十
一
条
の
二
十
八
）

第
七
十
一
条
の
三
十
）

」

の
二
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
子
ど
も
に
」
を
「
子
ど
も
及
び
子
育
て
に
」
に
、
「
成
長
す
る
」
を
「
成
長
し
、
及
び
子
ど
も
を
持
つ
こ
と

を
希
望
す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
」
を
「
を
等
し
く
確
保
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望

す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。こ

の
法
律
に
お
い
て
「
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園

11
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支
援
事
業
と
し
て
行
う
同
項
の
乳
児
又
は
幼
児
へ
の
遊
び
及
び
生
活
の
場
の
提
供
並
び
に
そ
の
保
護
者
と
の
面
談
及
び
当

該
保
護
者
へ
の
援
助
を
い
う
。

第
八
条
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
、
「
及
び
子
育
て
の
た
め

の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
三
中
「
第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
を
「
第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条

ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
報
告
等
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削

る
。第

十
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係

者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と



- 7 -

き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
準
用
）

第
十
七
条

第
十
条
の
六
及
び
第
十
条
の
七
の
規
定
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
八
条

削
除

第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則

（
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
十
条
の
二

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
す
る
。
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（
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
等
と
の
連
携
）

第
十
条
の
三

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
児
童
福
祉
法

第
六
条
の
三
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
援
助
そ
の
他
の
支
援
と
を
効
果
的
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
中
の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
よ
う

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
条
の
四

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
者
か
ら
、
そ
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項

に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

（
報
告
等
）

第
十
条
の
五

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必

要
な
限
度
に
お
い
て
、
妊
婦
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
妊
婦
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
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る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又

は
そ
の
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
給
権
の
保
護
）

第
十
条
の
六

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
十
条
の
七

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等

（
支
給
要
件
）

第
十
条
の
八

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）

第
十
条
の
九

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
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し
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
地
の

市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
妊
婦
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
十
条
の
十

妊
婦
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
者
」
と
い

う
。
）
が
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

と
き
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
一

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
妊
婦
給
付
認
定
の
申
請
そ
の
他
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣

府
令
で
定
め
る
。

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
）
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第
十
条
の
十
二

市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
者
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
を
支
給
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
一
を
加
え
た
数
に
五
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。

３

妊
婦
給
付
認
定
者
が
当
該
妊
婦
給
付
認
定
の
原
因
と
な
っ
た
妊
娠
と
同
一
の
妊
娠
を
原
因
と
し
て
他
の
市
町
村
か
ら
妊

婦
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
が
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
妊

婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
か
ら
当
該
他
の
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
た
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

（
届
出
等
）

第
十
条
の
十
三

妊
婦
給
付
認
定
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者

の
胎
児
の
数
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
は
、
他
の
市
町
村
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
の
た
め
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
払
方
法
）

第
十
条
の
十
四

妊
婦
支
援
給
付
金
の
う
ち
、
五
万
円
は
妊
婦
給
付
認
定
後
遅
滞
な
く
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
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よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
た
額
は
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
つ
い
て
の
前
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
お
け
る
妊
婦
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
当
該
届
出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う

も
の
と
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
は
、
現
金
そ
の
他
確
実
な
支
払
の
方
法
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
五

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め

る
。

第
二
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
三
十
条
の
十
二

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
と
す
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る
。

（
準
用
）

第
三
十
条
の
十
三

第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援

給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等

（
支
給
要
件
）

第
三
十
条
の
十
四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
満
三
歳
未
満
の
小
学
校
就
学
前

子
ど
も
（
当
該
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
が
現
に
施
設
型
給
付
費
、
特
例
施
設
型
給

付
費
、
地
域
型
保
育
給
付
費
若
し
く
は
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
又
は
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
施
設
を
利
用
し
て
い
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
を
除

く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
支
給
対
象

小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）
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第
三
十
条
の
十
五

支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
ご
と
に
、
乳
児

等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
は
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
の
居

住
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
居
住
地
を
有
し
な

い
と
き
、
又
は
そ
の
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
の
現
在
地
の

市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等
支
援
給

付
認
定
に
係
る
保
護
者
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
」
と
い
う
。
）
に
氏
名
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
を
記
載
し
た
認
定
証
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
有
効
期
間
）

第
三
十
条
の
十
六

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
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（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
」
と
い
う
。
）
が
満
三
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
効
力
を
有
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
変
更
）

第
三
十
条
の
十
七

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
届
出
書
に
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
三
十
条
の
十
八

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
が
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る

と
き
。

三

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。
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四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
取
消
し
に
係
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す

る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
の
十
九

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
申
請
そ
の
他
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給

（
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
、
第
五
十
四

条
の
三
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
と
い

う
。
）
の
行
う
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
確
認
に
係
る
乳
児
等
通
園
支
援
（
以
下
こ
の
款
、
第
六
十
二
条
第
二
項
第
五

号
及
び
第
七
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し
た
と
き
は
、
内
閣
府
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令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

２

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し

て
算
定
さ
れ
る
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
一
時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
費
用
の

額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
当
該
月
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用

し
た
時
間
（
当
該
時
間
が
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て
乳
児
等
通
園
支
援
の
体
制
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
基
準
又
は
内
閣
府
令
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭
審
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
と
き

は
、
市
町
村
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
支
払
う
べ
き
当
該
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
と
し
て
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者

に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
代
わ
り
、
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

市
町
村
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
か
ら
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
三
項
の
基
準
及

び
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
照
ら
し
て
審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十
一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
以
下
こ
の
項
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及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
」
と
い
う
。
）
を
し
た
日
か
ら
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
効
力
が
生
じ
た
日
の
前
日
ま

で
の
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
中
期
間
」
と
い
う
。
）
に
当
該
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学

前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
申
請
中
期
間
に
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利

用
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
前
条
第
三
項
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

現
に
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に
乳
児
等
支
援

給
付
認
定
保
護
者
が
申
請
中
期
間
に
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を

利
用
し
た
時
間
（
同
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
）
を
乗
じ
た
額

と
す
る
。

３

前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。
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第
三
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
の
節
名
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係
者
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
を
「
（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係
者
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
又
は
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
者
」
に
、
「
教
育
・
保
育
の
」
を
「
教
育
・
保
育
等
の
」
に
、
「
教
育
・
保
育
に
係
る
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教

育
・
保
育
等
に
係
る
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
、
「
教
育
・
保
育
を
」
を
「
教
育
・
保
育
等
を
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中

「
教
育
・
保
育
を
」
を
「
教
育
・
保
育
等
を
」
に
、
「
教
育
・
保
育
の
」
を
「
教
育
・
保
育
等
の
」
に
、
「
教
育
・
保
育
情

報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
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め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二

項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
「
教
育
・
保

育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
又
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
「
内
容
」
の
下
に
「
（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情

報
に
あ
っ
て
は
、
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
を
受
け
さ
せ
、
又
は

受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か
つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受

け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
」
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
特
定
教
育
・
保
育

施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
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終
了
後
五
月
以
内
に
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
ご
と
の
収
益
及
び
費
用
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六

十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
第
一
節
第
四
款
の
款
名
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
款
を
同
節
第
五
款
と
す
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
者
」
に
改
め
、
「
第
四
十
五
条
第
五
項
」
の
下
に
「
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型
保
育
事
業
所
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又

は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型
保
育
事
業
所
又
は

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係
者
」

に
、
「
若
し
く
は
地
域
型
保
育
事
業
所
」
を
「
、
地
域
型
保
育
事
業
所
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
」
に
、
「
の
教

育
・
保
育
」
を
「
の
教
育
・
保
育
等
（
教
育
・
保
育
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
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五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
地
域
型
保
育
給
付
費
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
支
援
給
付
費
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
一
節
中
第
三
款
を
第
四
款
と
し
、
第
二
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
三
款

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
確
認
）

第
五
十
四
条
の
二

乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
旨
の
市

町
村
長
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
確
認
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
所
（
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
定
員
を
定

め
て
、
市
町
村
長
が
行
う
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
利
用
定
員
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
七
十
二
条
第
一
項
の
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の



- 24 -

機
関
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
意
見
を
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
子
ど
も
の
保
護
者
そ
の
他
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
当
事
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
五
十
四
条
の
三

第
四
十
四
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
第
四
十
五
条
第
二
項
を
除
く
。
）
は
、
前
条
第
一
項
の

確
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
十
八
条
の
八
の
見
出
し
を
「
（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
関
係
者
」
を
「
、
関
係

者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
の
九
第
六
項
第
三
号
イ
中
「
認
定
子
ど
も
園
法
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
号
中
「
子
ど
も
及
び
」
を
「
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
並
び
に
子
ど
も
及
び
」
に
、
「
子
ど
も
又
は
子
ど

も
の
」
を
「
妊
婦
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
子
ど
も
若
し
く
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

母
子
保
健
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
産
後
ケ
ア
事
業
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第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
の
下
に
「
（
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
出
生
後
休
業
（
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
い
う
。
）
の
取
得
及
び
育
児

時
短
就
業
（
子
ど
も
を
養
育
す
る
た
め
に
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
就
業
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
促
進
す
る
た
め
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休

業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業

第
五
十
九
条
の
三

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
働
き
方
及
び
生
活
様
式
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
仕
事
・
子
育
て
両

立
支
援
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
者
の
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
経
済
的
支
援
を
行
う
も

の
と
す
る
。

２

前
項
の
経
済
的
支
援
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
八
十
八
条
の
三
の
定
め
る
と
こ
ろ
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に
よ
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕

事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中

「
教
育
・
保
育
給
付
」
の
下
に
「
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
、
「
教
育
・
保
育
を
」
を
「
教
育
・
保
育
等

を
」
に
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対

応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第

三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
の
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に

係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
そ
の
他
の
乳
児
等
通
園
支
援
の
量
の
見
込
み
並
び
に
当
該
市
町
村
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
乳

児
等
通
園
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期

第
六
十
一
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関
す
る
体
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制
の
確
保
の
内
容

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第

五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
特
定
地
域
型
保
育
」
を
「
、
特
定
地
域
型
保
育
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関
す
る
体

制
の
確
保
の
内
容

第
六
十
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
、
「
の
公
表
」
を
「
及
び
特
定
教

育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
（
第
五
十
八
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
の
公
表
」
に
改
め

る
。第

六
章
中
第
六
十
五
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

費
用
の
支
弁
等

第
六
十
五
条
第
一
号
を
同
条
第
一
号
の
二
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
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第
六
十
五
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

第
六
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
五
分
の
一
」
を
「
五
十
分
の
十
一
」
に
、
「
次
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を

「
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
婦
支
援
給
付
金
等
支
給
費
用
へ
の
国
等
の
交
付
金
の
充
当
）

第
六
十
六
条
の
四

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全

額
に
つ
き
、
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
分
の
一
に

相
当
す
る
額
に
つ
き
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
、
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
六

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額

を
市
町
村
が
負
担
す
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
四
分
の
一
を
負
担
す
る
」
を
「
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と

し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
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め
る
。

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二

に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る

た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
。

第
六
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
都
道
府
県
の
交
付
金
）

第
六
十
七
条
の
二

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
都
道
府
県
の
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
八
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
」
を
「
国
か
ら
市
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条

第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に

第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
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一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
を
原
資
と
し
て
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

第
六
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第

五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
国
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
国
が
負
担
し
、
当
該
費
用

の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
を
原
資
と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
国
の
交
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支

弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。
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第
二
節

拠
出
金
の
徴
収
等

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
交
付
金
を

充
て
る
部
分
の
う
ち
、
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
」
に
、
「
同
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
に

係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
国
が
負
担
す
る
」
を
「
国
が
交
付
す

る
」
に
改
め
、
「
係
る
も
の
」
の
下
に
「
に
つ
い
て
国
が
負
担
す
る
部
分
」
を
加
え
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条

の
二
」
に
、
「
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
額
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付

す
る
額
（
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
」
に
、
「
千
分
の
四
・
五
」
を
「
千
分
の
四
・
〇
」
に
改
め
る
。

第
六
章
中
第
七
十
一
条
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
等

第
一
款

通
則

第
七
十
一
条
の
二

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
各
法
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）



- 32 -

二

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

三

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

五

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

２

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
り
保
険
給
付
を
行
う
全
国
健
康
保
険
協
会
、

健
康
保
険
組
合
、
都
道
府
県
、
国
民
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
又
は
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
を
い
う
。

３

こ
の
節
に
お
い
て
「
被
用
者
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
者
（
健
康
保
険
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
保
険
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
日
雇
保
険
者
」
と
い
う
。
）
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
、
都
道
府
県
及
び

国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
。
）
又
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
承
認
を
受
け
て
同
法
の
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
者

を
組
合
員
と
す
る
国
民
健
康
保
険
組
合
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

４

こ
の
節
に
お
い
て
「
地
域
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
健
康
保
険
者
を
い
う
。

５

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
等
」
と
は
、
健
康
保
険
者
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
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七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

６

こ
の
節
に
お
い
て
「
加
入
者
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
を
除
く
。
）

二

船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

三

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員

五

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者

六

健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
（
健
康
保
険
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険

者
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
を
除
く
。
）

七

健
康
保
険
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
手
帳
に
健
康
保
険
印

紙
を
貼
り
付
け
る
べ
き
余
白
が
な
く
な
る
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
そ
の
者
の
被
扶
養
者
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（
同
法
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
期
間
内
に
あ

る
者
及
び
同
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
者
並
び
に
同
法
の

規
定
に
よ
る
そ
れ
ら
の
者
の
被
扶
養
者
を
除
く
。
）

八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

第
二
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務

第
七
十
一
条
の
三

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
（
以
下
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、
令
和

八
年
度
か
ら
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
。

一

第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

二

第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部
分
を
除

い
た
部
分
に
限
る
。
）

三

児
童
手
当
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交

付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
拠
出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。
）
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四

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
育
児

時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

五

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
補
塡
に
要
す
る
費
用

六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
第
七
十
一
条
の
二
十
七
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
（
同
条
に
規
定
す
る
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
、
利
子
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等

の
発
行
及
び
償
還
に
関
連
す
る
経
費
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

２

健
康
保
険
者
等
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
。

第
三
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
等

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
）

第
七
十
一
条
の
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
健
康
保
険
者
等
か
ら
毎
年
度
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

の
額
は
、
当
該
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
徴
収
年
度
」
と
い
う
。
）
の
当
該
健
康
保
険
者
等
に
係
る
概
算
支
援
納

付
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
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を
超
え
る
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
か
ら
そ
の
超
え
る
額
と
そ
の
超
え
る
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の

合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定

支
援
納
付
金
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
に
そ
の
満
た
な
い
額
と
そ
の
満
た
な
い
額

に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
調
整
金
額
は
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
等
に
係
る
概
算
支
援
納
付
金

の
額
と
確
定
支
援
納
付
金
の
額
と
の
過
不
足
額
に
つ
き
生
ず
る
利
子
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
健
康
保
険
者
等
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
額
と
す
る
。

（
概
算
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
五

各
年
度
に
お
け
る
前
条
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
予
定
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援

納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
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得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総

数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
数

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
当
該
年
度
の
標
準
報
酬
総
額
と
見
込
ま
れ
る
額

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
全
て
の

被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付

金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康

保
険
協
会
を
除
く
。
）
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て

の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
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ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
加
入
者
等
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い

て
「
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）
に
係
る
加
入
者
等
（
十

八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。
）
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全
て
の
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当

該
年
度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
に
係
る

加
入
者
等
の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込

数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
、

ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
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ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込
数
を

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込
数
の

総
数
で
除
し
て
得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
所
得
係
数

２

前
項
第
一
号
ロ
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の

区
分
に
応
じ
各
年
度
の
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
全
て
の
加
入
者
等
に
つ
い
て
合
算
し
た

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
正
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会
及
び
健
康
保
険
組
合

被
保
険
者
ご
と
の
健
康
保
険
法
又
は
船
員
保
険
法
に
規
定
す
る
標
準
報

酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額

二

共
済
組
合

組
合
員
ご
と
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の

月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
総
額

三

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

加
入
者
ご
と
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び

標
準
賞
与
額
の
総
額
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四

国
民
健
康
保
険
組
合

組
合
員
ご
と
の
前
三
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額

３

第
一
項
第
四
号
イ
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
率
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る
率

４

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数

（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度
に
お
け
る
全
て

の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健

康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度
に
お
け

る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
え
て
得



- 41 -

た
数

５

各
年
度
に
お
け
る
第
一
項
第
四
号
ハ
の
所
得
係
数
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
で
除
し
て
得
た
数
と
す
る
。

（
確
定
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
六

各
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付

金
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣

府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
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標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総

額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付

金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の

総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康

保
険
協
会
を
除
く
。
）
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保

険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入

者
等
を
除
く
。
）
の
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険

者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。
）
の
総
数
で

除
し
て
得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
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齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年

度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
に
係
る
加
入

者
等
の
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
、
ロ
及

び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
数
を
内
閣

府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て

得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
所
得
係
数

２

前
項
第
四
号
イ
の
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
率
と
す
る
。
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一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る
率

３

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数
を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数

（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度
に
お
け
る
全

て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け

る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度
に
お

け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
え
て

得
た
数

（
健
康
保
険
者
等
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
七

合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
健
康
保
険
者
等
、
合
併
又
は
分
割
後
存
続
す
る
健
康
保
険
者
等
及
び
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解
散
を
し
た
健
康
保
険
者
等
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
健
康
保
険
者
等
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算

定
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
の
方
法

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
通
知
）

第
七
十
一
条
の
八

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
当
該
年
度
に
当
該
健
康
保
険
者
等
が
納
付
す

べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
、
納
付
の
方
法
及
び
納
付
す
べ
き
期
限
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
督
促
及
び
滞
納
処
分
）

第
七
十
一
条
の
九

内
閣
総
理
大
臣
は
、
健
康
保
険
者
等
が
、
納
付
す
べ
き
期
限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を

納
付
し
な
い
と
き
は
、
期
限
を
指
定
し
て
こ
れ
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
は
、
当
該
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
督
促
状
を
発
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
べ
き
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
健
康
保
険
者
等
が
そ
の
指
定
期
限
ま
で
に
そ
の
督
促
に
係

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ

り
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
延
滞
金
）

第
七
十
一
条
の
十

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
を
督
促
し
た
と
き
は
、
内
閣
総
理

大
臣
は
、
そ
の
督
促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
に
つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、
納
付
期

日
の
翌
日
か
ら
そ
の
完
納
又
は
財
産
差
押
え
の
日
の
前
日
ま
で
の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
督
促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
一
部
に
つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の

日
以
降
の
期
間
に
係
る
延
滞
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
そ
の
納
付
の
あ
っ

た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

３

延
滞
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
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４

前
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
延
滞
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て

る
。

５

延
滞
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
徴
収
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
猶
予
し
た
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。

一

督
促
状
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
完
納
し
た
と
き
。

二

延
滞
金
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
い
て
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
猶
予
し
た
と
き
。

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
納
付
の
猶
予
）

第
七
十
一
条
の
十
一

内
閣
総
理
大
臣
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
健
康
保
険
者
等
が
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
健
康

保
険
者
等
の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
納
付
す
べ
き
期
限
か
ら
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
一
部
の
納
付
を
猶
予
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
猶
予
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
の
額
、
猶
予
期
間
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
健
康
保
険
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
猶
予
期
間
内
は
、
そ
の
猶
予
に
係
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
き
新
た
に
第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
健
康
保
険
者
等
の
報
告
）

第
七
十
一
条
の
十
二

健
康
保
険
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
毎
年
度
、
加
入
者
等
の
数
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定

め
る
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の

物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
健
康
保
険
者
等
の
事

務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
款

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
る
徴
収
事
務
の
実
施
等

（
支
払
基
金
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
）

第
七
十
一
条
の
十
四

内
閣
総
理
大
臣
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に

よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収

二

第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促

三

第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
徴
収

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
事
務
を

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
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３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
せ

る
こ
と
と
す
る
と
き
又
は
支
払
基
金
に
行
わ
せ
て
い
た
当
該
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
と
す
る
と

き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
払
基
金
の
業
務
）

第
七
十
一
条
の
十
五

支
払
基
金
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
業
務
（
以
下
「
支
援
納
付
金
関
係
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
（
以
下
「
徴
収
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

支
払
基
金
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
一
部
を
健
康
保
険
者
等
が
加
入
し
て
い

る
団
体
で
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
方
法
書
）

第
七
十
一
条
の
十
六

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き

は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
当
該
業
務
の
開
始
前
に
、
業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
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け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
区
分
経
理
）

第
七
十
一
条
の
十
七

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
業
務
に
係
る
経
理
と

区
分
し
て
、
特
別
の
会
計
を
設
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
等
の
認
可
）

第
七
十
一
条
の
十
八

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き

は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の

開
始
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

（
財
務
諸
表
等
）

第
七
十
一
条
の
十
九

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き

は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
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い
て
「
財
務
諸
表
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
れ
に
当
該
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
予
算
の
区
分
に
従
い
作
成
し
た
決
算
報
告
書
並
び
に
財
務
諸
表
及

び
決
算
報
告
書
に
関
す
る
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
財
務
諸
表
又
は
そ
の
要
旨
を
官
報
に
公
告
し
、
か

つ
、
財
務
諸
表
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
前
項
の
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
事
の
意
見
書
を
、
主
た
る
事
務
所

に
備
え
て
置
き
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ

た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
埋
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
は
、
積
立
金
と

し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
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の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
減
額
し
て
整
理
し
、
な
お
不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
繰
越
欠
損
金
と
し
て
整
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
金
額
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
余
裕
金
の
運
用
）

第
七
十
一
条
の
二
十
一

支
払
基
金
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
ほ
か
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
業
務
上
の
余
裕

金
を
運
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

国
債
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
有
価
証
券
の
保
有

二

銀
行
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
の
預
金

三

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三

号
）
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。
）
へ
の
金
銭
信
託

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
二
十
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
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あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
払
基
金
又
は
第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
支
払
基
金

若
し
く
は
受
託
者
の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
七
十
一
条
の
十
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員

に
、
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
立
入
検
査
を
さ
せ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
、
速
や
か
に
そ
の
結
果
を
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
の
理
事
長
、
理
事
又
は
監
事
に
つ
き
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
由

を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
監
督
）
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第
七
十
一
条
の
二
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
支
払

基
金
に
対
し
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
に
対
し
前
項
の
命
令
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
適
用
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
二
十
四

支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
す
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
す
る
。

２

支
援
納
付
金
関
係
業
務
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な
す
。

（
協
議
）

第
七
十
一
条
の
二
十
五

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
十
六
第
一
項
又
は
第
七
十
一
条
の
十
八
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
。
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二

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の
団
体
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

第
七
十
一
条
の
十
六
第
二
項
又
は
第
七
十
一
条
の
十
九
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る

と
き
。

四

第
七
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
二
十
一
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財

務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
等

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
七
十
一
条
の
二
十
六

政
府
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予

算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
、
公
債
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
は
、
各
年
度
の
翌
年
度



- 57 -

の
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
一
日
以
後
発
行
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
収
入
は
、
当
該
各
年
度
所
属
の
歳
入
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
償
還
期
限
）

第
七
十
一
条
の
二
十
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項

又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
順
次
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
含
む
。
）
を
い
う
。
第
七
十
一
条
の
二
十
九
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和

三
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
償
還
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）

第
七
十
一
条
の
二
十
八

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
を
発
行
す
る
場
合
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

に
つ
い
て
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
融
通
証
券
」
と
あ
る
の
は
、

「
公
債
及
び
融
通
証
券
」
と
す
る
。

第
七
款

雑
則
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（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十
九

支
援
納
付
金
対
象
費
用
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
歳
入
歳
出
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お

い
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
へ
の
意
見
聴
取
）

第
七
十
一
条
の
三
十

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
各
号
、
第
二
項
、
第
四

項
各
号
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
そ

の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
定
員
の
設
定
に
関
し
、
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
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育
・
保
育
給
付
」
に
、
「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳

児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
、
「
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」

に
、
「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支

援
給
付
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
支
払
基
金
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
九
章
中
第
七
十
八
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
二

第
七
十
一
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は

物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
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は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
八
条
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
「
若
し
く
は
第
五
十
八
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め

る
。第

八
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
払
基
金
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

こ
の
法
律
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
可
又
は

承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二

第
七
十
一
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

第
八
十
一
条
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
（
」
を
「
第
十
条
の
五
若
し
く
は
第
十
三
条
（
」
に
改
め
、
「
第
三
十
条
の
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三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
、
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
「
第
十
三
条
第
一
項

の
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
、
同
条

第
三
項
中
「
又
は
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
、
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
八
第
二
項
」
に
改
め
、
「
支
給

認
定
証
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
中
「
教
育
・
保
育
」
を
「
教
育
・
保
育
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

削
除

附
則
第
九
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
二
中
「
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
第
六
章
第
三
節
の
規
定
を
適
用
す
る

場
合
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
は
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
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間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
費
用
と
す
る
。

一

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号

に
掲
げ
る
費
用

二

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
、

第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

三

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
二
十
七
条

延
滞
税
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
延
滞
税
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た

な
い
年
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
延
滞
金
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
延

滞
税
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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第
二
十
八
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
二
十
六
、
第
七
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十
九
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十
九
中
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」
と
あ
る
の
は
、
「
年
金
特
別
会
計
」
と
す
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
五
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
掲
げ
る
事
業
」
と
あ
る
の

は
、
「
掲
げ
る
事
業
及
び
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
す
る
。

（
令
和
七
年
度
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に

規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
一
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
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第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
方
法
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
第
七
十
一
条
の
四
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
せ
ず
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
算
定
方
法
に
係
る
特
例
）

第
三
十
三
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
四
か
ら
第
七
十
一
条
の
六
ま
で
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
の
予
定
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
予
定
額
か
ら
当
該
年

度
の
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
予
定
額
を
控
除
し
て
得
た

額
」
と
、
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
額
か
ら
当
該
年
度
の
第
七
十
一
条
の
二
十
六

第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
額
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
」
に
、
「
の
納
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付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
一
条
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、
」
に
、
「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
四
条
第
二
項
中
「
並
び
に
介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改

め
る
。

第
百
五
十
五
条
第
一
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
）
」
の
下
に

「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を

「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
九
条
の
二
中
「
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
」
を
削
る
。

第
百
六
十
条
第
三
項
第
三
号
中
「
次
条
」
を
「
第
百
六
十
条
の
三
」
に
改
め
る
。
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第
百
六
十
条
の
二
を
第
百
六
十
条
の
三
と
し
、
第
百
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
六
十
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
保
険
者
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
保
険
者
が
管
掌
す
る
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
の
見
込
額
で
除

し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
保
険
者
が
定
め
る
。

２

協
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
を
定
め
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
二
条
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
平
均
保
険
料
率
」
を
「
平
均
保
険
料
等
率
」
に
改
め
、
「
得
た
率
」
の
下
に
「
と

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
平
均
保
険
料
率
」
を
「
平
均
保
険
料
等
率
」

に
改
め
る
。

第
百
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
六
条
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保

拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
若
し
く
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
三
中
「
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
」
を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
四
及
び
第
八
条
の
五
を
削
る
。

（
船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
」
に
、
「
の
納

付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第
一
項
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、
」
に
、
「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
一
般
保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
、
「
一
般
保
険
料
率
」
の
下
に
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「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
一
般

保
険
料
額
」
を
「
一
般
保
険
料
等
額
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
中
「
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
」
を
削
る
。

第
百
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
二
十
二
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
協
会
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
の
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
総
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額
の
合
算
額
の
見
込
額
で

除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
協
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
百
二
十
一
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
の
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
項
各
号
中
「
疾
病
保
険
料
率
」
の
下
に
「
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
」
を
加

え
る
。

附
則
第
八
条
の
二
及
び
第
八
条
の
三
中
「
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
」
を
削
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）
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第
四
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
三
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
で
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
そ

の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
妊
婦
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
面
談
そ
の
他
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
婦
等
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
の
把
握
を

行
う
ほ
か
、
母
子
保
健
及
び
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

こ
の
法
律
で
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
育
所
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で

定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
乳
児
又
は
幼
児
で
あ
つ
て
満
三
歳
未
満
の
も
の
（
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
も
の
そ
の
他
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、
当
該
乳
児
又
は
幼
児
及
び
そ

の
保
護
者
の
心
身
の
状
況
及
び
養
育
環
境
を
把
握
す
る
た
め
の
当
該
保
護
者
と
の
面
談
並
び
に
当
該
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
二
十
一
条
の
九
中
「
及
び
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
「
、
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援

事
業
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
中
「
及
び
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括
相
談
支

援
事
業
」
に
改
め
、
「
と
も
に
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
の
下
に
「
若
し
く
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
」
を
加

え
、
「
（
特
定
妊
婦
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
の
下
に
「
又
は
妊
婦
等
包
括

相
談
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は

妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
の
三
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」

に
、
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
要
保
護
児
童
又
は
要
支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議
会
及
び
同
法
第

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
が
協
働
し
て
効
果
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
十
四
条
の
十
中
「
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
「
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
」
に

改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
、
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
を
行
う
事
業
所
」
を
加
え
、
「
係
る
部
分
を
除
く
」
を
「
係
る
も
の
を
除
く
」
に
、
「
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
が
」
を
「
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
（
同
法
第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
定
員
の
総
数
が
」
に
、

「
同
法
第
十
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
」
を
「
同
号
に
掲
げ
る
小

学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
に
」

に
改
め
、
「
又
は
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条

第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
十
六
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
十
七
第
一
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
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第
三
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
、
「
、
そ
の
事
業
」
を
「
、
家
庭
的

保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
に
、
「
勧
告
し
、
又
は
そ
の
事
業
」
を
「
勧
告
し
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等

又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
に
改
め
、
「
か
つ
、
」
の
下
に
「
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
が
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
、
前
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
せ
ず
、
か

つ
、
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
」

に
、
「
そ
の
事
業
を
」
を
「
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
」
に
、
「
事
業
の
」
を
「
家
庭
的
保

育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
児
童
福
祉
施
設
」
の
下
に
「
の
設
置
者
」
を
加
え
、
「
な
す
」
を
「
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
の
下
に
「
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、
「
な
す
」
を
「
す
る
」
に

改
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
と
い
う
。
）
並
び
に
」
を
「
と
い
う
。
）
、
」
に
改
め
、
「
流
行
初
期
医
療
確
保
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拠
出
金
等
」
の
下
に
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

第
一
号
中
「
及
び
介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要

す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
七
百
三
条
の
四
第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
中
「
及
び
介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
一
号
中
「
及
び
第
十
八
項
」
を
「
、
第
十
八
項
及
び
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
十
八
項
中
「
及
び
第
二
十
二
項
」
を
「
、
第
二
十
二
項
及
び
第
三
十
項
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
第
三
十
項

中
「
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」
と
、

「
被
保
険
者
（
」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
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同
条
第
二
十
七
項
の
次
に
次
の
十
項
を
加
え
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
（
次
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
こ
の
条
の
規
定

28
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
所
得
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
を

減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
十
項
に
お
い
て
「
標
準
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の

見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
に
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込

額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府

県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額

ロ

次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
第
三
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
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す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額

二

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付

に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額

ロ

そ
の
他
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る

費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
た
め
の
収
入
（
国
民
健
康
保
険
法
第

七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入

金
を
除
く
。
）
の
額

三

当
該
年
度
に
お
け
る
第
七
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
減
免
の
額
の
総
額

標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

29
一

所
得
割
総
額
、
資
産
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割

総
額
の
合
計
額
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二

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
総
額
の
合
計
額

三

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
の
合
計
額

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
前
項
各
号
に

30
掲
げ
る
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
に
、
当
該
世

帯
に
属
す
る
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
の
翌
日
以
後
で
あ
る
被
保
険
者
（
第
三
十
五
項
に
お
い

て
「
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
を
加
算
し
た
額
と
す

る
。前

項
の
所
得
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
所
得
割
総
額
を
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。

31
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
前
項
、
こ
の
項
本
文
、
次

項
本
文
、
第
三
十
三
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
前
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税

額
を
算
定
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
第
三
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
る
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
（
次
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援



- 77 -

納
付
金
課
税
限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
項
の
資
産
割
額
は
、
第
二
十
九
項
第
一
号
の
資
産
割
総
額
を
固
定
資
産
税
額
等
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。
た
だ

32
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
被
保
険
者
の
資
産
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
第
三
十
項
、
前
項
本
文
、
こ
の

項
本
文
、
次
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額

を
算
定
す
る
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税

限
度
額
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
固
定
資
産
税

額
等
を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
被
保
険
者
均
等
割
総
額
を
被
保
険
者
の
数
に
按
分
し
て
算

33
定
す
る
。

第
二
十
九
項
各
号
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
は
、
次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
前
項
の
規
定
に

34
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額
と
す
る
。

第
三
十
項
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
を
十
八

35
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歳
以
上
被
保
険
者
の
数
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。

第
三
十
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

36
す
る
。

一

特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯

第
二
十
九
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
世
帯
別
平
等
割
総
額
を
被
保
険

者
が
属
す
る
世
帯
の
数
か
ら
特
定
世
帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継
続
世
帯
の
数
に
四
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
に
按
分
し
て
算
定
し
た
額

二

特
定
世
帯

前
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

三

特
定
継
続
世
帯

第
一
号
に
定
め
る
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
納
税
義
務
者
間
の
負
担
の
衡
平
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る

37
金
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
中
「
被
保
険
者
均
等
割
額
」
の
下
に
「
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
中
「
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
」
を
「
、
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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４

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
内
に
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
前
条
第
三
十
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
表
第
二
項
第
一
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
項
第
一
号

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に

附
則
第
三
十
八
条
の
表
第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に

号
ロ

（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
六
十
六
条
第
一
項
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の
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
九
条
第
二
項
の
項
中
「
育
児
休
業
手
当

金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
、
同
表
附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第

六
十
八
条
の
五
」
に
、
「
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当

金
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
休
業
給
付
」
を
「
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十

一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い

う
。
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
二
項
中
「
介
護
納
付
金
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第

六
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
三
、
第
六
十
八
条
の
五
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
第
十
号
の
三
を
第
十
号
の
四
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

第
五
十
条
第
一
項
第
十
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金

第
五
十
条
第
二
項
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤

務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
二
節
第
三
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
款

休
業
等
給
付

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
育
児

休
業
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
育
児
休
業
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中

「
の
育
児
休
業
」
を
「
の
育
児
休
業
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
八
条
の
四
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤
務
と

し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
支
給
対

象
月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支
給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十

二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
い
う
。
第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給

対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
時

短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い
て
組
合
員
で

あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限

る
。
）
を
い
う
。

４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月

に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該
報
酬
の
額
を
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加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相

当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相

当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該
報
酬
の
額
の
割

合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
財
務
省
令
で

定
め
る
率

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額

（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三

十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
標
準

報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て
「
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」

と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
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額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該

支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
、

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
六
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日
一
日
に
つ
き

標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。

一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶
者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者

が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶
者
育
児
休
業
等
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の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各

号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九

号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
休
業
（
第

五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し

て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、
前
二
項
の
規
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定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し
て

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該
育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
に

つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場

合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該
育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
育
児

休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業
等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に

よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
雇

用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
二
十
二
で

除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
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額
の
百
分
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」
と
す
る
。

５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算

し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日

ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
百
十

二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十

二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
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支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
六
十
九
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
手
当
金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
中
「
並
び
に
基
礎
年
金
拠
出
金
」
を
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
基
礎
年
金
拠
出

金
」
に
、
「
、
第
三
号
」
を
「
、
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
次
項
第
三
号
」
を
「
次
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
三
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
九
十
九
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
の
負
担
金
百
分
の
五
十

第
九
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
第
二
号
」
を
「
次
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給
さ
れ
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る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額

第
百
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す
べ
き
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準
報
酬
の
月
額
及

び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。
）
の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
を
超

え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に

改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四

号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
に
」
に
改
め
る
。
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第
百
二
十
四
条
の
三
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
第
二
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
中
「
短
期
給
付
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
一
条
の
二
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
第
六
項
中
「
短
期
給
付
」
の
下
に
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中

「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
」
に
、
「
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手

当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
九

十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
六
第
一
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
中
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
」
に
、
「
の
納
付
」
を
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「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
を
「
、
流
行
初

期
医
療
確
保
拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
中
「
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
介
護
納
付
金
、
」
に
、
「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中

「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
」
に
、
「
並
び
に
健
康
保
険
法
」
を
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
健
康
保
険
法
」
に
改
め

る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
）
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第
九
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
八
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
又
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
第
八
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
二
中
「
日
。
」
の
下
に
「
次
条
第
一
項
、
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
三

前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
被
保
険
者
が
同
条
の
出
産
に
係
る
子
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
被
保
険
者
は
、
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起

算
し
て
十
二
月
を
経
過
し
た
日
（
当
該
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子

を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日

の
翌
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
子
以
外
の
子
に
係
る
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
を
除

く
。
）
に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

被
保
険
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
被
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
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組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合

に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
当
該
被
保
険
者
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁

組
里
親
で
あ
る
被
保
険
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
被
保
険
者
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
百
六
条
第

一
項
及
び
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
子
が
一
歳
に
達

す
る
日
（
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子
を

養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
）

の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
子
以
外
の
子
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
を
除
く
。
）

に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
よ
り
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
八
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
及
び
」
を
「
第
八
十
八
条
の
二
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
中
「
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
」
を
削
る
。

第
百
六
条
第
一
項
中
「
出
産
予
定
日
に
関
す
る
書
類
」
の
下
に
「
、
子
の
養
育
の
状
況
に
関
す
る
書
類
」
を
加
え
る
。

第
百
八
条
第
二
項
中
「
出
産
予
定
日
」
の
下
に
「
若
し
く
は
子
の
養
育
の
状
況
」
を
加
え
る
。

附
則
第
九
条
の
二
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
険
料
の
免
除
に
要
す
る
費
用
の
財
源
の
特
例
）

第
九
条
の
二
の
六

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
同
法
第
七
十

一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
額
対
象
監

護
等
児
童
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
護
等
児
童
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
次
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条
第
二
項
に
お
い
て
「
加
算
額
」
と
い
う
。
）
」
を
「
一
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
加
算
額
」
を
「
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
額
に
加
算
す
る
額
」
に
、
「
同
項
」
を
「
前

項
」
に
、
「
平
成
二
十
七
年
」
を
「
令
和
五
年
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
休
業
給
付
」
を
「
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中
「
）
及
び
」
を
「
）
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十

一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）

及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
七
十
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
七
十
条
の
三
、
第
七
十
条
の
五
」
を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
第
十
号
の
三
を
第
十
号
の
四
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

第
五
十
三
条
第
一
項
第
十
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金
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第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短

勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
二
節
第
三
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
款

休
業
等
給
付

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
第
七
十
条
の
三
」
を
「
第
七
十
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
育
児
休

業
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
育
児
休
業
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中

「
の
育
児
休
業
」
を
「
の
育
児
休
業
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
三
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
七
十
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
条
の
四
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
七
十
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤
務
と
し

て
総
務
省
令
で
定
め
る
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
支
給
対
象



- 97 -

月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支
給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十

二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
い
う
。
第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給

対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
時

短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い
て
組
合
員
で

あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限

る
。
）
を
い
う
。

４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月

に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該
報
酬
の
額
を

加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相

当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十
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二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相

当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該
報
酬
の
額
の
割

合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
総
務
省
令
で

定
め
る
率

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額

（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三

十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
標
準

報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
」

と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の

額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該

支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。
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７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
、

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
七
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
七
十
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日
一
日
に
つ
き
標

準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。

一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶
者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者

が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶
者
育
児
休
業
等

の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各

号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。
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一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九

号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
休
業
（
第

五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し

て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、
前
二
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し
て

総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等
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二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該
育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
に

つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場

合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該
育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
育
児

休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業
等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に

よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
給
付
上
限
相
当
額
（
雇
用
保

険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
二
十
二
で
除
し
て

得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百

分
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
に
規
定
す
る
給
付
上
限
相
当
額
」
と
す
る
。

５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
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算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日

ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
百
十

二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十

二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
手
当
金
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
」
を
加
え
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
）
、
介
護
納
付
金
並
び
に
」
を
「
）
、
介
護
納
付
金
、
」
に
、
「
）
の
納
付
」
を
「
）
並
び
に
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
、
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
、
「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
」
に
、

「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
」
に
、
「
第
百
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
次
号
及
び
第
二
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の

額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
二
号
の
二
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
九
十
九
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
次
号
及
び
第
二
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
百
分

の
五
十

第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
要
す
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
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第
百
十
四
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す
べ
き
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準
報
酬
の
月
額
及

び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。
）
の
総
額
の
見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
を
超

え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条
第
二
項
の
表
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
項
中
「
第
七
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金

等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援

手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
一
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号
及
び
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
及
び
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
二
中
「
第
七
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
条
第
五
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
七
十
条
の
三
」
を
「
第
七
十
条
の
五
」
に
、
「
介
護
休
業
手

当
金
」
を
「
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
第
百
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
百
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
九
条
」
を
「
―
第
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又
は
母

が
そ
の
子
で
あ
る
児
童
と
同
一
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
父
又
は
母
及
び
そ
の
子
で
あ
る
児
童
を
除

く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日

を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又
は
母
が
そ
の
子
で
あ
る
児
童
と
同
一
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
父
又
は
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母
及
び
そ
の
子
で
あ
る
児
童
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童
福
祉
法
」
を

「
児
童
福
祉
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
（
以
下
「
母
子
生

活
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、
同
法
」
に
、
「
除
く
」
を
「
除
き
、
当
該
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る

も
の
に
あ
つ
て
は
児
童
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項

第
一
号
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
者
か
ら
同

項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
（
二
月
以
内
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
以
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
「
児
童
自

立
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
児
童

第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
支
給
要
件
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
の

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
以
外
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
十
五
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
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者
、
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設

入
所
等
児
童
が
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
が
」
に
改
め
、
「
し
て
い
る
」
の
下
に
「
母
子
生
活
支
援
施
設
、
」
を
加
え
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

削
除

第
六
条
第
一
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
」
を
「
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

個
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

次
の
表
の
第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
及
び
支
給
対
象
児
童
の
人
数
の
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
額
の
欄
に
掲
げ
る
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
及
び
支
給
対
象
児
童
の
人
数

支
給
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対

三
歳
以
上
支
給

三
歳
未
満
支
給
対
象

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

象
者
が
な
い
場
合

対
象
児
童
が
な

児
童
が
一
人
の
場
合

い
場
合

三
歳
未
満
支
給
対
象

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

児
童
が
二
人
以
上
の

一

三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
二
を
乗

場
合

じ
た
額
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二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
未

満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
二
を
減

じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支
給

三
歳
未
満
支
給
対
象

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

対
象
児
童
が
一

児
童
が
な
い
場
合

人
の
場
合

三
歳
未
満
支
給
対
象

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

児
童
が
あ
る
場
合

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

二

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
未

満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一
を
減

じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
二
人
以
上

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

の
場
合

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
二
を
乗
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じ
た
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
以

上
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
二
を
減

じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
未

満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
な
い
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

象
者
が
一
人
の
場
合

一

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
未

満
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一
を
減

じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
が
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

一

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
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二

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
以

上
支
給
対
象
児
童
の
数
か
ら
一
を
減

じ
た
数
を
乗
じ
た
額

三

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
三
歳
未

満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
が
二
人
以
上
の
場
合

第
三
子
以
降
算
定
額
に
、
支
給
対
象
児

童
の
数
を
乗
じ
た
額

二

法
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、
三
歳

未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

三

施
設
等
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、

三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

第
六
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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一

個
人
受
給
資
格
者

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
受
給
資
格
者
（
第
六
号
に
お
い
て
「
一
般
受
給
資
格
者
」
と
い

う
。
）
の
う
ち
、
法
人
受
給
資
格
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

（
児
童
及
び
延
長
者
等
（
児
童
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
こ
れ
に
類
す
る
者
と
し
て
内
閣

府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
者
に
限
る
。
）
を
除

く
。
）
の
う
ち
、
個
人
受
給
資
格
者
に
よ
つ
て
監
護
に
相
当
す
る
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な
保
護
並
び
に
そ
の

生
計
費
の
相
当
部
分
の
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を

有
す
る
も
の
又
は
留
学
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。

三

支
給
対
象
児
童

次
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
支
給
要
件
児
童
を
い
う
。

四

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童

三
歳
以
上
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ
て
は
、

出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
）
を
い
う
。

五

三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童

三
歳
未
満
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ
て
は
、

出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
）
を
い
う
。
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六

法
人
受
給
資
格
者

一
般
受
給
資
格
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
未
成
年
後

見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

七

施
設
等
受
給
資
格
者

次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
等
受
給
資
格
者
を
い
う
。

八

三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
以
上
の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ

た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
）
を
い
う
。

九

三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
未
満
の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ

た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
）
を
い
う
。

３

第
一
項
の
「
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
」
は
一
万
五
千
円
と
し
、
「
三
歳
以
上
児
童
算
定
額
」
は
一
万
円
と
し
、
「
第
三

子
以
降
算
定
額
」
は
三
万
円
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小
規
模
住

居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
に
、
「
当
該
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
施
設
等
受
給
資
格
者
が
」
の
下
に
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
」
を
加
え
、
「
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事

業
」
を
「
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
に
改
め
る
。
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第
八
条
第
四
項
中
「
、
六
月
及
び
十
月
の
三
期
」
を
「
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
及
び
十
二
月
の
六
期
」
に
改
め

る
。第

十
二
条
第
一
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
を
「
児
童
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所

等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
自
立
生
活

援
助
を
行
つ
て
い
た
施
設
等
受
給
資
格
者
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

被
用
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
保
険
料
を
負
担
し
、
又
は
納
付
す
る
義

務
を
負
う
被
保
険
者
で
あ
つ
て
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
三
歳
未
満
児
童
手
当
（
児
童
手
当

の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
三
歳
未
満

施
設
入
所
等
児
童
の
人
数
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
係
る
部
分
を
い

う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
か

ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

２

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
（
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
公
務
員
を
除
く
。
）
で
な
い
者
を
い
う
。
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以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
三
歳
未
満
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
に
つ
き

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
市
町
村
が

負
担
す
る
。

３

被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
三
歳
以
上
児
童
手
当
（
児
童
手
当
の
う
ち
、
三
歳
未
満
児
童
手
当
を
除
い

た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
に
つ
き

次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
市
町
村
が

負
担
す
る
。

第
十
八
条
第
四
項
各
号
中
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「
五
月
」
を
「
七
月
」
に
、
「
の
六
月
」
を
「
の
八
月
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）
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第
十
九
条

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当

該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
そ
の
五
分
の

二
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
、
そ
の
五
分
の
三
に
相
当
す

る
額
は
同
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
を
原
資
と
す
る
。

２

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る

児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ
る
た

め
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当

該
費
用
の
十
五
分
の
四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
五
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

３

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る

児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
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さ
せ
る
た
め
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う

ち
、
当
該
費
用
の
九
分
の
四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

第
三
章
中
第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条
の
二

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支

給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負

担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
九
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担

す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
及
び
「
（
次
項
に
お

い
て
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
を
「
児
童
」
に
改
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め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
お
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
等
受
給
資
格

者
か
ら
児
童
自
立
生
活
援
助
を
受
け
」
を
加
え
、
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
を
「
施
設
入
所
等
児
童
」
に
改

め
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
特
例
）

第
二
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
九
分
の
四
」
と
あ
る

の
は
「
一
億
三
千
五
百
万
分
の
八
千
二
百
七
十
八
万
六
千
三
百
九
」
と
、
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
三
千
五
百

万
分
の
二
千
二
百
二
十
一
万
三
千
六
百
九
十
一
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
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育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

２

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
に
相
当
す
る
額
は
国
庫

が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
九
分
の
七

以
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
残
余
の
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の

発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

３

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
い

う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
）
及
び
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
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公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る

額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
四
分
の
三
以
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
は
国

庫
が
負
担
し
、
そ
の
残
余
の
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入

金
」
と
す
る
。

附
則
第
三
条
を
削
る
。

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
三
章
の
二

育
児
休
業

第
一
節

通
則
（
第
六

目
次
中
「
第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
六
―
第
六
十
一
条
の
九
）
」
を

第
二
節

育
児
休
業
給

第
三
節

出
生
後
休
業

第
四
節

育
児
時
短
就

等
給
付
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十
一
条
の
六
）

付
（
第
六
十
一
条
の
七
―
第
六
十
一
条
の
九
）

に
、
「
第
六
十
八
条
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

支
援
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
・
第
六
十
一
条
の
十
一
）

業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
二
・
第
六
十
一
条
の
十
三
）
」

第
一
条
中
「
及
び
労
働
者
が
」
を
「
並
び
に
労
働
者
が
」
に
改
め
、
「
休
業
」
の
下
に
「
及
び
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
に
よ
る
就
業
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
及
び
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
十

第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
」
を
「
、
出
生
時
育
児
休

業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難

で
あ
る
と
き
」
と
」
を
削
り
、
「
「
第
二
号
ロ
」
を
「
、
「
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。
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第
三
章
の
二
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二

育
児
休
業
等
給
付

第
三
章
の
二
中
第
六
十
一
条
の
六
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

通
則

第
六
十
一
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
六

育
児
休
業
等
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
と
す
る
。

２

育
児
休
業
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

育
児
休
業
給
付
金

二

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金

３

出
生
後
休
業
支
援
給
付
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
と
す
る
。

４

育
児
時
短
就
業
給
付
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
と
す
る
。

５

第
十
条
の
三
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
育
児
休
業
等
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
一
条
の
六
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。
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第
二
節

育
児
休
業
給
付

第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
を
「
こ
の
章
」
に
、
「
で
あ
つ
て
、
」
を
「
で
あ
つ
て
」
に
、
「
第

二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「
そ
の
他
こ
れ
ら
」
を

「
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
」
に
、
「
定
め
る
者
に
、
」
を
「
定
め
る
被
保
険
者
に
」
に
、
「
（
以
下
こ
の
章
」
を
「
（
以
下
こ

の
節
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に

改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る

と
き
」
と
」
を
削
り
、
「
「
第
二
号
ハ
」
を
「
、
「
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
六
十

一
条
の
十
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
ま
で
と
す
る
」
の
下
に
「
。
第
六
十
一
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
」
を
、
「
こ
の
条
」
の
下

に
「
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る

と
き
」
と
」
を
削
り
、
「
「
第
二
号
ハ
」
を
「
、
「
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二
に
次
の
二
節
を
加
え
る
。



- 123 -

第
三
節

出
生
後
休
業
支
援
給
付

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
対
象
期
間

内
に
そ
の
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
出
生
後
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
、
支
給
す
る
。

一

当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後
休
業

と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た

日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間

が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
。

二

対
象
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
。

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
出
生
後
休
業
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者
が
当
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該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が
通
算

し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の

各
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算

し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

３

被
保
険
者
が
出
生
後
休
業
に
つ
い
て
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
出
生
後
休
業
を
し
た
と
き
は
、
前
二
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項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
複
数
回
の
出
生
後
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
五
回
以
上
の
出
生
後
休
業
（
当
該
出
生
後
休
業
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を

し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
し
た
出
生
後
休
業
ご
と
に
、
当
該
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
出

生
後
休
業
を
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
出
生
後
休
業

４

第
一
項
第
一
号
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と
み

な
し
て
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期
間
と
す
る
。

５

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な
し
被
保

険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
前
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
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は
、
初
回
の
出
生
後
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特

例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
出
生
後
休
業
を
開
始
し

た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
、
同
項
中
「
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と

す
る
。

６

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
額
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資

格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
出
生
後
休
業
（
同
一
の
子
に
つ
い
て
二
回
以

上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後
休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に

係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額

に
当
該
被
保
険
者
が
対
象
期
間
内
に
出
生
後
休
業
を
し
た
日
数
（
そ
の
日
数
が
二
十
八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八

日
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。
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７

第
一
項
及
び
前
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の

子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま

で
の
期
間

ロ

出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間

を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
産
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間

を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
一

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
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て
、
同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児
休
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
出
生
後
休
業
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
」
と
、
「
新
た
に
育
児
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
出
生
後
休
業
」

と
、
「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
」
と
、
「
育
児
休
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
出
生
後
休
業
に
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
四
節

育
児
時
短
就
業
給
付

（
育
児
時
短
就
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十
二

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
歳

に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
育
児
時

短
就
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業

を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当

該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し

た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
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日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算

し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
被
保
険
者
が
育
児
時
短
就
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金

の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
（
当

該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
以
下
こ
の

項
、
第
三
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い

た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と

き
に
、
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
労
働
者
を
そ
の
賃
金
の
額
の
高
低
に
従
い
区
分
し
、
そ
の
区
分
さ
れ
た
階
層
の
う
ち
最
も
高
い
賃
金
の
額
に
係
る
階

層
に
属
す
る
労
働
者
の
賃
金
の
額
の
中
央
値
の
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
（
第
六
項
及
び
第
九
項
に

お
い
て
「
支
給
限
度
額
」
と
い
う
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金

は
、
支
給
し
な
い
。

３

第
一
項
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と
み
な
し
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て
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期
間
と
す
る
。

４

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な
し
被
保

険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
、

当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就

業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
、
特
例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
（
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
（
特
例
基
準
日
」
と
、
前
項
中
「
育

児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
す
る
。

５

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
被
保
険
者
が
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児

時
短
就
業
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い
て
、
被
保

険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
付
金
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
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援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

６

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月

に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該
賃
金
の
額
を

加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度
額
か
ら
当
該
賃
金
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
（
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
育
児
時
短
就
業
を
開
始

し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
当
該
被
保
険
者
が
、
当
該
育
児
時
短
就
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付

金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業

を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
に
規
定
す
る
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
と
し
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支

給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時

短
就
業
を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
八
第
四
項
に
規
定
す
る
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
と
す
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
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分
の
十

二

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以

上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
対
す

る
当
該
賃
金
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す

る
よ
う
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率

７

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

８

第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の

額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て

は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
限

度
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
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つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
支
給

限
度
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の
就
業
に
つ
き
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金

10
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付

金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
育
児
時
短
就
業
給
付
金
を
支
給
せ
ず
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
三

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児
休
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
育
児
時
短
就
業
（
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る

育
児
時
短
就
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
」
と
、
「
新
た
に
育
児
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
育

児
時
短
就
業
」
と
、
「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
」
と
、
「
育
児
休
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
時
短
就
業
に
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
第
五
項
中
「
雇
用
保
険
事
業
」
の
下
に
「
（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
係
る
事
業
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を
除
く
。
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
章
中
第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付
に
関
す
る
事

務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
一
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
、
「
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
六
十

一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
十

第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
二
第

一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
の
場
合
又
は
同
条
第
四
項
」
を

「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
第
三
項
第
二
号
の
場
合
又
は
第
六
十
一
条
の
七
第
四
項
」
に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
」
の
下

に
「
、
第
六
十
一
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
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二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
二
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
」

を
「
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
第
四
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
財
源
の
特
例
）

第
十
六
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に

規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

２

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項

に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。
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（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
五
条
第
二
項
中
「
と
す
る
」
を
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定

に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
額
の
見
込
額
の
百
二
十

分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
一
項
中
「
出
産
育
児
支
援
金
並
び
に
」
を
「
出
産
育
児
支
援
金
、
」
に
、
「
の
納
付
」
を
「
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初

期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
を
「
、
流
行
初
期

医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
に
改
め
る
。

（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
の
下
に
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
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律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
納
付
金
並
び
に
」
を
「
納
付
金
、
」
に
改
め
、
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
の

下
に
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
加
え
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ハ
中
「
第
六
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ヌ
と
し
、

ニ
か
ら
ト
ま
で
を
ヘ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六
条
第
一

項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子
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ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に

関
す
る
諸
費

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
「
支

給
に
要
す
る
費
用
で
」
の
下
に
「
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
第
六
十
八
条
第
三

項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
、
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ヘ
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
」
に
改
め

る
。第

百
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
百
十
八
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七
十
一
条

の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
十
八
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
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（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
利

子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）

は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会

計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
金
額
（
」
の
下
に
「
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
」
を
加
え
、
「
、
当
該
年
度
に
お
け
る

児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
」
を
削
り
、
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第

二
号
ヘ
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
中
「
同
項
第
二
号
ヘ
」
を
「
同
項
第
二
号
チ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
三
及
び
第
三
十
一
条
の
四
中
「
同
号
ヘ
」
を
「
同
号
チ
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
九
節

子
ど
も
・
子
育

「
第
九
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
七
条
）

目
次
中

を

第
十
節

食
料
安
定
供
給

第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

」
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第
十
一
節
か
ら
第
十
四
節

て
支
援
特
別
会
計
（
第
百
二
十
三
条
の
二
―
第
百
二
十
三
条
の
十
八
）

特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
七
条
）

に
改
め
る
。

ま
で

削
除

」

第
二
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

十

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

十
一
か
ら
十
四
ま
で

削
除

第
九
十
六
条
中
「
雇
用
保
険
事
業
（
」
の
下
に
「
育
児
休
業
等
給
付
（
同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

休
業
等
給
付
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
二
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
二
項
第
二
号
ト
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
業

を
除
く
。
」
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
し
、
チ
を
削
り
、
リ
を
ト
と
し
、
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で

を
チ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
、
育
児
休
業
給
付
費
」
を
削
り
、
同
号
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
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ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
し
、
同
号
チ
中
「
次
項
第
二
号
ニ
」
を
「
次
項
第
二
号
ホ
」
に
改
め
、
同
号
チ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号

リ
を
同
号
チ
と
し
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
九
十
九
条
第
三
項
第
二
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金

第
百
一
条
第
二
項
中
「
及
び
育
児
休
業
給
付
」
を
削
る
。

第
百
二
条
第
二
項
中
「
部
分
の
額
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条
の
三
に
お
い
て
「
一
般
保
険
料
徴
収
額
」

と
い
う
。
）
か
ら
当
該
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収

保
険
率
を
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得
た
率
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条
の
三
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給

付
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
、
「
特
例
納
付
保
険
料
の
額
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
特
例
納
付

保
険
料
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
、
「
定
め
る
額
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
額
に
育
児
休

業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
徴
収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
条
の
三

一
般
保
険
料
徴
収
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
例
納
付
保
険
料
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
徴
収
勘
定
の
附
属
雑
収
入
の
額
の
う
ち
政
令
で
定
め

る
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
徴
収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
条
第
三
項
中
「
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
入
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当

歳
入
額
」
と
い
う
。
）
並
び
に
」
を
削
り
、
「
歳
入
額
（
第
百
四
条
第
三
項
」
を
「
歳
入
額
（
次
条
第
三
項
」
に
改
め
、

「
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
出
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）

並
び
に
」
を
削
り
、
「
歳
出
額
（
第
百
四
条
第
三
項
」
を
「
歳
出
額
（
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
二
を
削
る
。

第
百
五
条
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項
（
育
児
休

業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
」
に

改
め
る
。
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第
百
七
条
第
四
項
中
「
、
育
児
休
業
給
付
資
金
」
を
削
る
。

第
百
八
条
中
「
、
健
康
保
険
法
」
を
「
並
び
に
健
康
保
険
法
」
に
改
め
、
「
並
び
に
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律

第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育

て
両
立
支
援
事
業
」
を
削
る
。

第
百
九
条
第
一
項
中
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
百
十
条
中
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
削
る
。

第
百
十
一
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
第
一
号
ホ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の

拠
出
金

第
百
十
一
条
第
六
項
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
百
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
金

ト

附
属
諸
費

第
百
十
一
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
百
十
二
条
中
「
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
百
十
三
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
百
十
四
条
第
三
項
中
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
十
四
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に

係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
及
び
第
百
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
百
十
七
条
及
び
第
百
十
八
条

削
除

第
百
十
八
条
の
二
及
び
第
百
十
八
条
の
三
を
削
る
。

第
百
十
九
条
中
「
、
厚
生
年
金
勘
定
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
「
及
び
厚
生
年
金
勘
定
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
二
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額

が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に
係
る
業
務
取
扱
費
、

日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
又
は
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は

不
足
す
る
場
合

第
百
二
十
一
条
中
「
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
百
二
十
三
条
第
一
項
中
「
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
削
り
、
「
当
該
各
勘
定
」
を
「
同
勘
定
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
、
厚
生
年
金
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
を
「
又
は
厚
生
年
金
勘
定
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
一
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
百
三
十
八
条
か
ら
第
百
九
十
二
条
ま
で

削
除

第
二
章
中
第
九
節
を
第
十
節
と
し
、
第
八
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
九
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

（
目
的
）

第
百
二
十
三
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る

児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並
び
に
雇

用
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
管
理
）

第
百
二
十
三
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
従
い
、
管
理
す
る
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
管
理
に
関
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
会
計
全
体
の
計
算



- 147 -

整
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
も
の
の
う
ち
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
厚
生
労

働
大
臣
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勘
定
区
分
）

第
百
二
十
三
条
の
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に

区
分
す
る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

イ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

ロ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

ニ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
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ホ

積
立
金
か
ら
の
受
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
の
受
入
金

ト

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

リ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金

ヌ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ル

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

児
童
手
当
交
付
金
（
児
童
手
当
法
第
十
九
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項

及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費
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ハ

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交

付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費
並
び
に
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
（
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
い
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
を
含

む
。
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
（
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る

も
の
を
除
く
。
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

ホ

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
へ
の
繰
入
金

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六
条
第
一

項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に
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関
す
る
諸
費

リ

一
時
借
入
金
の
利
子

ヌ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

ル

業
務
取
扱
費

ヲ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
へ
の
繰
入
金

ワ

附
属
諸
費

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

イ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ロ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
の
受
入
金

ホ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入
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ヘ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ト

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

育
児
休
業
給
付
費

ロ

出
生
後
休
業
支
援
給
付
費
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
費

ハ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
へ
の
繰
入
金

ホ

一
時
借
入
金
及
び
融
通
証
券
の
利
子

ヘ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

ト

育
児
休
業
等
給
付
の
業
務
取
扱
費

チ

附
属
諸
費

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
六

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
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計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
、
前
々
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
前
年
度
及
び
当
該

年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八

条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担

す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第

六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費

用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負

担
す
る
も
の
と
す
る
。



- 153 -

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に

規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
に
要
す
る
費
用
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
経
費
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
八

雇
用
保
険
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付
の
事
務
の
執

行
に
要
す
る
経
費
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の

と
す
る
。

（
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に
係
る
業

務
取
扱
費
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
及
び
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
の
歳
出
に
係
る
労
働
保
険
料
の
返
還
金
、
業
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
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め
に
必
要
な
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
育
児
休
業
等
給
付
勘

定
か
ら
徴
収
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し

て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
児
童
手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
並
び

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積

立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規

定
す
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
を
い
う
。
次
号
並
び
に
次
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
歳
入
額

（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
り
の
額

二

当
該
年
度
の
歳
出
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
出
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
支
援

納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
り
の
額

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
不
足
を
生
じ
た
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
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め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
積
立
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
積
立
金
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交

付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
及

び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す

る
。

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
支
援

納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
充

て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に
組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
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入
額
か
ら
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合

に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
は
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳

入
歳
出
外
と
し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
二

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
育
児
休
業
給
付
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
及
び
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組
み
入
れ
る
も

の
と
す
る
。
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一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
入
額
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳

入
額
」
と
い
う
。
）

二

当
該
年
度
の
歳
出
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
出
額
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出

額
」
と
い
う
。
）

４

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
育
児
休
業
給
付

費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育

児
休
業
給
付
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
勘
定

か
ら
の
労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
額
に
相
当
す

る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。
）
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

６

育
児
休
業
給
付
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
歳
出
外
と

し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
百
二
十
三
条
の
十
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
十
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償

還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
及

び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除

く
。
）
は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会

計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
理
）

第
百
二
十
三
条
の
十
五

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
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に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
特
別
会
計
の
積

立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
特

別
会
計
の
翌
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業

等
給
付
勘
定
の
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に
組
み
入
れ
る
」
と
す
る
。

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童

手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の

額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に

関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担

金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し

て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
国
庫
負
担
金

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
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し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
法
第

六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ

る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

二

第
百
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
毎
会
計
年
度
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰

り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
十
七

第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別

会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
、
当
該
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
融
通
証
券
等
）
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第
百
二
十
三
条
の
十
八

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、
融
通
証
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
歳

入
不
足
の
た
め
に
一
時
借
入
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
金
額
を
限

り
、
当
該
各
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借
換
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
借
換
え
を
し
た
一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
時
借
入
金
を
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

借
入
金
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
は
、
そ
の
借
換
え
を
し
た
と
き
か
ら
一
年
内
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立
金
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
資
金
又
は
育
児
休
業
給
付
資
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
第
十
九
条
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
ル
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
リ
」
に
、
「
同
号
ル
」
を
「
同

号
リ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項
（
育
児
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休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「
、
「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号
及
び
第

五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
」
を
「
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
五

項
」
と
、
「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
項

（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「
、
「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号

及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第

六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
」
を
「
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第

五
項
」
と
、
「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条

第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
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を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

「
ホ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

附
則
第
二
十
一
条
中
「
ホ

附
属
雑
収
入
」
を
「
ヘ

附
属
雑
収
入
」
に
、

ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

ト

附
属
雑
収
入

す
る
法
律

「
ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

す
る
法
律

を

ト

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

に
、
「
同
項
第
二
号
ニ
」
を
「
同
項
第
二
号
ホ
」

」

チ

附
属
雑
収
入

」

に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
九
条
中
「
及
び
第
六
項
第
二
号
イ
」
を
「
及
び
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
、
「
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三

項
」
に
、
「
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
」
を
「
同
条
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
、
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め

る
。附

則
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
六
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
第
百
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十

七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二

十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一

号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
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正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の

拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び
に
」
と
あ

る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収

に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童
育
成
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事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用

及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童

手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の

拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る

の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計

額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合

計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定

に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一



- 167 -

号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九

号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二

十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第

十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
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る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ

る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴

収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中

「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も

手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
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ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含

む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ

る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支

給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ

る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第

三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育

て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三



- 170 -

条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及

び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前

児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と
あ

る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
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百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項

及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出

金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一

項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別

措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童

手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
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年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二

項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一

項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主

か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に

平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中

「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手
当
交
付

金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児

童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
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る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る

部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規

定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一

項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付

金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立

支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支

給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
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八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年

改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及

び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び

に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
四

当
分
の
間
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十

四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
五

当
分
の
間
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
会
計
年
度
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
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も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
育
充
実
事
業
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
補
助
す
る
も
の
に
相

当
す
る
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
二

十
三
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
、

「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助

金
」
と
す
る
。

第
十
八
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
の
下
に
「
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え

る
。第

百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
中
ワ
を
カ
と
し
、
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
を
ホ
か
ら
ワ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ニ

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
の
下
に
「
、
同
法
第
六
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十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
を
加
え
、
「
第

百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
」
の
下
に
「
、
乳
児
等
の
た
め
の

支
援
給
付
交
付
金
の
額
」
を
加
え
、
「
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
」
を
「
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
中
「
同
項
第
二
号
ル
」
を
「
同
項
第
二
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
八
条
の
三
中
「
同
号
ル
」
を
「
同
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ホ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た

金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
い
て
国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
事
業
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
塡
に
要
す
る
費

用
に
相
当
す
る
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ト
か
ら
ワ
ま
で
を
チ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ト

年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
へ
の
繰
入
金

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号

ワ
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
九
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え

る
。

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
国
民

年
金
事
業
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
塡
に
要
す
る
費
用
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
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は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
五
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号

ワ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
」
に
、
「
第
百
二
十
条
第
二
項

第
七
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
、
「
同
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
同
項
第
二
号
ワ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
八
条
の
三
中
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
」

に
、
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八
号
」
に
、
「
同
号
ヲ
」
を
「
同
号
ワ
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て
、
」
を

「
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
」
に
、

「
も
の
に
」
を
「
子
ど
も
・
若
者
に
」
に
改
め
る
。
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第
十
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て
、
」
を
「
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を

過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
」
に
、
「
も
の
に
」
を
「
子
ど
も
・
若
者
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

調
整
機
関
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
又
は
同
法
第
六
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
要
支
援
児
童
で

あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議
会
及
び
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
協
働
し

て
効
果
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
新
法
第
八
条
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
八
条
」
に
、
「
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
す
る
日
」
を
「
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
新
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支



- 180 -

援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
」
に
、
「
を
同
号
」
を
「
で
あ
っ
て
同
号
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
当
該

施
設
が
な
け
れ
ば
当
該
施
設
が
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
区
域
を
い

う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す

る
も
の
を
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
」
に
、
「
新
法
（
」
を
「
同
法
（
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及

び
第
三
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
条
中
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
二
十
条
の
規
定
及
び
第
二
十
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
」
を

「
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
四
十
六
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
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日
二

附
則
第
四
十
三
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律

第

号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

三

第
十
条
及
び
附
則
第
十
一
条
の
規
定

令
和
六
年
十
一
月
一
日

四

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・

「
第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

第
十
条
）
」
を

第
一
款

通
則
（
第
十
条
の
二
―
第
十
条
の
七
）

に
、
「
第
三
節
」

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等
（
第
十
条
の
八
―
第
十
条
の
十
一
）

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
（
第
十
条
の
十
二
―
第
十
条
の
十
五
）
」

を
「
第
四
節
」
に
、
「
第
四
節
」
を
「
第
五
節
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
八
条
の
改
正
規
定
（
「
子
ど

も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
三
十
条
の
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三
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
章
第
四
節
を
同
章
第
五
節
と
す
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
二
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同

法
第
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
改
正

規
定
、
同
法
第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
五
条
第
三
項
を
削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十

七
条
及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規

定
、
同
法
第
三
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、

同
法
第
五
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
六
条
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五

十
八
条
の
八
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
九
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
九
条
の
二
の
改
正

規
定
、
同
法
第
六
十
二
条
第
三
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め

る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
第
六
十
五
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除

く
。
）
、
同
法
第
六
十
六
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
七
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
項
を
削
る
改

正
規
定
及
び
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
同
項
」
を

「
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
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同
法
第
七
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
千
分
の
四
・

五
」
を
「
千
分
の
四
・
〇
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に

限
る
。
）
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第

三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
改
正

規
定
、
同
法
附
則
第
十
四
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
に
八
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法
附
則
第
二
十
九

条
及
び
第
三
十
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
の
規
定

ロ

第
四
条
の
規
定
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
の

改
正
規
定
を
除
く
。
）

ハ

第
六
条
中
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定

ニ

第
七
条
の
規
定
（
次
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
九
条
の
規
定

ホ

第
十
一
条
の
規
定
（
次
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
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ヘ

第
十
三
条
及
び
附
則
第
十
四
条
の
規
定

ト

第
十
七
条
及
び
附
則
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定

チ

附
則
第
二
十
二
条
中
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
条
第
三
十
三
号
の
改
正
規
定
（
「
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

リ

附
則
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定

ヌ

附
則
第
二
十
七
条
中
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
一
の
六
十
九
の
項
の
改
正
規

定
並
び
に
同
法
別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
の
改
正
規
定
（
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
る
同

法
第
十
条
の
二
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

ル

附
則
第
二
十
九
条
中
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）

第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ヲ

附
則
第
三
十
一
条
中
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
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ワ

附
則
第
三
十
三
条
中
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定

カ

附
則
第
三
十
四
条
中
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
六
第
一
項

の
改
正
規
定

ヨ

附
則
第
三
十
五
条
中
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
別
表
八
十
三
の
項
の
改
正
規
定
及
び
同
表
百
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定
（
「
に
よ
る
」

の
下
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）

タ

附
則
第
三
十
七
条
中
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定

レ

附
則
第
三
十
八
条
中
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十

四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定

ソ

附
則
第
三
十
九
条
中
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
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ツ

附
則
第
四
十
条
中
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定

五

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日

「
第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定
（

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

「

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

第
一
款

通
則
（
第
三
十
条
の
十
二
・
第
三
十

保
育
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等
（
第
三
十

を

型
保
育
事
業
者

」

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型

条
の
十
三
）
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条
の
十
四
―
第
三
十
条
の
十
九
）

「
第
三
款

業
務

に
、

等
支
援
給
付
費
の
支
給
（
第
三
十
条
の
二
十
・
第
三
十
条
の
二
十
一
）

第
四
款

教
育

育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

」

「
第
三
款

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
第
五

管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五
十
七
条
）

を

第
四
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五

・
保
育
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）
」

第
五
款

教
育
・
保
育
等
に
関
す
る
情
報
の
報
告

十
四
条
の
二
・
第
五
十
四
条
の
三
）

条
―
第
五
十
七
条
）

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
七
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同

及
び
公
表
（
第
五
十
八
条
）

」

法
第
八
条
の
改
正
規
定
（
「
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
」
の
下
に
「
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
」
を
加
え
る
部
分

を
除
く
。
）
、
同
法
第
二
章
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
三
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
の
節
名
の
改
正
規

定
、
同
節
第
四
款
の
款
名
の
改
正
規
定
、
同
款
を
同
節
第
五
款
と
す
る
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
五
条
の
改
正
規
定
、
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同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
節
中
第
三
款
を
第
四
款
と
し
、

第
二
款
の
次
に
一
款
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援

事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る

部
分
を
除
く
。
）
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
項

第
二
号
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
一
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
改

正
規
定
、
同
条
第
三
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
教
育
・
保
育
情
報
」
を
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
に
改
め
る
部
分
に

限
る
。
）
、
同
法
第
六
十
五
条
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、

同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
八
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項

の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育

て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二
項
の
改

正
規
定
（
「
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の

た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
七
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
九
条
の
改
正
規
定
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（
「
第
五
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
部
分
に

限
る
。
）
、
同
法
第
八
十
一
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に

「
及
び
第
三
十
条
の
十
三
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、

同
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
に
八
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法
附
則
第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定

ロ

第
二
条
、
第
三
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定

ハ

第
四
条
中
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定

ニ

第
五
条
及
び
附
則
第
八
条
の
規
定

ホ

第
六
条
中
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定

ヘ

第
七
条
中
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第

九
十
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第
一
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
条

の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二

十
四
条
の
三
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
二
条
第
六
項
の
改
正
規
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定
及
び
同
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項
の
表
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
項
の
改
正
規
定

ト

第
十
一
条
中
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規

定
（
「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
」
に
、
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
次
条
第

一
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
四
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
四
十

四
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第
五
項
の
改
正
規

定
、
同
法
附
則
第
十
八
条
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
の
改
正
規
定

チ

第
十
八
条
及
び
附
則
第
十
九
条
の
規
定

リ

附
則
第
二
十
二
条
中
地
方
財
政
法
第
十
条
第
三
十
三
号
の
改
正
規
定
（
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を

「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）

ヌ

附
則
第
二
十
七
条
中
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
の
改
正
規
定

（
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）

ル

附
則
第
二
十
九
条
中
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ヲ

附
則
第
三
十
一
条
中
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
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律
第
十
四
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ワ

附
則
第
三
十
三
条
中
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

カ

附
則
第
三
十
四
条
中
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
六
第
四
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
八
十
九
条
の

六
第
四
項
の
改
正
規
定

ヨ

附
則
第
三
十
五
条
中
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
百

二
十
七
の
項
の
改
正
規
定
（
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）

タ

附
則
第
三
十
六
条
の
規
定

レ

附
則
第
三
十
七
条
中
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
第

二
十
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ソ

附
則
第
三
十
八
条
中
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
第
七
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ツ

附
則
第
三
十
九
条
中
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
第
二
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

ネ

附
則
第
四
十
条
中
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
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す
る
法
律
第
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定

六

次
に
掲
げ
る
規
定

令
和
八
年
十
月
一
日

イ

第
一
条
中
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第

「
第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）

五
十
九
条
の
二
）
」
を

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
三
）
」

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の

改
正
規
定
（
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様

化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
及
び
仕

事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
事
業
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

ロ

第
九
条
及
び
附
則
第
十
条
の
規
定

ハ

第
十
九
条
及
び
附
則
第
二
十
条
の
規
定

（
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
八
条
及
び
第
六
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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第
二
条

前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
（
前
条
第
四
号
イ
に

掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
」
と
い

う
。
）
第
五
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
又
は
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
」
と
、
「
教
育
・
保
育
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
・
保
育

に
」
と
、
同
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
中
「
教
育
・
保
育
等
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
・
保
育
情
報
」
と
、
同
条

第
一
項
及
び
第
九
項
中
「
教
育
・
保
育
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
・
保
育
の
」
と
、
「
教
育
・
保
育
等
を
」
と
あ
る
の
は

「
教
育
・
保
育
を
」
と
す
る
。

２

第
四
号
施
行
日
か
ら
第
五
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
六
十
六
条
の
四
第
二

項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
十
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
第
四
号
施
行
日
前
に
当
該
認
定
の
原
因
と

な
っ
た
妊
娠
と
同
一
の
妊
娠
を
原
因
と
し
て
令
和
六
年
度
の
予
算
に
お
け
る
国
の
妊
娠
出
産
子
育
て
支
援
交
付
金
を
財
源
と



- 194 -

し
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
で
妊
娠
か
ら
出
産
及
び
子
育

て
ま
で
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
十
条
の
十
二

第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法
第
十
条
の
十

二
第
三
項
中
「
他
の
市
町
村
か
ら
妊
婦
支
援
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
か
ら
令
和
六
年
度
の
予
算
に
お
け
る
国
の
妊

娠
出
産
子
育
て
支
援
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
で
妊
娠
か
ら
出
産
及
び
子
育
て
ま
で
の
支
援

の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
」
と
、
「
当
該
他
の
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
円
」
と
す
る
。

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
要
件
の
認
定
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
四
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
六
条
ま
で
に
お
い
て
「
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
十
五
第
一

項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
五
号
施
行
日

新
支
援
法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
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お
い
て
、
当
該
認
定
は
、
第
五
号
施
行
日
以
後
は
、
同
条
第
一
項
の
認
定
と
み
な
す
。

（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
確
認
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
五
条

第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い

て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
附
則
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
五
十
四
条
の
二
の
規
定
の
例
に
よ

り
、
当
該
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
認
は
、
第
五
号
施
行
日
以
後
は
、
同
条
第
一
項
の

確
認
と
み
な
す
。

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

第
五
号
施
行
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
三
十
条
の
二
十
第

三
項
及
び
第
三
十
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
施
行
日
新
支
援
法
第
三
十
条
の
二
十
第
三
項

中
「
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
時
間
」
と
す
る
。

（
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
認
可
に
関
す
る
準
備
行
為
）
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第
七
条

第
四
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
次
項

に
お
い
て
「
新
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
四
号
施
行

日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
四
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
児
童
福
祉

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

当
該
認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
可
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
は
、
新
児
童
福
祉
法
第
三

十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
と
み
な
す
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
第
七
百
三
条
の
四
及
び
第
七
百
三
条
の
五
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
以

後
の
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
七
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

第
七
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
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合
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
新
国

共
済
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
五
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
す

る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
以
後
の
各
月
の
同
法

第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法
第
五
条
第
二
項
及
び
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和

六
年
十
一
月
以
降
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
十
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

第
十
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
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共
済
組
合
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
地
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
条
の
三
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に

新
地
共
済
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
地
共
済
法
第
七
十
条
の
五
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
す
る

者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
手
当
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
の

規
定
は
、
令
和
六
年
十
月
以
降
の
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
九
月
以
前
の
月
分
の
児
童
手
当
及
び

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条

第
一
項
の
給
付
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法
第
七
条

第
一
項
（
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
」
と
い
う
。
）
又
は
第
三
項

（
旧
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
手
当
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
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む
。
）
の
認
定
の
請
求
は
、
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
三
項
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
認
定
の
請
求
と
み
な
す
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み

な
す
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
そ
の
者
に
つ
い
て
新
児
童
手
当
法
第
六
条
の
規
定
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
算
定
額
」
と
い
う
。
）
が
施
行
日
の
前
日
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一

項
又
は
旧
児
童
手
当
法
準
用
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
た
額
を
上
回
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
児
童
手

当
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
お
い
て
、
改
正
後
算
定
額
に
よ
り
令
和
六
年
十
月
以
降
の
月
分
の

児
童
手
当
の
額
の
改
定
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
施
行
日
に
そ
の
者
に
つ
い
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て
新
児
童
手
当
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
が
施
行
日
の
前
日
に
当
該
認
定
を
受
け
て
い
た
額
を
上
回
る
こ
と
と

な
る
も
の
が
、
当
該
上
回
る
額
に
つ
い
て
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
児
童
手
当
法
第
九
条
第
一
項

の
額
の
改
定
の
請
求
を
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
者
が
そ
の
改
定
後
の
額
に

つ
き
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
六
年
十
月
」
と
す
る
。

６

施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
児
童
手
当
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
の
請
求
を
し
た
者

（
施
行
日
に
お
い
て
新
児
童
手
当
法
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
児
童
手
当

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
受
給
資
格
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
六
年
十
月
」
と
す
る
。

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一

条
の
十
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
を
開
始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十
二
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
就
業
を
開

始
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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（
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
五
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、

令
和
五
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
用
勘
定
」
と
い
う
。
）
の
令
和
六
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算

に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
雇
用
勘
定
の
令
和
七
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
べ
き

金
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
入
額
に
限
る
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給

付
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

旧
雇
用
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
四

条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
繰
越
し
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
給
付
に
係

る
も
の
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

旧
雇
用
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
、
旧
雇
用
勘
定
に
所
属
す
る
育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
第
十
七
条
の
規
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定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
所
属
す
る
育
児
休
業
給
付
資
金
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
十
七
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
旧
雇
用
勘
定
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
給
付
に
係
る
も
の
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
帰
属
す
る
収
入
及
び
支
出
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
と
す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
年
金
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
」
と
い
う
。
）
の
令
和
六
年
度
の
収
入
及
び

支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
勘
定
の
令
和
七
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
べ
き
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
財
政
法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
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第
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
繰
越
し
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
令
和
六
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
所
属
す
る
積
立

金
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
所
属
す
る
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
と
み
な

す
。

４

第
十
七
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
は
、
第
四
号
施
行
日
新
支
援
法

第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
に
係
る
も
の
は
年
金
特
別
会

計
の
業
務
勘
定
に
、
そ
の
他
の
も
の
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
、
そ
れ
ぞ
れ
帰

属
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定

に
帰
属
す
る
収
入
及
び
支
出
は
、
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
と
す
る
。
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（
令
和
六
年
度
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
四
号
イ
、
第
五
号
イ
及
び
第
六
号
イ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る

改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
十
七
条
に
お
い
て
「
施
行
日
新
支
援
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
施
行
日
新
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
り
令
和
七

年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
公
債
の
発
行
は
、
旧
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と

し
、
当
該
公
債
に
関
す
る
権
利
義
務
は
、
同
年
七
月
一
日
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
勘
定
に
帰
属
す
る
。

（
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
九
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、

令
和
七
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
条

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、

令
和
七
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
項
中
「
第
二
十
二
条
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
附
則
第

二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
、

「
（
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

地
方
財
政
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
十
三
号
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
を
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」
に
、
「
除
く
。
）
及
び
」
を
「
除
く
。
）
、
」
に
改
め
、
「
特
別
支
援
学
校
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
」
の
下
に
「
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
」
を
加
え
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
の
項
第
二
号
中
「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
給
付
」
を
削
る
。
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（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
又
は
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
「
、
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
又
は
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
中
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
三
十
九
条
第
一
項
各
号
（
支

払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係
る
支
払
基
金
の
業
務
）
に
規

定
す
る
業
務
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
六
十
条
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ

る
業
務
及
び
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
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六
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
中
「
業
務
及
び
」
を
「
業
務
、
」

に
、
「
業
務
に
」
を
「
業
務
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
一
条
の
十
五
第

一
項
各
号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
に
」
に
改
め
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
六
十
九
の
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
及
び
別
表
第
四
の
一
の
七
の
項
中
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
、
」
に
、
「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
、
「
の
支
給
」
を
「
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
の
十
二
の
乳

児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
」
に
改
め
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
八
項
第
一
号
イ
中
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
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業
等
給
付
勘
定
」
に
改
め
る
。

（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を

「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
の
二
第
二
十
項
中
「
第
百
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
中

「
第
百
十
一
条
第
六
項
第
一
号
ヘ
」
を
「
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ヘ
」
に
改
め
る
。

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
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の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を

「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
三
条
中
「
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
、
「
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項

の
給
付
（
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
十
三
号
に
お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
又
は
特
例
給
付
」
を
削
り
、

「
同
表
第
二
十
号
」
を
「
別
表
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
三
号
中
「
又
は
特
例
給
付
」
を
削
る
。

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
三
条

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を
「
「
第

四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四

号
」
に
改
め
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」

を
「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二

項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
六
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を
「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九

十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
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び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
八
十
一
の
項
中
「
又
は
特
例
給
付
（
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削

り
、
同
表
八
十
三
の
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
、
同
表
百
二
十
七
の
項
中
「
に
よ
る
」
の

下
に
「
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
を
「
、
子
育
て
の
た

め
の
施
設
等
利
用
給
付
若
し
く
は
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
四
第
三
項
中
「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三
号
」
を
「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
号
」
に
、

「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
法
第
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
七
条

令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を

「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を
「
「
第

四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四

号
」
に
改
め
る
。

（
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
九
条

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を

「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
四
十
条

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
「
第
三
号
」
を

「
「
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
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第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
二
号
中
「
及
び
附
則
第
二
条
第
八
項
」
を
削
る
。

（
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
中
「
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
、
「
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
又

は
特
例
給
付
」
を
削
り
、
「
同
法
第
七
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
「
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
二
条
の
う
ち
、
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
加
え
る
」
を
「
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を

「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
法
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
八
第
四
項
の

改
正
規
定
中
「
加
え
」
の
下
に
「
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
」
を
加
え
、
同
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
十
第
四
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
第
三

号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
十
二
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中

「
休
業
を
」
を
「
休
業
及
び
教
育
訓
練
休
暇
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
の
取
得
を
」
に
改
め
、
同
条

第
七
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
う
ち
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
教
育
訓
練
給
付
、
」
を
「
教
育
訓
練
給

付
及
び
」
に
改
め
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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第
百
五
条
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
う
ち
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
十
条
の
二
の
改
正
規
定
中
「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」
」
を

「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
」
に
、
「
及
び
第
六
号
」
を
「
か

ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
三
号
中
「
第
百
一
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
百
五
条
及
び
第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
」
を
加
え
、

「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
」
」
に
、
「
及
び
第
六
号
」
を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
、
「
）
及
び
」
を
「
）
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
中
「
育
児
休
業
給
付
」
を
「
育
児
休
業
等
給
付
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
四
条
第
四
項
中
「
新
徴
収
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法

律
第

号
）
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お

い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
徴
収
法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
育
児
休
業
給
付

費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
の
」
と
」
の
下
に
「
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
と
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あ
る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
新
徴
収
法
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
徴
収
法
」
に
改
め
、
「
と
い
う
。
）
に
」
と
」
の
下
に
「
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
と
」
を
加
え
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
五
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
六
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置

を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
導
入
に
当
た
っ
て
の
経
過
措
置
及
び
留
意
事
項
）

第
四
十
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
に
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
こ
ど

も
未
来
戦
略
（
次
項
に
お
い
て
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
社
会
保
障
負
担
率
（
一
会
計
年
度
に
お
け

る
国
民
経
済
計
算
の
体
系
（
国
際
連
合
の
定
め
た
基
準
に
準
拠
し
て
内
閣
府
が
作
成
す
る
国
民
経
済
計
算
の
体
系
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
社
会
保
障
負
担
の
額
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
額
を
合
算
し
た
額
を
国

民
経
済
計
算
の
体
系
に
お
け
る
国
民
所
得
の
額
で
除
し
て
得
ら
れ
る
数
値
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
上

昇
の
抑
制
に
向
け
て
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
（
同
日
の
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
を

目
指
す
改
革
の
道
筋
（
改
革
工
程
）
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
改
革
工
程
」
と
い
う
。
）
の
「
医

療
・
介
護
制
度
等
の
改
革
」
の
「
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
実
施
が
完
了
す
る
二
千
二
十
八
年
度
ま
で
に
実
施
に
つ
い
て
検
討

す
る
取
組
」
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
取
組
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
徹
底
を
図
る
も
の
と
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
施
行
日
新
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
次
項
各
号
に
掲

げ
る
各
年
度
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
に
相
当
す
る
部
分
を
除
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い
た
部
分
に
限
る
。
）
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
の
上
昇
に
与
え
る
影
響
の
程
度
が
、
令
和

五
年
度
か
ら
当
該
各
年
度
ま
で
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
（
改
革
工
程
の
「
医
療
・
介
護
制
度
等
の
改
革
」
の
う
ち

「
来
年
度
（
二
千
二
十
四
年
度
）
に
実
施
す
る
取
組
」
に
記
載
さ
れ
た
取
組
そ
の
他
の
令
和
五
年
度
及
び
令
和
六
年
度
に
実

施
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
施
策
の
見
直
し
並
び
に
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
保
障
負
担
率
の
低
下

に
与
え
る
影
響
の
程
度
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
の
規
定
の
趣
旨
及
び
受
益
と
負
担
の
均
衡
が
と
れ
た
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
観
点
を
踏
ま
え
、
加

速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
（
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
「
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
実
施
す
る
具
体
的
な
施
策
」
と
し
て
記
載

さ
れ
た
施
策
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
を
通
じ
た
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
抑
制
そ
の
他
歳
出
の
見
直
し
、
消
費
税
法

（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
収
入
、
施
行
日
新
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
収
入
、
加
速
化

プ
ラ
ン
実
施
施
策
に
係
る
社
会
保
険
料
の
収
入
並
び
に
施
行
日
新
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
納
付
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金
対
象
費
用
（
第
五
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
」
と
い
う
。
）
に
係
る
財
源
に
よ
り
賄
う
も
の
と
し
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
各
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
に
相
当
す
る
部
分

を
除
い
た
部
分
に
限
る
。
）
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
目
安
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度

お
お
む
ね
六
千
億
円

二

令
和
九
年
度

お
お
む
ね
八
千
億
円

三

令
和
十
年
度

お
お
む
ね
一
兆
円

３

政
府
は
、
第
一
項
の
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
す
る
も

の
と
す
る
。

一

改
革
工
程
に
お
い
て
令
和
十
年
度
ま
で
に
実
施
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
ま

で
の
各
年
度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
施
策
の
検
討
及
び
決
定
を
行
い
、
全
世
代
が
安
心
で
き
る
社
会
保

障
制
度
を
構
築
し
、
こ
れ
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
旨
と
し
て
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

二

前
号
の
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
の
向
上
、
質
の
向
上
及
び
提

供
体
制
の
効
率
化
、
能
力
に
応
じ
て
全
世
代
が
支
え
合
う
仕
組
み
の
構
築
、
高
齢
者
の
活
躍
促
進
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
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等
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
人
口
動
態
の
変
化
に
対
応
し
、
全
世
代
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
を

旨
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
取
組
の
検
証
等
も
含
め
、
制
度
、
事
業
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
幅
広
い
検
討
を
行

う
こ
と
。

三

前
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
継
続
的
な
抑
制
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
支
援
納
付
金
公
費
負
担
額
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
総
額
を
い
う
。

一

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
（
附
則
第
四
十
九
条
に
お
い
て
「
新
健
康
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
百

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）

二

第
七
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ヘ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
同
号
に
定
め
る
国
の
負
担
金
を
も
っ
て
充
て
る
部
分
の
額

三

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
と
い
う
。
）

第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
、
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
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及
び
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納

付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三

の
二
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
並
び
に
新
国
民
健

康
保
険
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
の
額
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係

る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）

四

第
十
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
共
済

組
合
法
第
百
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
同
号
に
定
め
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
も
っ
て

充
て
る
部
分
の
額

五

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
（
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）

５

政
府
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
等
及
び
労
働
者
の
報
酬
の
水
準
の
上
昇
に
向
け
た
取
組
の
実
施
状
況
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
支
援
納
付
金
対
象
費

用
に
係
る
施
策
の
費
用
負
担
の
在
り
方
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
検
討
）

第
四
十
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
少
子
化
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
の
子
ど
も
及
び
子
育

て
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
加
速
化
プ
ラ
ン
実
施
施
策
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
効
果
並
び
に
前
条
第
二

項
の
観
点
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
の
範
囲
を
政
令
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）

第
四
十
九
条

政
府
は
、
新
健
康
保
険
法
第
百
六
十
条
の
二
第
一
項
の
政
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
附
則
第
四
十
七
条

の
規
定
の
趣
旨
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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理

由

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め
、
妊
婦
及
び
児
童
の
保
護
者
等
に
対
す
る
新
た
な
給
付

の
創
設
、
児
童
手
当
の
支
給
期
間
の
延
長
、
支
給
額
の
増
加
及
び
所
得
要
件
の
撤
廃
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
措
置
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
つ
い
て
定

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
八

年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

1

○

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

53

○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

62

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）
【
公
布
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

67

○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

76

○

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施

行
】

84

○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行

】

87

○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

105

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）
【
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

111

○

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
十
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
一
月
一
日
施
行
】

116

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日

施
行
】

117

○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

133

○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
十
三
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

150

○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
抄
）
（
第
十
四
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

168

○

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
十
五
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

171

○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
六
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

173



○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

182

○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
八
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

221

○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
九
条
関
係
）
【
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

231

○

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
条
関
係
）
【
公
布
日
施
行
】

242

○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
一
条
関
係
）
【
公
布
日
及
び
令
和
六
年
十
月
一
日

施
行
】

244

○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
一
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

246

○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
二
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

247

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
三
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

248

○

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

249

○

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
五
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

250

○

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
六
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

251

○

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行

】

252

○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
八
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施

行
】

254

○

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
九
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月

一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

256

○

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

258

○

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第

三
十
一
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

259

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

261

○

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
三
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月



一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

263

○

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月

一
日
施
行
】

265

○

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十

五
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

268

○

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
六
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

270

○

令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第

三
十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

271

○

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
八
条
関
係
）
【
令
和
七

年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

273

○

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
（
抄
）
（

附
則
第
三
十
九
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

275

○

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
（
抄
）
（

附
則
第
四
十
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

277

○

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
一
条

関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

279

○

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

280

○

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
三
条
関
係
）
【
公
布
日
又
は
雇
用
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
の
公
布
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

281

○

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

285
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○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
八
年

四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付

第
二
章

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

（
新
設
）

第
一
款

通
則
（
第
十
条
の
二
―
第
十
条
の
七
）

（
新
設
）

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等
（
第
十
条
の
八
―
第
十
条
の
十
一
）

（
新
設
）

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
（
第
十
条
の
十
二
―
第
十
条
の
十

（
新
設
）

五
）

第
四
節
・
第
五
節

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

（
新
設
）

第
一
款

通
則
（
第
三
十
条
の
十
二
・
第
三
十
条
の
十
三
）

（
新
設
）

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等
（
第
三
十
条
の
十
四
―
第
三
十
条

（
新
設
）

の
十
九
）

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給

（
新
設
）

（
第
三
十
条
の
二
十
・
第
三
十
条
の
二
十
一
）

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定
乳

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
並
び
に
特

児
等
通
園
支
援
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

等

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特
定

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
三
款

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
第
五
十
四
条
の
二
・
第
五

（
新
設
）

十
四
条
の
三
）
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第
四
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五
十
七
条
）

第
三
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
五
条
―
第
五
十
七
条
）

第
五
款

教
育
・
保
育
等
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十

第
四
款

教
育
・
保
育
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表
（
第
五
十
八

八
条
）

条
）

第
二
節

（
略
）

第
二
節

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）

第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五

（
新
設
）

十
九
条
の
三
）

第
五
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

第
六
章

費
用
等

第
六
章

費
用
等
（
第
六
十
五
条
―
第
七
十
一
条
）

第
一
節

費
用
の
支
弁
等
（
第
六
十
五
条
―
第
六
十
八
条
の
二
）

（
新
設
）

第
二
節

拠
出
金
の
徴
収
等
（
第
六
十
九
条
―
第
七
十
一
条
）

（
新
設
）

第
三
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
等

（
新
設
）

第
一
款

通
則
（
第
七
十
一
条
の
二
）

（
新
設
）

第
二
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
（
第

（
新
設
）

七
十
一
条
の
三
）

第
三
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
等
（
第
七
十
一
条
の
四

（
新
設
）

―
第
七
十
一
条
の
七
）

第
四
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
の
方
法
（
第
七
十
一

（
新
設
）

条
の
八
―
第
七
十
一
条
の
十
三
）

第
五
款

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
る
徴
収
事
務
の
実
施
等

（
新
設
）

（
第
七
十
一
条
の
十
四
―
第
七
十
一
条
の
二
十
五
）

第
六
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
等
（
第
七
十
一
条

（
新
設
）

の
二
十
六
―
第
七
十
一
条
の
二
十
八
）

第
七
款

雑
則
（
第
七
十
一
条
の
二
十
九
・
第
七
十
一
条
の
三
十
）

（
新
設
）

第
七
章
・
第
八
章

（
略
）

第
七
章
・
第
八
章

（
略
）

第
九
章

罰
則
（
第
七
十
七
条
の
二
―
第
八
十
二
条
）

第
九
章

罰
則
（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
二
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
並
び
に
家

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
並
び
に
家
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庭
及
び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十

庭
及
び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
育
て
に
関
す
る
法
律

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
そ
の
他
の
子
ど
も
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
施
策

に
よ
る
施
策
と
相
ま
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も

と
相
ま
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
ど
も

及
び
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
も
っ
て
一
人
一

を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
も
っ
て
一
人
一
人
の
子
ど
も

人
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
及
び
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望
す
る

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄

的
と
す
る
。

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
と
は
、
全
て
の
子

第
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
と
は
、
全
て
の
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な
環
境
を
等
し
く
確
保
す
る
と
と
も

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な
環
境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育

、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
を
行
う

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

者
が
実
施
す
る
子
ど
も
及
び
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
い
う
。

又
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
を
行
う
者
が
実
施
す
る
子
ど
も
及
び
子

ど
も
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
い
う
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

10

10

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条

（
新
設
）

11
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
し
て
行
う
同
項
の

乳
児
又
は
幼
児
へ
の
遊
び
及
び
生
活
の
場
の
提
供
並
び
に
そ
の
保
護
者
と
の

面
談
及
び
当
該
保
護
者
へ
の
援
助
を
い
う
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
の
種
類
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
の
種
類
）

第
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
、
妊

第
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
、
子

婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て
の

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
と
す
る
。

と
す
る
。

第
三
節

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

（
新
設
）

第
一
款

通
則

（
新
設
）

（
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
十
条
の
二

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
す

（
新
設
）
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る
。

（
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
等
と
の
連
携
）

第
十
条
の
三

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
行
う
に
当
た
っ
て
は

（
新
設
）

、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
と
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
二
項
に
規

定
す
る
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
に
よ
る
援
助
そ
の
他
の
支
援
と
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
中
の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
経
済

的
な
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と

す
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
条
の
四

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
妊
婦
の
た
め
の

（
新
設
）

支
援
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳

入
と
す
る
。

（
報
告
等
）

第
十
条
の
五

市
町
村
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る

（
新
設
）

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
妊
婦
若

し
く
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
妊
婦
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の

世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
質

問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
給
権
の
保
護
）

第
十
条
の
六

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担

（
新
設
）

保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
十
条
の
七

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
と
し
て
支

（
新
設
）

給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
款

妊
婦
給
付
認
定
等

（
新
設
）

（
支
給
要
件
）

第
十
条
の
八

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
妊
婦
で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に

（
新
設
）

住
所
を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）

第
十
条
の
九

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
内
閣
府

（
新
設
）

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
妊
婦
給

付
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
妊
婦
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
十
条
の
十

妊
婦
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
を
受
け

（
新
設
）

た
者
（
以
下
「
妊
婦
給
付
認
定
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
市
町
村
以
外
の
市

町
村
の
区
域
内
に
住
所
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
と
き
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
一

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
妊
婦
給
付
認
定
の
申
請
そ

（
新
設
）

の
他
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
三
款

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給

（
新
設
）

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
）
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第
十
条
の
十
二

市
町
村
は
、
妊
婦
給
付
認
定
者
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金

（
新
設
）

を
支
給
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
一
を

加
え
た
数
に
五
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

妊
婦
給
付
認
定
者
が
当
該
妊
婦
給
付
認
定
の
原
因
と
な
っ
た
妊
娠
と
同
一

の
妊
娠
を
原
因
と
し
て
他
の
市
町
村
か
ら
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け

た
場
合
に
は
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
が
市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
妊
婦
支
援
給
付
金
の
額
は
、
前
項
に
規
定
す
る
額
か
ら
当
該
他
の

市
町
村
か
ら
支
払
を
受
け
た
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

（
届
出
等
）

第
十
条
の
十
三

妊
婦
給
付
認
定
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

（
新
設
）

、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
そ
の
他
内
閣
府
令

で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
は
、
他
の
市
町
村
に
対
し
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
の
た
め
必

要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
払
方
法
）

第
十
条
の
十
四

妊
婦
支
援
給
付
金
の
う
ち
、
五
万
円
は
妊
婦
給
付
認
定
後
遅

（
新
設
）

滞
な
く
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
五
万
円

を
控
除
し
た
額
は
当
該
妊
婦
給
付
認
定
者
の
胎
児
の
数
に
つ
い
て
の
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
十
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
妊
婦
支

援
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
当
該
届
出
が

あ
っ
た
日
以
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

２

妊
婦
支
援
給
付
金
は
、
現
金
そ
の
他
確
実
な
支
払
の
方
法
で
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
の
十
五

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給

（
新
設
）

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。



- 7 -

第
四
節

（
略
）

第
三
節

（
略
）

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る

歳
入
と
す
る
。

（
報
告
等
）

（
報
告
等
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

（
削
る
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ

の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の

と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
十
四
条

市
町
村
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
し
て
必
要

第
十
四
条

市
町
村
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

当
該
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
を
行
う
者
若

当
該
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
を
行
う
者
若

し
く
は
こ
れ
を
使
用
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、

し
く
は
こ
れ
を
使
用
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、

報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は

報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は

当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
教
育
・
保
育

当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
教
育
・
保
育
を

を
行
う
施
設
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書

行
う
施
設
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、

書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ

同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準

ば
な
ら
な
い
。

用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め

（
新
設
）
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ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
教
育
・
保
育
に
関
す
る
調
査
等
）

（
内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
教
育
・
保
育
に
関
す
る
調
査
等
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
、
同

条
第
三
項
の
規
定
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準

用
す
る
。

（
準
用
）

（
受
給
権
の
保
護
）

第
十
七
条

第
十
条
の
六
及
び
第
十
条
の
七
の
規
定
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

第
十
七
条

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡

育
・
保
育
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
十
八
条

削
除

第
十
八
条

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
と

し
て
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
節

（
略
）

第
四
節

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
条
の
三

第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条

第
三
十
条
の
三

第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
子
育
て
の
た
め

ま
で
の
規
定
は
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る

の
施
設
等
利
用
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
節

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

（
新
設
）

第
一
款

通
則

（
新
設
）

（
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
）

第
三
十
条
の
十
二

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
及

（
新
設
）

び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
と
す
る
。
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（
準
用
）

第
三
十
条
の
十
三

第
十
条
の
六
、
第
十
条
の
七
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
六

（
新
設
）

条
ま
で
の
規
定
は
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
款

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
等

（
新
設
）

（
支
給
要
件
）

第
三
十
条
の
十
四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
は
、
支
給
対
象
小
学
校
就
学

（
新
設
）

前
子
ど
も
（
満
三
歳
未
満
の
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
当
該
小
学
校
就
学
前

子
ど
も
に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
が
現
に
施
設
型
給
付
費
、
特

例
施
設
型
給
付
費
、
地
域
型
保
育
給
付
費
若
し
く
は
特
例
地
域
型
保
育
給
付

費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
又
は

第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
施
設
を
利
用
し
て
い
る
小
学
校

就
学
前
子
ど
も
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
五
十
四
条
の
二

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
の
第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
の
利
用
に
つ
い
て
行
う
。

（
市
町
村
の
認
定
等
）

第
三
十
条
の
十
五

支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
乳
児
等

（
新
設
）

の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
ご

と
に
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
」
と
い
う
。
）
は
、
支
給

対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
の
居
住
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
居
住

地
を
有
し
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
当
該

支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
の
現
在
地
の
市
町
村
が
行
う
も
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の
と
す
る
。

３

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
に
係
る
保
護
者
（
以
下

「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
」
と
い
う
。
）
に
氏
名
そ
の
他
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
認
定
証
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証

」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
有
効
期
間
）

第
三
十
条
の
十
六

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

（
新
設
）

に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
以
下
「
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

子
ど
も
」
と
い
う
。
）
が
満
三
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
効
力
を
有
す
る

。（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
変
更
）

第
三
十
条
の
十
七

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第

（
新
設
）

三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
届
出
書
に
乳
児
等
支

援
支
給
認
定
証
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
）

第
三
十
条
の
十
八

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ

（
新
設
）

る
場
合
に
は
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
が
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域

内
に
居
住
地
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

三

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。

四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
と
き
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
り
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町
村

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
に
係
る
乳
児
等
支

援
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
の
返
還
を
求
め
る

も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
の
十
九

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定

（
新
設
）

の
申
請
そ
の
他
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
三
款

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の

（
新
設
）

支
給

（
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十

市
町
村
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支

（
新
設
）

援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
、
第
五
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
者
」
と
い
う
。
）
の
行
う
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
確
認
に
係
る
乳
児

等
通
園
支
援
（
以
下
こ
の
款
、
第
六
十
二
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
七
十
二

条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
」
と
い
う
。
）
を
利

用
し
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
乳
児
等
支
援

給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る

。
２

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保

護
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
者
に
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊

急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３

乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を

行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定
さ
れ
る
一
時
間
当
た
り

の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
通
常
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
内
閣
総
理

大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
一
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時
間
当
た
り
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
額
）
に
当
該
月
に
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
時
間
（
当
該
時
間
が
十
時
間
以
上
で
あ
っ
て

乳
児
等
通
園
支
援
の
体
制
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣

府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
）

を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
基
準
又
は
内
閣
府
令
を
定
め
、
又
は
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
子
ど
も
に
つ
い

て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
乳
児
等

支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
支
払
う
べ

き
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
乳
児
等

支
援
給
付
費
と
し
て
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
支
給
す
べ
き
額

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
に
代
わ
り
、
当
該

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保

護
者
に
対
し
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

市
町
村
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
か
ら
乳
児
等
支
援
給
付
費
の

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
三
項
の
基
準
及
び
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
第
四
十
六
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
特
定
乳

児
等
通
園
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
照
ら
し
て
審
査
の

上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
）

第
三
十
条
の
二
十
一

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
は
、
第
三
十
条
の
十
五

（
新
設
）

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
」

と
い
う
。
）
を
し
た
日
か
ら
当
該
乳
児
等
支
援
給
付
認
定
の
効
力
が
生
じ
た

日
の
前
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
申
請
中
期
間
」
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と
い
う
。
）
に
当
該
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い

て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
申
請
中
期
間
に
特

定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事

由
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
額
は
、
前
条
第
三
項
の
基
準
に
よ
り
算
定
し

た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
に
要
し
た
一
時
間
当
た
り
の
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
）
に

乳
児
等
支
援
給
付
認
定
保
護
者
が
申
請
中
期
間
に
申
請
に
係
る
支
給
対
象
小

学
校
就
学
前
子
ど
も
に
つ
い
て
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
利
用
し
た
時
間
（

同
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
内
閣
府
令
で
定

め
る
時
間
）
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。

３

前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の

支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え

は
、
政
令
で
定
め
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
特

第
三
章

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
並
び

定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

支
援
施
設
等

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び

第
一
節

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

（
報
告
等
）

第
三
十
八
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の

第
三
十
八
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
若
し
く
は
特
定
教

施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
若
し
く
は
特
定
教

育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ

育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ

っ
た
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の

っ
た
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
職
員
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
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項
に
お
い
て
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う

項
に
お
い
て
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う

。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

提
示
を
命
じ
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保

提
示
を
命
じ
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保

育
施
設
の
職
員
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ
っ
た
者
等

育
施
設
の
職
員
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
で
あ
っ
た
者
等

に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質

に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問

問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設

さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置

置
者
の
事
務
所
そ
の
他
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所

者
の
事
務
所
そ
の
他
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所
に

に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

２

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い

査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
準
用
す
る
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

（
報
告
等
）

第
五
十
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施

第
五
十
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定
地

行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定
地

域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員

域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員

で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ

で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ

た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定

の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定

地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
た

地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
た

者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し

者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て

て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
特
定
地
域
型
保
育
事

質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業

業
所
、
事
務
所
そ
の
他
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち

所
、
事
務
所
そ
の
他
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入

入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と

り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が

が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

２

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い

査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
準
用
す
る
。

第
三
款

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者

（
新
設
）
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（
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
の
確
認
）

第
五
十
四
条
の
二

乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
者
は
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の

（
新
設
）

支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
旨
の
市
町
村
長
の
確
認
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
確
認
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園
支

援
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
（
乳
児
等
通
園
支

援
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び

に
第
五
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
支
給
対
象
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
に
係
る
乳
児
等
通
園
支
援
の
利
用
定
員
を
定
め
て
、
市
町
村
長

が
行
う
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
利
用
定
員
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
七
十

二
条
第
一
項
の
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
そ
の
意
見
を
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
子
ど
も
の
保
護
者
そ

の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
当
事
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
準
用
）

第
五
十
四
条
の
三

第
四
十
四
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
第
四
十
五

（
新
設
）

条
第
二
項
を
除
く
。
）
は
、
前
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特

定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
款

（
略
）

第
三
款

（
略
）

（
業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
）

（
業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
）

第
五
十
五
条

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

第
五
十
五
条

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
以
下
「
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
」

者
（
以
下
「
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
」
と
い
う
。
）
は
、
第
三
十
三
条
第

と
い
う
。
）
は
、
第
三
十
三
条
第
六
項
又
は
第
四
十
五
条
第
五
項
（
前
条
に

六
項
又
は
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
義
務
の
履
行
が
確
保
さ
れ
る
よ

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
義
務
の
履
行
が
確
保
さ
れ

う
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
業
務
管
理
体
制
を
整
備
し
な
け
れ

る
よ
う
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
業
務
管
理
体
制
を
整
備
し
な

ば
な
ら
な
い
。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

２

特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
業
務
管

各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
業
務
管

理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
確
認
に
係
る
全
て
の
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型
保
育
事
業
所
（

一

そ
の
確
認
に
係
る
全
て
の
教
育
・
保
育
施
設
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所

そ
の
確
認
に
係
る
地
域
型
保
育
の
種
類
が
異
な
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に

（
そ
の
確
認
に
係
る
地
域
型
保
育
の
種
類
が
異
な
る
も
の
を
含
む
。
次
号

お
い
て
同
じ
。
）
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
が
一
の
市
町
村
の
区
域

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
一
の
市
町
村
の
区
域
に
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保

に
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者

市
町
村
長

育
提
供
者

市
町
村
長

二

そ
の
確
認
に
係
る
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型
保
育
事
業
所
又
は
乳
児

二

そ
の
確
認
に
係
る
教
育
・
保
育
施
設
又
は
地
域
型
保
育
事
業
所
が
二
以

等
通
園
支
援
事
業
所
が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
所
在
す
る
特
定
教

上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者

内
閣
総

育
・
保
育
提
供
者

内
閣
総
理
大
臣

理
大
臣

三

（
略
）

三

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

（
報
告
等
）

第
五
十
六
条

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
は
、

第
五
十
六
条

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
は
、

当
該
届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

当
該
届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
を
除
く
。
）
に
お
け
る
同
条
第
一
項
の
規

行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
を
除
く
。
）
に
お
け
る
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

定
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提

、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提

供
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

供
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

提
示
を
命
じ
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
若
し
く
は
当
該
特
定
教
育
・

提
示
を
命
じ
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
若
し
く
は
当
該
特
定
教
育
・

保
育
提
供
者
の
職
員
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
長
等
の
職
員

保
育
提
供
者
の
職
員
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
長
等
の
職
員

に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者

に
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
の

の
当
該
確
認
に
係
る
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型
保
育
事
業
所
若
し
く
は
乳

当
該
確
認
に
係
る
教
育
・
保
育
施
設
若
し
く
は
地
域
型
保
育
事
業
所
、
事
務

児
等
通
園
支
援
事
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
等
（
教
育
・
保
育

所
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
の
提
供
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の

又
は
乳
児
等
通
園
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
供
に
関
係
の
あ
る
場

設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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５

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入

５

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ

検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
勧
告
、
命
令
等
）

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
五
十
七
条

第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長

第
五
十
七
条

第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長

等
は
、
当
該
届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
（
同
条
第
四
項
の
規

等
は
、
当
該
届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
（
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
市
町
村
長
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
を
除
く
。
）
が
、
同
条
第
一
項
に

届
出
を
行
っ
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
を
除
く
。
）
が
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
施
設
型
給
付
費
の
支
給
に
係

規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
施
設
型
給
付
費
の
支
給
に
係

る
施
設
又
は
地
域
型
保
育
給
付
費
若
し
く
は
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に

る
施
設
又
は
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適

係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適
正
な
業
務
管
理
体
制
の
整
備
を
し
て
い
な
い

正
な
業
務
管
理
体
制
の
整
備
を
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め

教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る

て
、
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
業
務
管
理
体
制
を
整

基
準
に
従
っ
て
適
正
な
業
務
管
理
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ

備
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

第
五
款

教
育
・
保
育
等
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表

第
四
款

教
育
・
保
育
に
関
す
る
情
報
の
報
告
及
び
公
表

第
五
十
八
条

特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
、
特
定

第
五
十
八
条

特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
又
は
特

地
域
型
保
育
事
業
者
又
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
（
以
下
「
特
定
教

定
地
域
型
保
育
事
業
者
（
以
下
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
」
と
い
う
。
）

育
・
保
育
施
設
等
」
と
い
う
。
）
の
確
認
を
受
け
、
教
育
・
保
育
等
の
提
供

の
確
認
を
受
け
、
教
育
・
保
育
の
提
供
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
き
そ
の
他

を
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
き
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
は
、
政
令
で

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
提
供

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
提
供
す
る
教
育
・
保
育
等
に
係
る
教
育
・
保

す
る
教
育
・
保
育
に
係
る
教
育
・
保
育
情
報
（
教
育
・
保
育
の
内
容
及
び
教

育
等
情
報
（
教
育
・
保
育
等
の
内
容
及
び
教
育
・
保
育
等
を
提
供
す
る
施
設

育
・
保
育
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
者
の
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
で
あ

又
は
事
業
者
の
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど

っ
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
を
受
け
さ
せ
、
又
は
受
け
さ

も
に
教
育
・
保
育
等
を
受
け
さ
せ
、
又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就

せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か
つ
円
滑
に
教
育

学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か
つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
等
を
小
学
校
就
学

・
保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に

前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
必

公
表
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う

要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、

。
以
下
同
じ
。
）
を
、
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
所
の
所
在

教
育
・
保
育
等
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事

地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
政

（
新
設
）

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
五
月
以
内
に
、
当
該
事

業
年
度
に
係
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
（
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
ご
と
の
収
益
及
び
費
用
そ
の
他
内

閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
二
条
第
三
項
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
施
設
又
は
事
業
所
の

所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
後
、
内
閣
府

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
後
、
内
閣
府
令

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
報
告
の
内
容
（
特
定
教
育
・
保
育
施
設

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
報
告
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

設
置
者
等
経
営
情
報
に
あ
っ
て
は
、
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

い
。

て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
を
受
け
さ
せ
、
又
は
受
け
さ
せ

よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か
つ
円
滑
に
教
育
・

保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
公

表
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。

）
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
項
の
規

（
新
設
）

定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
に
つ

い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
公
表
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
し
て

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
し
て
必
要
が
あ
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
報

て
、
当
該
報
告
を
し
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
教
育
・
保
育
等

告
を
し
た
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
教
育
・
保
育
情
報
の
う
ち
内

情
報
又
は
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報
の
う
ち
内
閣
府
令
で

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
が
第
一
項
又
は
第
二
項
の

４

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
前
項
の
規

報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
調

定
に
よ
る
調
査
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
調
査
の
実
施
を
妨
げ
た
と
き
は
、
期

査
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
調
査
の
実
施
を
妨
げ
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て

間
を
定
め
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
そ
の
報
告
を
行
い

、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
に
対
し
、
そ
の
報
告
を
行
い
、
若
し
く
は

、
若
し
く
は
そ
の
報
告
の
内
容
を
是
正
し
、
又
は
そ
の
調
査
を
受
け
る
こ
と

そ
の
報
告
の
内
容
を
是
正
し
、
又
は
そ
の
調
査
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
こ

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。
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７

（
略
）

５

（
略
）

８

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
が
、
第
六
項
の
規
定
に
よ

６

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者
が
、
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
確

る
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
確

認
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
確
認
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

認
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
確
認
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て

、
そ
の
旨
を
そ
の
確
認
を
し
た
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
そ
の
旨
を
そ
の
確
認
を
し
た
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
等
を
受
け
さ

７

都
道
府
県
知
事
は
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
教
育
・
保
育
を
受
け
さ
せ

せ
、
又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切

、
又
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
が
適
切
か

か
つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
等
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会

つ
円
滑
に
教
育
・
保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
機
会
の
確

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
教
育
・
保
育
等
の
質
及
び
教
育
・
保
育
等
を
担
当

保
に
資
す
る
た
め
、
教
育
・
保
育
の
質
及
び
教
育
・
保
育
を
担
当
す
る
職
員

す
る
職
員
に
関
す
る
情
報
（
教
育
・
保
育
等
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く

に
関
す
る
情
報
（
教
育
・
保
育
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ

。
）
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
の
提
供
を
希
望
す
る
特
定
教
育
・

て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
の
提
供
を
希
望
す
る
特
定
教
育
・
保
育
提
供
者

保
育
提
供
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
当
該
情
報
に
つ
い
て
、
公
表
を
行
う
よ
う

か
ら
提
供
を
受
け
た
当
該
情
報
に
つ
い
て
、
公
表
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

（
報
告
等
）

第
五
十
八
条
の
八

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法

第
五
十
八
条
の
八

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
提
供

律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
提
供

す
る
施
設
若
し
く
は
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
若
し
く
は
特
定
子

す
る
施
設
若
し
く
は
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
若
し
く
は
特
定
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
の
職
員
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の

支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
の
職
員
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い

項
に
お
い
て
「
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い

う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く

う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く

は
提
示
を
命
じ
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
若
し
く
は
特
定
子
ど

は
提
示
を
命
じ
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
若
し
く
は
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
の
職
員
若
し
く
は
特

も
・
子
育
て
支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
の
職
員
若
し
く
は
特

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又

は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定

は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
子

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
、
特
定
子
ど
も

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
提
供
す
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
、
特
定
子
ど
も
・

・
子
育
て
支
援
提
供
者
の
事
務
所
そ
の
他
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

子
育
て
支
援
提
供
者
の
事
務
所
そ
の
他
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

等
の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書

の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

２

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い

査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
準
用
す
る
。

（
勧
告
、
命
令
等
）

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
五
十
八
条
の
九

（
略
）

第
五
十
八
条
の
九

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

市
町
村
長
（
指
定
都
市
等
所
在
届
出
保
育
施
設
（
指
定
都
市
等
又
は
児
童

６

市
町
村
長
（
指
定
都
市
等
所
在
届
出
保
育
施
設
（
指
定
都
市
等
又
は
児
童

相
談
所
設
置
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施

相
談
所
設
置
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施

設
を
い
い
、
都
道
府
県
が
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
第
二
号
及
び
次
条
第
一

設
を
い
い
、
都
道
府
県
が
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
第
二
号
及
び
次
条
第
一

項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市
等
又
は
児
童
相

項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市
等
又
は
児
童
相

談
所
設
置
市
の
長
を
除
き
、
指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
行

談
所
設
置
市
の
長
を
除
き
、
指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
行

わ
れ
る
第
七
条
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市

わ
れ
る
第
七
条
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市

等
の
長
を
除
き
、
指
定
都
市
等
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
区
域
内
に
お
い

等
の
長
を
除
き
、
指
定
都
市
等
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
区
域
内
に
お
い

て
行
わ
れ
る
同
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
該
指

て
行
わ
れ
る
同
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
当
該
指

定
都
市
等
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に

定
都
市
等
又
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
遅
滞
な
く
、

よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
（
国
又
は

そ
の
旨
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
（
国
又
は

地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
、
又
は
行
う
も
の
を
除
く
。
）
の
区
分
に
応
じ
、

地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
、
又
は
行
う
も
の
を
除
く
。
）
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
認
可
若
し
く
は
認
定
を
行
い
、
又
は
届
出
を
受
け
た
都

当
該
各
号
に
定
め
る
認
可
若
し
く
は
認
定
を
行
い
、
又
は
届
出
を
受
け
た
都

道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
七
条
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業

当
該
事
業
が
行
わ
れ
る
次
の

三

第
七
条
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業

当
該
事
業
が
行
わ
れ
る
次
の

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

る
認
可
又
は
認
定

る
認
可
又
は
認
定

イ

認
定
こ
ど
も
園
（
指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
）

イ

認
定
こ
ど
も
園
（
指
定
都
市
等
所
在
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
）

当
該
施
設
に
係
る
認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
又
は
認

当
該
施
設
に
係
る
認
定
こ
ど
も
園
法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
又
は
認

定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
認
定

定
子
ど
も
園
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
認
定

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）
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第
五
十
九
条

市
町
村
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
一

第
五
十
九
条

市
町
村
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
従
っ
て

条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
従
っ
て

、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も

、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
並
び
に
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
、
確
実
に

一

子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
、
確
実
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
を

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
を
受
け
、
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

受
け
、
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育

事
業
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
妊

て
支
援
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
の
身
近

婦
及
び
そ
の
配
偶
者
並
び
に
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
の
身
近
な
場
所
に

な
場
所
に
お
い
て
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
各
般
の
問

お
い
て
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き

題
に
つ
き
、
子
ど
も
又
は
子
ど
も
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

、
妊
婦
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
子
ど
も
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
か
ら

な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
関

そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
便
宜
の
提
供
を
総
合
的
に
行
う
事
業

係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
便
宜
の
提
供
を
総

合
的
に
行
う
事
業

二
～
十
三

（
略
）

二
～
十
三

（
略
）

十
四

母
子
保
健
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
産
後
ケ
ア
事
業

（
新
設
）

第
五
十
九
条
の
二

（
略
）

第
五
十
九
条
の
二

（
略
）

２

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
出
生
後
休
業
（
子
ど
も
を
養
育
す
る

（
新
設
）

た
め
の
休
業
を
い
う
。
）
の
取
得
及
び
育
児
時
短
就
業
（
子
ど
も
を
養
育
す

る
た
め
に
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
就
業
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
促
進

す
る
た
め
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和

四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び

育
児
時
短
就
業
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

全
国
的
な
事
業
主
の
団
体
は
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
（
前
項
に

２

全
国
的
な
事
業
主
の
団
体
は
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の
内
容
に

規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
内
容
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
意

関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
の
三

働
き
方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業

（
新
設
）

第
五
十
九
条
の
三

政
府
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
の
働
き
方
及
び
生
活
様

（
新
設
）

式
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
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い
者
の
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
働
き
方
等
の
多
様
化

に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る

国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
経
済
的
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
経
済
的
支
援
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
八
十
八
条
の
三
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
基
本
指
針
）

（
基
本
指
針
）

第
六
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
教
育
・
保
育
等
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

第
六
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
教
育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

支
援
事
業
の
提
供
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
並
び
に
地

援
事
業
の
提
供
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
並
び
に
地
域

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の
円
滑
な

方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
確
保
そ
の

実
施
の
確
保
そ
の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推

他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め

本
的
な
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
意
義
並
び
に
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
意
義
並
び
に
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
を
一
体
的

給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
そ
の
他
の
教
育
・

に
提
供
す
る
体
制
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
等
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
、

保
育
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
の

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
の
円
滑
な
実
施
の
確
保
並
び
に
地
域

円
滑
な
実
施
の
確
保
並
び
に
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
及
び
働
き

・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
事
項

方
等
の
多
様
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的

事
項

二

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

二

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

お
い
て
教
育
・
保
育
等
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
量
の
見

お
い
て
教
育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
量
の
見
込

込
み
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
標
準
そ
の
他
当
該
市
町
村
子
ど

み
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
標
準
そ
の
他
当
該
市
町
村
子
ど
も

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府

府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
の
作
成
に
関
す
る
事
項

県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
の
作
成
に
関
す
る
事
項

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）

（
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）
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第
六
十
一
条

市
町
村
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
五
年
を
一
期
と
す
る
教
育

第
六
十
一
条

市
町
村
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
五
年
を
一
期
と
す
る
教
育

・
保
育
等
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の

・
保
育
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の
他

他
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町

こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

。
２

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

２

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
の
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る

（
新
設
）

各
年
度
の
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
そ

の
他
の
乳
児
等
通
園
支
援
の
量
の
見
込
み
並
び
に
当
該
市
町
村
が
実
施
し

よ
う
と
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実

施
時
期

三
～
五

（
略
）

二
～
四

（
略
）

六

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及

（
新
設
）

び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関
す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

10

10

（
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
）

（
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
）

第
六
十
二
条

都
道
府
県
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
五
年
を
一
期
と
す
る
教

第
六
十
二
条

都
道
府
県
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
五
年
を
一
期
と
す
る
教

育
・
保
育
等
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
そ

育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
そ
の

の
他
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都

他
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道

道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も

府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の

の
と
す
る
。

と
す
る
。

２

都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲

２

都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
等
の
一
体
的
提
供
及

（
新
設
）

び
当
該
教
育
・
保
育
等
の
推
進
に
関
す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

五

特
定
教
育
・
保
育
、
特
定
地
域
型
保
育
及
び
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を

四

特
定
教
育
・
保
育
及
び
特
定
地
域
型
保
育
を
行
う
者
並
び
に
地
域
子
ど

行
う
者
並
び
に
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保

も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
の
た
め
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及
び
資
質
の
向
上
の
た
め
に
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
事
項

に
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
事
項

六
・
七

（
略
）

五
・
六

（
略
）

３

都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各

３

都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め

号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

教
育
・
保
育
等
情
報
及
び
特
定
教
育
・
保
育
施
設
設
置
者
等
経
営
情
報

二

教
育
・
保
育
情
報
の
公
表
に
関
す
る
事
項

（
第
五
十
八
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
の
公
表

に
関
す
る
事
項

三

（
略
）

三

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

第
六
章

費
用
等

第
六
章

費
用
等

第
一
節

費
用
の
支
弁
等

（
新
設
）

（
市
町
村
の
支
弁
）

（
市
町
村
の
支
弁
）

第
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

第
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

妊
婦
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

（
新
設
）

一
の
二

（
略
）

一

（
略
）

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

五
の
二

乳
児
等
支
援
給
付
費
及
び
特
例
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に
要

（
新
設
）

す
る
費
用

六

（
略
）

六

（
略
）

（
拠
出
金
の
施
設
型
給
付
費
等
支
給
費
用
へ
の
充
当
）

（
拠
出
金
の
施
設
型
給
付
費
等
支
給
費
用
へ
の
充
当
）

第
六
十
六
条
の
三

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第

第
六
十
六
条
の
三

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第

二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
国
、
都
道
府
県
そ
の
他
の
者
が
負
担
す
べ
き

二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
国
、
都
道
府
県
そ
の
他
の
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

も
の
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
額
（
以
下
「
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て

し
た
額
（
以
下
「
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て

、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
（
第
十
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就

、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
（
第
十
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
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学
前
子
ど
も
に
該
当
す
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
の
う
ち
、
満
三
歳

学
前
子
ど
も
に
該
当
す
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
の
う
ち
、
満
三
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
含
む
。

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
含
む
。

第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も

第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
の
五
十
分
の
十
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め

定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二

る
割
合
に
相
当
す
る
額
（
次
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

項
に
お
い
て
「
拠
出
金
充
当
額
」
と
い
う
。
）
を
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規

「
拠
出
金
充
当
額
」
と
い
う
。
）
を
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出

定
す
る
拠
出
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

金
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
妊
婦
支
援
給
付
金
等
支
給
費
用
へ
の
国
等
の
交
付
金
の
充
当
）

第
六
十
六
条
の
四

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第

（
新
設
）

一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
、
第
六
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲

げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
次
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
金
を
、
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額

に
つ
き
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
も
っ
て
充

て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担

す
る
。

（
都
道
府
県
の
負
担
等
）

（
都
道
府
県
の
負
担
等
）

第
六
十
七
条

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条

第
六
十
七
条

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、

施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
か
ら
拠
出
金
充
当
額
を
控
除
し
た
額
の
四
分

施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
か
ら
拠
出
金
充
当
額
を
控
除
し
た
額
の
四
分

の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用

の
一
を
負
担
す
る
。

に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に

２

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に

よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち

よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち

、
国
及
び
都
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
も
の
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
と
し
て

、
国
及
び
都
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
も
の
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
と
し
て

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
四
分
の
一
を
負
担
す
る
。

負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
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当
該
額
を
交
付
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六

よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
八
分
の

十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に

一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に

充
て
る
た
め
、
当
該
都
道
府
県
の
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る

充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
額
を
交
付
す
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
都
道
府
県
の
交
付
金
）

第
六
十
七
条
の
二

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村

（
新
設
）

に
対
し
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に

掲
げ
る
費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
都
道
府
県
の
予
算
の
範
囲
内
で
、

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
等
）

（
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
等
）

第
六
十
八
条

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第

第
六
十
八
条

（
新
設
）

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用

に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
し
て
、
当
該
費
用
の
全
額
に

相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

２

（
略
）

（
略
）

３

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市

２

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市

町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
第
六

町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
前
条

十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
二
分
の
一

第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
二
分
の
一
を
負
担

を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
国
が
負
担
す
る
額
を
交
付
す
る

す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
国
が
負
担
す
る
額
を
交
付
す
る
。

。
（
削
る
）

３

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
て
る

た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
第
六
十
五
条

（
新
設
）

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
に
充

当
さ
せ
る
た
め
、
当
該
費
用
の
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
額
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の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
国
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
額
の
二
分
の
一

に
相
当
す
る
額
は
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る
国
の
交
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し

（
新
設
）

、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る

費
用
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
節

拠
出
金
の
徴
収
等

（
新
設
）

（
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

（
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

第
六
十
九
条

政
府
は
、
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
児
童
手
当
法
第

第
六
十
九
条

政
府
は
、
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
児
童
手
当
法
第

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
交
付
金
を
充
て
る
部
分
の
う
ち
、
拠
出

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出

金
を
原
資
と
す
る
部
分
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
児

金
対
象
児
童
手
当
費
用
」
と
い
う
。
）
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町

童
手
当
費
用
」
と
い
う
。
）
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁

村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象

す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
の
う
ち

額
の
う
ち
、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
相
当
す
る
費
用

、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
相
当
す
る
費
用
に
限
る
。

に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
施
設
型
給
付
費
等
費
用
」

次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
施
設
型
給
付
費
等
費
用
」
と
い
う
。

と
い
う
。
）
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
第
二
号
、

）
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
第
二
号
、
第
五
号
及

第
五
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
す
る
費
用
（
次
条

び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
す
る
費
用
（
次
条
第
二
項
に

第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
用
」

お
い
て
「
拠
出
金
対
象
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
用
」
と
い
う
。

と
い
う
。
）
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
（
同
項
に

）
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
（
第
五
十
九
条
の
二

お
い
て
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た

第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「

め
、
次
に
掲
げ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、
次
に

、
拠
出
金
を
徴
収
す
る
。

掲
げ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
拠
出
金

を
徴
収
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
拠
出
金
の
額
）

（
拠
出
金
の
額
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２

前
項
の
拠
出
金
率
は
、
拠
出
金
対
象
児
童
手
当
費
用
、
拠
出
金
対
象
施
設

２

前
項
の
拠
出
金
率
は
、
拠
出
金
対
象
児
童
手
当
費
用
、
拠
出
金
対
象
施
設

型
給
付
費
等
費
用
及
び
拠
出
金
対
象
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
用

型
給
付
費
等
費
用
及
び
拠
出
金
対
象
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
用

の
予
想
総
額
並
び
に
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
の
予
定
額
、
賦
課

の
予
想
総
額
並
び
に
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
の
予
定
額
、
賦
課

標
準
の
予
想
総
額
並
び
に
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す

標
準
の
予
想
総
額
並
び
に
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す

る
額
（
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
国
が
負
担
す

る
額
（
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
額

三
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
額
及
び
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項

及
び
児
童
手
当
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
額
（
拠

の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
額
等
の
予
想
総
額
に
照
ら
し
、
お
お
む
ね

出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
等
の
予
想
総
額
に
照
ら
し
、
お
お
む

五
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ね
五
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

い
も
の
と
し
、
千
分
の
四
・
五
以
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。

な
い
も
の
と
し
、
千
分
の
四
・
〇
以
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

第
三
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
等

（
新
設
）

第
一
款

通
則

（
新
設
）

第
七
十
一
条
の
二

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
各
法
」
と
は
、
次
に
掲
げ

（
新
設
）

る
法
律
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

二

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

三

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

五

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

２

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
各
法
の
規
定
に
よ

り
保
険
給
付
を
行
う
全
国
健
康
保
険
協
会
、
健
康
保
険
組
合
、
都
道
府
県
、

国
民
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
又
は
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

を
い
う
。

３

こ
の
節
に
お
い
て
「
被
用
者
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
健
康
保
険
者
（
健
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康
保
険
法
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
日
雇
保
険
者
」
と
い
う
。
）
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
、
都

道
府
県
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
。
）
又
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第

八
号
の
承
認
を
受
け
て
同
法
の
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
者
を
組
合
員
と
す
る

国
民
健
康
保
険
組
合
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

４

こ
の
節
に
お
い
て
「
地
域
保
険
等
保
険
者
」
と
は
、
被
用
者
保
険
等
保
険

者
以
外
の
健
康
保
険
者
を
い
う
。

５

こ
の
節
に
お
い
て
「
健
康
保
険
者
等
」
と
は
、
健
康
保
険
者
又
は
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
十

八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

６

こ
の
節
に
お
い
て
「
加
入
者
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
を
除
く
。
）

二

船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

三

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く

共
済
組
合
の
組
合
員

五

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度

の
加
入
者

六

健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
（
健
康
保
険
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日

雇
特
例
被
保
険
者
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
を
除
く
。
）

七

健
康
保
険
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
手
帳
に
健
康
保
険
印
紙
を
貼
り
付
け
る
べ
き
余
白

が
な
く
な
る
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
そ
の

者
の
被
扶
養
者
（
同
法
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
て
同
項

に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
期
間
内
に
あ
る
者
及
び
同

法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳

を
返
納
し
た
者
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ら
の
者
の
被
扶
養
者
を



- 30 -

除
く
。
）

八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

第
二
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務

（
新
設
）

第
七
十
一
条
の
三

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
（
以
下
「
支
援
納
付
金
対
象

（
新
設
）

費
用
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、
令
和
八
年
度
か
ら
毎
年
度
、
健
康
保

険
者
等
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
。

一

第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

二

第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（

当
該
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。
）

三

児
童
手
当
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
拠

出
金
を
原
資
と
す
る
部
分
を
除
い
た
部
分
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
国
が
負
担
す
る

部
分
を
除
い
た
部
分
に
限
る
。
）

四

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
出
生
後
休
業
支
援

給
付
金
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に

要
す
る
費
用

五

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
に
相
当

す
る
額
の
補
塡
に
要
す
る
費
用

六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
第
七
十
一
条
の
二
十
七
に
規
定

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
償
還
金
（
同
条
に
規
定
す
る
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除

く
。
）
、
利
子
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
発
行
及
び

償
還
に
関
連
す
る
経
費
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

２

健
康
保
険
者
等
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る
義
務
を

負
う
。

第
三
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
等

（
新
設
）
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
）

第
七
十
一
条
の
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
健
康
保
険
者
等
か
ら
毎
年

（
新
設
）

度
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
当
該
年
度
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
徴
収
年
度
」
と
い
う
。
）
の
当
該
健
康
保
険
者
等
に
係
る

概
算
支
援
納
付
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算

支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援
納
付
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は

、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
か
ら
そ
の
超
え
る
額
と
そ
の
超
え
る

額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
も
の
と
し
、

徴
収
年
度
の
前
々
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
が
当
該
年
度
の
確
定
支
援

納
付
金
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
徴
収
年
度
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
に

そ
の
満
た
な
い
額
と
そ
の
満
た
な
い
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
を
加

算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
調
整
金
額
は
、
徴
収
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て

の
健
康
保
険
者
等
に
係
る
概
算
支
援
納
付
金
の
額
と
確
定
支
援
納
付
金
の
額

と
の
過
不
足
額
に
つ
き
生
ず
る
利
子
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣
府
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
健
康
保
険
者
等
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
額
と
す
る
。

（
概
算
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
五

各
年
度
に
お
け
る
前
条
の
概
算
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次

（
新
設
）

の
各
号
に
掲
げ
る
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用

の
予
定
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
」

と
い
う
。
）
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、

当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見

込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
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ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
当

該
年
度
の
標
準
報
酬
総
額
と
見
込
ま
れ
る
額
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
の
見

込
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を

除
く
。
）

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全

て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等

保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）
に

係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数

で
除
し
て
得
た
数

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保

険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
加
入
者
等
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
条
第
一
項

第
二
号
ロ
に
お
い
て
「
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く

。
）
の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て

の
地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

を
除
く
。
）
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。
）

の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支

援
納
付
金
算
定
対
象
予
定
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に

つ
い
て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て

得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
に
係
る
加
入
者
等
の

見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保

険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得

た
額
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四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定

対
象
予
定
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
、
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順

次
乗
じ
て
得
た
額

イ

概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保

険
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
所
得
係
数

２

前
項
第
一
号
ロ
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
各
年
度
の
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
全
て
の
加
入
者
等
に
つ
い

て
合
算
し
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
正
し

て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会
及
び
健
康
保
険
組
合

被
保
険
者
ご
と
の
健
康
保

険
法
又
は
船
員
保
険
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
の

総
額

二

共
済
組
合

組
合
員
ご
と
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等

の
額
の
総
額

三

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

加
入
者
ご
と
の
私
立
学
校
教
職

員
共
済
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額

四

国
民
健
康
保
険
組
合

組
合
員
ご
と
の
前
三
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す

る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額

３

第
一
項
第
四
号
イ
の
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る

率

４

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数

を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未
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満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度

に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
見
込

数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年
度

に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総
数

で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

当
該
告
示
を
行
う
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等

の
見
込
数
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和

八
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し

て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
え
て
得
た
数

５

各
年
度
に
お
け
る
第
一
項
第
四
号
ハ
の
所
得
係
数
は
、
内
閣
府
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保

険
者
の
所
得
の
平
均
額
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全

て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
所
得
の
平
均
額
で
除

し
て
得
た
数
と
す
る
。

（
確
定
支
援
納
付
金
）

第
七
十
一
条
の
六

各
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の

（
新
設
）

確
定
支
援
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
健
康
保
険
者
等
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用

の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。

）
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度

に
お
け
る
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し

て
得
た
数

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
（
前
条
第
二
項



- 35 -

に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。

以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に

係
る
標
準
報
酬
総
額
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数

二

地
域
保
険
等
保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を

除
く
。
）

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗
じ
て
得
た
額

イ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等

保
険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）
に

係
る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
地
域
保
険
等
保

険
者
に
係
る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。
）
の
数
を

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
地
域
保
険
等
保

険
者
（
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。
）
に
係

る
加
入
者
等
（
十
八
歳
未
満
加
入
者
等
を
除
く
。
）
の
総
数
で
除
し
て

得
た
数

三

日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会

当
該
年
度
に
お
け
る
支

援
納
付
金
算
定
対
象
額
か
ら
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い

て
次
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た

額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
日
雇
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
に
係
る
加
入
者
等
の
数
を

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係

る
加
入
者
等
の
総
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

当
該
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
算
定

対
象
額
に
、
当
該
年
度
に
お
け
る
イ
、
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
数
を
順
次
乗

じ
て
得
た
額

イ

確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率

ロ

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
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よ
り
算
定
し
た
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者

の
総
数
で
除
し
て
得
た
数

ハ

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る

所
得
係
数

２

前
項
第
四
号
イ
の
確
定
後
期
高
齢
者
支
援
納
付
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度

百
分
の
八

二

令
和
十
年
度
以
降
の
年
度

内
閣
総
理
大
臣
が
二
年
ご
と
に
告
示
す
る

率

３

前
項
第
二
号
の
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
率
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
数

を
第
二
号
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
小
数
点
以
下
四
位
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

一

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
告
示
を
行
う
年
度

の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保

険
者
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令
和
八
年

度
に
お
け
る
全
て
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
係
る
被
保
険
者
の
総

数
で
除
し
て
得
た
数
に
百
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数

二

前
号
に
掲
げ
る
数
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

当
該
告
示
を
行
う
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係

る
加
入
者
等
の
総
数
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
令

和
八
年
度
に
お
け
る
全
て
の
健
康
保
険
者
に
係
る
加
入
者
等
の
総
数
で
除

し
て
得
た
数
に
百
分
の
九
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
え
て
得
た
数

（
健
康
保
険
者
等
の
合
併
等
の
場
合
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
額
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
七

合
併
又
は
分
割
に
よ
り
成
立
し
た
健
康
保
険
者
等
、
合
併

（
新
設
）

又
は
分
割
後
存
続
す
る
健
康
保
険
者
等
及
び
解
散
を
し
た
健
康
保
険
者
等
の

権
利
義
務
を
承
継
し
た
健
康
保
険
者
等
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
額
の
算
定
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
の
方
法

（
新
設
）
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
通
知
）

第
七
十
一
条
の
八

内
閣
総
理
大
臣
は
、
毎
年
度
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、

（
新
設
）

当
該
年
度
に
当
該
健
康
保
険
者
等
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
の
額
、
納
付
の
方
法
及
び
納
付
す
べ
き
期
限
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
督
促
及
び
滞
納
処
分
）

第
七
十
一
条
の
九

内
閣
総
理
大
臣
は
、
健
康
保
険
者
等
が
、
納
付
す
べ
き
期

（
新
設
）

限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
期
限
を

指
定
し
て
こ
れ
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
は
、
当
該
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
督
促
状
を

発
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
督
促
状
に
よ
り
指
定
す

べ
き
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
経
過
し
た
日

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
健
康
保
険
者

等
が
そ
の
指
定
期
限
ま
で
に
そ
の
督
促
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
国
税
滞
納
処

分
の
例
に
よ
り
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
延
滞
金
）

第
七
十
一
条
の
十

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

（
新
設
）

金
の
納
付
を
督
促
し
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
督
促
に
係
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
に
つ
き
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

で
、
納
付
期
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
完
納
又
は
財
産
差
押
え
の
日
の
前
日
ま
で

の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
督
促
に
係

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
の
一
部
に

つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
降
の
期
間
に
係
る
延
滞
金
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の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
は
、
そ
の

納
付
の
あ
っ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る

。
３

延
滞
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
延
滞
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

５

延
滞
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
徴
収
し
な

い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
行
を
停
止

し
、
又
は
猶
予
し
た
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。

一

督
促
状
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
完

納
し
た
と
き
。

二

延
滞
金
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
。

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
い
て
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し

、
又
は
猶
予
し
た
と
き
。

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
納
付
の
猶
予
）

第
七
十
一
条
の
十
一

内
閣
総
理
大
臣
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
健

（
新
設
）

康
保
険
者
等
が
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
当
該
健
康
保
険
者
等
の
申
請
に
基
づ
き
、
そ
の
納
付
す
べ
き
期
限
か
ら
一

年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
一
部
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

、
そ
の
猶
予
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
、
猶
予
期
間
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
健
康
保
険
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
猶
予
を
し
た
と
き
は
、
そ
の

猶
予
期
間
内
は
、
そ
の
猶
予
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
つ
き

新
た
に
第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
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（
健
康
保
険
者
等
の
報
告
）

第
七
十
一
条
の
十
二

健
康
保
険
者
等
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
毎
年
度

（
新
設
）

、
加
入
者
等
の
数
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

（
新
設
）

額
の
算
定
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
健
康
保
険
者
等
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書

類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関

係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
健
康
保
険
者
等
の
事
務
所
そ
の
他
必
要

な
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め

ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
款

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
る
徴
収
事
務
の
実

（
新
設
）

施
等

（
支
払
基
金
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
徴
収
）

第
七
十
一
条
の
十
四

内
閣
総
理
大
臣
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法

（
新
設
）

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。
）
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又

は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
徴
収

二

第
七
十
一
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
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三

第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
徴
収

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲
げ

る
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
事
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
に
同
項
各
号
に
掲

げ
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
と
き
又
は
支
払

基
金
に
行
わ
せ
て
い
た
当
該
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
せ
な
い
こ

と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
払
基
金
の
業
務
）

第
七
十
一
条
の
十
五

支
払
基
金
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十

（
新
設
）

五
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
支
援
納
付
金

関
係
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
（
以
下
「
徴
収

事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

支
払
基
金
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
支
援
納
付
金
関
係
業

務
の
一
部
を
健
康
保
険
者
等
が
加
入
し
て
い
る
団
体
で
内
閣
総
理
大
臣
が
定

め
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
方
法
書
）

第
七
十
一
条
の
十
六

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に

関
し
、
当
該
業
務
の
開
始
前
に
、
業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も

、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
区
分
経
理
）

第
七
十
一
条
の
十
七

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
経
理
に

（
新
設
）

つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
業
務
に
係
る
経
理
と
区
分
し
て
、
特
別
の
会
計
を
設

け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
予
算
等
の
認
可
）

第
七
十
一
条
の
十
八

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に

関
し
、
毎
事
業
年
度
、
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
を
作
成
し
、
当
該

事
業
年
度
の
開
始
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
財
務
諸
表
等
）

第
七
十
一
条
の
十
九

支
払
基
金
は
、
第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
徴
収
事
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
き
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に

関
し
、
毎
事
業
年
度
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度

の
終
了
後
三
月
以
内
に
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
に
当
該
事
業
年

度
の
事
業
報
告
書
及
び
予
算
の
区
分
に
従
い
作
成
し
た
決
算
報
告
書
並
び
に

財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
に
関
す
る
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
財
務
諸

表
又
は
そ
の
要
旨
を
官
報
に
公
告
し
、
か
つ
、
財
務
諸
表
及
び
附
属
明
細
書

並
び
に
前
項
の
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
事
の
意
見
書
を
、
主
た

る
事
務
所
に
備
え
て
置
き
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
、
一
般
の
閲
覧
に
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事

（
新
設
）

業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
損
失
を
埋
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
は

、
積
立
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

支
払
基
金
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計

算
に
お
い
て
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
減
額

し
て
整
理
し
、
な
お
不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
繰
越
欠
損
金
と

し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
金
額
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
積
立
金
を
支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
余
裕
金
の
運
用
）

第
七
十
一
条
の
二
十
一

支
払
基
金
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
ほ
か
、
支

（
新
設
）

援
納
付
金
関
係
業
務
に
係
る
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

国
債
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
有
価
証
券
の
保
有

二

銀
行
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
の
預
金

三

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を

受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。
）
へ
の
金
銭
信
託

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
七
十
一
条
の
二
十
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正

（
新
設
）

か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の

法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
支
払
基
金
又
は
第
七
十
一
条
の
十

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受

託
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の

提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ

せ
、
若
し
く
は
支
払
基
金
若
し
く
は
受
託
者
の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所

に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
七
十
一
条
の
十
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提

出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
立
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入
検
査
を
さ
せ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
、
速
や
か
に
そ
の
結
果
を
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
の
理
事
長
、
理
事
又
は
監
事
に
つ
き
支
援

納
付
金
関
係
業
務
に
関
し
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
十
一
条
第
二

項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

（
監
督
）

第
七
十
一
条
の
二
十
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
納
付
金
関
係
業
務
の
適
正

（
新
設
）

か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
支
払
基
金
に
対
し
、
支
援
納
付
金
関

係
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
払
基
金
に
対
し
前
項
の
命
令
を
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
適
用
の
特
例
）

第
七
十
一
条
の
二
十
四

支
援
納
付
金
関
係
業
務
に
関
す
る
社
会
保
険
診
療
報

（
新
設
）

酬
支
払
基
金
法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚

生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
す
る
。

２

支
援
納
付
金
関
係
業
務
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
第
三
十
二

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務

と
み
な
す
。

（
協
議
）

第
七
十
一
条
の
二
十
五

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
厚
生

（
新
設
）

労
働
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
、
第
七
十
一
条
の
十
六
第
一
項
又
は
第
七

十
一
条
の
十
八
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

第
七
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の
団
体
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

第
七
十
一
条
の
十
六
第
二
項
又
は
第
七
十
一
条
の
十
九
第
二
項
若
し
く

は
第
三
項
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。
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四

第
七
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
二
十
一
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
款

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
等

（
新
設
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
七
十
一
条
の
二
十
六

政
府
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各

（
新
設
）

年
度
に
限
り
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
、
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」

と
い
う
。
）
の
発
行
は
、
各
年
度
の
翌
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
一
日
以
後
発
行

さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
収
入
は
、
当
該
各
年
度
所

属
の
歳
入
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
の
償
還
期
限
）

第
七
十
一
条
の
二
十
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
等
（
子
ど
も
・
子

（
新
設
）

育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国

債
（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四
十

六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国

債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ

る
借
換
国
債
を
含
む
。
）
を
い
う
。
第
七
十
一
条
の
二
十
九
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
償
還
す
る
も
の
と
す
る

。（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）
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第
七
十
一
条
の
二
十
八

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
を
発
行
す
る
場
合

（
新
設
）

に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
つ
い
て
の
特
別
会
計
に
関
す

る
法
律
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
融
通
証
券
」
と

あ
る
の
は
、
「
公
債
及
び
融
通
証
券
」
と
す
る
。

第
七
款

雑
則

（
新
設
）

（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理
）

第
七
十
一
条
の
二
十
九

支
援
納
付
金
対
象
費
用
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

（
新
設
）

例
公
債
等
の
発
行
及
び
償
還
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る

歳
入
歳
出
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

勘
定
に
お
い
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
へ
の
意
見
聴
取
）

第
七
十
一
条
の
三
十

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
七

（
新
設
）

十
一
条
の
五
第
一
項
各
号
、
第
二
項
、
第
四
項
各
号
及
び
第
五
項
並
び
に
第

七
十
一
条
の
六
第
一
項
各
号
及
び
第
三
項
各
号
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と

す
る
と
き
そ
の
他
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定

め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
七
十
二
条

市
町
村
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事

第
七
十
二
条

市
町
村
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
よ
う
努
め

務
を
処
理
す
る
た
め
、
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
の
利

（
新
設
）

用
定
員
の
設
定
に
関
し
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ

と
。

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）
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（
時
効
）

（
時
効
）

第
七
十
三
条

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

第
七
十
三
条

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施

付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付

設
等
利
用
給
付
を
受
け
る
権
利
並
び
に
拠
出
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定

を
受
け
る
権
利
並
び
に
拠
出
金
等
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
そ
の

に
よ
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
権
利
は
、
こ
れ
ら
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
権
利
は
、
こ
れ
ら
を
行
使

時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。

２

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育

２

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
及
び
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
及
び
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
に

給
付
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の
完
成
猶
予

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の
完
成
猶
予
及
び
更
新
に
関

及
び
更
新
に
関
し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

し
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

３

拠
出
金
等
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定

３

拠
出
金
等
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
納
入
の
告
知
又
は

に
よ
る
徴
収
金
の
納
入
の
告
知
又
は
催
促
は
、
時
効
の
更
新
の
効
力
を
有
す

催
促
は
、
時
効
の
更
新
の
効
力
を
有
す
る
。

る
。

（
審
査
請
求
）

（
審
査
請
求
）

第
七
十
五
条

（
略
）

第
七
十
五
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
支
払
基
金
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
不
服
の
あ
る

（
新
設
）

者
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
九
章

罰
則

第
九
章

罰
則

第
七
十
七
条
の
二

第
七
十
一
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
一
条
の
二

（
新
設
）

十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提

示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
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査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

第
七
十
八
条

第
十
五
条
第
一
項
（
第
三
十
条
の
三
及
び
第
三
十
条
の
十
三
に

第
七
十
八
条

第
十
五
条
第
一
項
（
第
三
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は

に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚

物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚

偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項

偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職

の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、

の
答
弁
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
九
条

第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
三

第
七
十
九
条

第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
八

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第

条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示

五
十
八
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若

提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁

し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下

に
処
す
る
。

の
罰
金
に
処
す
る
。

第
八
十
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
払
基
金
の
役
員
は
、

（
新
設
）

二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

こ
の
法
律
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き

。
二

第
七
十
一
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用

し
た
と
き
。

第
八
十
一
条

第
十
五
条
第
二
項
（
第
三
十
条
の
三
及
び
第
三
十
条
の
十
三
に

第
八
十
一
条

第
十
五
条
第
二
項
（
第
三
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は

に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚

物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚

偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項

偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
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の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、

の
答
弁
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
八
十
二
条

市
町
村
は
、
条
例
で
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
第
十
条
の
五
若

第
八
十
二
条

市
町
村
は
、
条
例
で
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
第
十
三
条
第
一

し
く
は
第
十
三
条
（
第
三
十
条
の
三
及
び
第
三
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用

項
（
第
三
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示

は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は

し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し

提
示
を
し
、
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対

て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の

し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
に
対
し
十
万
円
以
下

過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
は
、
条
例
で
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
第
十
四
条
第
一
項
（
第
三

２

市
町
村
は
、
条
例
で
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
第
十
四
条
第
一
項
（
第
三

十
条
の
三
及
び
第
三
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若

。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、

し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提

若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し

出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員

、
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答

の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は

弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検

同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
に
対
し

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を

十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
二
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
二
十

３

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
二
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二

四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
認
定
証
又

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
認
定
証
の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ

は
乳
児
等
支
援
支
給
認
定
証
の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ

て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け

な
い
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

附

則

附

則

第
二
条
の
二

政
府
は
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
等
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育

第
二
条
の
二

政
府
は
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て

て
支
援
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
幼
稚
園
教
諭
、

支
援
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
幼
稚
園
教
諭
、
保

保
育
士
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
等
の
処
遇
の
改
善

育
士
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
等
の
処
遇
の
改
善
に

に
資
す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
並
び
に
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て

資
す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
並
び
に
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
現

現
に
保
育
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
者
の
就
業
の
促
進
そ
の
他
の

に
保
育
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
者
の
就
業
の
促
進
そ
の
他
の
教
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教
育
・
保
育
等
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
人
材
確
保
の
た
め

育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
人
材
確
保
の
た
め
の
所

の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
財
源
の
確
保
）

（
財
源
の
確
保
）

第
三
条

政
府
は
、
教
育
・
保
育
等
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
量
的

第
三
条

政
府
は
、
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
量
的
拡

拡
充
及
び
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
も
の

充
及
び
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と

と
す
る
。

す
る
。

（
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

削
除

第
五
条

第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
中
「
同
じ

。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
及
び
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付

」
と
す
る
。

（
施
設
型
給
付
費
等
の
支
給
の
基
準
及
び
費
用
の
負
担
等
に
関
す
る
経
過
措

（
施
設
型
給
付
費
等
の
支
給
の
基
準
及
び
費
用
の
負
担
等
に
関
す
る
経
過
措

置
）

置
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る

費
用
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
附
則
第
九
条
第
一

費
用
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
附
則
第
九
条
第
一

項
第
一
号
ロ
、
第
二
号
イ

及
び
ロ

並
び
に
第
三
号
イ

及
び
ロ

に
掲

項
第
一
号
ロ
、
第
二
号
イ

及
び
ロ

並
び
に
第
三
号
イ

及
び
ロ

に
掲

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

げ
る
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

げ
る
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
労
働
者
の
子
育
て
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
主
に
対
す
る
助
成

（
労
働
者
の
子
育
て
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
主
に
対
す
る
助
成

）

）

第
十
四
条
の
二

政
府
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一

第
十
四
条
の
二

政
府
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
第
五
十
九
条
の
二

日
ま
で
の
間
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
第
五
十
九
条
の
二

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
育
児
休

係
る
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
そ
の
他
の
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活

業
の
取
得
の
促
進
そ
の
他
の
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が

と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
雇
用
環
境
の
整
備
を
行

図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
雇
用
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
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う
こ
と
に
よ
り
当
該
労
働
者
の
子
育
て
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

り
当
該
労
働
者
の
子
育
て
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
認
め
ら

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
及
び
援
助
を
行
う
事
業
を
行
う
こ

れ
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
及
び
援
助
を
行
う
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
が
で
き
る
。

。

（
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

（
新
設
）

お
い
て
第
六
章
第
三
節
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対

象
費
用
は
、
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
費
用
と
す
る
。

一

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第

七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費
用

二

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

第

七
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ

る
費
用

三

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間

第
七

十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
費

用
（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
二
十
七
条

延
滞
税
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年

（
新
設
）

法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
税
特
例
基
準
割

合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
に
満
た
な
い
年
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
十
第
一
項
の
延
滞
金
の
割
合

は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
延
滞
税
特
例
基
準
割

合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
に
お
け
る
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
入
歳
出
の
経
理

等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
七
十
一
条
の
二
十
六
、
第
七
十
一
条

（
新
設
）

の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七

十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
七
十
一
条
の
二
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十
九
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」
と
あ
る
の
は
、
「
年
金
特
別

会
計
」
と
す
る
。

（
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
五
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

（
新
設
）

は
、
同
条
中
「
掲
げ
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
、
「
掲
げ
る
事
業
及
び
児
童
福

祉
法
第
六
条
の
三
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
す

る
。

（
令
和
七
年
度
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

（
新
設
）

い
て
は
、
同
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
一
条
の
二
十

六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」

と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
か
ら
市
町
村
に
対

す
る
交
付
金
の
特
例
）

第
三
十
一
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八

（
新
設
）

条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
及
び
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

の
額
の
算
定
方
法
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条

令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

（
新
設
）

支
援
納
付
金
の
額
は
、
第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用

せ
ず
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
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援
納
付
金
の
額
の
算
定
方
法
に
係
る
特
例
）

第
三
十
三
条

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
七

（
新
設
）

十
一
条
の
四
か
ら
第
七
十
一
条
の
六
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

七
十
一
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
の
予
定
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
予
定
額

か
ら
当
該
年
度
の
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
予
定
額
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
、
第
七
十
一

条
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
の
額
か
ら
当
該
年
度
の

第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公

債
の
発
行
額
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。
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○

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
設
立
及
び
業
務
）

（
設
立
及
び
業
務
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

協
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ

３

協
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ

る
船
員
保
険
事
業
に
関
す
る
業
務
（
同
法
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が

る
船
員
保
険
事
業
に
関
す
る
業
務
（
同
法
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が

行
う
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規

行
う
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い

定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い

う
。
）
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関

う
。
）
並
び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関

係
事
務
費
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢

係
事
務
費
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三

者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染

号
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成

法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下

十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（

「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
業

支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子

務
を
行
う
。

育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）

の
納
付
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

（
国
庫
負
担
）

（
国
庫
負
担
）

第
百
五
十
一
条

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
健
康
保
険

第
百
五
十
一
条

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
健
康
保
険

事
業
の
事
務
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
第
百

事
業
の
事
務
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
第
百

七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
、
介
護
納
付
金
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感

七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
、
介
護
納
付
金
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期

確
保
拠
出
金
（
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
流

医
療
確
保
拠
出
金
（
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て

行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含

付
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す

む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
。
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る
。

第
百
五
十
四
条

（
略
）

第
百
五
十
四
条

（
略
）

２

国
庫
は
、
第
百
五
十
一
条
、
前
条
及
び
前
項
に
規
定
す
る
費
用
の
ほ
か
、

２

国
庫
は
、
第
百
五
十
一
条
、
前
条
及
び
前
項
に
規
定
す
る
費
用
の
ほ
か
、

協
会
が
拠
出
す
べ
き
前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

協
会
が
拠
出
す
べ
き
前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
並
び
に
子
ど

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
並
び
に
介
護
納
付
金
の
う
ち

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
う
ち
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
も
の
の
納
付

日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
も
の
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
合
算
額
（

に
要
す
る
費
用
の
額
の
合
算
額
（
当
該
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
に
給
付
費

当
該
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
に
給
付
費
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
除
き
、

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
除
き
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
あ
る
場
合
に
は
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
か

当
該
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
か
ら
当
該
額
に
給
付
費
割
合
を
乗
じ
て
得
た

ら
当
該
額
に
給
付
費
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
当
該
合

額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
当
該
合
算
額
か
ら
控
除
し
た
額
）
に
同
項
に
規
定

算
額
か
ら
控
除
し
た
額
）
に
同
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
同
条

す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
同
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
補
助
す
る
。

て
得
た
額
を
補
助
す
る
。

（
保
険
料
）

（
保
険
料
）

第
百
五
十
五
条

保
険
者
等
は
、
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢

第
百
五
十
五
条

保
険
者
等
は
、
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢

者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療

者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期

確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
健
康
保
険
組

医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
は
、
第
百
七
十
三
条

合
に
お
い
て
は
、
第
百
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る

の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め

費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
。

、
保
険
料
を
徴
収
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
被
保
険
者
の
保
険
料
額
）

（
被
保
険
者
の
保
険
料
額
）

第
百
五
十
六
条

被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
各
月
に
つ
き
、
次
の
各

第
百
五
十
六
条

被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
各
月
に
つ
き
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
介
護
保

一

介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
介
護
保

険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
被
保
険
者

一
般
保
険
料
等

険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
被
保
険
者

一
般
保
険
料
額

額
（
各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
般

（
各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
般
保

保
険
料
率
（
基
本
保
険
料
率
と
特
定
保
険
料
率
と
を
合
算
し
た
率
を
い
う

険
料
率
（
基
本
保
険
料
率
と
特
定
保
険
料
率
と
を
合
算
し
た
率
を
い
う
。

。
）
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
額
（
各
被

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
額
（
各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬

保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
介
護
保
険
料
率
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月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
介
護
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を

を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
合
算
額

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
合
算
額

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

一

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

一

般
保
険
料
等
額

般
保
険
料
額

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ

る
被
保
険
者
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に

る
被
保
険
者
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
等
額
と
す
る
。
た
だ

お
い
て
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
額
と
す
る
。
た
だ
し

し
、
そ
の
月
に
再
び
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他
政

、
そ
の
月
に
再
び
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他
政
令

令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
百
五
十
九
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て

第
百
五
十
九
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て

、
適
用
事
業
所
の
事
業
主
か
ら
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
に

、
適
用
事
業
所
の
事
業
主
か
ら
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
に

規
定
す
る
保
険
料
（
以
下
「
厚
生
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
及
び
子
ど
も

規
定
す
る
保
険
料
（
以
下
「
厚
生
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
及
び
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子

・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
に
規

育
て
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
一
部
の
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
業

定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
一
部

主
が
納
付
す
べ
き
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
料
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出

の
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
主
が
納
付
す
べ
き
保
険
料
、
厚
生
年

金
の
額
を
基
準
と
し
て
按
分
し
た
額
に
相
当
す
る
保
険
料
の
額
が
納
付
さ
れ

金
保
険
料
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
の
額
を
基
準
と
し
て
按
分
し
た
額

あ
ん

あ
ん

た
も
の
と
す
る
。

に
相
当
す
る
保
険
料
の
額
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
保
険
料
率
）

（
保
険
料
率
）

第
百
六
十
条

（
略
）

第
百
六
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
は
、
支
部
被
保
険
者
を
単
位
と
し
て
、
次
に
掲

３

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
は
、
支
部
被
保
険
者
を
単
位
と
し
て
、
次
に
掲

げ
る
額
に
照
ら
し
、
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で

げ
る
額
に
照
ら
し
、
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と

き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

保
健
事
業
及
び
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
（
第
百
五
十
四
条
の
二

三

保
健
事
業
及
び
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
（
第
百
五
十
四
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
を
除
く
。
）
並
び
に
健
康
保
険
事
業
の
事

の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
を
除
く
。
）
並
び
に
健
康
保
険
事
業
の
事

務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
及
び
第
百
六
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
準
備
金

務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
準
備
金
の
積
立
て
の
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の
積
立
て
の
予
定
額
（
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額

予
定
額
（
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
を
除
く
。
）

を
除
く
。
）
の
う
ち
当
該
支
部
被
保
険
者
が
分
担
す
べ
き
額
と
し
て
協
会

の
う
ち
当
該
支
部
被
保
険
者
が
分
担
す
べ
き
額
と
し
て
協
会
が
定
め
る
額

が
定
め
る
額

４
～

（
略
）

４
～

（
略
）

17

17

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
六
十
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
全
て

（
新
設
）

の
保
険
者
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
総
額
を
当
該
年

度
に
お
け
る
全
て
の
保
険
者
が
管
掌
す
る
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
の

見
込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲
内
に
お
い
て

、
保
険
者
が
定
め
る
。

２

協
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
を
定
め
た
と

き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を

厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
条
の
三

（
略
）

第
百
六
十
条
の
二

（
略
）

（
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
の
負
担
割
合
の
特
例
）

（
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
の
負
担
割
合
の
特
例
）

第
百
六
十
二
条

健
康
保
険
組
合
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
百
六
十
二
条

健
康
保
険
組
合
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
主
の
負
担
す
べ
き
一
般
保
険
料
等
額

規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
主
の
負
担
す
べ
き
一
般
保
険
料
額
又

又
は
介
護
保
険
料
額
の
負
担
の
割
合
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
介
護
保
険
料
額
の
負
担
の
割
合
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
料
額
）

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
料
額
）

第
百
六
十
八
条

日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
一
日
に
つ
き

第
百
六
十
八
条

日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
一
日
に
つ
き

、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一

そ
の
者
の
標
準
賃
金
日
額
の
等
級
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

一

そ
の
者
の
標
準
賃
金
日
額
の
等
級
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

イ

標
準
賃
金
日
額
に
平
均
保
険
料
等
率
（
各
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率

イ

標
準
賃
金
日
額
に
平
均
保
険
料
率
（
各
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
に

に
各
支
部
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額
を

各
支
部
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額
を
協

協
会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
で
除
し

会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
総
報
酬
額
の
総
額
で
除
し
て

て
得
た
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
を
い
う
。

得
た
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
率
と
を
合
算
し
た
率



- 57 -

以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
率
と
を
合
算
し
た
率
（
介
護
保
険
第
二

（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
以
外
の
日

号
被
保
険
者
で
あ
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
以
外
の
日
雇
特
例
被
保
険
者

雇
特
例
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
平
均
保
険
料
率
）
を
乗
じ
て
得
た
額

に
つ
い
て
は
、
平
均
保
険
料
等
率
）
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

賞
与
額
（
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
切

二

賞
与
額
（
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
が
四
十
万
円
（
第
百
二
十
四
条
第
二
項
の

り
捨
て
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
が
四
十
万
円
（
第
百
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
標
準
賃
金
日
額
の
等
級
区
分
の
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、

規
定
に
よ
る
標
準
賃
金
日
額
の
等
級
区
分
の
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、

政
令
で
定
め
る
額
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
る
場
合
に

政
令
で
定
め
る
額
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
る
場
合
に

は
、
四
十
万
円
と
す
る
。
）
に
平
均
保
険
料
等
率
と
介
護
保
険
料
率
と
を

は
、
四
十
万
円
と
す
る
。
）
に
平
均
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料
率
と
を
合

合
算
し
た
率
（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
日
雇
特
例
被
保
険
者

算
し
た
率
（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
以

以
外
の
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
平
均
保
険
料
等
率
）
を
乗
じ

外
の
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
平
均
保
険
料
率
）
を
乗
じ
て
得

て
得
た
額

た
額

２

（
略
）

２

（
略
）

（
日
雇
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

（
日
雇
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

第
百
七
十
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
健
康
保
険

第
百
七
十
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
健
康
保
険

事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
七
十
五
条
に
お
い
て
同

用
を
含
む
。
第
百
七
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
、
第
百
五

じ
。
）
に
充
て
る
た
め
、
第
百
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
徴
収
す

十
五
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
毎
年
度
、
日
雇
特
例
被

る
ほ
か
、
毎
年
度
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
を
使
用
す
る
事
業
主
の
設
立
す
る

保
険
者
を
使
用
す
る
事
業
主
の
設
立
す
る
健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
日
雇
関

健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
日
雇
関
係
組
合
」
と
い
う
。
）
か
ら
拠
出
金
を
徴

係
組
合
」
と
い
う
。
）
か
ら
拠
出
金
を
徴
収
す
る
。

収
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
確
定
日
雇
拠
出
金
）

（
確
定
日
雇
拠
出
金
）

第
百
七
十
六
条

第
百
七
十
四
条
の
確
定
日
雇
拠
出
金
の
額
は
、
前
年
度
の
日

第
百
七
十
六
条

第
百
七
十
四
条
の
確
定
日
雇
拠
出
金
の
額
は
、
前
年
度
の
日

雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
健
康
保
険
事
業
に
要
し
た
費
用
（
前
期
高
齢
者
納

雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
健
康
保
険
事
業
に
要
し
た
費
用
（
前
期
高
齢
者
納

付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保

付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療

拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
を

確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
を
含
む
。
）
か
ら
前
年
度
の
日
雇
特

含
む
。
）
か
ら
前
年
度
の
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
相
当
額
を

例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
相
当
額
を
控
除
し
た
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
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控
除
し
た
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
当
該
日
雇
関
係
組
合
を
設
立

に
、
当
該
日
雇
関
係
組
合
を
設
立
す
る
事
業
主
か
ら
前
年
度
に
納
付
さ
れ
た

す
る
事
業
主
か
ら
前
年
度
に
納
付
さ
れ
た
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保

日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
の
総
延
べ
納
付
日
数
を
前
年
度
に
納

険
料
の
総
延
べ
納
付
日
数
を
前
年
度
に
納
付
さ
れ
た
日
雇
特
例
被
保
険
者
に

付
さ
れ
た
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
の
総
延
べ
納
付
日
数
で
除

関
す
る
保
険
料
の
総
延
べ
納
付
日
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と

し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

す
る
。

附

則

附

則

（
健
康
保
険
組
合
の
財
政
調
整
）

（
健
康
保
険
組
合
の
財
政
調
整
）

第
二
条

健
康
保
険
組
合
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
医
療
に
関
す
る
給
付
、
保

第
二
条

健
康
保
険
組
合
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
の
医
療
に
関
す
る
給
付
、
保

健
事
業
及
び
福
祉
事
業
の
実
施
又
は
健
康
保
険
組
合
に
係
る
前
期
高
齢
者
納

健
事
業
及
び
福
祉
事
業
の
実
施
又
は
健
康
保
険
組
合
に
係
る
前
期
高
齢
者
納

付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
日
雇
拠
出
金
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初

付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
日
雇
拠
出
金
、
介
護
納
付
金
若
し
く
は

期
医
療
確
保
拠
出
金
等
若
し
く
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
財
源
の
不
均
衡
を

要
す
る
費
用
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
、
連
合
会
は
、
政
令
で
定

調
整
す
る
た
め
、
連
合
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
員
で
あ

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
員
で
あ
る
健
康
保
険
組
合
（
以
下
こ
の
条
及
び
次

る
健
康
保
険
組
合
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。

条
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
の
事
業
を
行

）
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
の
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

う
も
の
と
す
る
。

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
特
定
被
保
険
者
）

（
特
定
被
保
険
者
）

第
七
条

健
康
保
険
組
合
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
百
五
十

第
七
条

健
康
保
険
組
合
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
百
五
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
介

七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
介

護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者
（
介
護
保
険

護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者
（
介
護
保
険

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
扶
養
者
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
扶
養
者
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
特
定
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
保
険
料
額
を

び
次
条
に
お
い
て
「
特
定
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
保
険
料
額
を

一
般
保
険
料
等
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
保
険
料
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
等
額
と
介
護
保
険
料

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
額
と
介
護
保
険
料
額

額
と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特
定
被
保
険
者
に
対
す
る
第
百
五
十
六
条
第
三
項

と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特
定
被
保
険
者
に
対
す
る
第
百
五
十
六
条
第
三
項
の

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第

第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
と
す
る
。

七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
と
す
る
。

３

第
百
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る

３

第
百
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
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被
扶
養
者
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
等
額
と

被
扶
養
者
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
額
と
介

介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特
定
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
限
る

護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特
定
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
限
る
。

。
）
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て

）
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準

準
用
す
る
。

用
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
を
一
般
保
険

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
を
一
般
保
険

料
等
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
し
た
健
康
保
険
組
合
の
介
護
保
険

料
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
し
た
健
康
保
険
組
合
の
介
護
保
険
料

料
率
の
算
定
の
特
例
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

率
の
算
定
の
特
例
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
承
認
健
康
保
険
組
合
）

（
承
認
健
康
保
険
組
合
）

第
八
条

政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
承

第
八
条

政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
承

認
を
受
け
た
健
康
保
険
組
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
承
認
健
康
保
険
組

認
を
受
け
た
健
康
保
険
組
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
承
認
健
康
保
険
組

合
」
と
い
う
。
）
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
百
五
十
七
条
第

合
」
と
い
う
。
）
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
百
五
十
七
条
第

二
項
、
第
百
六
十
条
第
十
六
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
項
、
第
百
六
十
条
第
十
六
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
等
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特

保
険
料
額
を
一
般
保
険
料
額
と
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
さ
れ
た
特
定

定
被
保
険
者
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
保
険
料
額
を

被
保
険
者
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
保
険
料
額
を
一

一
般
保
険
料
等
額
と
特
別
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
す
る
こ
と
が
で
き

般
保
険
料
額
と
特
別
介
護
保
険
料
額
と
の
合
算
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ

（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

第
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

第
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

条
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
五
十
九
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

条
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
五
十
九
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
」
と

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年

あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
等
に
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法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を

第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規

の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十

」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

条
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出

金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

法
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

第
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

第
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
五
十
九
条
の

れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
五
十
九
条
の

二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
及
び
子
ど
も
・

二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に

子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
」
と
あ

お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法

る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、

用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定

と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ

六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」

る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条

と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出
金

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
の
算
定
の
特
例
等
）

（
削
る
）

第
八
条
の
四

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
は
、
第
百

六
十
条
第
三
項
第
三
号
中
「
並
び
に
健
康
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
費
用
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
準
備
金
の
積
立
て
の
予
定
額
（
第
百
五
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
、
健



- 61 -

康
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
準
備

金
の
積
立
て
の
予
定
額
（
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額

を
除
く
。
）
並
び
に
第
七
条
の
三
十
一
の
規
定
に
よ
る
短
期
借
入
金
の
償
還

に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
」
と
、
同
条

第
五
項
中
「
二
年
ご
と
に
、
翌
事
業
年
度
以
降
の
五
年
間
」
と
あ
る
の
は
「

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
、
毎
事
業
年
度
の
開
始

前
に
（
平
成
二
十
二
年
度
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
度
開
始
後
速
や
か
に
）
、

当
該
事
業
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
（
当
該
事
業
年
度
が
平
成

二
十
四
年
度
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
）
」
と
す
る
。

（
削
る
）

第
八
条
の
五

平
成
二
十
五
年
度
及
び
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
第
百

六
十
条
第
三
項
第
三
号
中
「
並
び
に
健
康
保
険
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
、
健

康
保
険
事
業
」
と
、
「
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
る
準
備
金
の
積
立
て
の
予
定

額
（
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
を
除
く
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
（
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
を
除
く
。
）

並
び
に
第
七
条
の
三
十
一
の
規
定
に
よ
る
短
期
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
費

用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「

二
年
ご
と
に
、
翌
事
業
年
度
以
降
の
五
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
五

年
度
に
あ
っ
て
は
当
該
年
度
開
始
後
速
や
か
に
、
同
年
度
及
び
平
成
二
十
六

年
度
の
各
事
業
年
度
に
つ
い
て
の
、
平
成
二
十
六
年
度
に
あ
っ
て
は
当
該
年

度
開
始
前
に
、
当
該
事
業
年
度
」
と
す
る
。

２

協
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
及
び
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て

は
、
第
百
六
十
条
の
二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
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○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
庫
負
担
）

（
国
庫
負
担
）

第
百
十
二
条

（
略
）

第
百
十
二
条

（
略
）

２

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
船
員
保
険
事
業
の
事
務

２

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
船
員
保
険
事
業
の
事
務

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付

金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
法
の
規
定

金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
法
の
規
定

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
及
び
出
産

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
及
び
出
産

育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）

育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）

、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。

、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。

）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（

）
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の

出
金
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す

規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

る
。

援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要

す
る
費
用
を
負
担
す
る
。

（
保
険
料
の
徴
収
）

（
保
険
料
の
徴
収
）

第
百
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
船
員
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高

第
百
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
船
員
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高

齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
感
染
症
の
予

齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
感
染
症

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
百
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
「
流

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
百
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て

行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
を
徴

含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
。

収
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
保
険
料
額
）

（
保
険
料
額
）
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第
百
十
六
条

被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
各
月
に
つ
き
、
次
の
各
号

第
百
十
六
条

被
保
険
者
に
関
す
る
保
険
料
額
は
、
各
月
に
つ
き
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
介
護
保

一

介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
介
護
保

険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
被
保
険
者

一
般
保
険
料
等

険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
被
保
険
者

一
般
保
険
料
額

額
（
各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
般

（
各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
般
保

保
険
料
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
と
を
合
算
し
た
率
を
乗
じ
て
得

険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
額
（

た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
介
護
保
険
料
額
（
各
被
保
険
者
の
標
準

各
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
介
護
保
険

報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
介
護
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た

料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
合
算
額

額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
合
算
額

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

一

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

一

般
保
険
料
等
額

般
保
険
料
額

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
行
政
法
人
等
職
員
被
保
険
者
に
関
す

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
行
政
法
人
等
職
員
被
保
険
者
に
関
す

る
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
等
額
と
す
る
。

る
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
額
と
す
る
。

３

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で

３

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で

あ
る
被
保
険
者
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

あ
る
被
保
険
者
が
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
等
額
と
す
る
。
た

に
お
い
て
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
額
は
、
一
般
保
険
料
額
と
す
る
。
た
だ

だ
し
、
そ
の
月
に
再
び
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他

し
、
そ
の
月
に
再
び
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他
政

政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

第
百
十
九
条

厚
生
労
働
大
臣
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
、
船
舶

第
百
十
九
条

厚
生
労
働
大
臣
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
、
船
舶

所
有
者
か
ら
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

所
有
者
か
ら
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

保
険
料
（
以
下
「
厚
生
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

保
険
料
（
以
下
「
厚
生
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育

支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定

て
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
一
部
の
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
船
舶
所

す
る
拠
出
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
一
部
の

有
者
が
納
付
す
べ
き
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
料
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠

納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
船
舶
所
有
者
が
納
付
す
べ
き
保
険
料
、
厚
生

出
金
の
額
を
基
準
と
し
て
按
分
し
た
額
に
相
当
す
る
保
険
料
の
額
が
納
付
さ

年
金
保
険
料
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
の
額
を
基
準
と
し
て
按
分
し
た

あ
ん

あ
ん

れ
た
も
の
と
す
る
。

額
に
相
当
す
る
保
険
料
の
額
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
）

第
百
二
十
二
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
は
、
各
年
度
に
お
い
て
協

（
新
設
）
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会
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
額
を
当
該
年
度
に
お
け

る
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
総
額
及
び
標
準
賞
与
額
の
総
額
の
合
算
額

の
見
込
額
で
除
し
て
得
た
率
を
基
準
と
し
て
、
協
会
が
決
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２

第
百
二
十
一
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
の
決

定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
保
険
料
の
負
担
区
分
）

（
保
険
料
の
負
担
区
分
）

第
百
二
十
五
条

被
保
険
者
（
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
、
独
立
行
政
法
人
等

第
百
二
十
五
条

被
保
険
者
（
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
、
独
立
行
政
法
人
等

職
員
被
保
険
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
で
あ
る
被
保
険
者
を

職
員
被
保
険
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
で
あ
る
被
保
険
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
百
十
六
条
第
一
項
各
号
に

除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
百
十
六
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
保
険
料
額
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、

掲
げ
る
保
険
料
額
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
負
担
し
、
被
保
険
者
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
は

当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
負
担
し
、
被
保
険
者
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
は

同
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
料
額
の
う
ち
当
該
被
保
険
者
が
負
担
す
る
額
を
除

同
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
料
額
の
う
ち
当
該
被
保
険
者
が
負
担
す
る
額
を
除

い
た
額
を
負
担
す
る
。

い
た
額
を
負
担
す
る
。

一

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者

標
準
報
酬
月
額
及
び

一

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者

標
準
報
酬
月
額
及
び

標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
疾
病
保
険
料
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率

標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
疾
病
保
険
料
率
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
率
を

と
を
合
算
し
た
率
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
介
護

乗
じ
て
得
た
額
と
介
護
保
険
料
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
の
合
算

保
険
料
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
の
合
算
額

額

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

標
準
報
酬
月
額
及
び

二

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
以
外
の
被
保
険
者

標
準
報
酬
月
額
及
び

標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
疾
病
保
険
料
率
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率

標
準
賞
与
額
に
そ
れ
ぞ
れ
疾
病
保
険
料
率
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
率
を

と
を
合
算
し
た
率
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

附

則

附

則

（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ

（
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

第
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

第
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
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第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
旧
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

条
第
一
項
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

条
第
一
項
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年

項
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に

法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律

に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一

す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
「
子
ど
も
・

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）

子
育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も

第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子

の
と
す
る
。

ど
も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

（
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

法
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
旧
児
童
手
当
法
の
特
例
）

第
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

第
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
十
九

れ
た
旧
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
の
拠
出
金
に
関
し
て
は
、
第
百
十
九

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
及
び
子
ど
も
・

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三

子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十

」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給

三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
条
第

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
「
子
ど
も
・
子

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第

育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の

二
十
条
第
一
項
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど

と
す
る
。

も
手
当
拠
出
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）
【
公
布
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
六
条
の
三

（
略
）

第
六
条
の
三

（
略
）

②
～
㉑

（
略
）

②
～
㉑

（
略
）

㉒

こ
の
法
律
で
、
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

（
新
設
）

と
こ
ろ
に
よ
り
、
妊
婦
及
び
そ
の
配
偶
者
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
妊
婦
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
面
談
そ
の
他

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
婦
等
の
心
身
の
状

況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
の
把
握
を
行
う
ほ
か
、
母
子

保
健
及
び
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事

業
を
い
う
。

㉓

こ
の
法
律
で
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

（
新
設
）

ろ
に
よ
り
、
保
育
所
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
乳
児

又
は
幼
児
で
あ
つ
て
満
三
歳
未
満
の
も
の
（
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
も
の

そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
適
切
な
遊
び
及
び
生
活

の
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、
当
該
乳
児
又
は
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者
の
心
身

の
状
況
及
び
養
育
環
境
を
把
握
す
る
た
め
の
当
該
保
護
者
と
の
面
談
並
び
に

当
該
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の

援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
二
十
一
条
の
九

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、
そ
の

第
二
十
一
条
の
九

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、
そ
の

区
域
内
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業

区
域
内
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業

、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事

点
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事

業
、
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、
親
子
関
係

業
、
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
及
び
親
子
関

形
成
支
援
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
並
び
に
次
に
掲
げ
る
事
業

係
形
成
支
援
事
業
並
び
に
次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
つ
て
主
務
省
令
で
定
め
る

で
あ
つ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
い
う

も
の
（
以
下
「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ

。
）
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば

う
、
必
要
な
措
置
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

第
二
十
一
条
の
十
の
二

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、

第
二
十
一
条
の
十
の
二

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
及
び
妊
婦
等
包
括
相
談
支

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
及
び
養
育
支
援
訪
問
事
業
を
行
う
よ
う
努
め
る
と

援
事
業
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
若
し
く

と
も
に
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
よ
り
要
支
援
児
童
等
（
特
定
妊
婦
を

は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
に
よ
り
要
支
援
児
童
等
を
把
握
し
た
と
き
又

除
く
。
）
を
把
握
し
た
と
き
又
は
当
該
市
町
村
の
長
が
第
二
十
六
条
第
一
項

は
当
該
市
町
村
の
長
が
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
送
致
若

第
三
号
の
規
定
に
よ
る
送
致
若
し
く
は
同
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
若

し
く
は
同
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
若
し
く
は
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

し
く
は
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定

関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
送
致
若
し
く
は
同
項
第

に
よ
る
送
致
若
し
く
は
同
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は

四
号
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
実
施

、
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る

そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

。

②

市
町
村
は
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
条

②

市
町
村
は
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
条

、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
法
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て

、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
法
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の

指
導
に
併
せ
て
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

指
導
に
併
せ
て
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③

市
町
村
は
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦

③

市
町
村
は
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
事
務

等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
市
町
村
以
外
の
内

の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
市
町
村
以
外
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す

閣
府
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

④

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪

④

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
又
は
養
育
支
援

問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事

訪
問
事
業
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
そ
の
事
務
に

し
て
い
た
者
は
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
の
三

市
町
村
は
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援

第
二
十
一
条
の
十
の
三

市
町
村
は
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
又
は
養
育
支

訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
母
子

援
訪
問
事
業
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
母
子
保
健
に

保
健
法
に
基
づ
く
母
子
保
健
に
関
す
る
事
業
と
の
連
携
及
び
調
和
の
確
保
に

関
す
る
事
業
と
の
連
携
及
び
調
和
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
二

地
方
公
共
団
体
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
要
保
護
児

第
二
十
五
条
の
二

地
方
公
共
団
体
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
要
保
護
児



- 69 -

童
（
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
第
三
十
三
条
第
十
項
に

童
（
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
第
三
十
三
条
第
十
項
に

規
定
す
る
保
護
延
長
者
を
含
む
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

規
定
す
る
保
護
延
長
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
適
切
な
保
護

適
切
な
保
護
又
は
要
支
援
児
童
若
し
く
は
特
定
妊
婦
へ
の
適
切
な
支
援
を
図

又
は
要
支
援
児
童
若
し
く
は
特
定
妊
婦
へ
の
適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
、
関

る
た
め
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
及
び
児
童
の
福
祉
に
関
連
す
る
職
務
に
従

係
機
関
、
関
係
団
体
及
び
児
童
の
福
祉
に
関
連
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
そ

事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

構
成
さ
れ
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
よ

）
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
～
⑤

（
略
）

②
～
⑤

（
略
）

⑥

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平

（
新
設
）

成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・

若
者
の
う
ち
要
保
護
児
童
又
は
要
支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議
会

及
び
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会

が
協
働
し
て
効
果
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
法
第
二
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

⑦

市
町
村
の
設
置
し
た
協
議
会
（
市
町
村
が
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
を
除

⑥

市
町
村
の
設
置
し
た
協
議
会
（
市
町
村
が
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
を
除

く
。
）
と
共
同
し
て
設
置
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
要
保
護
児
童
対
策

く
。
）
と
共
同
し
て
設
置
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
要
保
護
児
童
対
策

調
整
機
関
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
的
な
知
識
及
び

調
整
機
関
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
的
な
知
識
及
び

技
術
に
基
づ
き
前
二
項
の
業
務
に
係
る
事
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

技
術
に
基
づ
き
前
項
の
業
務
に
係
る
事
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
調
整

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
調
整
担

担
当
者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
と
す
る
。

当
者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
と
す
る
。

⑧
・
⑨

（
略
）

⑦
・
⑧

（
略
）

第
三
十
四
条
の
十

市
町
村
は
、
第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
三
十
四
条
の
十

市
町
村
は
、
第
二
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
又
は
妊
婦
等
包
括
相
談

り
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
又
は
養
育
支
援
訪
問
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、

支
援
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
十
五

市
町
村
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支

第
三
十
四
条
の
十
五

市
町
村
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

②

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
内
閣
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

②

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
内
閣
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
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に
よ
り
、
市
町
村
長
の
認
可
を
得
て
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通

に
よ
り
、
市
町
村
長
の
認
可
を
得
て
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
こ
と
が

園
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

③

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
関
す

③

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
関
す
る
前
項
の
認
可
の
申
請
が
あ

る
前
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る

つ
た
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か

基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
基
準
（
当
該

を
審
査
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
基
準
（
当
該
認
可
の
申
請
を
し
た
者
が
社

認
可
の
申
請
を
し
た
者
が
社
会
福
祉
法
人
又
は
学
校
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

会
福
祉
法
人
又
は
学
校
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る

つ
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る
基
準
に
限
る
。
）
に
よ
つ
て
、
そ
の
申
請
を
審

基
準
に
限
る
。
）
に
よ
つ
て
、
そ
の
申
請
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
た
め
に

一

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
済
的
基
礎
が
あ
る

必
要
な
経
済
的
基
礎
が
あ
る
こ
と
。

こ
と
。

二

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
（
そ

二

当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
経
営
担
当
役
員
（
業
務
を
執
行

あ
つ
て
は
、
経
営
担
当
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行

す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
第
三

役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
第
三
十
五
条
第
五
項
第
二
号
に
お

十
五
条
第
五
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。
）
が
社
会
的
信
望

い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。
）
が
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。

を
有
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

四

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

四

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

申
請
者
が
、
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
取
り
消
さ

ニ

申
請
者
が
、
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
取
り
消
さ

れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該

れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該

認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取

認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取

消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ

消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ

つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員

つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員

、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧

、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧

問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に

問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に

対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む

る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む

。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
事
業
を
管
理
す
る
者
そ
の
他
の
政

。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
事
業
を
管
理
す
る
者
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
使
用
人
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号

令
で
定
め
る
使
用
人
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号

に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日

に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日

か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
認
可
を
取
り

か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
認
可
を
取
り
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消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
つ
た

消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
つ
た

日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
を
行
う
者
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
当

日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
を
行
う
者
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
当

該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

で
あ
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
が
、
家
庭
的
保
育
事
業

で
あ
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
が
、
家
庭
的
保
育
事
業

等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
認
可
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
認
可
の

等
の
認
可
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
認
可
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な

取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止

つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
家
庭
的
保

す
る
た
め
の
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を

育
事
業
等
を
行
う
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組

行
う
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の

の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行

他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園

う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
ニ
本
文
に
規
定
す
る

支
援
事
業
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
ニ
本

認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認

文
に
規
定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相

め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
を

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
該

除
く
。

当
す
る
場
合
を
除
く
。

ホ

申
請
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
（
申
請
者
（
法
人
に
限
る
。
以

ホ

申
請
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
（
申
請
者
（
法
人
に
限
る
。
以

下
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
役
員
に
占
め
る
そ
の
役
員
の
割
合
が
二
分

下
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
役
員
に
占
め
る
そ
の
役
員
の
割
合
が
二
分

の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
当
該
申
請
者
の
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由

の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
当
該
申
請
者
の
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由

を
通
じ
て
当
該
申
請
者
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若
し
く
は
そ
の

を
通
じ
て
当
該
申
請
者
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若
し
く
は
そ
の

事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定

事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
申
請
者
の
親
会
社
等
」
と
い
う
。
）

め
る
も
の
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
申
請
者
の
親
会
社
等
」
と
い
う
。
）

、
申
請
者
の
親
会
社
等
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員
に
占
め
る
割

、
申
請
者
の
親
会
社
等
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員
に
占
め
る
割

合
が
二
分
の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
申
請
者
の
親
会
社
等
が
株
式
の
所

合
が
二
分
の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
申
請
者
の
親
会
社
等
が
株
式
の
所

有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若
し
く

有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若
し
く

は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内
閣
府

は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
も
の
又
は
当
該
申
請
者
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員

令
で
定
め
る
も
の
又
は
当
該
申
請
者
の
役
員
と
同
一
の
者
が
そ
の
役
員

に
占
め
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
当
該
申
請
者
が
株
式

に
占
め
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
、
若
し
く
は
当
該
申
請
者
が
株
式

の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若

の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
若

し
く
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内

し
く
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
申
請
者
と
内
閣
府
令
で
定
め
る

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
申
請
者
と
内
閣
府
令
で
定
め
る

密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
を
い
う
。
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ホ

密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
を
い
う
。
第
三
十
五
条
第
五
項
第
四
号
ホ

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を

取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い

取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
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な
い
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
が
、
家
庭
的
保
育
事
業
等

な
い
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
認
可
の
取
消
し
が
、
家
庭
的
保
育
事
業
等

又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
認
可
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
認
可
の
取

の
認
可
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
認
可
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ

消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す

た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
家
庭
的
保
育

る
た
め
の
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行

事
業
等
を
行
う
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の

う
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他

状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う

の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支

者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
ホ
本
文
に
規
定
す
る
認

援
事
業
を
行
う
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
ホ
本
文

可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

に
規
定
す
る
認
可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当

ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
を
除

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当

く
。

す
る
場
合
を
除
く
。

ヘ
～
ル

（
略
）

ヘ
～
ル

（
略
）

④

（
略
）

④

（
略
）

⑤

市
町
村
長
は
、
第
三
項
に
基
づ
く
審
査
の
結
果
、
そ
の
申
請
が
次
条
第
一

⑤

市
町
村
長
は
、
第
三
項
に
基
づ
く
審
査
の
結
果
、
そ
の
申
請
が
次
条
第
一

項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
を
行
う
者

項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
を
行
う
者

が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
そ
の
者
が
社
会
福
祉
法
人
又
は
学
校
法
人

が
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
そ
の
者
が
社
会
福
祉
法
人
又
は
学
校
法
人

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
基
準
に
限
る
。
）
に
該

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
基
準
に
限
る
。
）
に
該

当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
項
の
認
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
項
の
認
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
市
町
村
長
は
、
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園

、
市
町
村
長
は
、
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
所
在
地
を
含
む

支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
含
む
教
育
・
保
育
提
供
区
域
（
子
ど

教
育
・
保
育
提
供
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
一
条
第
二
項
第

も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町

一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
教
育
・
保
育
提
供
区
域
と
す
る

村
が
定
め
る
教
育
・
保
育
提
供
区
域
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
（

。
）
に
お
け
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
（
同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
第
一

同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
を

号
に
規
定
す
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
を
い
い
、
事
業
所
内
保
育
事
業
に

い
い
、
事
業
所
内
保
育
事
業
に
お
け
る
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

お
け
る
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
等
の
監
護
す
る
小
学

る
労
働
者
等
の
監
護
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以

校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三

の
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子

号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、

ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
（
同
法

同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
市
町
村
子

第
三
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
を
行
う
事
業

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区

所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利
用
定
員
の
総
数
が
、
同

域
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九

法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
市
町
村
子
ど

条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域

）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
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の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
号
に
掲
げ
る

開
始
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
の
当

小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
特
定
乳
児
等
通

該
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
達
成
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ

園
支
援
事
業
所
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は

れ
が
あ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

当
該
申
請
に
係
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

き
は
、
第
二
項
の
認
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

開
始
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
の
当

該
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
達
成
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
第
二
項
の
認
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
関
す

⑥

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
関
す
る
第
二
項
の
申
請
に
係
る
認

る
第
二
項
の
申
請
に
係
る
認
可
を
し
な
い
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
及
び

可
を
し
な
い
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

⑦

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳

⑦

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
廃
止

児
等
通
園
支
援
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣

し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

り
、
市
町
村
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

第
三
十
四
条
の
十
六

市
町
村
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支

第
三
十
四
条
の
十
六

市
町
村
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

つ
い
て
、
条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
基
準
は
、
児
童
の
身
体
的
、
精
神
的
及

、
そ
の
基
準
は
、
児
童
の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
な
発
達
の
た
め
に

び
社
会
的
な
発
達
の
た
め
に
必
要
な
保
育
の
水
準
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け

必
要
な
保
育
の
水
準
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

②

市
町
村
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

②

市
町
村
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の

つ
い
て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の

事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び

一

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
員
数

そ
の
員
数

二

家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事

二

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
児
童
の
適
切

項
で
あ
つ
て
、
児
童
の
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保

な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
並
び
に
児
童
の
健
全
な
発

持
並
び
に
児
童
の
健
全
な
発
達
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府

達
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

令
で
定
め
る
も
の

③

家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
第
一
項

③

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
一
項
の
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
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の
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
十
七

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め

第
三
十
四
条
の
十
七

市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
基
準
を
維
持
す
る
た
め

、
家
庭
的
保
育
事
業
等
若
し
く
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し

、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告

て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に

を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
家

対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
若
し
く
は
乳
児
等
通
園

庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の

支
援
事
業
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を

物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

（
略
）

②

（
略
）

③

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
が
前
条

③

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
前
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な

第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
家
庭
的

い
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該

保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
基
準
に

基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
旨
を
勧
告
し
、
又
は
そ

適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
旨
を
勧
告
し
、
当
該
家
庭
的
保

の
事
業
を
行
う
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
か
つ
、
児
童
福
祉
に
有
害
で
あ

育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
ず
、

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
必
要
な
改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
継
続
さ
せ

る
こ
と
が
児
童
福
祉
に
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
必
要
な
改
善

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

市
町
村
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
家
庭
的
保
育
事
業
等
又

④

市
町
村
長
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
、
前
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
せ

は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
児
童
福
祉
に
著
し
く
有
害

ず
、
か
つ
、
児
童
福
祉
に
著
し
く
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通

の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

園
支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
又
は
乳
児
等
通

で
き
る
。

園
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
八
条

第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
た
児
童
福
祉
施
設

第
五
十
八
条

第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
た
児
童
福
祉
施
設

の
設
置
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
又

が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
又
は
こ
れ
ら

は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は

に
基
づ
い
て
な
す
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
同
項
の

、
同
項
の
認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

②

第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
開
始
し
た
家
庭
的
保
育
事
業

②

第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
開
始
し
た
家
庭
的
保
育
事
業

等
又
は
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法

等
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
又
は
こ
れ

律
に
基
づ
い
て
発
す
る
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し

ら
に
基
づ
い
て
な
す
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
同
項
の
認

た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
同
項
の
認
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
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○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
民
健
康
保
険
税
）

（
国
民
健
康
保
険
税
）

第
七
百
三
条
の
四

国
民
健
康
保
険
を
行
う
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
又
は
広

第
七
百
三
条
の
四

国
民
健
康
保
険
を
行
う
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
又
は
広

域
連
合
を
設
け
て
国
民
健
康
保
険
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
一
部
事
務
組
合

域
連
合
を
設
け
て
国
民
健
康
保
険
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
一
部
事
務
組
合

又
は
広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
）
は
、
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康

又
は
広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
）
は
、
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
次
に
掲
げ
る
費
用
に
充
て
る

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
次
に
掲
げ
る
費
用
に
充
て
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
被
保
険
者

た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
被
保
険
者

」
と
い
う
。
）
で
あ
る
世
帯
主
（
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

」
と
い
う
。
）
で
あ
る
世
帯
主
（
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

世
帯
主
に
限
る
。
）
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る

世
帯
主
に
限
る
。
）
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

一

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
（
以

一

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の

納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康

納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
同
法
の
規
定
に
よ

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
同
法
の
規
定
に
よ

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
支
援

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

金
等
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

出
金
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

出
金
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
は
、
当
該
納
税
義
務

２

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
は
、
当
該
納
税
義
務

者
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
次
に
掲
げ
る
額
の

者
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
次
に
掲
げ
る
額
の
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合
算
額
と
す
る
。

合
算
額
と
す
る
。

一

基
礎
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
を
行
う
市

一

基
礎
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
を
行
う
市

町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健

町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健

康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に

康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、

保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及

介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

び
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
次
項
第

に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
次
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ニ
に
お
い
て
同
じ

一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康

。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を
い
う
。
以
下
国
民

保
険
税
の
課
税
額
を
い
う
。
以
下
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）

健
康
保
険
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、

（
新
設
）

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町
村
を

包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負

担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

部
分
に
限
る
。
）
に
充
て
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を
い
う

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

３

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
基
礎
課
税
総
額
（
次
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従

３

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
基
礎
課
税
総
額
（
次
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従

い
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
所
得
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額

い
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
所
得
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額

又
は
世
帯
別
平
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
す

又
は
世
帯
別
平
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
す

る
こ
と
と
な
る
額
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
標
準
基
礎
課
税

る
こ
と
と
な
る
額
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
標
準
基
礎
課
税

総
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲

総
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲

げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
百
十
七
条
の
規

げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
百
十
七
条
の
規

定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る

定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る

額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
に
第
三
号

額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
に
第
三
号

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

一

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町

ロ

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市
町

村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お

村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お

い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・

い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
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子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
を
除
く
。

す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
を
除
く
。
）
の
額

）
の
額

ハ
～
ヘ

（
略
）

ハ
～
ヘ

（
略
）

二

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

二

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助

ロ

国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助

金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市

金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
当
該
市

町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に

町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に

お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も

お
い
て
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
介
護
納
付
金
の
納
付
に

・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る

要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
条
の

係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸

規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

付
金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る

金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
額

も
の
を
除
く
。
）
の
額

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

４
～
９

（
略
）

４
～
９

（
略
）

第
五
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応

第
五
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応

10

10

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

特
定
世
帯
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
国
民
健
康
保
険
法
第
六
条
第
八

一

特
定
世
帯
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
国
民
健
康
保
険
法
第
六
条
第
八

号
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
資

号
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
資

格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
以
後
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
を

格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
以
後
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
を

い
う
。
以
下
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属

い
う
。
以
下
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
同
じ
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
同
日
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の

す
る
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
同
日
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
特
定
月
」
と
い
う
。
）
以
後
五
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の

号
に
お
い
て
「
特
定
月
」
と
い
う
。
）
以
後
五
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の

間
に
あ
る
も
の
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。

間
に
あ
る
も
の
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。

）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
八
項
及
び
第
三
十
六
項
に
お
い
て
同
じ

）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定

。
）
及
び
特
定
継
続
世
帯
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属

継
続
世
帯
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

す
る
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
特
定
月
以
後
五
年
を
経
過
す
る

が
属
す
る
世
帯
で
あ
つ
て
特
定
月
以
後
五
年
を
経
過
す
る
月
の
翌
月
か
ら

月
の
翌
月
か
ら
特
定
月
以
後
八
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

特
定
月
以
後
八
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
（
当
該
世
帯
に

（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以

他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

下
こ
の
項
、
第
十
八
項
及
び
第
三
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
世

第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
世
帯

第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
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帯

第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
世
帯
別
平
等
割
総
額
を
被
保
険
者
が

号
の
世
帯
別
平
等
割
総
額
を
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
数
か
ら
特
定
世

属
す
る
世
帯
の
数
か
ら
特
定
世
帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継
続
世
帯
の
数
に
四
分
の

特
定
継
続
世
帯
の
数
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し

一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
に
按
分
し
て
算
定
し
た
額

た
数
に
按
分
し
て
算
定
し
た
額

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

～

（
略
）

～

（
略
）

11

27

11

27

国
民
健
康
保
険
税
の
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
（
次

（
新
設
）

28
条
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
所
得
割

額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別

平
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
減
額
す
る
こ
と
と
な

る
額
を
含
む
。
次
項
及
び
第
三
十
項
に
お
い
て
「
標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
課
税
総
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か

ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七

百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
場
合
に
は
、
第

一
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
控
除
し

た
額
に
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
見
込
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

当
該
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す

る
費
用
（
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

納
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
部
分
に
限
る
。
次
号
イ
及
び
ロ
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
額

ロ

次
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
第
三
十
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に

減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総
額

二

当
該
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
補
助

金
（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
る
貸
付
金
（

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
に
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限
る
。
）
の
額

ロ

そ
の
他
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い

て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
）
の
た
め
の
収
入
（
国

民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
二
第

一
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
を
除

く
。
）
の
額

三

当
該
年
度
に
お
け
る
第
七
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
課
税
額
の
減
免
の
額
の
総
額

標
準
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
総
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
い

（
新
設
）

29
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

所
得
割
総
額
、
資
産
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上

被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
総
額
の
合
計
額

二

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
、
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等

割
総
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
総
額
の
合
計
額

三

所
得
割
総
額
、
被
保
険
者
均
等
割
総
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均

等
割
総
額
の
合
計
額

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
額
の
う
ち
子
ど
も
・
子

（
新
設
）

30
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
標
準
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
課
税
総
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険
者

均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
に
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
の
翌
日
以
後
で
あ
る
被
保
険

者
（
第
三
十
五
項
に
お
い
て
「
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ

き
算
定
し
た
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

前
項
の
所
得
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
所
得
割
総
額
を
基
礎
控
除
後

（
新
設
）

31
の
総
所
得
金
額
等
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け

る
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
前
項
、
こ
の

項
本
文
、
次
項
本
文
、
第
三
十
三
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規

定
に
基
づ
き
前
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
を
算
定
す
る
も

の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
第
三
十
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七
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課

税
額
の
限
度
額
（
次
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
課
税
限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
項
の
資
産
割
額
は
、
第
二
十
九
項
第
一
号
の
資
産
割
総
額
を
固
定

（
新
設
）

32
資
産
税
額
等
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
被

保
険
者
の
資
産
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
第
三
十
項
、
前
項

本
文
、
こ
の
項
本
文
、
次
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
に
基

づ
き
第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
を
算
定
す
る
も
の

と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
限
度
額
を
上
回
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
に
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
額
等

を
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
項
の
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の
被
保
険
者
均

（
新
設
）

33
等
割
総
額
を
被
保
険
者
の
数
に
按
分
し
て
算
定
す
る
。

第
二
十
九
項
各
号
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
は
、
次
条
第
四

（
新
設
）

34
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
被
保
険
者

均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
総

額
と
す
る
。

第
三
十
項
の
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
第
二
十
九
項
各
号
の

（
新
設
）

35
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
総
額
を
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
の
数
に
按
分

し
て
算
定
す
る
。

第
三
十
項
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に

（
新
設
）

36
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

特
定
世
帯
及
び
特
定
継
続
世
帯
以
外
の
世
帯

第
二
十
九
項
第
一
号
及

び
第
二
号
の
世
帯
別
平
等
割
総
額
を
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
数
か
ら

特
定
世
帯
の
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
特
定
継
続
世
帯
の
数
に

四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
に
按
分
し
て
算
定

し
た
額

二

特
定
世
帯

前
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
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三

特
定
継
続
世
帯

第
一
号
に
定
め
る
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
三
十
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課
税
額
は
、
納
税
義
務
者
間

（
新
設
）

37
の
負
担
の
衡
平
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。被

保
険
者
で
あ
る
資
格
が
な
い
世
帯
主
の
属
す
る
世
帯
内
に
被
保
険
者
が

被
保
険
者
で
あ
る
資
格
が
な
い
世
帯
主
の
属
す
る
世
帯
内
に
被
保
険
者
が

38

28

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
世
帯
主
を
第
一
項
の
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
と
み

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
世
帯
主
を
第
一
項
の
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
と
み

な
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
五
項
、
第
十

な
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
五
項
、
第
十

四
項
、
第
二
十
二
項
及
び
第
三
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
項

四
項
及
び
第
二
十
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
項
及
び
第
十
四

及
び
第
十
四
項
中
「
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「

項
中
「
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
の
世
帯
に
属

の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」
と
、
第
二
十
二
項
中

す
る
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」
と
、
第
二
十
二
項
中
「
介
護
納
付

「
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
で
あ
る
納
税
義
務
者
及
び
納
税
義
務
者
の
世

金
課
税
被
保
険
者
で
あ
る
納
税
義
務
者
及
び
納
税
義
務
者
の
世
帯
に
属
す
る

帯
に
属
す
る
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
納
税
義
務

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
納
税
義
務
者
の
世
帯
に

者
の
世
帯
に
属
す
る
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」

属
す
る
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

と
、
第
三
十
項
中
「
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「

の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
）
」
と
、
「
被
保
険
者
（

」
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
（
世
帯
主
を
除
く
。
」
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）

第
七
百
三
条
の
五

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
並
び
に
そ

第
七
百
三
条
の
五

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
並
び
に
そ

の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
に
つ
き
算
定
し
た

の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
に
つ
き
算
定
し
た

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
青
色
専
従
者
給
与

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
青
色
専
従
者
給
与

額
又
は
事
業
専
従
者
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
第
三
百
十
三
条
第
三
項
、
第
四

額
又
は
事
業
専
従
者
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
第
三
百
十
三
条
第
三
項
、
第
四

項
又
は
第
五
項
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
ま
た
、
所
得
税
法
第
五
十
七
条
第
一

項
又
は
第
五
項
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
ま
た
、
所
得
税
法
第
五
十
七
条
第
一

項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
以
下
こ

項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
以
下
こ

の
項
中
山
林
所
得
金
額
の
算
定
に
つ
い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
の

の
項
中
山
林
所
得
金
額
の
算
定
に
つ
い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
能
力
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額

合
算
額
が
、
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
能
力
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額

を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例

を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
被
保
険
者

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
被
保
険
者

均
等
割
額
及
び
十
八
歳
以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
を

均
等
割
額
又
は
世
帯
別
平
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る

３

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
が
出
産
す
る
予
定
の
場
合
又
は
出
産
し
た
場
合
に
は
、
政
令
で
定

被
保
険
者
が
出
産
す
る
予
定
の
場
合
又
は
出
産
し
た
場
合
に
は
、
政
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納

め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納

税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
所
得
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
十
八
歳

税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
所
得
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す

以
上
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

４

市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
内
に
十
八

（
新
設
）

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
が
あ

る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
前
条
第
三
十
項
の
被

保
険
者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

（
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
特
例
）

（
病
床
転
換
支
援
金
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
特
例
）

第
三
十
八
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
に
規
定
す

第
三
十
八
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
及
び
第
十
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

で
及
び
第
十
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
項
第
一
号

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等

第
二
項
第
一
号

介
護
納
付
金

病
床
転
換
支
援
金
等
並
び

、
介
護
納
付
金
並
び
に

に
介
護
納
付
金

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
項
第
一
号

、
介
護
納
付
金
及
び

及
び
病
床
転
換
支
援
金
等

第
三
項
第
一
号

介
護
納
付
金

病
床
転
換
支
援
金
等
並
び

ロ
及
び
第
二
号

、
介
護
納
付
金
並
び
に

ロ
及
び
第
二
号

に
介
護
納
付
金

ロ

ロ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行

】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
標
準
報
酬
月
額
）

（
標
準
報
酬
月
額
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
（
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
（
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
短
期
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、

す
る
短
期
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）

の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産

の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産

育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号

育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号

）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症

）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法

律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
、
子
ど
も

律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
福

・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子

祉
事
業
に
係
る
掛
金
の
徴
収
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
の
徴
収
を
い
う

じ
。
）
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
は
、
次
の

。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適

と
お
り
と
す
る
。

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
表
略
）

（
表
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

16

16

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
準
用
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
準
用
）

第
二
十
五
条

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年

第
二
十
五
条

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
短
期
給
付
及
び
退
職
等
年

金
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
条
（
第
一
項
第
一
号

金
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
条
（
第
一
項
第
一
号

及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
三
十
九
条
第
二

及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
三
十
九
条
第
二

項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
か
ら

項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
か
ら

第
五
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
、
第
三

第
五
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
、
第
三
節
第
一

節
第
一
款
及
び
第
二
款
、
第
七
十
四
条
、
第
七
十
九
条
の
三
第
五
項
、
第
九

款
及
び
第
二
款
、
第
七
十
四
条
、
第
七
十
九
条
の
三
第
五
項
、
第
九
十
六
条

十
六
条
並
び
に
第
九
十
七
条
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
百
十
一
条
第
一
項
、

並
び
に
第
九
十
七
条
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
百
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
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第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
百
十
二
条
、
第
百
二
十
六
条
の
五
、
附
則
第
十
二

及
び
第
五
項
、
第
百
十
二
条
、
第
百
二
十
六
条
の
五
、
附
則
第
十
二
条
、
附

条
、
附
則
第
十
三
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
並
び
に
別
表
第
一
の
規
定
を
準
用

則
第
十
三
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
並
び
に
別
表
第
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
五

、
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
五
十
九
条
第
三
項
第
二
号

十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
五
十
九
条
第
三
項
第
二
号
、
第
六

、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
六
条
第
二
項
（
各
号
を
除

十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
六
条
第
二
項
（
各
号
を
除
く
。
）

く
。
）
及
び
第
五
項
、
第
六
十
七
条
第
三
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
二

及
び
第
五
項
、
第
六
十
七
条
第
三
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び

項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条
第
二
項

第
四
項
、
第
七
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条
第
二
項
及
び
第

及
び
第
五
項
、
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
四
条
第
三
項
、

五
項
、
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
九
十

第
九
十
条
第
三
項
、
第
九
十
七
条
第
一
項
、
第
百
二
十
六
条
の
五
第
五
項
第

条
第
三
項
、
第
九
十
七
条
第
一
項
、
第
百
二
十
六
条
の
五
第
五
項
第
四
号
並

四
号
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
八
項
の
規
定

び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
八
項
の
規
定
を
除
く

を
除
く
。
）
中
「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
」
と
、
「
公
務
遺
族
年

。
）
中
「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
」
と
、
「
公
務
遺
族
年
金
」
と

金
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
遺
族
年
金
」
と
、
「
組
合
」
と
あ
り
、
及
び
「
連

あ
る
の
は
「
職
務
遺
族
年
金
」
と
、
「
組
合
」
と
あ
り
、
及
び
「
連
合
会
」

合
会
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
団
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は

と
あ
る
の
は
「
事
業
団
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
標
準

「
標
準
報
酬
月
額
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
日
額
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬

報
酬
月
額
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
日
額
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
報
酬
日
額
」

日
額
」
と
、
「
財
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
公
務

と
、
「
財
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
公
務
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
職
務
」
と
、
「
公
務
障
害
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
障

る
の
は
「
職
務
」
と
、
「
公
務
障
害
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
障
害
年
金

害
年
金
」
と
、
「
組
合
員
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
期
間
」
と
、
「
公

」
と
、
「
組
合
員
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
期
間
」
と
、
「
公
務
傷
病

務
傷
病
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
傷
病
」
と
、
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
あ
る

」
と
あ
る
の
は
「
職
務
傷
病
」
と
、
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「

の
は
「
任
意
継
続
加
入
者
」
と
、
「
特
例
退
職
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
特

任
意
継
続
加
入
者
」
と
、
「
特
例
退
職
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
退
職

例
退
職
加
入
者
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の

加
入
者
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
十
六
条

第
六
十
八
条
か
ら
第

第
六
十
八
条

第
六
十
六
条

第
六
十
八
条
か
ら
第

第
六
十
八
条

第
一
項

六
十
八
条
の
五
ま
で

第
一
項

六
十
八
条
の
三
ま
で

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
十
九
条

、
休
業
手
当
金
、
育

又
は
休
業
手
当
金

第
六
十
九
条

、
休
業
手
当
金
、
育

又
は
休
業
手
当
金

第
二
項

児
休
業
手
当
金
、
育

第
二
項

児
休
業
手
当
金
又
は

児
休
業
支
援
手
当
金

介
護
休
業
手
当
金

又
は
介
護
休
業
手
当

金
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

附
則
第
十
二

第
六
十
八
条
か
ら
第

第
六
十
八
条

附
則
第
十
二

第
六
十
八
条
か
ら
第

第
六
十
八
条

条
第
七
項

六
十
八
条
の
五
ま
で

条
第
七
項

六
十
八
条
の
三
ま
で

休
業
手
当
金
、
育
児

休
業
手
当
金

休
業
手
当
金
、
育
児

休
業
手
当
金

休
業
手
当
金
、
育
児

休
業
手
当
金
、
介
護

休
業
支
援
手
当
金
、

休
業
手
当
金

介
護
休
業
手
当
金
、

育
児
時
短
勤
務
手
当

金

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

給
付

第
四
章

給
付

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

短
期
給
付

第
二
節

短
期
給
付

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
三
款

休
業
等
給
付
（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
九
条
）

第
三
款

休
業
給
付
（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
九
条
）

第
四
款

（
略
）

第
四
款

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
五
章
～
第
九
章

（
略
）

第
五
章
～
第
九
章

（
略
）

附
則

附
則

（
設
立
及
び
業
務
）

（
設
立
及
び
業
務
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

組
合
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

４

組
合
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「

る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
並
び
に

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
並
び
に

同
法
第
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

同
法
第
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
（
平

出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
（
平

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
金
（

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
金
（

以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六

条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
九
十
九

条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
九
十
九

条
第
一
項
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
、
子

条
第
一
項
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
、
厚
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ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
一
条

生
年
金
保
険
法
第
八
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
厚

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど

生
年
金
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
四
条

第
百
四
十
一
号
）
第
九
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金

の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
厚
生
年
金
拠
出
金
」
と
い
う
。

（
以
下
「
基
礎
年
金
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
並
び
に
第
百
二
条
の
二

）
並
び
に
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
九
十
四

に
規
定
す
る
財
政
調
整
拠
出
金
の
拠
出
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
（
以
下
「
基
礎
年
金
拠
出
金

」
と
い
う
。
）
の
納
付
並
び
に
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
財
政
調
整
拠
出

金
の
拠
出
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
標
準
報
酬
）

（
標
準
報
酬
）

第
四
十
条

（
略
）

第
四
十
条

（
略
）

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、
介
護
納

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、
介
護
納

付
金
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
及
び
負

付
金
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
及
び
負
担
金
の
徴
収
を
い
う
。
次
項
及
び

担
金
の
徴
収
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す

次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

は
、
同
項
の
表
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

。（
表
略
）

（
表
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

11

11

組
合
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

組
合
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

12

12

の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の

の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
育
児
休
業
若
し
く
は
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
育
児
休
業
に

規
定
に
よ
る
育
児
休
業
若
し
く
は
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
育
児
休
業
に

関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
号

関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休

業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
、
国
会
職
員
の
育
児

業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
、
国
会
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
育
児
休
業
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

定
に
よ
る
育
児
休
業
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁

三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁

判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
七

判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
七

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
育
児
休
業
又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

に
よ
る
育
児
休
業
又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
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律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
（
以
下
「
育
児

律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
（
以
下
「
育
児

休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
終
了
し
た
組
合
員
が
、
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了

休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
終
了
し
た
組
合
員
が
、
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了

し
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
終
了
日
」
と
い

し
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
終
了
日
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

う
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
、
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
、
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

第
三
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法

第
三
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法

（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
（

又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
（

第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
、
第
六
十
八
条
の
五
及
び
第
七
十
五

第
六
十
八
条
の
二
及
び
第
七
十
五
条
の
三
に
お
い
て
「
子
」
と
い
う
。
）
で

条
の
三
に
お
い
て
「
子
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
係

あ
つ
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
三
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
養
育
す
る
場

る
三
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
、
組
合
に
申
出
を
し

合
に
お
い
て
、
組
合
に
申
出
を
し
た
と
き
は
、
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日

た
と
き
は
、
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
以
後
三
月
間
（
育
児

が
属
す
る
月
以
後
三
月
間
（
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
お
い
て
継
続
し

休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
お
い
て
継
続
し
て
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
に
限
る

て
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
に
限
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
報
酬
支
払
の
基
礎
と

も
の
と
し
、
か
つ
、
報
酬
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
が
十
七
日
未
満
で
あ

な
つ
た
日
数
が
十
七
日
未
満
で
あ
る
月
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
月
を
除
く
。

る
月
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
月
を
除
く
。
）
に
受
け
た
報
酬
の
総
額
を
そ
の

）
に
受
け
た
報
酬
の
総
額
を
そ
の
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
を
報
酬
月

期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
標
準
報
酬
を
改
定
す

額
と
し
て
、
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
休
業
等

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
第
十
四
項
に
規

終
了
日
の
翌
日
に
第
十
四
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
て
い
る

定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
て
い
る
組
合
員
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

組
合
員
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

～

（
略
）

～

（
略
）

13

16

13

16

（
短
期
給
付
の
種
類
等
）

（
短
期
給
付
の
種
類
等
）

第
五
十
条

こ
の
法
律
に
よ
る
短
期
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
条

こ
の
法
律
に
よ
る
短
期
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
十
の
二

（
略
）

一
～
十
の
二

（
略
）

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金

（
新
設
）

十
の
四

（
略
）

十
の
三

（
略
）

十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

（
新
設
）

十
一
～
十
三

（
略
）

十
一
～
十
三

（
略
）

２

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金

２

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に

、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以

係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
後
期
高
齢
者
医

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
に
該

療
の
被
保
険
者
等
に
該
当
す
る
組
合
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
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当
す
る
組
合
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

第
三
款

休
業
等
給
付

第
三
款

休
業
給
付

（
傷
病
手
当
金
）

（
傷
病
手
当
金
）

第
六
十
六
条

組
合
員
（
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続

第
六
十
六
条

組
合
員
（
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続

組
合
員
を
除
く
。
第
五
項
、
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
八
条

組
合
員
を
除
く
。
第
五
項
、
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
八
条

か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病

か
ら
第
六
十
八
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病

気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と

気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後

三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

な
い
期
間
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

15

15

（
育
児
休
業
手
当
金
）

（
育
児
休
業
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
二

組
合
員
が
育
児
休
業
等
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

第
六
十
八
条
の
二

組
合
員
が
育
児
休
業
等
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項

の
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
及
び
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項

の
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
及
び
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す

る
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
除
く
。

る
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
育
児
休
業

以
下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
育

手
当
金
と
し
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
よ
り
勤
務
に
服
さ
な
か
つ
た
期
間
で

児
休
業
手
当
金
と
し
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
よ
り
勤
務
に
服
さ
な
か
つ
た

当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
一
歳
（
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期

期
間
で
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
一
歳
（
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日

間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
歳
六
か
月
（
そ
の
子
が

と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
歳
六
か
月
（
そ

一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が

の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る

必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と

こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当

き
は
、
二
歳
）
）
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額

す
る
と
き
は
、
二
歳
）
）
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬

の
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達
す
る
ま

の
日
額
の
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達

で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る

す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
金
額
を
支
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。

給
す
る
。

２

組
合
員
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
そ
の
子
の

２

組
合
員
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
そ
の
子
の

一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
育
児
休
業
等
（
地
方
公

一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
育
児
休
業
等
（
地
方
公

務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条

務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
を
含
む
。
）
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

「
配
偶
者
育
児
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
係
る
子
が
一
歳
」
と
あ
る
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
係
る
子
が
一
歳
」
と
あ
る
の
は
「
係

は
「
係
る
子
が
一
歳
二
か
月
」
と
、
「
日
ま
で
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
日

る
子
が
一
歳
二
か
月
」
と
、
「
日
ま
で
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
日
ま
で
の

ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
に
お
い
て
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
（
一
般

期
間
（
当
該
期
間
に
お
い
て
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
（
一
般
職
の
職

職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）

三
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
休
暇
（
出
産
に
関
す
る
特
別
休
暇
で

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
休
暇
（
出
産
に
関
す
る
特
別
休
暇
で
あ
つ
て

あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
期
間
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
休

政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
期
間
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
休
業
で
あ

業
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
し
た
期
間
を
含
む
。
）
が
一
年
（
そ
の

つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
し
た
期
間
を
含
む
。
）
が
一
年
（
そ
の
子
が
一

子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必

歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認

要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き

め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一

は
、
一
年
六
月
（
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て

年
六
月
（
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休

育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で

業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る

定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
年
）
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
年
）
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
一
年
）
」
と
す
る
。

超
え
る
と
き
は
、
一
年
）
」
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

育
児
休
業
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規

４

育
児
休
業
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定

定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給

に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し

し
な
い
。

な
い
。

（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に

（
新
設
）

お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育

児
休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日

一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す

る
。

一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
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あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶

者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶

者
育
児
休
業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。

）
。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

も
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適

用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働

基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め

る
休
業
（
第
五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場

合
四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児

休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児

休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組

合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い

。一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に

該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該

育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
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が
あ
る
場
合
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く

。
）
を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該

育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で

の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業

等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ

る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
雇
用
保
険
給
付

相
当
額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額

が
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ

た
後
の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相

当
す
る
額
を
二
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け

る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百

分
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額

」
と
す
る
。

５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
な
か

つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る

日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
を
し
た
と

き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間

イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か

ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌

日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定

日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
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日
ま
で
の
期
間

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法

の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

（
介
護
休
業
手
当
金
）

（
介
護
休
業
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
四

（
略
）

第
六
十
八
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
六
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休

合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た

業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分

期
間
が
百
八
十
日
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）

の
六
十
七
）
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
」
と
、
「
第
十
七
条
第
四
項
第

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
」
と
、
「
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」
と

二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も

あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
六
十
八
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め

（
新
設
）

勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤
務
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
勤
務

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に

は
、
支
給
対
象
月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支

給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限

度
額
を
い
う
。
第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は

、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な

い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を

開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
時
短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す

る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い

て
組
合
員
で
あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。
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４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当

該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該

報
酬
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度

額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お

け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お

け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に

相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該

報
酬
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百

分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
財
務
省
令
で
定
め
る
率

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
雇
用
保
険

法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当

す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と

あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て
「

雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬

の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
給
付
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇

用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八

条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の

百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ

い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険

法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金

又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支

給
し
な
い
。
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（
報
酬
と
の
調
整
）

（
報
酬
と
の
調
整
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

出
産
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当

２

出
産
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金

金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
は
、
そ
の
支
給
期
間
に
係
る
報
酬
の
全
部
又
は
一

は
、
そ
の
支
給
期
間
に
係
る
報
酬
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
場
合
に
は
、

部
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
け
る
金
額
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る

そ
の
受
け
る
金
額
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、

金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

（
費
用
負
担
の
原
則
）

（
費
用
負
担
の
原
則
）

第
九
十
九
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後

第
九
十
九
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
、
子

期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
基
礎
年
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費

に
基
礎
年
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
組
合
の
事
務
に
要
す
る

用
並
び
に
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。

費
用
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
次
の
各
号
に
規
定
す
る

）
の
う
ち
次
の
各
号
に
規
定
す
る
費
用
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

費
用
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
職
員
を
単

よ
り
、
政
令
で
定
め
る
職
員
を
単
位
と
し
て
、
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

位
と
し
て
、
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
号
に
規

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も

定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
計
算
を
行
う
も
の

五
年
ご
と
に
再
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用

支
援
金
等
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用

並
び
に
長
期
給
付
（
基
礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
及
び
福
祉
事
業
に
係

並
び
に
長
期
給
付
（
基
礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
及
び
福
祉
事
業
に
係

る
事
務
以
外
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担

る
事
務
以
外
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担

に
係
る
も
の
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す

に
係
る
も
の
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す

る
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。

る
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
を
含
み
、
第
四
項
（
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に

）
を
含
み
、
第
四
項
（
同
項
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
国
の
負

よ
る
国
の
負
担
及
び
次
条
第
一
項
の
出
産
育
児
交
付
金
に
係
る
も
の
を
除

担
及
び
次
条
第
一
項
の
出
産
育
児
交
付
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
第

く
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の

お
け
る
そ
の
費
用
の
予
想
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
同
号
の
掛
金
及

費
用
の
予
想
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
同
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の

び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

（
新
設
）

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
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項
第
三
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と

。
四

退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
（
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
組
合
の

三

退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
（
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
組
合
の

事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
並

事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
並

び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
項
の
規

び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
次

定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
次

項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
そ
の
費
用

項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
そ
の
費
用

の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
か
ら
将
来
に
わ
た
る
同
号
の
掛
金
及
び

の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
か
ら
将
来
に
わ
た
る
同
号
の
掛
金
及
び

負
担
金
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額

負
担
金
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額

と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
第
百
二
条
の
三
第

と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
第
百
二
条
の
三
第

一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
国
の
積
立
基
準
額
」
と
い
う
。
）
と
地
方
公
務

一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
国
の
積
立
基
準
額
」
と
い
う
。
）
と
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
第
百
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
地
方
の
積
立

員
等
共
済
組
合
法
第
百
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
地
方
の
積
立

基
準
額
（
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
地
方
の
積
立
基
準

基
準
額
（
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
地
方
の
積
立
基
準

額
」
と
い
う
。
）
と
の
合
計
額
と
、
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
の
額
と
地

額
」
と
い
う
。
）
と
の
合
計
額
と
、
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
の
額
と
地

方
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
（
同
法
第
二
十
四
条
の
二
（
同
法
第
三
十
八

方
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
（
同
法
第
二
十
四
条
の
二
（
同
法
第
三
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
退
職
等
年

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
退
職
等
年

金
給
付
組
合
積
立
金
及
び
同
法
第
三
十
八
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規
定
す

金
給
付
組
合
積
立
金
及
び
同
法
第
三
十
八
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
退
職
等
年
金
給
付
調
整
積
立
金
を
い
う
。
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
四

る
退
職
等
年
金
給
付
調
整
積
立
金
を
い
う
。
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
四

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
と
の
合
計
額
と
が
、
将
来
に
わ
た
つ
て
均
衡

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
と
の
合
計
額
と
が
、
将
来
に
わ
た
つ
て
均
衡

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２

組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号

２

組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
割
合
に
よ
り
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
も
つ
て
充
て

に
掲
げ
る
割
合
に
よ
り
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
も
つ
て
充
て

る
。

る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の

（
新
設
）

五
十
、
国
の
負
担
金
百
分
の
五
十

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

３

厚
生
年
金
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
（
厚
生
年
金
拠
出
金
及
び
基
礎
年
金

３

厚
生
年
金
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
（
厚
生
年
金
拠
出
金
及
び
基
礎
年
金

拠
出
金
の
納
付
並
び
に
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
財
政
調
整
拠
出
金
の
拠

拠
出
金
の
納
付
並
び
に
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
財
政
調
整
拠
出
金
の
拠

出
に
要
す
る
費
用
（
次
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ

出
に
要
す
る
費
用
（
次
項
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ

る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
い
、
厚
生
年
金
保
険
給
付
及
び

る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
い
、
厚
生
年
金
保
険
給
付
及
び
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こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
年
金
で
あ
る
給
付
（
厚
生
年

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
年
金
で
あ
る
給
付
（
厚
生
年

金
拠
出
金
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
並
び
に
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か

金
拠
出
金
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
並
び
に
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
財
政

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
財
政

調
整
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に

調
整
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に

よ
る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読

よ
る
国
の
負
担
に
係
る
も
の
並
び
に
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る

み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一

も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
を
も
つ
て
充
て
る
。

条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
料
を
も
つ
て
充
て
る
。

４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の

４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の

う
ち
次
の
各
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を

う
ち
次
の
各
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を

負
担
す
る
。

負
担
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
支
給
に
要
す
る

（
新
設
）

費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及

び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額

三

（
略
）

二

（
略
）

５
～
８

（
略
）

５
～
８

（
略
）

（
掛
金
等
）

（
掛
金
等
）

第
百
条

（
略
）

第
百
条

（
略
）

２

組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
に
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
と

２

組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
に
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
そ
の
月
（
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
月
が
対
象

き
は
、
そ
の
月
（
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
月
が
対
象

月
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
掛
金
等
を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
十
九

月
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
掛
金
等
を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
掛
金
（
以
下
「
退
職
等
年
金
分
掛
金
」
と
い

条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
掛
金
（
以
下
「
退
職
等
年
金
分
掛
金
」
と
い

う
。
）
及
び
組
合
員
保
険
料
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
月
に
、
更
に
組
合
員
の
資

う
。
）
及
び
組
合
員
保
険
料
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
月
に
、
更
に
組
合
員
の
資

格
を
取
得
し
た
と
き
、
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
組
合
員
た
る
厚

格
を
取
得
し
た
と
き
、
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
組
合
員
た
る
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（

国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く

国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く

。
）
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
喪
失
し
た
資
格
に
係
る

。
）
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
喪
失
し
た
資
格
に
係
る

そ
の
月
の
退
職
等
年
金
分
掛
金
及
び
組
合
員
保
険
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

そ
の
月
の
退
職
等
年
金
分
掛
金
及
び
組
合
員
保
険
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）



- 99 -

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年

（
新
設
）

度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準
報

酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。
）
の
総
額
の
見

込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
を
超
え
な
い
範
囲
で
定

め
る
も
の
と
す
る
。

５

退
職
等
年
金
分
掛
金
に
係
る
第
三
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
五
条

４

退
職
等
年
金
分
掛
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
五
条
第

第
一
項
に
規
定
す
る
付
与
率
を
基
礎
と
し
て
、
公
務
障
害
年
金
及
び
公
務
遺

一
項
に
規
定
す
る
付
与
率
を
基
礎
と
し
て
、
公
務
障
害
年
金
及
び
公
務
遺
族

族
年
金
の
支
給
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
情
を
勘
案
し
て
、
千
分
の
七

年
金
の
支
給
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
情
を
勘
案
し
て
、
千
分
の
七
・

・
五
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

五
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

５

（
略
）

（
負
担
金
）

（
負
担
金
）

第
百
二
条

（
略
）

第
百
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

組
合
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号

４

組
合
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八

及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
費
用
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
（
同
条
第
五
項

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
（
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
あ
つ
て
は
、
長
期
給
付
（
基

の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
あ
つ
て
は
、
長
期
給
付
（
基

礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
厚
生
年
金
保

礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
厚
生
年
金
保

険
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
国
、
行
政
執
行

険
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
国
、
行
政
執
行

法
人
又
は
職
員
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
（
組
合
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。

法
人
又
は
職
員
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
（
組
合
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
の
全
部
又
は
一
部
を
、
当
該
金
額
の
払
込
み
が
あ
る
ご
と
に
、
連
合
会
に

）
の
全
部
又
は
一
部
を
、
当
該
金
額
の
払
込
み
が
あ
る
ご
と
に
、
連
合
会
に

払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
庫
等
に
転
出
し
た
継
続
長
期
組
合
員
に
つ
い
て
の
特
例
）

（
公
庫
等
に
転
出
し
た
継
続
長
期
組
合
員
に
つ
い
て
の
特
例
）

第
百
二
十
四
条
の
二

組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な

第
百
二
十
四
条
の
二

組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な

い
者
を
除
く
。
）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に

い
者
を
除
く
。
）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に

応
じ
、
引
き
続
い
て
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
そ
の
他
特
別
の
法
律
に
よ
り

応
じ
、
引
き
続
い
て
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
そ
の
他
特
別
の
法
律
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
業
務
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
若
し

設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
業
務
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
若
し
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く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第

く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第

四
項
に
お
い
て
「
公
庫
等
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常

四
項
に
お
い
て
「
公
庫
等
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常

時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
公
庫
等
職
員
」
と

時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
公
庫
等
職
員
」
と

い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）

い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）

又
は
組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
者
を
除
く
。

又
は
組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
者
を
除
く
。

）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

い
て
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
そ
の
他
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法

い
て
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
そ
の
他
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法

人
で
そ
の
業
務
が
国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の

人
で
そ
の
業
務
が
国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の

の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
同
項
に
お
い
て
「
特
定
公
庫
等
」
と
い
う
。

の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
同
項
に
お
い
て
「
特
定
公
庫
等
」
と
い
う
。

）
の
役
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
特

）
の
役
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
特

定
公
庫
等
役
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め

定
公
庫
等
役
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め

る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
第
三
十
九
条
第
二

る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
第
三
十
九
条
第
二

項
の
規
定
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

項
の
規
定
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

除
き
、
そ
の
者
の
退
職
は
、
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
者
は
、
当
該

除
き
、
そ
の
者
の
退
職
は
、
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
者
は
、
当
該

公
庫
等
職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
で
あ
る
期
間
引
き
続
き
転
出
（
公
庫
等

公
庫
等
職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
で
あ
る
期
間
引
き
続
き
転
出
（
公
庫
等

職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
と
な
る
た
め
の
退
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
と
な
る
た
め
の
退
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
際
に
所
属
し
て
い
た
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
す

お
い
て
同
じ
。
）
の
際
に
所
属
し
て
い
た
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
章
中
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
章
中
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」

と
、
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
公
庫

と
、
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
公
庫

等
又
は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「

等
又
は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「

国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
」
と
、

国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
」
と
、

第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執

第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執

行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員

行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員

団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
第
九

団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
第
九

十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
厚
生
年
金
保

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
厚
生
年
金
保

険
法
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十

険
法
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十

九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同

九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
費
用
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同

条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
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費
用
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
あ
つ
て

費
用
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
あ
つ
て

は
、
長
期
給
付
（
基
礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

は
、
長
期
給
付
（
基
礎
年
金
拠
出
金
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

並
び
に
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
に

並
び
に
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に

掲
げ
る
費
用
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

掲
げ
る
費
用
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
」
と
す
る
。

員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又
は
特
定
公
庫
等
」
と
す
る
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時
勤

（
行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時
勤

務
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
の
取
扱
い
）

務
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
の
取
扱
い
）

第
百
二
十
四
条
の
三

行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第

第
百
二
十
四
条
の
三

行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第

二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る

二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る

者
（
行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時

者
（
行
政
執
行
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
に
常
時

勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、

勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、

臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
含
ま
な
い
も
の
と
す

臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
含
ま
な
い
も
の
と
す

る
。
）
は
、
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場

る
。
）
は
、
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
そ
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人

合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
そ
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人

」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
そ
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
、
第
三
十
一
条
第

」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
そ
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
、
第
三
十
一
条
第

一
号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同

一
号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同

号
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
国
立
ハ

号
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
」
と
あ
る
の
は
「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
並
び
に
独
立

ン
セ
ン
病
療
養
所
」
と
あ
る
の
は
「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
並
び
に
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
及
び
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
及
び
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
国

立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
三

立
研
究
開
発
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
三

条
の
二
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
、
同
項
第
三

条
の
二
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
、
同
項
第
三

号
中
「
林
野
庁
」
と
あ
る
の
は
「
林
野
庁
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

号
中
「
林
野
庁
」
と
あ
る
の
は
「
林
野
庁
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す

究
・
整
備
機
構
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す

る
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行

る
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行

政
執
行
法
人
、
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別

政
執
行
法
人
、
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別

表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同
号
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
第

表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同
号
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
第

三
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
」

三
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
」

と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
、
独
立

と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
各
省
各
庁
の
所
管
す
る
行
政
執
行
法
人
、
独
立

行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、

行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
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第
四
章
中
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一

第
四
章
中
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
四
号
中
「
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「

号
及
び
第
三
号
中
「
行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「

行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
（
第
百
二
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の
（
第
百
二
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第

読
み
替
え
ら
れ
た
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び

五
項
の
規
定
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
及
び

国
立
大
学
法
人
等
の
負
担
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
六
項
中

国
立
大
学
法
人
等
の
負
担
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
六
項
中

「
（
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
（
行
政
執
行
法
人
、
独
立
行
政
法
人

「
（
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
（
行
政
執
行
法
人
、
独
立
行
政
法
人

の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
同
条
第
七

の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
」
と
、
同
条
第
七

項
及
び
第
八
項
中
「
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
、
独

項
及
び
第
八
項
中
「
行
政
執
行
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
、
独

立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
」
と

立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
国
立
大
学
法
人
等
」
と

、
第
百
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
二
十
二
条
中
「
行
政
執
行
法

、
第
百
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
二
十
二
条
中
「
行
政
執
行
法

人
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
、
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に

人
」
と
あ
る
の
は
「
行
政
執
行
法
人
、
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
別
表
第
二
に

掲
げ
る
も
の
、
国
立
大
学
法
人
等
」
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え

掲
げ
る
も
の
、
国
立
大
学
法
人
等
」
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え

は
、
政
令
で
定
め
る
。

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
連
合
会
役
職
員
の
取
扱
い
）

（
連
合
会
役
職
員
の
取
扱
い
）

第
百
二
十
六
条

（
略
）

第
百
二
十
六
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
共
済
組
合
を
設
け
た
場
合
に
は
、
連
合
会
役
職
員
は

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
共
済
組
合
を
設
け
た
場
合
に
は
、
連
合
会
役
職
員
は

職
員
と
、
同
項
の
共
済
組
合
は
組
合
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の

職
員
と
、
同
項
の
共
済
組
合
は
組
合
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の

規
定
（
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
六
十
八
条
の
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま

規
定
（
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
及
び

で
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
の
規
定
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合

第
百
二
十
四
条
の
二
の
規
定
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

（
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

第
百
二
十
六
条
の
五

（
略
）

第
百
二
十
六
条
の
五

（
略
）

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
以
下

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
い
う
。
）
は
、
組
合
が
、
政
令

こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
い
う
。
）
は
、
組
合
が
、
政
令

で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金

付
金
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
（
介
護
保
険
第
二
号
被

及
び
国
の
負
担
金
（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継

保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に

続
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
含

係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で

む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
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定
め
る
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
掛
金
」
と
い
う
。
）
を

い
て
「
任
意
継
続
掛
金
」
と
い
う
。
）
を
、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な

に
よ
り
、
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

附

則

附

則

（
介
護
休
業
手
当
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
介
護
休
業
手
当
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
一
条
の
二

第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

第
十
一
条
の
二

第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
四
十
」
と
あ
る
の
は
、

い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
四
十
」
と
あ
る
の
は
、

「
百
分
の
六
十
七
」
と
す
る
。

「
百
分
の
六
十
七
」
と
す
る
。

（
特
例
退
職
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

（
特
例
退
職
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

特
例
退
職
組
合
員
は
、
当
該
特
定
共
済
組
合
が
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
及

６

特
例
退
職
組
合
員
は
、
当
該
特
定
共
済
組
合
が
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
に

び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
（
介
護
保

係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す

険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介

る
特
例
退
職
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負

護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と

担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額
を
、
毎
月

し
て
定
款
で
定
め
る
金
額
を
、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け

該
特
定
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
、
第
七
十
条
及

７

第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
か
ら
第
六
十
八
条
の
三
ま
で
、
第
七
十
条
及

び
第
七
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
退
職
組
合
員
に
つ
い
て
は
、

び
第
七
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
退
職
組
合
員
に
つ
い
て
は
、

傷
病
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金

傷
病
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
、
弔

、
介
護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
、
弔
慰
金
及
び
家
族
弔
慰
金

慰
金
及
び
家
族
弔
慰
金
並
び
に
災
害
見
舞
金
は
、
支
給
し
な
い
。

並
び
に
災
害
見
舞
金
は
、
支
給
し
な
い
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

10

10

（
郵
政
会
社
等
の
役
職
員
の
取
扱
い
）

（
郵
政
会
社
等
の
役
職
員
の
取
扱
い
）

第
二
十
条
の
二

（
略
）

第
二
十
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
済
組
合
を
設
け
た
場
合
に
は
、
郵
政
会
社
等
役

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
済
組
合
を
設
け
た
場
合
に
は
、
郵
政
会
社
等
役

職
員
は
職
員
と
、
同
項
の
共
済
組
合
は
組
合
と
、
郵
政
会
社
等
の
業
務
は
公

職
員
は
職
員
と
、
同
項
の
共
済
組
合
は
組
合
と
、
郵
政
会
社
等
の
業
務
は
公

務
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
（
第
六
十
八
条
の
二
か
ら
第
六
十
八

務
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
（
第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条

条
の
五
ま
で
及
び
附
則
第
十
四
条
の
四
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

の
三
及
び
附
則
第
十
四
条
の
四
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
九
十
九
条
第

行
政
執
行
法

行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の

第
九
十
九
条
第

行
政
執
行
法

行
政
執
行
法
人
の
負
担
に
係
る
も
の

一
項
第
一
号
及

人
の
負
担
に

並
び
に
附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項

一
項
第
一
号
及

人
の
負
担
に

並
び
に
附
則
第
二
十
条
の
二
第
四
項

び
第
四
号

係
る
も
の

に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第

び
第
三
号

係
る
も
の

に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
郵
政
会
社
等
の

五
項
の
規
定
に
よ
る
郵
政
会
社
等
の

負
担
に
係
る
も
の

負
担
に
係
る
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
組
合
員
の
範
囲
の
特
例
等
）

（
組
合
員
の
範
囲
の
特
例
等
）

第
二
十
条
の
六

郵
政
会
社
等
（
附
則
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
郵

第
二
十
条
の
六

郵
政
会
社
等
（
附
則
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
郵

政
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
そ
れ
ぞ
れ
業
務
、
資
本
、
人
的
構
成

政
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
そ
れ
ぞ
れ
業
務
、
資
本
、
人
的
構
成

そ
の
他
に
つ
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件

そ
の
他
に
つ
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
法
人
で
あ
つ
て
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
に
使
用
さ
れ

に
該
当
す
る
法
人
で
あ
つ
て
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
に
使
用
さ
れ

る
者
の
う
ち
職
員
に
相
当
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
郵
政

る
者
の
う
ち
職
員
に
相
当
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
郵
政

共
済
組
合
を
組
織
す
る
郵
政
会
社
等
役
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
（
第

共
済
組
合
を
組
織
す
る
郵
政
会
社
等
役
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
（
第

六
十
八
条
の
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
五
ま
で
及
び
附
則
第
十
四
条
の
四
を
除

六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
及
び
附
則
第
十
四
条
の
四
を
除
く
。
）

く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
の
負
担
）

（
国
の
負
担
）

第
六
十
九
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
て
国
民

第
六
十
九
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
て
国
民

健
康
保
険
の
事
務
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

健
康
保
険
の
事
務
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
並

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
並

び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費

び
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費

拠
出
金
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金

拠
出
金
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納

等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納

付
金
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

付
金
」
と
い
う
。
）
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期

医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行

医
療
確
保
拠
出
金
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
並

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
」
と
い
う
。

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規

）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る

定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

。

納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
の
執
行
に
要
す

る
費
用
を
負
担
す
る
。

第
七
十
条

国
は
、
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
安
定
化
を

第
七
十
条

国
は
、
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
都

図
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
都

道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入

道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
療
養
の
給
付
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入

院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、

院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、

特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

に
要
す
る
費
用
（
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
七

に
要
す
る
費
用
（
第
七
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
七

十
六
条
第
二
項
及
び
第
百
四
条
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用

十
六
条
第
二
項
及
び
第
百
四
条
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用

」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
都
道
府
県
に
よ
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
都
道
府
県
に
よ
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付

金
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
以
下
「

金
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
以
下
「

後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
い
う
。
）
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保

後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
い
う
。
）
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
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拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ

確
保
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
百
分
の
三
十
二
を
負
担
す
る
。

合
算
額
の
百
分
の
三
十
二
を
負
担
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
、
流
行

二

前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
並
び
に

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
（
高
齢
者
の
医

要
す
る
費
用
の
額
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
交
付
金
（
以
下
「

る
前
期
高
齢
者
交
付
金
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
い
う
。
）
が

前
期
高
齢
者
交
付
金
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
控
除
し

あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
控
除
し
た
額
）

た
額
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
組
合
に
対
す
る
補
助
）

（
組
合
に
対
す
る
補
助
）

第
七
十
三
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
、
療
養

第
七
十
三
条

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
対
し
、
療
養

の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
並
び
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支

の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
並
び
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育

援
金
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る

て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額

費
用
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
補
助
す
る
こ
と
が
で

の
合
算
額
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

一

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
に
組
合
の
財
政
力
を
勘
案
し
て
百
分
の
十
三

一

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
に
組
合
の
財
政
力
を
勘
案
し
て
百
分
の
十
三

か
ら
百
分
の
三
十
二
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗

か
ら
百
分
の
三
十
二
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額

じ
て
得
た
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
、
流

ロ

前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
並
び

行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納

に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
（
前
期
高

付
に
要
す
る
費
用
の
額
（
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ

齢
者
交
付
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
当
該

れ
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
当
該
費
用
の
額
の
う
ち
組
合
特
定
被
保
険

費
用
の
額
の
う
ち
組
合
特
定
被
保
険
者
に
係
る
費
用
の
額
と
し
て
政
令

者
に
係
る
費
用
の
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特

額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
納
付
費
用
額
」
と
い
う
。
）
を
控

定
納
付
費
用
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
額

除
し
た
額

二

（
略
）

二

（
略
）

２

前
項
第
二
号
の
特
定
割
合
は
、
百
分
の
三
十
二
を
下
回
る
割
合
で
あ
つ
て

２

前
項
第
二
号
の
特
定
割
合
は
、
百
分
の
三
十
二
を
下
回
る
割
合
で
あ
つ
て

、
健
康
保
険
法
に
よ
る
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付

、
健
康
保
険
法
に
よ
る
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付

金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金

金
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
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並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）

出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
対
す
る
国
の
補
助
の
割
合
及
び

に
対
す
る
国
の
補
助
の
割
合
及
び
組
合
の
財
政
力
を
勘
案
し
て
、
特
定
給
付

組
合
の
財
政
力
を
勘
案
し
て
、
特
定
給
付
額
及
び
特
定
納
付
費
用
額
の
そ
れ

額
及
び
特
定
納
付
費
用
額
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
と
す
る
。

に
よ
り
算
定
し
た
割
合
と
す
る
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
補
助
及
び
貸
付
）

（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
補
助
及
び
貸
付
）

第
七
十
五
条

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
第
七
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
七

第
七
十
五
条

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
第
七
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
七

十
二
条
の
三
の
二
第
三
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
三
項
及
び
第
七
十
二

十
二
条
の
三
の
二
第
三
項
、
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
三
項
及
び
第
七
十
二

条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る

条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る

費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金

費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金

、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規

並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確

出
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要

保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
対
し
、

す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
、
又
は
貸
付
金
を
貸
し

補
助
金
を
交
付
し
、
又
は
貸
付
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

（
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

第
七
十
五
条
の
七

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す

第
七
十
五
条
の
七

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の

る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の

交
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期

交
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
（
前
期

高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期

高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行

医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た

る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条

め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
条
例
で
、
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か

例
で
、
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
、
当
該
都
道

下
同
じ
。
）
ご
と
に
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

府
県
内
の
市
町
村
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を
徴
収
す
る
も
の

事
業
費
納
付
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
保
険
料
）

（
保
険
料
）

第
七
十
六
条

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会

第
七
十
六
条

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
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計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費

計
に
お
い
て
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費

用
（
当
該
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会

用
（
当
該
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会

計
に
お
い
て
負
担
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

計
に
お
い
て
負
担
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費

支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
財
政
安
定

用
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る

化
基
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要

費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
被
保

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
当
該
市

険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
（
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
主
に
限
る
。
）
か
ら
保
険
料
を
徴
収

世
帯
主
に
限
る
。
）
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
国
民
健
康
保

、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
と
き
は
、
こ
の
限

険
税
を
課
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

り
で
な
い
。

２

組
合
は
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業

２

組
合
は
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業

に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介

に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介

護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
み
、
健
康
保
険
法
第
百
七
十
九
条
に
規

含
み
、
健
康
保
険
法
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法

定
す
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
日
雇
拠
出
金
の
納
付
に
要

の
規
定
に
よ
る
日
雇
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る

す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
組
合
員
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な

た
め
、
組
合
員
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
財
政
安
定
化
基
金
）

（
財
政
安
定
化
基
金
）

第
八
十
一
条
の
二

（
略
）

第
八
十
一
条
の
二

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

こ
の
条
に
お
け
る
用
語
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
意
義
は
、
当

こ
の
条
に
お
け
る
用
語
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
意
義
は
、
当

10

10

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

基
金
事
業
対
象
収
入
額

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別

四

基
金
事
業
対
象
収
入
額

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別

会
計
に
お
い
て
当
該
年
度
中
に
収
入
し
た
金
額
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

会
計
に
お
い
て
当
該
年
度
中
に
収
入
し
た
金
額
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

繰
り
入
れ
た
額
を
除
く
。
）
の
合
計
額
の
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市

繰
り
入
れ
た
額
を
除
く
。
）
の
合
計
額
の
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
内
の
市

町
村
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
一

町
村
に
よ
る
療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
一

部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
当
該
都
道
府
県
内
の
市

部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
当
該
都
道
府
県
内
の
市

町
村
に
よ
る
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用

町
村
に
よ
る
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
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療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額

療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額

療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計

療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計

額
（
次
号
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
」
と
い
う
。

額
（
次
号
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
」
と
い
う
。

）
、
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び

）
、
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
、
第

金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
及
び

三
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
（
次
号

第
七
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
（
次
号
に
お
い
て
「
財
政
安
定
化
基
金
繰

に
お
い
て
「
財
政
安
定
化
基
金
繰
入
金
」
と
い
う
。
）
の
繰
入
れ
に
要
し

入
金
」
と
い
う
。
）
の
繰
入
れ
に
要
し
た
費
用
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め

た
費
用
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政

る
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

し
た
額

五

基
金
事
業
対
象
費
用
額

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別

五

基
金
事
業
対
象
費
用
額

都
道
府
県
の
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
特
別

会
計
に
お
い
て
当
該
年
度
中
に
負
担
し
た
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等

会
計
に
お
い
て
当
該
年
度
中
に
負
担
し
た
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等

交
付
金
の
交
付
に
要
し
た
費
用
の
額
（
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の

交
付
金
の
交
付
に
要
し
た
費
用
の
額
（
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の

額
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
、
前

額
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
特
別
高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
、
前

期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行

期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
、
第
三
項
の

に
要
し
た
費
用
の
額
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
及
び
財
政
安
定
化

規
定
に
よ
る
繰
入
金
及
び
財
政
安
定
化
基
金
繰
入
金
の
繰
入
れ
に
要
し
た

基
金
繰
入
金
の
繰
入
れ
に
要
し
た
費
用
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
費
用

費
用
の
額
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
費
用
の
額
の
合
計
額
と
し
て
政
令
で
定

の
額
の
合
計
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

附

則

附

則

（
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
読
替
え
）

（
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
読
替
え
）

第
六
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
六
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
中
「

り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
中
「

組
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

組
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
は
」
と
、
「
、
介
護
納

三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
は
」
と
、
「
、
介
護
納

付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
み

金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
み
、
健
康
保
険
法
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す

、
健
康
保
険
法
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
」
と

る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期

あ
る
の
は
「
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
健
康

医
療
確
保
拠
出
金
等
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
並
び
に
健
康
保
険
法

保
険
法
」
と
す
る
。
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」
と
す
る
。
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○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）
【
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
五
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
と
は
、
第
七
条
第

第
五
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
と
は
、
第
七
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
納
付

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
納
付

さ
れ
た
保
険
料
（
第
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
保
険
料
を
含
み

さ
れ
た
保
険
料
（
第
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
保
険
料
を
含
み

、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
の
額

、
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
の
額

に
つ
き
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
き
そ
の
残

に
つ
き
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
き
そ
の
残

余
の
額
が
納
付
又
は
徴
収
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
も

余
の
額
が
納
付
又
は
徴
収
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
も

の
及
び
第
八
十
八
条
の
二
又
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
及
び
第
八
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の

の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
係
る

と
さ
れ
た
保
険
料
に
係
る
も
の
、
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保

も
の
、
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者

険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
並
び
に
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者

期
間
並
び
に
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間

と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
を
合
算
し
た
期
間
を
い
う
。

を
合
算
し
た
期
間
を
い
う
。

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

第
八
十
七
条
の
二

（
略
）

第
八
十
七
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
は
、
前
条
第
三
項
に
定
め
る
額
の
保

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
は
、
前
条
第
三
項
に
定
め
る
額
の
保

険
料
の
納
付
が
行
わ
れ
た
月
（
第
九
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料

険
料
の
納
付
が
行
わ
れ
た
月
（
第
九
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料

が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
月
を
除
く
。
）
又
は
第
八
十
八
条
の
二

が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
月
を
除
く
。
）
又
は
第
八
十
八
条
の
二

若
し
く
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付

の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
係
る

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険
料
に
係
る
期
間
の
各
月
に
つ
い

期
間
の
各
月
に
つ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

第
八
十
八
条
の
二

被
保
険
者
は
、
出
産
の
予
定
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第
八
十
八
条
の
二

被
保
険
者
は
、
出
産
の
予
定
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
出
産
の
日
。
次
条
第
一
項
、
第
百
六
条
第
一
項
及
び

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
出
産
の
日
。
第
百
六
条
第
一
項
及
び
第
百
八
条
第
二

第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
出
産
予
定
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
（

項
に
お
い
て
「
出
産
予
定
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
（
以
下
こ
の
条
に
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以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
出
産
予
定
月
」
と
い
う
。
）
の
前
月
（
多
胎
妊
娠

お
い
て
「
出
産
予
定
月
」
と
い
う
。
）
の
前
月
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
お
い

の
場
合
に
お
い
て
は
、
三
月
前
）
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間

て
は
、
三
月
前
）
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
保
険
料

に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
八
十
八
条
の
三

前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
被
保
険
者
が
同
条
の
出
産

（
新
設
）

に
係
る
子
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
は
、
当
該
出
産

予
定
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
出
産
予

定
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
月
を
経
過
し
た
日
（
当
該
日
の
前
日
ま
で
に
、
当

該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被
保
険
者
が
当
該
子
を
養
育
し
な
い
こ

と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は

、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当

該
子
以
外
の
子
に
係
る
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
を
除
く
。
）
に

係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２

被
保
険
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
子
（
民

法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
被
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求

に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ

つ
て
当
該
被
保
険
者
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里

親
で
あ
る
被
保
険
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
こ
れ
ら
の
被
保
険
者
に

準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
に
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
百

六
条
第
一
項
及
び
第
百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
こ
と

と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
当
該
子
が
一

歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
子
が
死
亡
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
被

保
険
者
が
当
該
子
を
養
育
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
）
の
翌
日
が

属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
子
以
外
の
子
に
係
る
前
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
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し
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
保
険

料
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
政

府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
よ
り
補
塡
す
る
も
の
と
す

る
。

第
八
十
九
条

被
保
険
者
（
第
八
十
八
条
の
二
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

第
八
十
九
条

被
保
険
者
（
前
条
及
び
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

び
に
第
九
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被

で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
を
除
く
。
）
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

保
険
者
を
除
く
。
）
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き

か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る

は
、
そ
の
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
こ
れ
に
該
当
し

月
の
前
月
か
ら
こ
れ
に
該
当
し
な
く
な
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
に
係

な
く
な
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
保
険
料
は
、
既
に
納
付
さ
れ

る
保
険
料
は
、
既
に
納
付
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

た
も
の
を
除
き
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
期
間
の
計
算
）

（
期
間
の
計
算
）

第
百
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
期
間
の
計

第
百
三
条

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
期
間
の
計

算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
民

算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
民

法
の
期
間
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
期
間
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す

る
。

（
被
保
険
者
に
関
す
る
調
査
）

（
被
保
険
者
に
関
す
る
調
査
）

第
百
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者

第
百
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者

の
資
格
又
は
保
険
料
に
関
す
る
処
分
に
関
し
、
被
保
険
者
に
対
し
、
出
産
予

の
資
格
又
は
保
険
料
に
関
す
る
処
分
に
関
し
、
被
保
険
者
に
対
し
、
出
産
予

定
日
に
関
す
る
書
類
、
子
の
養
育
の
状
況
に
関
す
る
書
類
、
被
保
険
者
若
し

定
日
に
関
す
る
書
類
、
被
保
険
者
若
し
く
は
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は

く
は
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
世
帯
主
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ

世
帯
主
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
の
資
産
若
し
く
は
収
入
の
状
況

た
者
の
資
産
若
し
く
は
収
入
の
状
況
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出

に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
被

を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
被
保
険
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

保
険
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
２

（
略
）

２

（
略
）
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（
資
料
の
提
供
等
）

（
資
料
の
提
供
等
）

第
百
八
条

（
略
）

第
百
八
条

（
略
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
金
給
付
又
は
保
険
料
に
関
す
る
処
分
に
関
し
必
要

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
金
給
付
又
は
保
険
料
に
関
す
る
処
分
に
関
し
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
受
給
権
者
、
被
保
険
者
若
し
く
は
被
保
険
者
の

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
受
給
権
者
、
被
保
険
者
若
し
く
は
被
保
険
者
の

配
偶
者
若
し
く
は
世
帯
主
の
資
産
若
し
く
は
収
入
の
状
況
、
受
給
権
者
に
対

配
偶
者
若
し
く
は
世
帯
主
の
資
産
若
し
く
は
収
入
の
状
況
、
受
給
権
者
に
対

す
る
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
支
給
状
況
若
し
く
は

す
る
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
支
給
状
況
若
し
く
は

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
の
支
給

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
の
支
給

状
況
、
被
保
険
者
の
出
産
予
定
日
若
し
く
は
子
の
養
育
の
状
況
又
は
第
八
十

状
況
、
被
保
険
者
の
出
産
予
定
日
又
は
第
八
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
の
受
給
権
者
若
し
く

す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
の
受
給
権
者
若
し
く
は
受
給
権
者
で
あ
つ
た
者
、

は
受
給
権
者
で
あ
つ
た
者
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
（
厚
生
労
働
省
令

め
る
援
助
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
者

で
定
め
る
援
助
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
受
け
て
い
た
者
、

若
し
く
は
受
け
て
い
た
者
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
（
厚
生
労
働
省
令

め
る
施
設
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
を
除
く
。
）
に
入
所
し
て
い
る

で
定
め
る
施
設
を
除
く
。
）
に
入
所
し
て
い
る
者
若
し
く
は
入
所
し
て
い
た

者
若
し
く
は
入
所
し
て
い
た
者
、
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚

者
、
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助

生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
介
護
保
険
法
（
平

を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
六
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第

）
第
七
条
第
六
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
の

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
個

規
定
に
よ
る
被
扶
養
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
個
人
番
号
そ
の
他
の
事
項
に
つ

人
番
号
そ
の
他
の
事
項
に
つ
き
、
官
公
署
、
共
済
組
合
等
、
厚
生
年
金
保
険

き
、
官
公
署
、
共
済
組
合
等
、
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
二
十
八
条
に
規
定

法
附
則
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
共
済
組
合
若
し
く
は
健
康
保
険
組
合
に
対

す
る
共
済
組
合
若
し
く
は
健
康
保
険
組
合
に
対
し
必
要
な
書
類
の
閲
覧
若
し

し
必
要
な
書
類
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託

く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く

会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
被
保
険
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報

は
被
保
険
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

３

（
略
）

３

（
略
）

附

則

附

則

（
保
険
料
の
免
除
に
要
す
る
費
用
の
財
源
の
特
例
）

第
九
条
の
二
の
六

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八

（
新
設
）

十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び



- 115 -

同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。
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○

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
十
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
一
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
手
当
額
）

（
手
当
額
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

第
四
条
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
児
童
で
あ
つ
て
、
父
が
監
護
し
、
か

２

第
四
条
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
児
童
で
あ
つ
て
、
父
が
監
護
し
、
か

つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
、
母
が
監
護
す
る
も
の
又
は
養
育
者

つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
、
母
が
監
護
す
る
も
の
又
は
養
育
者

が
養
育
す
る
も
の
（
以
下
「
監
護
等
児
童
」
と
い
う
。
）
が
二
人
以
上
で
あ

が
養
育
す
る
も
の
（
以
下
「
監
護
等
児
童
」
と
い
う
。
）
が
二
人
以
上
で
あ

る
父
、
母
又
は
養
育
者
に
支
給
す
る
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

る
父
、
母
又
は
養
育
者
に
支
給
す
る
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
（
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
基
本
額

ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
本
額
」
と
い
う
。

」
と
い
う
。
）
に
監
護
等
児
童
の
う
ち
の
一
人
以
外
の
監
護
等
児
童
に
つ
き

）
に
監
護
等
児
童
の
う
ち
の
一
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
額
対
象

そ
れ
ぞ
れ
一
万
七
百
五
十
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

監
護
等
児
童
」
と
い
う
。
）
以
外
の
監
護
等
児
童
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各

号
に
掲
げ
る
監
護
等
児
童
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
次
条

第
二
項
に
お
い
て
「
加
算
額
」
と
い
う
。
）
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
削
る
）

一

第
一
加
算
額
対
象
監
護
等
児
童
（
基
本
額
対
象
監
護
等
児
童
以
外
の
監

護
等
児
童
の
う
ち
の
一
人
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

一
万
円

（
削
る
）

二

第
二
加
算
額
対
象
監
護
等
児
童
（
基
本
額
対
象
監
護
等
児
童
及
び
第
一

加
算
額
対
象
監
護
等
児
童
以
外
の
監
護
等
児
童
を
い
う
。
）

六
千
円

（
手
当
額
の
自
動
改
定
）

（
手
当
額
の
自
動
改
定
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
額
に
加
算
す
る
額
に

２

前
項
の
規
定
は
、
加
算
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
平
成
五
年
」
と
あ
る

同
項
中
「
平
成
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
七
年
」
と
読
み
替
え
る

の
は
、
「
令
和
五
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）



- 117 -

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施

行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

給
付

第
四
章

給
付

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

短
期
給
付

第
二
節

短
期
給
付

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
一
款
・
第
二
款

（
略
）

第
三
款

休
業
等
給
付
（
第
六
十
八
条
―
第
七
十
一
条
）

第
三
款

休
業
給
付
（
第
六
十
八
条
―
第
七
十
一
条
）

第
四
款

（
略
）

第
四
款

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
五
章
～
第
十
章

（
略
）

第
五
章
～
第
十
章

（
略
）

附
則

附
則

（
標
準
報
酬
）

（
標
準
報
酬
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、
介
護
保

２

短
期
給
付
等
事
務
（
短
期
給
付
の
額
の
算
定
並
び
に
短
期
給
付
、
介
護
保

険
法
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と

険
法
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と

い
う
。
）
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号

い
う
。
）
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
及
び
負
担
金
の
徴
収
を
い
う
。
次
項

）
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
及
び
福
祉
事
業
に

い
て
は
、
同
項
の
表
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

係
る
掛
金
及
び
負
担
金
の
徴
収
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

（
表
略
）

（
表
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

11

11

組
合
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

組
合
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

12

12
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の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の

の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
育
児
休
業
若
し
く
は
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
育
児
休
業
に

規
定
に
よ
る
育
児
休
業
若
し
く
は
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
育
児
休
業
に

関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
号

関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
若
し
く
は
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休

業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
又
は
地
方
公
務
員
の

業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
又
は
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
一
項

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
（
以
下
「
育
児
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
終
了
し

の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
（
以
下
「
育
児
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
終
了
し

た
組
合
員
が
、
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

た
組
合
員
が
、
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
終
了
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
、
介

に
お
い
て
「
育
児
休
業
等
終
了
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
、
介

護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二

護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
一
号
又
は
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

条
第
一
号
又
は
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
子
（
第
七
十
条
の
二
、
第
七
十
条
の
三
、
第
七
十
条
の
五
及
び

に
規
定
す
る
子
（
第
七
十
条
の
二
及
び
第
七
十
九
条
に
お
い
て
「
子
」
と
い

第
七
十
九
条
に
お
い
て
「
子
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
育
児
休
業
等

う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
三
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
養

に
係
る
三
歳
に
満
た
な
い
も
の
を
養
育
す
る
場
合
に
お
い
て
、
組
合
に
申
出

育
す
る
場
合
に
お
い
て
、
組
合
に
申
出
を
し
た
と
き
は
、
育
児
休
業
等
終
了

を
し
た
と
き
は
、
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
以
後
三
月
間
（

日
の
翌
日
が
属
す
る
月
以
後
三
月
間
（
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
お
い

育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
お
い
て
継
続
し
て
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
に

て
継
続
し
て
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
に
限
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
報
酬
支
払

限
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
報
酬
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
が
十
七
日
未
満

の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
が
十
七
日
未
満
で
あ
る
月
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
月

で
あ
る
月
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
月
を
除
く
。
）
に
受
け
た
報
酬
の
総
額
を

を
除
く
。
）
に
受
け
た
報
酬
の
総
額
を
そ
の
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

そ
の
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
を
報
酬
月
額
と
し
て
、
標
準
報
酬
を
改

を
報
酬
月
額
と
し
て
、
標
準
報
酬
を
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育

定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
第
十
四
項

児
休
業
等
終
了
日
の
翌
日
に
第
十
四
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始

に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
て
い
る
組
合
員
は
、
こ
の
限
り
で
な

し
て
い
る
組
合
員
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
。

～

（
略
）

～

（
略
）

13

16

13

16

（
短
期
給
付
の
種
類
等
）

（
短
期
給
付
の
種
類
等
）

第
五
十
三
条

こ
の
法
律
に
よ
る
短
期
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
三
条

こ
の
法
律
に
よ
る
短
期
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
十
の
二

（
略
）

一
～
十
の
二

（
略
）

十
の
三

育
児
休
業
支
援
手
当
金

（
新
設
）

十
の
四

（
略
）

十
の
三

（
略
）

十
の
五

育
児
時
短
勤
務
手
当
金

（
新
設
）

十
一
～
十
三

（
略
）

十
一
～
十
三

（
略
）
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２

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金

２

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に

、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以

係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
後
期
高
齢
者
医

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
に
該

療
の
被
保
険
者
等
に
該
当
す
る
組
合
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。

当
す
る
組
合
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

第
三
款

休
業
等
給
付

第
三
款

休
業
給
付

（
傷
病
手
当
金
）

（
傷
病
手
当
金
）

第
六
十
八
条

組
合
員
（
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続

第
六
十
八
条

組
合
員
（
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続

組
合
員
を
除
く
。
第
五
項
、
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
条
か

組
合
員
を
除
く
。
第
五
項
、
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
条
か

ら
第
七
十
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に

ら
第
七
十
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に

か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後
三
日

き
な
い
場
合
に
は
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後
三
日

を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

期
間
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

12

12

（
育
児
休
業
手
当
金
）

（
育
児
休
業
手
当
金
）

第
七
十
条
の
二

組
合
員
が
育
児
休
業
等
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

第
七
十
条
の
二

組
合
員
が
育
児
休
業
等
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項
の

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項
の

育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
及
び
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（

育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
ず
る
措
置
及
び
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る

育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
除
く
。
以

育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
に
準
じ
て
講
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
を
除
く
。
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
育
児
休
業
手

下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
は
、
育
児

当
金
と
し
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
よ
り
勤
務
に
服
さ
な
か
つ
た
期
間
で
当

休
業
手
当
金
と
し
て
、
当
該
育
児
休
業
等
に
よ
り
勤
務
に
服
さ
な
か
つ
た
期

該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
一
歳
（
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間

間
で
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
一
歳
（
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後

に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総

の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と

務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
歳
六
か
月
（
そ
の
子
が
一

し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
歳
六
か
月
（
そ
の

歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必

子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ

要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
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は
、
二
歳
）
）
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の

る
と
き
は
、
二
歳
）
）
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の

百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達
す
る
ま
で

日
額
の
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達
す

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。

る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給

す
る
。

２

組
合
員
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
そ
の
子
の

２

組
合
員
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
そ
の
子
の

一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
前
項
に
規
定
す
る
育
児

一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
前
項
に
規
定
す
る
育
児

休
業
等
（
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百

休
業
等
（
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百

八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休

八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
法

業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
法

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す

第
二
百
九
十
九
号
）
（
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
又
は
裁
判
官
の
育
児
休
業
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
育
児
休
業
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
育
児
休
業

る
育
児
休
業
を
含
む
。
）
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用

等
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
係
る
子
が
一
歳
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
子
が
一
歳

て
は
、
同
項
中
「
係
る
子
が
一
歳
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
子
が
一
歳
二
か
月

二
か
月
」
と
、
「
日
ま
で
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
日
ま
で
の
期
間
（
当
該

」
と
、
「
日
ま
で
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
に

期
間
に
お
い
て
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
（
そ
の
子
の
出
生
し
た
日
以

お
い
て
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
（
そ
の
子
の
出
生
し
た
日
以
後
労
働

後
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
一
項

基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
し
た
期
間
を
含
む
。
）
が
一
年
（
そ
の
子

二
項
の
規
定
に
よ
り
休
業
し
た
期
間
を
含
む
。
）
が
一
年
（
そ
の
子
が
一
歳

が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要

に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は

ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
一
年

、
一
年
六
月
（
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育

六
月
（
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業

児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定

等
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場

め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
年
）
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
二
年
）
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超

）
を
超
え
る
と
き
は
、
一
年
）
」
と
す
る
。

え
る
と
き
は
、
一
年
）
」
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

育
児
休
業
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規

４

育
児
休
業
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
規
定

定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給

に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し

し
な
い
。

な
い
。
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（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
）

第
七
十
条
の
三

組
合
員
が
、
対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
場
合
に
お

（
新
設
）

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
育
児

休
業
支
援
手
当
金
と
し
て
、
対
象
期
間
内
に
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
日
一

日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る

。一

対
象
期
間
内
に
育
児
休
業
等
を
し
た
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で

あ
る
と
き
。

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
配
偶

者
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
配
偶

者
育
児
休
業
等
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。

）
。

２

組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

も
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
」
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適

用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
場
合

三

当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
労
働

基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
休
業
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め

る
休
業
（
第
五
項
各
号
に
お
い
て
「
産
後
休
業
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た

場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
組
合
員
の
配
偶
者
が
当
該
育
児

休
業
等
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合

３

組
合
員
が
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児

休
業
支
援
手
当
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組

合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
育
児
休
業
等
を
し
た
と
き
は
、
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前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い

。一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
複
数
回
の
育
児
休
業
等
を
取
得
す

る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に

該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
五
回
以
上
の
育
児
休
業
等
（
当
該

育
児
休
業
等
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
場
合
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く

。
）
を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
育
児
休
業
等

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
組
合
員
が
し
た
育
児
休
業
等
ご
と
に
、
当
該

育
児
休
業
等
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
ま
で

の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
育
児
休
業

等

４

第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ

る
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
金
額
が
、
給
付
上
限
相
当

額
（
雇
用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同

法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後

の
額
）
に
相
当
す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す

る
額
を
二
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の

十
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
に
規
定
す
る
給
付
上
限
相
当
額
」
と
す
る

。
５

第
一
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
な

か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
六
日
を
経
過
す

る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

組
合
員
が
当
該
育
児
休
業
等
に
係
る
子
に
つ
い
て
産
後
休
業
等
を
し
た

と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間
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イ

出
産
の
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か
ら

起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
の
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
生
の
日
か

ら
当
該
出
産
の
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌

日
ま
で
の
期
間

ハ

出
産
の
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場
合

当
該
出
産
の
予
定

日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
百
十
二
日
を
経
過
す
る
日
の
翌

日
ま
で
の
期
間

６

育
児
休
業
支
援
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法

の
規
定
に
よ
る
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

（
介
護
休
業
手
当
金
）

（
介
護
休
業
手
当
金
）

第
七
十
条
の
四

（
略
）

第
七
十
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
七
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
手

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
業
手
当
金
を
支

当
金
を
支
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

給
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中

第
三
項
中
「
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に

「
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
等
を
し
た
期
間
が
百
八
十
日
に
達
す
る
ま

達
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
」
と
あ
る
の
は
「
百

で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
六
十
七
）
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十

分
の
四
十
」
と
、
「
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七

」
と
、
「
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
四
項

条
第
四
項
第
二
号
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
号
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
）

第
七
十
条
の
五

組
合
員
が
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
勤

（
新
設
）

務
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
勤
務
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
勤
務
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
時
短
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
は

、
支
給
対
象
月
に
つ
き
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
が
支

給
限
度
額
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限

度
額
を
い
う
。
第
四
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
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、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な

い
。

３

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
組
合
員
が
育
児
時
短
勤
務
を

開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
時
短
勤
務
を
終
了
し
た
日
の
属
す

る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い

て
組
合
員
で
あ
り
、
か
つ
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

４

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
額
に
当

該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該

報
酬
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度

額
か
ら
当
該
報
酬
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お

け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
報
酬
の
額
が
、
育
児
時
短
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
に
お

け
る
標
準
報
酬
の
月
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に

相
当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

当
該
標
準
報
酬
の
月
額
に
対
す
る
当
該

報
酬
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き
さ
の
程
度
に
応
じ
、
百

分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
総
務
省
令
で
定
め
る
率

５

前
項
各
号
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
、
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
雇
用
保
険

法
第
十
七
条
第
四
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
に
相
当

す
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と

あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
（
次
号
に
お
い
て
「

基
準
報
酬
月
額
相
当
額
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
標
準
報
酬

の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
報
酬
月
額
相
当
額
」
と
す
る
。

６

第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
雇

用
保
険
法
第
十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
額
が
同
法
第
十
八
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条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
さ
れ
た
後
の
額
）
の

百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ

い
て
は
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
は
、
同
一
の
育
児
時
短
勤
務
に
つ
い
て
雇
用
保
険

法
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金

又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支

給
し
な
い
。

（
報
酬
と
の
調
整
）

（
報
酬
と
の
調
整
）

第
七
十
一
条

（
略
）

第
七
十
一
条

（
略
）

２

出
産
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当

２

出
産
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
又
は
介
護
休
業
手
当
金

金
又
は
介
護
休
業
手
当
金
は
、
そ
の
支
給
期
間
に
係
る
報
酬
の
全
部
又
は
一

は
、
そ
の
支
給
期
間
に
係
る
報
酬
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
場
合
に
は
、

部
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
け
る
金
額
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る

そ
の
受
け
る
金
額
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、

金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

（
費
用
の
負
担
）

（
費
用
の
負
担
）

第
百
十
三
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

第
百
十
三
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「

る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
並
び
に

に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
並
び
に

同
法
第
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

同
法
第
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠

出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
納
付
金
、
感

出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
納
付
金
並
び

染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平

年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期

成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行

医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い

）
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
組

う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
を
含
む

合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
は
、
短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前

。
）
は
、
短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高

期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初

齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納

期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要

付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
短
期
給
付
並
び
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後

す
る
費
用
並
び
に
短
期
給
付
並
び
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢

期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど

の
納
付
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
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も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第

公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
み
、
第
四
項
第
一
号
に
掲

五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含

げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の

み
、
第
四
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定

及
び
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
出
産
育
児
交
付
金
を
も

に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
並
び
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す

つ
て
充
て
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

る
費
用
の
う
ち
同
項
の
出
産
育
児
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
を
除
く
。

あ
つ
て
は
各
組
合
ご
と
に
当
該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
（
介
護
納
付
金
の
納

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
各
組
合
ご
と
に
当

付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
の
う
ち
介
護

該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
（
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
第
百
十
四
条
第
五
項
及
び

は
、
当
該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
の
う
ち
介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規

第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
」
と

定
す
る
被
保
険
者
（
第
百
十
四
条
第
六
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項

い
う
。
）
の
資
格
を
有
す
る
者
）
を
単
位
と
し
て
、
退
職
等
年
金
給
付
に
要

に
お
い
て
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
資
格
を
有
す
る

す
る
費
用
（
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五

者
）
を
単
位
と
し
て
、
退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
（
退
職
等
年
金
給

項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む

付
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共

。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
全
て
の
組
合
を

団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

組
織
す
る
職
員
を
単
位
と
し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
算
定
す
る

お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
全
て
の
組
合
を
組
織
す
る
職
員
を
単
位
と
し

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て

て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。

お
い
て
、
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と

に
再
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
次
号
及
び
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
も
の
を

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
予
想
額

て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
予
想
額
と
当
該
事
業
年
度

と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
一
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が

に
お
け
る
次
項
第
一
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う

等
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
る
。

に
定
め
る
。

二

（
略
）

二

（
略
）

二
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

（
新
設
）

は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け

る
次
項
第
二
号
の
二
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に

定
め
る
。

三

退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
そ
の

三

退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
そ
の

費
用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
か
ら
将
来
に
わ
た
る
次
項
第
三
号

費
用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
か
ら
将
来
に
わ
た
る
次
項
第
三
号

の
掛
金
及
び
負
担
金
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と

の
掛
金
及
び
負
担
金
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と

し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
第
百
十
六
条
の
三
第

し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
第
百
十
六
条
の
三
第

一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
地
方
の
積
立
基
準
額
」
と
い
う
。
）
と
国
家
公

一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
地
方
の
積
立
基
準
額
」
と
い
う
。
）
と
国
家
公
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務
員
共
済
組
合
法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
の
積
立
基

務
員
共
済
組
合
法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
の
積
立
基

準
額
（
第
百
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
国
の
積
立
基
準
額

準
額
（
第
百
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
国
の
積
立
基
準
額

」
と
い
う
。
）
と
の
合
計
額
と
、
退
職
等
年
金
給
付
組
合
積
立
金
及
び
退

」
と
い
う
。
）
と
の
合
計
額
と
、
退
職
等
年
金
給
付
組
合
積
立
金
及
び
退

職
等
年
金
給
付
調
整
積
立
金
の
合
計
額
と
国
の
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金

職
等
年
金
給
付
調
整
積
立
金
の
合
計
額
と
国
の
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金

（
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
退
職
等
年
金
給
付
積

（
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
退
職
等
年
金
給
付
積

立
金
を
い
う
。
第
百
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

立
金
を
い
う
。
第
百
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

額
と
の
合
計
額
と
が
、
将
来
に
わ
た
つ
て
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

額
と
の
合
計
額
と
が
、
将
来
に
わ
た
つ
て
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
定
め
る
。

う
に
定
め
る
。

２

組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号

２

組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
割
合
に
よ
り
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
立

に
掲
げ
る
割
合
に
よ
り
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
立

学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
又

学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
又

は
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
そ
の
給
与
を
負
担
す
る
者
に
あ
つ
て

は
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
そ
の
給
与
を
負
担
す
る
者
に
あ
つ
て

は
、
都
道
府
県
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
負
担
金
を
も
つ
て
充

は
、
都
道
府
県
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
負
担
金
を
も
つ
て
充

て
る
。

て
る
。

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
次
号
及
び
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
も
の
を

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

掛
金

除
く
。
）

掛
金
百
分
の
五
十
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
百
分
の
五
十

百
分
の
五
十
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
百
分
の
五
十

二

（
略
）

二

（
略
）

二
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百

（
新
設
）

分
の
五
十
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
百
分
の
五
十

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

地
方
公
共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
の
事
業
に
要

４

地
方
公
共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
の
事
業
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定

す
る
費
用
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
を
負
担
す
る
。

め
る
額
を
負
担
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

一
の
二

育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
要
す
る
費

（
新
設
）

用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び

育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額

二

（
略
）

二

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）
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（
掛
金
等
）

（
掛
金
等
）

第
百
十
四
条

（
略
）

第
百
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
年

（
新
設
）

度
に
お
い
て
全
て
の
組
合
が
納
付
す
べ
き
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

総
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
組
合
員
の
総
報
酬
額
（
標
準
報

酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。
）
の
総
額
の
見

込
額
で
除
し
た
率
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
率
を
超
え
な
い
範
囲
で
定

め
る
も
の
と
す
る
。

５

退
職
等
年
金
分
掛
金
に
係
る
第
三
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
七
条

４

退
職
等
年
金
分
掛
金
に
係
る
前
項
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
七
条
第

第
一
項
に
規
定
す
る
付
与
率
を
基
礎
と
し
て
、
公
務
障
害
年
金
及
び
公
務
遺

一
項
に
規
定
す
る
付
与
率
を
基
礎
と
し
て
、
公
務
障
害
年
金
及
び
公
務
遺
族

族
年
金
の
支
給
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
情
を
勘
案
し
て
、
千
分
の
七

年
金
の
支
給
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
情
を
勘
案
し
て
、
千
分
の
七
・

・
五
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

五
を
超
え
な
い
範
囲
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

５

（
略
）

（
国
の
職
員
の
取
扱
い
）

（
国
の
職
員
の
取
扱
い
）

第
百
四
十
二
条

（
略
）

第
百
四
十
二
条

（
略
）

２

国
の
職
員
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表

２

国
の
職
員
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で

定
め
る
。

定
め
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
七
十
条
の
四
第
一

育
児
休
業
、
介
護
休

一
般
職
の
職
員
の
勤
務

第
七
十
条
の
三
第
一

育
児
休
業
、
介
護
休

一
般
職
の
職
員
の
勤
務

項

業
等
育
児
又
は
家
族

時
間
、
休
暇
等
に
関
す

項

業
等
育
児
又
は
家
族

時
間
、
休
暇
等
に
関
す

介
護
を
行
う
労
働
者

る
法
律
第
二
十
条
第
一

介
護
を
行
う
労
働
者

る
法
律
第
二
十
条
第
一

の
福
祉
に
関
す
る
法

項
に
規
定
す
る
介
護
休

の
福
祉
に
関
す
る
法

項
に
規
定
す
る
介
護
休

律
第
六
十
一
条
第
六

暇
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

律
第
六
十
一
条
第
六

暇
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

項
に
お
い
て
準
用
す

休
暇
と
し
て
政
令
で
定

項
に
お
い
て
準
用
す

休
暇
と
し
て
政
令
で
定

る
同
条
第
三
項
に
規

め
る
も
の

る
同
条
第
三
項
に
規

め
る
も
の

定
す
る
要
介
護
家
族

定
す
る
要
介
護
家
族

そ
の
他
主
務
省
令
で

そ
の
他
主
務
省
令
で
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定
め
る
者
を
介
護
す

定
め
る
者
を
介
護
す

る
た
め
の
休
業
で
あ

る
た
め
の
休
業
で
あ

つ
て
、
任
命
権
者
又

つ
て
、
任
命
権
者
又

は
そ
の
委
任
を
受
け

は
そ
の
委
任
を
受
け

た
者
の
承
認
（
主
務

た
者
の
承
認
（
主
務

省
令
で
定
め
る
組
合

省
令
で
定
め
る
組
合

員
に
つ
い
て
は
、
主

員
に
つ
い
て
は
、
主

務
省
令
で
定
め
る
者

務
省
令
で
定
め
る
者

の
承
認
）
を
受
け
た

の
承
認
）
を
受
け
た

も
の

も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

（
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

第
百
四
十
四
条
の
二

（
略
）

第
百
四
十
四
条
の
二

（
略
）

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
以
下

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
い
う
。
）
は
、
組
合
が
、
政
令

こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
組
合
員
」
と
い
う
。
）
は
、
組
合
が
、
政
令

で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金

で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金

及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者

及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

支
援
金
等
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公

納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
含
み
、
介
護
保
険
第

共
団
体
の
負
担
金
を
含
み
、
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る

二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納

任
意
継
続
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共

付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を

団
体
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額

基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
掛

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
掛
金
」
と
い
う
。
）
を
、
毎
月
、
政

金
」
と
い
う
。
）
を
、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
払

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

附

則

附

則

（
市
町
村
連
合
会
が
行
う
共
同
事
業
）

（
市
町
村
連
合
会
が
行
う
共
同
事
業
）
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第
十
四
条
の
三

市
町
村
連
合
会
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務

第
十
四
条
の
三

市
町
村
連
合
会
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務

及
び
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定
め

及
び
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

構
成
組
合
（
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
構
成
組
合
を
い
う
。
以

一

構
成
組
合
（
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
構
成
組
合
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
短
期
給
付
（
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
短
期
給
付
（
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る

短
期
給
付
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
掛
金
（
前
期
高
齢
者
納

短
期
給
付
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
掛
金
（
前
期
高
齢
者
納

付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
、
流
行
初
期
医
療
確

付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医

保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
も
の
を
含
む

療
確
保
拠
出
金
等
に
係
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
交
付
金

る
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
交
付
金
（
第
五
項
に
お
い
て
「
調
整
交
付

（
第
五
項
に
お
い
て
「
調
整
交
付
金
」
と
い
う
。
）
を
構
成
組
合
に
交
付

金
」
と
い
う
。
）
を
構
成
組
合
に
交
付
す
る
事
業

す
る
事
業

二

（
略
）

二

（
略
）

三

構
成
組
合
が
行
う
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護

三

構
成
組
合
が
行
う
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
の
事
業
の

休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る

円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に

た
め
、
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金

要
す
る
資
金
を
構
成
組
合
に
交
付
す
る
事
業

及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
に
要
す
る
資
金
を
構
成
組
合
に
交
付
す
る
事

業
四

（
略
）

四

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

調
整
交
付
金
又
は
特
別
調
整
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
構
成
組
合
に
係
る

５

調
整
交
付
金
又
は
特
別
調
整
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
構
成
組
合
に
係
る

第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
及
び
第
二
項
第
一
号
か

第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二

ら
第
二
号
の
二
ま
で
並
び
に
第
百
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

号
並
び
に
第
百
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
交

は
、
こ
れ
ら
の
交
付
金
は
、
掛
金
と
み
な
す
。

付
金
は
、
掛
金
と
み
な
す
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
介
護
休
業
手
当
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
介
護
休
業
手
当
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
二

第
七
十
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

第
十
七
条
の
二

第
七
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
四
十
」
と
あ
る
の
は
、
「

て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
四
十
」
と
あ
る
の
は
、
「

百
分
の
六
十
七
」
と
す
る
。

百
分
の
六
十
七
」
と
す
る
。

（
特
例
退
職
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

（
特
例
退
職
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）
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第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

特
例
退
職
組
合
員
は
、
当
該
特
定
共
済
組
合
が
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
に

５

特
例
退
職
組
合
員
は
、
当
該
特
定
共
済
組
合
が
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
に

係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後

係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子

期
高
齢
者
支
援
金
等
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
に
係
る
掛
金
及

育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
含
み
、
第

び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
含
み
、
第
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介

百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す

護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職
組
合
員
に
あ
つ
て
は

る
特
例
退
職
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公

、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の

共
団
体
の
負
担
金
を
含
む
。
）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金

合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特

額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
退
職
掛
金
」
と
い
う
。
）
を
、
毎
月
、

例
退
職
掛
金
」
と
い
う
。
）
を
、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ

当
該
特
定
共
済
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
は
、
第
四
十
三
条
の

る
標
準
報
酬
の
月
額
は
、
第
四
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
（
一

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
（
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
標
準
報
酬
の
月
額
に

月
か
ら
三
月
ま
で
の
標
準
報
酬
の
月
額
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
）
の
九
月
三

あ
つ
て
は
、
前
々
年
）
の
九
月
三
十
日
に
お
け
る
当
該
特
例
退
職
組
合
員
の

十
日
に
お
け
る
当
該
特
例
退
職
組
合
員
の
属
す
る
特
定
共
済
組
合
の
短
期
給

属
す
る
特
定
共
済
組
合
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
全
て

付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
全
て
の
組
合
員
（
特
例
退
職
組
合
員
を

の
組
合
員
（
特
例
退
職
組
合
員
を
除
く
。
）
の
標
準
報
酬
の
月
額
の
平
均
額

除
く
。
）
の
標
準
報
酬
の
月
額
の
平
均
額
の
範
囲
内
で
定
款
で
定
め
る
金
額

の
範
囲
内
で
定
款
で
定
め
る
金
額
を
標
準
報
酬
の
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
と

を
標
準
報
酬
の
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
と
み
な
し
た
と
き
の
標
準
報
酬
の
月

み
な
し
た
と
き
の
標
準
報
酬
の
月
額
と
す
る
。

額
と
す
る
。

６

第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
条
の
五
ま
で
、
第
七
十
二
条
及
び

６

第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
条
の
三
ま
で
、
第
七
十
二
条
及
び

第
七
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
退
職
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
傷

第
七
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
退
職
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
傷

病
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、

病
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
、
弔
慰

介
護
休
業
手
当
金
、
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
、
弔
慰
金
及
び
家
族
弔
慰
金
並

金
及
び
家
族
弔
慰
金
並
び
に
災
害
見
舞
金
は
、
支
給
し
な
い
。

び
に
災
害
見
舞
金
は
、
支
給
し
な
い
。

７
～
９

（
略
）

７
～
９

（
略
）

（
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
特
例
）

（
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
特
例
）

第
三
十
一
条
の
二

（
略
）

第
三
十
一
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
等
を
単
位
と
し
て
介

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
等
を
単
位
と
し
て
介

護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
組
合
に
係
る
第

護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
組
合
に
係
る
第

百
十
四
条
第
六
項
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
附
則
第
十
八
条
第
五

百
十
四
条
第
五
項
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
附
則
第
十
八
条
第
五
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項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
四
条
第
六
項
中
「
資
格
を
有
す
る

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
四
条
第
五
項
中
「
資
格
を
有
す
る

日
」
と
あ
る
の
は
「
資
格
を
有
す
る
日
又
は
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

日
」
と
あ
る
の
は
「
資
格
を
有
す
る
日
又
は
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
で
あ
る
日
」
と
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
で
あ
る
日
」
と
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項

中
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合
員
」
と

中
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合
員
」
と

あ
る
の
は
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合

あ
る
の
は
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
任
意
継
続
組
合

員
及
び
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
に
相
当

員
及
び
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
に
相
当

す
る
任
意
継
続
組
合
員
と
し
て
定
款
で
定
め
る
者
」
と
、
附
則
第
十
八
条
第

す
る
任
意
継
続
組
合
員
と
し
て
定
款
で
定
め
る
者
」
と
、
附
則
第
十
八
条
第

五
項
中
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職
組
合
員

五
項
中
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職
組
合
員

」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職

」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
特
例
退
職

組
合
員
及
び
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
に

組
合
員
及
び
附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
負
担
職
員
に

相
当
す
る
特
例
退
職
組
合
員
と
し
て
定
款
で
定
め
る
者
」
と
す
る
。

相
当
す
る
特
例
退
職
組
合
員
と
し
て
定
款
で
定
め
る
者
」
と
す
る
。
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○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

費
用
（
第
十
八
条
―
第
十
九
条
の
二
）

第
三
章

費
用
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
施
設
入
所
等
児
童
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
児
童
を

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
施
設
入
所
等
児
童
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
児
童
を

い
う
。

い
う
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の

（
新
設
）

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自

立
生
活
援
助
事
業
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
」
と
い
う
。
）
を

行
う
者
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
（
二
月
以
内
で
内
閣

府
令
で
定
め
る
期
間
以
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助

」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
児
童

二

児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第

の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
（
以
下
「
小
規

一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規

模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
者
又
は
同
法
第
六
条
の

模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
（
以
下
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
と

四
に
規
定
す
る
里
親
（
以
下
「
里
親
」
と
い
う
。
）
に
委
託
さ
れ
て
い
る

い
う
。
）
を
行
う
者
又
は
同
法
第
六
条
の
四
に
規
定
す
る
里
親
（
以
下
「

児
童
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
短
期
間
の
委
託
を
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。

里
親
」
と
い
う
。
）
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
短

）

期
間
の
委
託
を
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

三

児
童
福
祉
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
に

二

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
入
所
給

規
定
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
（
以
下
「
母
子
生
活
支
援
施
設
」
と
い
う

付
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規

。
）
に
入
所
し
、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児

定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
同
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
障
害
児
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入
所
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三

入
所
施
設
（
以
下
「
障
害
児
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、
若
し

号
の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
同
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る

く
は
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七
条
第
二
項
に
規

障
害
児
入
所
施
設
（
以
下
「
障
害
児
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し

定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
（
次
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
指

、
若
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七
条
第
二

定
発
達
支
援
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
に
入
院
し
、
又
は
同
法
第
二
十
七

項
に
規
定
す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
（
次
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い

条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入

て
「
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
に
入
院
し
、
又
は
同
法
第

所
措
置
が
採
ら
れ
て
同
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
同
法
第
四

二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
養
護
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す

よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
同
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
同

る
児
童
心
理
治
療
施
設
若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自

法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
養
護
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
に

立
支
援
施
設
（
以
下
「
乳
児
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
児
童

規
定
す
る
児
童
心
理
治
療
施
設
若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る

（
当
該
児
童
心
理
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
通
う
者
及
び
内

児
童
自
立
支
援
施
設
（
以
下
「
乳
児
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い

閣
府
令
で
定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
く
。
）

る
児
童
（
当
該
児
童
心
理
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
通
う
者

及
び
内
閣
府
令
で
定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
き
、
当
該

母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
児
童
の
み
で
構

成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

四

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

三

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介

護
給
付
費
等
の
支
給
を
受
け
て
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四

護
給
付
費
等
の
支
給
を
受
け
て
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
知
的
障
害
者
福

年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
知
的
障
害
者
福

祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
障
害
者
支
援
施
設
（
障
害
者
の
日
常

規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
障
害
者
支
援
施
設
（
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
十
一

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
十
一

項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
の
ぞ
み

項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
の
ぞ
み

の
園
（
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法

の
園
（
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す

る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
入
所
し
て
い
る
児
童
（
内
閣
府
令
で

る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
入
所
し
て
い
る
児
童
（
内
閣
府
令
で

定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
き
、
児
童
の
み
で
構
成
す
る

定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
き
、
児
童
の
み
で
構
成
す
る

世
帯
に
属
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）

世
帯
に
属
し
て
い
る
者
（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又
は
母
が
そ
の
子
で
あ
る
児
童
と
同
一
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の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
父
又
は
母
及
び
そ
の
子
で

あ
る
児
童
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

五

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
条
第
一

四

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
救
護

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
救
護

施
設
（
以
下
「
救
護
施
設
」
と
い
う
。
）
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
更

施
設
（
以
下
「
救
護
施
設
」
と
い
う
。
）
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
更

生
施
設
（
以
下
「
更
生
施
設
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
第

生
施
設
（
以
下
「
更
生
施
設
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
第

一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
（
次
条
第
一
項
第

一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
（
次
条
第
一
項
第

四
号
に
お
い
て
「
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、

四
号
に
お
い
て
「
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、

又
は
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年

又
は
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年

法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
女
性
自
立
支
援
施
設

法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
女
性
自
立
支
援
施
設

（
同
号
に
お
い
て
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い

（
同
号
に
お
い
て
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い

る
児
童
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
き
、

る
児
童
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
短
期
間
の
入
所
を
し
て
い
る
者
を
除
き
、

児
童
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）

児
童
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
者
（
十
五
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
父
又
は
母
が
そ
の

子
で
あ
る
児
童
と
同
一
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
父

又
は
母
及
び
そ
の
子
で
あ
る
児
童
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

（
支
給
要
件
）

（
支
給
要
件
）

第
四
条

児
童
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
支
給
す
る

第
四
条

児
童
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
支
給
す
る

。

。

一

施
設
入
所
等
児
童
以
外
の
児
童
（
以
下
「
支
給
要
件
児
童
」
と
い
う
。

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
児
童
（
以
下
「
支
給
要
件
児
童
」
と
い
う
。

）
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母
（
当

）
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母
（
当

該
支
給
要
件
児
童
に
係
る
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
未
成
年

該
支
給
要
件
児
童
に
係
る
未
成
年
後
見
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
未
成
年

後
見
人
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
父
母
等
」
と
い
う
。
）
で
あ

後
見
人
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
父
母
等
」
と
い
う
。
）
で
あ

つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
（
未
成
年
後
見
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
（
未
成
年
後
見
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
す
る
。
）
を
有
す
る
も
の

て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
す
る
。
）
を
有
す
る
も
の

（
削
る
）

イ

十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
（
施
設
入
所
等
児
童
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
及
び
附
則
第
二
条

第
二
項
に
お
い
て
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）

（
削
る
）

ロ

中
学
校
修
了
前
の
児
童
を
含
む
二
人
以
上
の
児
童
（
施
設
入
所
等
児

童
を
除
く
。
）
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二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
者
、
施
設
入
所

四

十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

等
児
童
が
委
託
さ
れ
て
い
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若

施
設
入
所
等
児
童
（
以
下
「
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
」
と
い

し
く
は
里
親
又
は
施
設
入
所
等
児
童
が
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
い
る

う
。
）
が
委
託
さ
れ
て
い
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若

母
子
生
活
支
援
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
、

し
く
は
里
親
又
は
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
が
入
所
若
し
く
は

乳
児
院
等
、
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の
園
、
救
護
施
設
、
更
生
施
設

入
院
を
し
て
い
る
障
害
児
入
所
施
設
、
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
、
乳
児

、
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
若
し
く
は
女
性
自
立
支
援
施
設
（
以
下
「
障

院
等
、
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の
園
、
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
日

害
児
入
所
施
設
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者

常
生
活
支
援
住
居
施
設
若
し
く
は
女
性
自
立
支
援
施
設
（
以
下
「
障
害
児

入
所
施
設
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
五
条

削
除

第
五
条

児
童
手
当
（
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
前
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
前
年
の
所

得
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
々
年
の
所

得
と
す
る
。
）
が
、
そ
の
者
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号

）
に
規
定
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
（
施
設
入
所
等
児
童
を
除

く
。
以
下
「
扶
養
親
族
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
扶
養
親
族
等
で
な
い
児
童
で
同
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
前
年
の
十
二
月
三
十
一

日
に
お
い
て
生
計
を
維
持
し
た
も
の
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
政
令
で
定

め
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
に
該

当
す
る
者
が
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
所
得
の
範
囲
及
び
そ
の
額
の
計
算
方
法
は
、
政
令
で
定

め
る
。

（
児
童
手
当
の
額
）

（
児
童
手
当
の
額
）

第
六
条

児
童
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は

第
六
条

児
童
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は

、
一
月
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
児
童
手
当
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

、
一
月
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
児
童
手
当
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

個
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

次
の
表
の
第
三
子
以
降
算
定
額
算
定

一

児
童
手
当
（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

次
の
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対
象
者
及
び
支
給
対
象
児
童
の
人
数
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま

ぞ
れ
支
給
額
の
欄
に
掲
げ
る
額

で
に
定
め
る
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
及
び
支

支
給
額

イ

次
条
の
認
定
を
受
け
た
受
給
資
格
に
係
る
支
給
要
件
児
童
の
全
て
が

給
対
象
児
童
の
人
数

三
歳
に
満
た
な
い
児
童
（
施
設
入
所
等
児
童
を
除
き
、
月
の
初
日
に
生

第
三
子
以
降
算
定

三
歳
以

三
歳
未
満
支

三
歳
未
満
児
童
算
定
額

ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
児
童

額
算
定
対
象
者
が

上
支
給

給
対
象
児
童

と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
三
歳
以
上
の
児
童
（
月

な
い
場
合

対
象
児

が
一
人
の
場

の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

童
が
な

合

し
た
児
童
と
す
る
。
）
で
あ
つ
て
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

い
場
合

三
歳
未
満
支

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
施
設
入
所
等
児
童
を
除
く
。
以

給
対
象
児
童

し
た
額

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。

が
二
人
以
上

一

三
歳
未
満
児
童
算

）
又
は
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し

の
場
合

定
額
に
二
を
乗
じ
た

た
児
童
で
あ
つ
て
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日

額

ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
施
設
入
所
等
児
童
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

二

第
三
子
以
降
算
定

い
て
「
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
で
あ
る

額
に
、
三
歳
未
満
支

場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

次
の

か
（1）

給
対
象
児
童
の
数
か

ら

ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で

（3）

（1）

（3）

ら
二
を
減
じ
た
数
を

に
定
め
る
額

乗
じ
た
額

当
該
支
給
要
件
児
童
の
全
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
又
は
三
歳

（1）

三
歳
以

三
歳
未
満
支

三
歳
以
上
児
童
算
定
額

以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
で
あ
る
場
合

次
の

か
ら

ま
で
に

（ⅰ）

（ⅲ）

上
支
給

給
対
象
児
童

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
定
め
る

（ⅰ）

（ⅲ）

対
象
児

が
な
い
場
合

額

童
が
一

三
歳
未
満
支

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算

当
該
支
給
要
件
児
童
の
全
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
で
あ
る

（ⅰ）

人
の
場

給
対
象
児
童

し
た
額

場
合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ

合

が
あ
る
場
合

一

三
歳
以
上
児
童
算

て
得
た
額

定
額

当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
が
一
人
又
は
二
人
い
る

（ⅱ）

二

三
歳
未
満
児
童
算

場
合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ

定
額

て
得
た
額
と
、
一
万
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童

三

第
三
子
以
降
算
定

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
を
合
算
し
た
額

額
に
、
三
歳
未
満
支

当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
が
三
人
以
上
い
る
場
合

（ⅲ）

給
対
象
児
童
の
数
か

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得

ら
一
を
減
じ
た
数
を

た
額
と
、
一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
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乗
じ
た
額

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
一
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
と
を
合

三
歳
以
上
支
給
対
象
児

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算

算
し
た
額

童
が
二
人
以
上
の
場
合

し
た
額

当
該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
が
一
人
い
る
場
合

（2）

一

三
歳
以
上
児
童
算

次
の

又
は

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

（ⅰ）

（ⅱ）

（ⅰ）

定
額
に
二
を
乗
じ
た

に
定
め
る
額

（ⅱ）

額

当
該
支
給
要
件
児
童
の
全
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
又
は
小

（ⅰ）

二

第
三
子
以
降
算
定

学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
で
あ
る
場
合

一
万
五
千
円

額
に
、
三
歳
以
上
支

に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
一
万

給
対
象
児
童
の
数
か

円
に
当
該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て

ら
二
を
減
じ
た
数
を

得
た
額
と
を
合
算
し
た
額

乗
じ
た
額

当
該
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児

（ⅱ）

三

第
三
子
以
降
算
定

童
が
い
る
場
合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の

額
に
、
三
歳
未
満
支

数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修

給
対
象
児
童
の
数
を

了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
五
千
円
を
控
除
し
て
得

乗
じ
た
額

た
額
及
び
一
万
円
に
当
該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童

第
三
子
以
降
算
定

三
歳
以
上
支
給
対
象
児

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
算
し
た
額

額
算
定
対
象
者
が

童
が
な
い
場
合

し
た
額

当
該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
が
二
人
以
上
い
る
場

（3）

一
人
の
場
合

一

三
歳
未
満
児
童
算

合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得

定
額

た
額
、
一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数

二

第
三
子
以
降
算
定

を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
一
万
円
に
当
該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了

額
に
、
三
歳
未
満
支

前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
算
し
た
額

給
対
象
児
童
の
数
か

ロ

次
条
の
認
定
を
受
け
た
受
給
資
格
に
係
る
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に

ら
一
を
減
じ
た
数
を

十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童

乗
じ
た
額

が
い
る
場
合
（
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

次

三
歳
以
上
支
給
対
象
児

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算

の

又
は

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に

（1）

（2）

（1）

（2）

童
が
あ
る
場
合

し
た
額

定
め
る
額

一

三
歳
以
上
児
童
算

当
該
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過

（1）

定
額

し
た
児
童
が
一
人
い
る
場
合

次
の

又
は

に
掲
げ
る
場
合
の
区

（ⅰ）

（ⅱ）

二

第
三
子
以
降
算
定

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
額

（ⅰ）

（ⅱ）

額
に
、
三
歳
以
上
支

当
該
支
給
要
件
児
童
の
全
て
が
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
、
三
歳

（ⅰ）

給
対
象
児
童
の
数
か

以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
又
は
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
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ら
一
を
減
じ
た
数
を

初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
児
童
で
あ
る
場
合

一
万
五
千

乗
じ
た
額

円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
一

三

第
三
子
以
降
算
定

万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ

額
に
、
三
歳
未
満
支

て
得
た
額
か
ら
五
千
円
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
支
給
要
件
児

給
対
象
児
童
の
数
を

童
の
う
ち
に
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
が
い
な
い
場
合
に

乗
じ
た
額

は
、
零
と
す
る
。
）
と
を
合
算
し
た
額

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者
が
二
人

第
三
子
以
降
算
定
額
に

当
該
支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前

（ⅱ）

以
上
の
場
合

、
支
給
対
象
児
童
の
数

の
児
童
が
い
る
場
合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満
た
な
い
児

を
乗
じ
た
額

童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以
上
小
学

二

法
人
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以
上

校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
一
万
円
に
当
該
小

支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三
歳
未

学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合

満
支
給
対
象
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

算
し
た
額

三

施
設
等
受
給
資
格
者
の
児
童
手
当

三
歳
以
上
児
童
算
定
額
に
三
歳
以

当
該
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過

（2）

上
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
と
、
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
三

し
た
児
童
が
二
人
以
上
い
る
場
合

一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
に
満

歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童
の
数
を
乗
じ
た
額
を
合
算
し
た
額

た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
一
万
五
千
円
に
当
該
三
歳
以

上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
一
万
円
に
当

該
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を

合
算
し
た
額

ハ

児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ

る
場
合

一
万
五
千
円
に
次
条
の
認
定
を
受
け
た
受
給
資
格
に
係
る
三

歳
に
満
た
な
い
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
一
万
円
に
当
該
受
給
資

格
に
係
る
三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及

び
一
万
円
に
当
該
受
給
資
格
に
係
る
小
学
校
修
了
後
中
学
校
修
了
前
の

児
童
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
算
し
た
額

二

児
童
手
当
（
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）

一
万
五
千
円
に
次
条
の
認
定
を
受
け
た
受
給
資
格
に
係
る
三
歳
に

満
た
な
い
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児
童

に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
施
設
入
所
等
児
童
と

す
る
。
）
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
一
万
円
に
当
該
受
給
資
格
に
係
る

三
歳
以
上
の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児



- 140 -

童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
施
設
入
所
等
児
童
と

す
る
。
）
で
あ
つ
て
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
を
合
算
し
た
額

２

こ
の
条
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

（
新
設
）

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

個
人
受
給
資
格
者

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
受
給
資
格
者
（
第

六
号
に
お
い
て
「
一
般
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
法
人
受
給

資
格
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二

第
三
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者

二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
児
童
及
び
延
長
者
等
（
児
童

福
祉
法
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
延
長
者
及
び
こ
れ
に
類
す
る
者

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
者
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち

、
個
人
受
給
資
格
者
に
よ
つ
て
監
護
に
相
当
す
る
日
常
生
活
上
の
世
話
及

び
必
要
な
保
護
並
び
に
そ
の
生
計
費
の
相
当
部
分
の
負
担
が
行
わ
れ
て
い

る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を

有
す
る
も
の
又
は
留
学
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
日
本

国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。

三

支
給
対
象
児
童

次
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
支
給
要
件
児
童
を
い
う

。
四

三
歳
以
上
支
給
対
象
児
童

三
歳
以
上
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日

に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
た
も
の
）
を
い
う
。

五

三
歳
未
満
支
給
対
象
児
童

三
歳
未
満
の
支
給
対
象
児
童
（
月
の
初
日

に
生
ま
れ
た
支
給
対
象
児
童
に
あ
つ
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
な
い
も
の
）
を
い
う
。

六

法
人
受
給
資
格
者

一
般
受
給
資
格
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
該

当
す
る
者
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人

で
あ
る
も
の
を
い
う
。

七

施
設
等
受
給
資
格
者

次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
等
受
給
資
格
者

を
い
う
。
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八

三
歳
以
上
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
以
上

の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ

て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
も
の
）
を
い
う
。

九

三
歳
未
満
施
設
入
所
等
児
童

次
条
第
二
項
の
認
定
に
係
る
三
歳
未
満

の
施
設
入
所
等
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
施
設
入
所
等
児
童
に
あ
つ

て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
）
を
い
う
。

３

第
一
項
の
「
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
」
は
一
万
五
千
円
と
し
、
「
三
歳
以

（
新
設
）

上
児
童
算
定
額
」
は
一
万
円
と
し
、
「
第
三
子
以
降
算
定
額
」
は
三
万
円
と

す
る
。

４

（
略
）

２

（
略
）

（
認
定
）

（
認
定
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
（
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
係
る

２

児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
（
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
係
る

も
の
に
限
る
。
以
下
「
施
設
等
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
手
当

も
の
に
限
る
。
以
下
「
施
設
等
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
手
当

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
受
給
資
格
及
び
児
童
手
当
の
額

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
受
給
資
格
及
び
児
童
手
当
の
額

に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う

一

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者

当
該
小
規
模
住
居
型
児
童

者

児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う
場
所
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事

養
育
事
業
を
行
う
住
居
の
所
在
地
の
市
町
村
長

業
を
行
う
住
居
の
所
在
地
の
市
町
村
長

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３

前
二
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
他
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下

３

前
二
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
他
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
の
区
域
内
に
住
所
（
一
般
受
給
資
格
者
が
未
成
年
後
見
人
で
あ
り

同
じ
。
）
の
区
域
内
に
住
所
（
一
般
受
給
資
格
者
が
未
成
年
後
見
人
で
あ
り

、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
し
、

、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
し
、

施
設
等
受
給
資
格
者
が
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童

施
設
等
受
給
資
格
者
が
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
場

養
育
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
う

合
に
あ
つ
て
は
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
の
所
在
地

場
所
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
住
居
の
所
在
地
と
し
、
障

と
し
、
障
害
児
入
所
施
設
等
の
設
置
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
障
害

害
児
入
所
施
設
等
の
設
置
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
障
害
児
入
所
施

児
入
所
施
設
等
の
所
在
地
と
す
る
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
変

設
等
の
所
在
地
と
す
る
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
変
更
し
た
場

更
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
変
更
後
の
期
間
に
係
る
児
童
手
当
の
支
給
を
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合
に
お
い
て
、
そ
の
変
更
後
の
期
間
に
係
る
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
前
二
項
と
同
様
と
す
る
。

と
す
る
と
き
も
、
前
二
項
と
同
様
と
す
る
。

（
支
給
及
び
支
払
）

（
支
給
及
び
支
払
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

児
童
手
当
は
、
毎
年
二
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
及
び
十
二
月
の

４

児
童
手
当
は
、
毎
年
二
月
、
六
月
及
び
十
月
の
三
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

六
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
前
支
払
期
月

月
ま
で
の
分
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
前
支
払
期
月
に
支
払
う
べ
き
で
あ
つ
た

に
支
払
う
べ
き
で
あ
つ
た
児
童
手
当
又
は
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
場

児
童
手
当
又
は
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
期
の
児

合
に
お
け
る
そ
の
期
の
児
童
手
当
は
、
そ
の
支
払
期
月
で
な
い
月
で
あ
つ
て

童
手
当
は
、
そ
の
支
払
期
月
で
な
い
月
で
あ
つ
て
も
、
支
払
う
も
の
と
す
る

も
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

。

（
未
支
払
の
児
童
手
当
）

（
未
支
払
の
児
童
手
当
）

第
十
二
条

児
童
手
当
の
一
般
受
給
資
格
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

第
十
二
条

児
童
手
当
の
一
般
受
給
資
格
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
死
亡
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
児
童
手
当
（
そ
の
者
が
監
護
し
て
い
た
児
童

の
死
亡
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
児
童
手
当
（
そ
の
者
が
監
護
し
て
い
た
中
学

で
あ
つ
た
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
、
ま
だ
そ
の
者
に
支
払
つ
て
い
な

校
修
了
前
の
児
童
で
あ
つ
た
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
、
ま
だ
そ
の
者

か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
児
童
で
あ
つ
た
者
に
そ
の
未
支
払
の
児

に
支
払
つ
て
い
な
か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
中
学
校
修
了
前
の
児

童
手
当
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

童
で
あ
つ
た
者
に
そ
の
未
支
払
の
児
童
手
当
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

施
設
入
所
等
児
童
が
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
児
童
に
該
当
し
な
く

２

中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
が
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
児

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
自
立
生
活
援

童
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入

助
を
行
つ
て
い
た
施
設
等
受
給
資
格
者
、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
が
委
託
さ

所
等
児
童
が
委
託
さ
れ
て
い
た
施
設
等
受
給
資
格
者
又
は
当
該
中
学
校
修
了

れ
て
い
た
施
設
等
受
給
資
格
者
又
は
当
該
施
設
入
所
等
児
童
が
入
所
若
し
く

前
の
施
設
入
所
等
児
童
が
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
い
た
障
害
児
入
所
施

は
入
院
を
し
て
い
た
障
害
児
入
所
施
設
等
に
係
る
施
設
等
受
給
資
格
者
に
支

設
等
に
係
る
施
設
等
受
給
資
格
者
に
支
払
う
べ
き
児
童
手
当
（
当
該
中
学
校

払
う
べ
き
児
童
手
当
（
当
該
施
設
入
所
等
児
童
で
あ
つ
た
者
に
係
る
部
分
に

修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
で
あ
つ
た
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
、
ま

限
る
。
）
で
、
ま
だ
そ
の
者
に
支
払
つ
て
い
な
か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は

だ
そ
の
者
に
支
払
つ
て
い
な
か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
中
学
校
修

、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
で
あ
つ
た
者
に
そ
の
未
支
払
の
児
童
手
当
を
支
払

了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
で
あ
つ
た
者
に
そ
の
未
支
払
の
児
童
手
当
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
。

う
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

（
児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
十
八
条

被
用
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
各
号
に

第
十
八
条

被
用
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
各
号
に
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掲
げ
る
者
が
保
険
料
を
負
担
し
、
又
は
納
付
す
る
義
務
を
負
う
被
保
険
者
で

掲
げ
る
者
が
保
険
料
を
負
担
し
、
又
は
納
付
す
る
義
務
を
負
う
被
保
険
者
で

あ
つ
て
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
三
歳
未
満
児

あ
つ
て
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
児
童
手
当
の

童
手
当
（
児
童
手
当
の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
三
歳
未

支
給
に
要
す
る
費
用
（
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児

満
支
給
対
象
児
童
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
施
設
入
所

童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
児
童
と
す
る
。
以
下

等
児
童
の
人
数
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
三
歳
未
満
児
童
算
定
額
に
よ

こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。

り
算
定
し
た
額
に
係
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

）
は
、
そ
の
十
五
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
も

支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
に
つ
き
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国

つ
て
充
て
、
そ
の
四
十
五
分
の
十
六
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ

か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

の
四
十
五
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負

担
す
る
。

２

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
（
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ

２

被
用
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
三
歳
以
上
の
児
童

る
公
務
員
を
除
く
。
）
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
三
歳

（
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過

未
満
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す

し
た
児
童
と
す
る
。
）
で
あ
つ
て
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

る
額
に
つ
き
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
十
五
分
の

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
三
歳
以
上
中
学
校
修
了

一
に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県

前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

か
ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の
一
に

は
、
そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
六
分
の
一
に

相
当
す
る
額
を
市
町
村
が
負
担
す
る
。

相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。

３

被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
三
歳
以
上
児
童
手
当
（
児
童

３

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
（
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ

手
当
の
う
ち
、
三
歳
未
満
児
童
手
当
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章

る
公
務
員
を
除
く
。
）
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
児
童

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
当
該
被
用
者
等
で
な
い
者
が
施
設
等
受
給
資

る
額
に
つ
き
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
金
を
、
九
分
の
一

格
者
で
あ
る
公
務
員
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入

に
相
当
す
る
額
に
つ
き
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か

所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
三
分

ら
の
交
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
し
、
当
該
費
用
の
九
分
の
一
に
相
当

の
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

す
る
額
に
つ
き
市
町
村
が
負
担
す
る
。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。

４

次
に
掲
げ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

４

次
に
掲
げ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
者
が
負
担
す
る
。

に
定
め
る
者
が
負
担
す
る
。

一

各
省
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に

一

各
省
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
つ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
第
七
条
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に

よ
つ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
第
七
条
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に

「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
し
た
国
家
公
務
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給

「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
し
た
国
家
公
務
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給

に
要
す
る
費
用
（
当
該
国
家
公
務
員
が
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合

に
要
す
る
費
用
（
当
該
国
家
公
務
員
が
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
を

に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の

除
く
。
）

国

額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

国
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二

都
道
府
県
知
事
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務

二

都
道
府
県
知
事
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務

員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
当
該
地
方
公
務
員
が
施

員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
当
該
地
方
公
務
員
が
施

設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る

設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入

児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

当
該
都
道
府
県

所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

当
該
都
道

府
県

三

市
町
村
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務
員
に

三

市
町
村
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務
員
に

対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
当
該
地
方
公
務
員
が
施
設
等

対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
当
該
地
方
公
務
員
が
施
設
等

受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童

受
給
資
格
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等

手
当
の
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

当
該
市
町
村

児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

当
該
市
町
村

５

（
略
）

５

（
略
）

６

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
第

６

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
第

七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
そ
の

七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
そ
の

年
又
は
翌
年
の
七
月
ま
で
の
間
（
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

年
又
は
翌
年
の
五
月
ま
で
の
間
（
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
年
の
八
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま

に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
年
の
六
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま

で
の
間
）
は
、
当
該
認
定
の
請
求
を
し
た
際
（
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第

で
の
間
）
は
、
当
該
認
定
の
請
求
を
し
た
際
（
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
六
月
一
日
）
に
お
け
る

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
六
月
一
日
）
に
お
け
る

被
用
者
又
は
被
用
者
等
で
な
い
者
の
区
分
に
よ
る
。

被
用
者
又
は
被
用
者
等
で
な
い
者
の
区
分
に
よ
る
。

（
国
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

（
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市

第
十
九
条

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市

町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要

町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当
さ
せ

す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費
用
（
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
係

る
た
め
、
当
該
費
用
の
全
額
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
四
十
五
分
の

い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
そ
の
五
分
の
二
に
相
当
す
る
額

三
十
七
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
に
対
す
る
費
用
（
三
歳
以
上
中
学
校
修

は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
、

了
前
の
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は

そ
の
五
分
の
三
に
相
当
す
る
額
は
同
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用
（

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子

当
該
被
用
者
等
で
な
い
者
が
施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
公
務
員
で
あ
る
場

育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
を
原
資
と
す
る
。

合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の

額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を

、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
。

２

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長

（
新
設
）
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が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費

用
の
う
ち
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
に
充
当

さ
せ
る
た
め
、
そ
の
十
五
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
十
五
分
の

四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
五
分
の
三
に
相
当
す
る

額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

３

政
府
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長

（
新
設
）

が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費

用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用
者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る

部
分
に
充
当
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
九
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
が
交
付
す
る
交
付
金
の
う
ち
、
当
該
費
用
の
九

分
の
四
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当

す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
原
資
と
す
る
。

（
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
交
付
）

第
十
九
条
の
二

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一

（
新
設
）

項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用

者
等
で
な
い
者
の
三
歳
未
満
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
十
五
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ

る
た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
長
が
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
被
用
者
及
び
被
用

者
等
で
な
い
者
の
三
歳
以
上
児
童
手
当
に
係
る
部
分
の
九
分
の
一
に
相
当
す

る
額
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
費
用
に
充
当
さ
せ
る

た
め
当
該
額
を
交
付
す
る
。

（
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る
学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
）

（
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る
学
校
給
食
費
等
の
徴
収
等
）

第
二
十
一
条

市
町
村
長
は
、
受
給
資
格
者
が
、
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る

第
二
十
一
条

市
町
村
長
は
、
受
給
資
格
者
が
、
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る

前
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
全
部

前
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
全
部

又
は
一
部
を
、
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
一

又
は
一
部
を
、
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
一

条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
費
（
次
項
に
お
い
て
「
学
校
給
食
費
」
と

条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
費
（
次
項
に
お
い
て
「
学
校
給
食
費
」
と
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い
う
。
）
そ
の
他
の
学
校
教
育
に
伴
つ
て
必
要
な
内
閣
府
令
で
定
め
る
費
用

い
う
。
）
そ
の
他
の
学
校
教
育
に
伴
つ
て
必
要
な
内
閣
府
令
で
定
め
る
費
用

又
は
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
（
同

又
は
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
（
同

法
第
五
十
一
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ

法
第
五
十
一
条
第
四
号
又
は
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
費
用
の
う
ち
当
該
受
給
資
格
者

に
類
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
費
用
の
う
ち
当
該
受
給
資
格
者

に
係
る
児
童
に
関
し
当
該
市
町
村
に
支
払
う
べ
き
も
の
の
支
払
に
充
て
る
旨

に
係
る
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
受
給

る
児
童
（
次
項
に
お
い
て
「
中
学
校
修
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
に
関
し

資
格
者
に
児
童
手
当
の
支
払
を
す
る
際
に
当
該
申
出
に
係
る
費
用
を
徴
収
す

当
該
市
町
村
に
支
払
う
べ
き
も
の
の
支
払
に
充
て
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に

る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
受
給
資
格
者
に
児
童
手
当

の
支
払
を
す
る
際
に
当
該
申
出
に
係
る
費
用
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
受
給
資
格
者
が
、
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る
前
に
、
内

２

市
町
村
長
は
、
受
給
資
格
者
が
、
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る
前
に
、
内

閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部

閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部

を
、
学
校
給
食
費
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
六
項
各
号
又
は
第
七
項
各

を
、
学
校
給
食
費
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
六
項
各
号
又
は
第
七
項
各

号
に
定
め
る
費
用
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め

号
に
定
め
る
費
用
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め

る
費
用
の
う
ち
当
該
受
給
資
格
者
に
係
る
児
童
に
関
し
支
払
う
べ
き
も
の
の

る
費
用
の
う
ち
当
該
受
給
資
格
者
に
係
る
中
学
校
修
了
前
の
児
童
に
関
し
支

支
払
に
充
て
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

払
う
べ
き
も
の
の
支
払
に
充
て
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
内
閣
府
令
で

よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
う
ち
当
該
申
出
に
係
る
部
分
を
、
当
該
費
用

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
手
当
の
額
の
う
ち
当
該
申
出
に
係
る
部

に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

分
を
、
当
該
費
用
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
施
設
等
受
給
資
格
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
の
児
童
手
当

（
施
設
等
受
給
資
格
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
の
児
童
手
当

の
取
扱
い
）

の
取
扱
い
）

第
二
十
二
条
の
二

市
町
村
長
は
、
施
設
等
受
給
資
格
者
が
国
又
は
地
方
公
共

第
二
十
二
条
の
二

市
町
村
長
は
、
施
設
等
受
給
資
格
者
が
国
又
は
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

団
体
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
施
設
等
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
自
立
生
活
援
助
を
受
け
、
当
該
施
設
等
受

該
施
設
等
受
給
資
格
者
に
委
託
さ
れ
、
又
は
当
該
施
設
等
受
給
資
格
者
に
係

給
資
格
者
に
委
託
さ
れ
、
又
は
当
該
施
設
等
受
給
資
格
者
に
係
る
障
害
児
入

る
障
害
児
入
所
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
中
学
校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児

所
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
施
設
入
所
等
児
童
に
対
し
児
童
手
当
を
支
払
う

童
に
対
し
児
童
手
当
を
支
払
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
等
受
給
資
格
者
は
、
内
閣

施
設
等
受
給
資
格
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中
学

府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
施
設
入
所
等
児
童
が
児
童
手
当
と
し

校
修
了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
が
児
童
手
当
と
し
て
支
払
を
受
け
た
現
金
を

て
支
払
を
受
け
た
現
金
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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附

則

附

則

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用

（
特
例
給
付
）

に
関
す
る
特
例
）

第
二
条

令
和
六
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

第
二
条

当
分
の
間
、
第
四
条
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
者
（
第
五
条
第

条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

一
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の

援
納
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と

前
年
又
は
前
々
年
の
所
得
が
、
当
該
者
の
扶
養
親
族
等
及
び
当
該
者
の
扶
養

い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子

親
族
等
で
な
い
児
童
で
当
該
者
が
当
該
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
生

ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育

計
を
維
持
し
た
も
の
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
政
令
で
定
め
る
額
未
満
で

て
支
援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「

あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
、
国
庫
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
又
は
第
十

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

八
条
第
四
項
各
号
に
定
め
る
者
の
負
担
に
よ
る
給
付
を
行
う
。

例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
九
分
の
四
」
と
あ
る
の
は

「
一
億
三
千
五
百
万
分
の
八
千
二
百
七
十
八
万
六
千
三
百
九
」
と
、
「
三
分

の
一
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
三
千
五
百
万
分
の
二
千
二
百
二
十
一
万
三
千
六

百
九
十
一
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

２

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

２

前
項
の
給
付
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、

一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

一
月
に
つ
き
、
五
千
円
に
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
一
項
又
は

付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
受
給
資
格
に
係
る
中
学
校
修
了
前
の
児
童
の
数
を

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
例
公
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公

債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担

し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
九
分
の
七
以
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す

る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
残
余
の
額
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公

債
の
発
行
収
入
金
」
と
す
る
。

３

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用

３

第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
の
範
囲
及
び
そ
の
額
の
計
算
方
法
並
び
に
い
ず

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
）
及

れ
の
月
分
の
給
付
に
つ
い
て
前
年
又
は
前
々
年
の
所
得
を
用
い
る
か
の
区
分

び
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

は
、
政
令
で
定
め
る
。
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特
例
公
債
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」

と
い
う
。
）
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
に
相
当
す

る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
当
該
費
用
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
は
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
以
上
四
分
の
三
以
内
で
政
令
で
定

め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
は
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
残
余
の
額
は
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金

」
と
す
る
。

（
削
る
）

４

第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
条
か
ら
第
十
一
条

ま
で
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
（
第
十
八
条

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
九

条
ま
で
（
第
二
十
六
条
第
二
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
三
十
条
の
規
定
は
、

第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第

三
項
中
「
被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
（
施
設
等
受
給
資
格

者
で
あ
る
公
務
員
を
除
く
。
）
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
公
務
員
で
な
い
者
」
と
、
「
費
用
（
当
該
被
用
者
等
で
な
い
者
が

施
設
等
受
給
資
格
者
で
あ
る
公
務
員
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修

了
前
の
施
設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

」
と
あ
る
の
は
「
費
用
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る

費
用
（
三
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
四
十
五
分
の
三
十
七
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
に

対
す
る
費
用
（
三
歳
以
上
中
学
校
修
了
前
の
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
、
被

用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用
（
当
該
被
用
者
等
で
な
い
者
が
施
設
等
受

給
資
格
者
で
あ
る
公
務
員
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
中
学
校
修
了
前
の
施

設
入
所
等
児
童
に
係
る
児
童
手
当
の
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

は
そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
公
務

員
で
な
い
者
に
対
す
る
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
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て
は
そ
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
被

用
者
等
で
な
い
者
の
別
」
と
あ
る
の
は
「
被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又

は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
別
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か

、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
削
る
）

５

第
一
項
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
給
付
を
児
童
手
当
と
み
な
し
て
、
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
そ
の
他
の
政
令

で
定
め
る
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
削
る
）

６

第
一
項
の
給
付
に
係
る
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
第
二
十
二
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
」
と
、
「
第
二

十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
附
則
第
二
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
第
十
七
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
（
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

（
削
る
）

７

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
給
付
の
受

給
資
格
及
び
当
該
給
付
の
額
に
つ
い
て
の
認
定
の
特
例
そ
の
他
同
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
削
る
）

８

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
一
項
の
給
付
の
支
給
を
受
け
た
者
は

、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑

法
に
正
条
が
あ
る
と
き
は
、
刑
法
に
よ
る
。

（
支
給
要
件
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
削
る
）

第
三
条

平
成
二
十
四
年
四
月
分
及
び
同
年
五
月
分
の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は

、
第
五
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
十
三
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
三
章
の
二

育
児
休
業
等
給
付

第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
六
―
第
六
十
一
条
の
九
）

第
一
節

通
則
（
第
六
十
一
条
の
六
）

第
二
節

育
児
休
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
七
―
第
六
十
一
条
の
九
）

第
三
節

出
生
後
休
業
支
援
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
・
第
六
十
一
条
の

十
一
）

第
四
節

育
児
時
短
就
業
給
付
（
第
六
十
一
条
の
十
二
・
第
六
十
一
条
の

十
三
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
五
章

費
用
の
負
担
（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
八
条
の
二
）

第
五
章

費
用
の
負
担
（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
八
条
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇

第
一
条

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇

用
の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
ほ
か

用
の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
ほ
か

、
労
働
者
が
自
ら
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
並
び
に
労
働
者

、
労
働
者
が
自
ら
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
及
び
労
働
者
が

が
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
及
び
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ

子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ

る
就
業
を
し
た
場
合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
生
活

り
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
求
職
活
動
を
容

及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
求
職
活
動
を
容
易
に
す
る
等
そ
の
就

易
に
す
る
等
そ
の
就
職
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
労
働
者
の
職
業
の
安
定
に

職
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
労
働
者
の
職
業
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
失
業

資
す
る
た
め
、
失
業
の
予
防
、
雇
用
状
態
の
是
正
及
び
雇
用
機
会
の
増
大
、

の
予
防
、
雇
用
状
態
の
是
正
及
び
雇
用
機
会
の
増
大
、
労
働
者
の
能
力
の
開

労
働
者
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
そ
の
他
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

発
及
び
向
上
そ
の
他
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
を
目
的
と
す
る
。

（
雇
用
保
険
事
業
）

（
雇
用
保
険
事
業
）
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第
三
条

雇
用
保
険
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
失
業
等
給
付
及

第
三
条

雇
用
保
険
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
失
業
等
給
付
及

び
育
児
休
業
等
給
付
を
行
う
ほ
か
、
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
を

び
育
児
休
業
給
付
を
行
う
ほ
か
、
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
を
行

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
失
業
等
給
付
等
の
特
例
）

（
特
例
高
年
齢
被
保
険
者
に
対
す
る
失
業
等
給
付
等
の
特
例
）

第
三
十
七
条
の
六

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
つ
た

第
三
十
七
条
の
六

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
つ
た

者
に
対
す
る
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
、
第
六

者
に
対
す
る
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第

十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
十
二

六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
を
し
た
場
合
」

を
し
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
を
全
て
の
適
用
事
業
に
お
い
て
し
た
場
合

と
あ
る
の
は
、
「
を
全
て
の
適
用
事
業
に
お
い
て
し
た
場
合
」
と
す
る
。

」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
）

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
）

第
六
十
一
条

（
略
）

第
六
十
一
条

（
略
）

２

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
被
保
険
者
が
六
十
歳
に
達
し

２

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
被
保
険
者
が
六
十
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
月
か
ら
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内

た
日
の
属
す
る
月
か
ら
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
内

に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い
て
、
被
保
険
者
で
あ

に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続
い
て
、
被
保
険
者
で
あ

り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
付
金
、
出
生
時
育
児
休
業

り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
時
育

給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に

る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

限
る
。
）
を
い
う
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
）

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
二

（
略
）

第
六
十
一
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
「
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
」
と
は
、
就
職
日
の
属
す
る
月
か
ら

２

前
項
の
「
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
」
と
は
、
就
職
日
の
属
す
る
月
か
ら

当
該
就
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
当
該
就
職
日
の
前
日
に
お
け
る

当
該
就
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
当
該
就
職
日
の
前
日
に
お
け
る

支
給
残
日
数
が
二
百
日
未
満
で
あ
る
同
項
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
一
年

支
給
残
日
数
が
二
百
日
未
満
で
あ
る
同
項
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
一
年

）
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
月
が
同
項
の
被
保
険
者
が
六
十
五
歳

）
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
月
が
同
項
の
被
保
険
者
が
六
十
五
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
後
で
あ
る
と
き
は
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
後
で
あ
る
と
き
は
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
月
）
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き

す
る
月
）
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き

続
い
て
、
被
保
険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給

続
い
て
、
被
保
険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
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付
金
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支

付
金
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
介
護
休
業
給
付
金
）

（
介
護
休
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
四

（
略
）

第
六
十
一
条
の
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

介
護
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
介
護
休
業
給

４

介
護
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
介
護
休
業
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該

被
保
険
者
が
当
該
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
介
護
休
業
を
開
始
し
た

被
保
険
者
が
当
該
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
介
護
休
業
を
開
始
し
た

日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を

日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を

適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
次

適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
次

項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ

項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ

る
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
次
項
に
お

る
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
次
項
に
お

い
て
「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当

い
て
「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当

す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ロ
に
定

同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し

め
る
額
」
と
す
る
。

く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
号
ロ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

第
三
章
の
二

育
児
休
業
等
給
付

第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付

第
一
節

通
則

（
新
設
）

（
育
児
休
業
給
付
）

第
六
十
一
条
の
六

育
児
休
業
等
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
、
出
生
後
休
業
支

第
六
十
一
条
の
六

育
児
休
業
給
付
は
、
育
児
休
業
給
付
金
及
び
出
生
時
育
児

援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
と
す
る
。

休
業
給
付
金
と
す
る
。

２

育
児
休
業
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

第
十
条
の
三
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て

一

育
児
休
業
給
付
金

準
用
す
る
。
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二

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金

３

出
生
後
休
業
支
援
給
付
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
と
す
る
。

４

育
児
時
短
就
業
給
付
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
と
す
る
。

５

第
十
条
の
三
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
育
児
休
業
等
給
付
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
二
節

育
児
休
業
給
付

（
新
設
）

（
育
児
休
業
給
付
金
）

（
育
児
休
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
七

育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保

第
六
十
一
条
の
七

育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保

険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
歳
に
満
た
な
い
子

同
じ
。
）
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
歳
に
満

（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項

た
な
い
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の

の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
被
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
が
当
該
被
保
険
者
と
の
間
に
お
け
る
同

す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該

項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た

請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に

で
あ
つ
て
当
該
被
保
険
者
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二

限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
被
保
険
者
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉

十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の

に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁

規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る

組
里
親
で
あ
る
被
保
険
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
こ
れ
ら
の
被
保
険

被
保
険
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し

者
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
に
厚
生
労
働
省

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に

り
委
託
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
そ
の

お
い
て
同
じ
。
）
（
そ
の
子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業

子
が
一
歳
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続

す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て

の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
歳
六
か

場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
歳
六
か
月
に
満
た
な
い
子
（
そ
の

月
に
満
た
な
い
子
（
そ
の
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い

子
が
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用

て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二

定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
歳
に
満
た
な
い
子
）
）
を

歳
に
満
た
な
い
子
）
）
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第

養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
育
児
休
業
」
と
い
う
。

六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
に
お
い
て
「
育
児
休
業
」
と

）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上

い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二

の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
休
業
と
す
る
。
以
下
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回
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
休
業
と
す
る

こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該

。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間

育
児
休
業
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令

（
当
該
育
児
休
業
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労

で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と

働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け

が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期

の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（

間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が

そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者

通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
に
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
支

期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
に
、
支
給
単
位
期
間
に
つ

給
す
る
。

い
て
支
給
す
る
。

２

被
保
険
者
が
育
児
休
業
に
つ
い
て
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児

２

被
保
険
者
が
育
児
休
業
に
つ
い
て
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
育
児

休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険

休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険

者
が
同
一
の
子
に
つ
い
て
三
回
以
上
の
育
児
休
業
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

者
が
同
一
の
子
に
つ
い
て
三
回
以
上
の
育
児
休
業
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場
合
に
お
け
る
三
回
目
以
後

る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
た
場
合
に
お
け
る
三
回
目
以
後

の
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
給
付

の
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
給
付

金
は
、
支
給
し
な
い
。

金
は
、
支
給
し
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

育
児
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給

６

育
児
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該

付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該

被
保
険
者
が
当
該
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
育
児
休
業
（
同
一
の
子

被
保
険
者
が
当
該
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
育
児
休
業
（
同
一
の
子

に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児

に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児

休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と

休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と

み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始

賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始

時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
の
区
分

時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
の
区
分

に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
同
項
に
お
い
て
「
支
給
日
数
」
と
い

に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
同
項
に
お
い
て
「
支
給
日
数
」
と
い

う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
（
同
一
の
子
に

う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
五
十
（
当
該
育
児
休
業
（
同
一
の
子
に

つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
休

つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
休

業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
当
該
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給

業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
当
該
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給

に
係
る
休
業
日
数
が
通
算
し
て
百
八
十
日
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
百

に
係
る
休
業
日
数
が
通
算
し
て
百
八
十
日
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
百

分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
額
（
支
給
単
位
期
間
に
当
該
育
児
休
業
給
付
金

分
の
六
十
七
）
に
相
当
す
る
額
（
支
給
単
位
期
間
に
当
該
育
児
休
業
給
付
金

の
支
給
に
係
る
休
業
日
数
の
百
八
十
日
目
に
当
た
る
日
が
属
す
る
場
合
に
あ

の
支
給
に
係
る
休
業
日
数
の
百
八
十
日
目
に
当
た
る
日
が
属
す
る
場
合
に
あ
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つ
て
は
、
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
当
該
休
業
開
始
応
当
日
か
ら
当
該
休
業

つ
て
は
、
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
当
該
休
業
開
始
応
当
日
か
ら
当
該
休
業

日
数
の
百
八
十
日
目
に
当
た
る
日
ま
で
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の

日
数
の
百
八
十
日
目
に
当
た
る
日
ま
で
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の

六
十
七
に
相
当
す
る
額
に
、
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
当
該
休
業
日
数
の
百

六
十
七
に
相
当
す
る
額
に
、
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
当
該
休
業
日
数
の
百

八
十
一
日
目
に
当
た
る
日
か
ら
育
児
休
業
を
終
了
し
た
日
又
は
翌
月
の
休
業

八
十
一
日
目
に
当
た
る
日
か
ら
育
児
休
業
を
終
了
し
た
日
又
は
翌
月
の
休
業

開
始
応
当
日
の
前
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の

開
始
応
当
日
の
前
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の

百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
え
て
得
た
額
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
加
え
て
得
た
額
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ

け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と

る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
、
同

条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る

額
」
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

８

被
保
険
者
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
婚
姻

８

被
保
険
者
の
養
育
す
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
。
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

含
む
。
）
が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て

が
当
該
子
の
一
歳
に
達
す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
当
該
子
を

当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規

養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
一
歳
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
一

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
一
歳
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
一
歳
二
か
月

歳
二
か
月
」
と
す
る
。

」
と
す
る
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
）

（
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
八

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働

第
六
十
一
条
の
八

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週

間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場

間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
（
出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
場

合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
八
週

合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
生
の
日
か
ら
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
八
週

間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
と
し
、
出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し

間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
と
し
、
出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て

た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
出
産
予
定
日
か
ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て

八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
と
す
る
。
第
六
十
一
条
の
十
に
お
い
て

八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
と
す
る
。
）
の
期
間
内
に
四
週
間
以
内

同
じ
。
）
の
期
間
内
に
四
週
間
以
内
の
期
間
を
定
め
て
当
該
子
を
養
育
す
る

の
期
間
を
定
め
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
（
当
該
被
保
険
者
が
出

た
め
の
休
業
（
当
該
被
保
険
者
が
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け

生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
公
共
職
業
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る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
申
し
出
た
も
の
に
限
る
。

安
定
所
長
に
申
し
出
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
出
生
時
育

以
下
こ
の
条
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
六
項
第
一
号
に
お

児
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
出
生
時
育
児
休
業
（

い
て
「
出
生
時
育
児
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
出

当
該
子
に
つ
い
て
二
回
目
の
出
生
時
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

生
時
育
児
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
目
の
出
生
時
育
児
休
業
を
し
た
場

初
回
の
出
生
時
育
児
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
時
育
児
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第

じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
出
生
時
育
児
休
業
を
開
始
し
た
日

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
出
生
時
育
児
休

前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引

業
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険

る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を
受
け

か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四

は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上

年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し

で
あ
つ
た
と
き
に
、
支
給
す
る
。

て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
に
、
支
給
す
る
。

２

被
保
険
者
が
出
生
時
育
児
休
業
に
つ
い
て
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

２

被
保
険
者
が
出
生
時
育
児
休
業
に
つ
い
て
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

り
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
当
該
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
出
生
時
育
児
休
業

、
当
該
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
出
生
時
育
児
休
業

を
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金

を
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金

は
、
支
給
し
な
い
。

は
、
支
給
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
額
は
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を

４

出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
額
は
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当

該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
（
同
一
の
子

該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
（
同
一
の
子

に
つ
い
て
二
回
目
の
出
生
時
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の

に
つ
い
て
二
回
目
の
出
生
時
育
児
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の

出
生
時
育
児
休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る

出
生
時
育
児
休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る

離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る

離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃

こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃

金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
算
し
て
得
た
日
数

金
日
額
」
と
い
う
。
）
に
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
算
し
て
得
た
日
数

（
そ
の
日
数
が
二
十
八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八
日
。
次
項
に
お
い
て

（
そ
の
日
数
が
二
十
八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八
日
。
次
項
に
お
い
て

「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
六
十
七
に
相
当
す

「
支
給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
六
十
七
に
相
当
す

る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ

け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
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る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

き
」
と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
、
同

条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る

額
」
と
す
る
。

５
～
８

（
略
）

５
～
８

（
略
）

第
三
節

出
生
後
休
業
支
援
給
付

（
新
設
）

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働

（
新
設
）

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
対
象
期
間
内
に
そ
の
子
を
養
育
す
る
た
め

の
休
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
出
生
後
休
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に

、
支
給
す
る
。

一

当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（
当
該
出
生
後
休

業
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
つ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の

期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き
は
、
四
年
間
）
）
に
、
み
な
し
被
保
険
者
期

間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で
あ
つ
た
と
き
。

二

対
象
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業
の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で

あ
る
と
き
。

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
出

生
後
休
業
を
し
た
と
き
（
当
該
配
偶
者
が
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算

し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
し
た
出
生
後
休
業

の
日
数
が
通
算
し
て
十
四
日
以
上
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

２

被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一

号
及
び
第
二
号
」
と
す
る
。
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一

配
偶
者
の
な
い
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
場
合

二

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
で
な
い

場
合

三

当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出
生
後
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
労

働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
相
当

す
る
休
業
を
し
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
当
該
出

生
後
休
業
に
係
る
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
週
間
を
経
過
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
当
該
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

３

被
保
険
者
が
出
生
後
休
業
に
つ
い
て
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
出

生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
出
生
後
休
業
を
し
た
と

き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
は
、
支

給
し
な
い
。

一

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
複
数
回
の
出
生
後
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
二
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

二

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
五
回
以
上
の
出
生
後
休
業
（
当

該
出
生
後
休
業
を
五
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
）
を
し
た
場
合
に
お
け
る
五
回
目
以
後
の
出
生
後
休
業

三

同
一
の
子
に
つ
い
て
当
該
被
保
険
者
が
し
た
出
生
後
休
業
ご
と
に
、
当

該
出
生
後
休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
出
生
後
休
業
を
終
了
し
た
日
ま

で
の
日
数
を
合
算
し
て
得
た
日
数
が
二
十
八
日
に
達
し
た
日
後
の
出
生
後

休
業

４

第
一
項
第
一
号
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
出
生
後
休
業
を
開
始

し
た
日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と
み
な
し
て
第
十
四
条
の
規
定
を
適

用
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期
間

と
す
る
。

５

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者
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で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た

な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
当
該
出
生
後
休
業
（
当
該
子
に

つ
い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生

後
休
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
開
始
し

た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）
を
い
う

。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
出
生
後
休
業
を

開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
、
同
項
中
「
出
生
後
休
業

を
開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
す
る
。

６

出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
額
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当

該
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給
に
係
る
出
生
後
休
業
（
同
一
の
子
に
つ

い
て
二
回
以
上
の
出
生
後
休
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
出
生
後

休
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と

み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
に
当
該
被
保
険
者
が
対
象
期
間
内
に
出
生
後
休
業

を
し
た
日
数
（
そ
の
日
数
が
二
十
八
日
を
超
え
る
と
き
は
、
二
十
八
日
）
を

乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
十
三
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け

る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す
る
。

７

第
一
項
及
び
前
項
の
「
対
象
期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
と
き

そ
の
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し

て
八
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

二

被
保
険
者
が
そ
の
子
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
休
業
を
し
た
と
き

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間
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イ

出
産
予
定
日
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら
起

算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
期
間

ロ

出
産
予
定
日
前
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
生
の
日
か
ら

当
該
出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま

で
の
期
間

ハ

出
産
予
定
日
後
に
当
該
子
が
出
生
し
た
と
き

当
該
出
産
予
定
日
か

ら
当
該
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
六
週
間
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
ま

で
の
期
間

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
一

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付

（
新
設
）

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児

休
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
出
生
後
休
業
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出

生
後
休
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
」
と
、
「
新
た
に

育
児
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
出
生
後
休
業
」
と
、
「
同
項
の
」
と
あ

る
の
は
「
前
項
の
」
と
、
「
育
児
休
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
出
生
後
休
業
に

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

育
児
時
短
就
業
給
付

（
新
設
）

（
育
児
時
短
就
業
給
付
金
）

第
六
十
一
条
の
十
二

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
が
、
厚
生
労
働

（
新
設
）

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た

め
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
就
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
育
児
時
短
就
業
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
児
時

短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ

つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
前
二
年
間
（

当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日

前
二
年
間
に
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
引

き
続
き
三
十
日
以
上
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
被
保
険
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者
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
由
に
よ
り
賃
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
日
数
を
二
年
に
加
算
し
た
期
間
（
そ
の
期
間
が
四
年
を
超
え
る
と
き

は
、
四
年
間
）
）
に
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
十
二
箇
月
以
上
で

あ
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
被
保
険
者
が
育
児
時
短
就
業
に
係
る
子
に
つ
い
て

、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
育
児
休
業

給
付
金
に
係
る
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ

い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児

時
短
就
業
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
三
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
し
た
と
き
、
若
し
く
は
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い

た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業

終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と
き
に
、
支
給
対
象
月
に
つ
い
て

支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
者
を
そ
の
賃
金
の
額
の

高
低
に
従
い
区
分
し
、
そ
の
区
分
さ
れ
た
階
層
の
う
ち
最
も
高
い
賃
金
の
額

に
係
る
階
層
に
属
す
る
労
働
者
の
賃
金
の
額
の
中
央
値
の
額
を
基
礎
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
（
第
六
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
支
給
限
度

額
」
と
い
う
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

３

第
一
項
の
「
み
な
し
被
保
険
者
期
間
」
は
、
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し
た

日
を
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
と
み
な
し
て
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
し

た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
被
保
険
者
期
間
に
相
当
す
る
期
間
と
す

る
。

４

労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
被
保
険
者

で
あ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
み
な
し
被
保
険
者
期
間
が
十
二
箇
月
に
満
た

な
い
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

一
項
中
「
、
当
該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時

短
就
業
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を

開
始
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
、
特
例
基
準
日
（
当
該
子
に
つ
い
て
労
働
基

準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
開
始
し
た
日
（
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
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れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
理
由
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日

）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
（
当

該
育
児
時
短
就
業
（
当
該
子
に
つ
い
て
二
回
以
上
の
育
児
時
短
就
業
を
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
初
回
の
育
児
時
短
就
業
と
す
る
。
）
を
開
始
し
た
日
」

と
あ
る
の
は
「
（
特
例
基
準
日
」
と
、
前
項
中
「
育
児
時
短
就
業
を
開
始
し

た
日
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
基
準
日
」
と
す
る
。

５

こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
月
」
と
は
、
被
保
険
者
が
育
児
時
短
就
業

を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
育
児
時
短
就
業
を
終
了
し
た
日
の
属

す
る
月
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
月
（
そ
の
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
引
き
続

い
て
、
被
保
険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
介
護
休
業
給
付
金
又
は
育
児
休
業
給
付

金
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
若
し
く
は
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
業
を
し
な
か
つ
た
月
に
限
る
。
）
を
い
う
。

６

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
に
当

該
各
号
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
当
該

賃
金
の
額
を
加
え
て
得
た
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
、
支
給
限
度

額
か
ら
当
該
賃
金
の
額
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
（
育
児
時
短
就

業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と

、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
育
児
時

短
就
業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し

て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金

日
額
に
相
当
す
る
額
（
当
該
被
保
険
者
が
、
当
該
育
児
時
短
就
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
つ
て

当
該
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
育
児
休
業
終
了
後
引
き
続
き
育
児
時
短
就

業
を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
七
第
六
項
に
規
定
す
る
休
業
開
始
時
賃

金
日
額
と
し
、
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
場
合
で

あ
つ
て
当
該
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
に
係
る
出
生
時
育
児
休
業
終
了
後

引
き
続
き
育
児
時
短
就
業
を
し
た
と
き
は
第
六
十
一
条
の
八
第
四
項
に
規

定
す
る
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
と
す
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
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当
す
る
額
未
満
で
あ
る
と
き

百
分
の
十

二

当
該
賃
金
の
額
が
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
以
上
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額

未
満
で
あ
る
と
き

育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て

得
た
額
に
対
す
る
当
該
賃
金
の
額
の
割
合
が
百
分
の
九
十
を
超
え
る
大
き

さ
の
程
度
に
応
じ
、
百
分
の
十
か
ら
一
定
の
割
合
で
逓
減
す
る
よ
う
に
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
率

７

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
育
児
時
短
就
業
開
始
時
賃
金
日
額
を
算
定
す

る
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中

「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
ハ
に
定
め
る
額
」
と
す

る
。

８

第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

対
象
月
に
お
け
る
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
が
第

十
七
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る

額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
は
、
育
児
時
短
就
業

給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
始

ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
限
度
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又

は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率

を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
支
給
限
度
額
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の

10
就
業
に
つ
き
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
高
年
齢
雇
用
継

続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
育
児

時
短
就
業
給
付
金
を
支
給
せ
ず
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た

と
き
は
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
又
は
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
支
給

し
な
い
。
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（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
十
三

第
六
十
一
条
の
九
の
規
定
は
、
育
児
時
短
就
業
給
付
に

（
新
設
）

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
係
る
育
児
休

業
を
」
と
あ
る
の
は
「
係
る
育
児
時
短
就
業
（
第
六
十
一
条
の
十
二
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
時
短
就
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

」
と
、
「
新
た
に
育
児
休
業
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
育
児
時
短
就
業
」
と

、
「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
」
と
、
「
育
児
休
業
に
」
と
あ
る
の

は
「
育
児
時
短
就
業
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
庫
の
負
担
）

（
国
庫
の
負
担
）

第
六
十
六
条

（
略
）

第
六
十
六
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

国
庫
は
、
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内

５

国
庫
は
、
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
（
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い

に
お
い
て
、
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
（
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い

て
「
就
職
支
援
法
事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
（
第
一
項
第
五
号
に

て
「
就
職
支
援
法
事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
（
第
一
項
第
五
号
に

規
定
す
る
費
用
を
除
く
。
）
及
び
雇
用
保
険
事
業
（
出
生
後
休
業
支
援
給
付

規
定
す
る
費
用
を
除
く
。
）
及
び
雇
用
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る

及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
係
る
事
業
を
除
く
。
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お

経
費
を
負
担
す
る
。

い
て
同
じ
。
）
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
）

第
六
十
八
条
の
二

出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す

（
新
設
）

る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
六
十
九
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
、
失
業
等
給
付
及
び
育
児
休
業
等

第
六
十
九
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
、
失
業
等
給
付
及
び
育
児
休
業
給

給
付
（
以
下
「
失
業
等
給
付
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
条

付
（
以
下
「
失
業
等
給
付
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
処
分
又
は
第
十
条
の

の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
十
一
条
の

四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
十
一
条
の
六

六
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
処
分
に
不
服
の
あ

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
処
分
に
不
服
の
あ
る
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る
者
は
、
雇
用
保
険
審
査
官
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
決
定
に
不
服

者
は
、
雇
用
保
険
審
査
官
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
決
定
に
不
服
の

の
あ
る
者
は
、
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

あ
る
者
は
、
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

き
る
。

る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
労
働
政
策
審
議
会
へ
の
諮
問
）

（
労
働
政
策
審
議
会
へ
の
諮
問
）

第
七
十
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二

第
七
十
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二

十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
基
準
を
政
令

十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
基
準
を
政
令

で
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く

で
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
九

は
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
九

条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
（
同
条

条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
（
同
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

一
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
五
項
の
規

第
六
十
一
条
の
八
第
一
項
の
理
由
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
条
の
二
若

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
六
十
一
条

し
く
は
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
者
、
第
十
八
条
第
三
項
の
算
定
方
法
、

の
十
二
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

第
二
十
条
の
二
の
事
業
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条

を
含
む
。
）
の
理
由
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
条
の
二
若
し
く
は
第
二

の
三
第
一
項
の
基
準
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
災
害
、
第
三
十

十
四
条
の
二
第
一
項
の
者
、
第
十
八
条
第
三
項
の
算
定
方
法
、
第
二
十
条
の

七
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
時
間
数
、
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の

二
の
事
業
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項

就
職
が
困
難
な
者
、
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
の
場
合
又
は
同
条
第
四
項
の

の
基
準
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
災
害
、
第
三
十
七
条
の
五
第

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
日
を
厚
生
労
働
省
令
で

一
項
第
三
号
の
時
間
数
、
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
就
職
が
困
難

定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
十
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第

な
者
、
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
第
三
項
第
二

二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
三
項
（
第
三
十

号
の
場
合
又
は
第
六
十
一
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

七
条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

す
る
同
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

。
）
、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第

適
用
す
る
同
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
十
二
第
四
項
の
規

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
二
条
第
二
項

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
日
を
厚
生
労
働
省
令
で
定

（
第
五
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
基
準
又
は

め
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
十
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
二

第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
時
間
数
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
他

十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
三
項
（
第
三
十
七

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き

条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
及
び
第
四
十
条
第
四

。

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
二
条
第
二
項
（

第
五
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
基
準
又
は
第
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三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
時
間
数
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
他
こ

の
法
律
の
施
行
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
時
効
）

（
時
効
）

第
七
十
四
条

失
業
等
給
付
等
の
支
給
を
受
け
、
又
は
そ
の
返
還
を
受
け
る
権

第
七
十
四
条

失
業
等
給
付
等
の
支
給
を
受
け
、
又
は
そ
の
返
還
を
受
け
る
権

利
及
び
第
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六

利
及
び
第
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六

十
一
条
の
六
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
納
付
を

十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
納
付
を

す
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
を
徴
収
す
る
権
利
は
、
こ
れ
ら
を
行
使
す

す
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
を
徴
収
す
る
権
利
は
、
こ
れ
ら
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
つ
て
消
滅

る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
つ
て
消
滅

す
る
。

す
る
。

２

年
度
の
平
均
給
与
額
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第

２

年
度
の
平
均
給
与
額
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第

十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号

十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
控
除
額
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
六
十
一

に
規
定
す
る
控
除
額
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限

条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
、

度
額
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
伴
い
そ
の
額
が
再
び
算
定

当
該
変
更
に
伴
い
そ
の
額
が
再
び
算
定
さ
れ
た
失
業
等
給
付
等
が
あ
る
と
き

さ
れ
た
失
業
等
給
付
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
失
業
等
給
付
等
に
係
る
第
十

は
、
当
該
失
業
等
給
付
等
に
係
る
第
十
条
の
三
（
第
六
十
一
条
の
六
第
五
項

条
の
三
（
第
六
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
未
支
給
の
失
業
等
給

の
規
定
に
よ
る
未
支
給
の
失
業
等
給
付
等
の
支
給
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て

付
等
の
支
給
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

は
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の

第
三
十
五
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
報
告
等
）

（
報
告
等
）

第
七
十
六
条

（
略
）

第
七
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
は
、
教
育
訓
練
給
付
、
雇
用
継
続
給
付
又
は
育
児
休
業
等
給

４

前
項
の
規
定
は
、
教
育
訓
練
給
付
、
雇
用
継
続
給
付
又
は
育
児
休
業
給
付

付
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
証
明
書
の
交
付
の
請
求
に
つ
い
て
準
用

の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
証
明
書
の
交
付
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
離
職
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
被

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
離
職
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
被
保

保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
」
と
、
「
従
前
の
事
業
主
」
と
あ
る
の

険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
」
と
、
「
従
前
の
事
業
主
」
と
あ
る
の
は

は
「
当
該
被
保
険
者
若
し
く
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
を
雇
用
し
、
若
し
く

「
当
該
被
保
険
者
若
し
く
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
を
雇
用
し
、
若
し
く
は

は
雇
用
し
て
い
た
事
業
主
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

雇
用
し
て
い
た
事
業
主
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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附

則

附

則

（
出
生
後
休
業
支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
財

源
の
特
例
）

第
十
六
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

（
新
設
）

て
は
、
同
条
中
「
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
徴
収
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
一
条
の
二
十

六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金
」

と
す
る
。

２

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
八
条
の
二
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と

あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
及
び
同
法
第
七
十
一
条
の
二

十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
収
入
金

」
と
す
る
。
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○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
抄
）
（
第
十
四
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
調
整
交
付
金
）

（
調
整
交
付
金
）

第
九
十
五
条

（
略
）

第
九
十
五
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
総
額
は
、
負
担
対
象
総
額
の
見
込
額

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
総
額
は
、
負
担
対
象
総
額
の
見
込
額

の
総
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平

の
総
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
額
の
見
込

額
の
百
二
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

（
保
険
料
）

（
保
険
料
）

第
百
四
条

市
町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
（
財
政
安
定
化
基

第
百
四
条

市
町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
要
す
る
費
用
（
財
政
安
定
化
基

金
拠
出
金
、
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支

金
拠
出
金
、
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支

援
金
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

援
金
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
三
項
及
び
第
百
十
六
条

法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
第
三
項
及
び
第
百
十

第
二
項
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に

六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と
い
う
。
）
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て

納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
し
な
け

る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
保
険
料
率
は
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
予
想
額
、

３

前
項
の
保
険
料
率
は
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
予
想
額
、

財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
、
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及

財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
、
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及

び
出
産
育
児
支
援
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子

び
出
産
育
児
支
援
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す

育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
、
第
百
十
六
条
第
一
項

る
費
用
の
予
想
額
、
第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県

第
二
号
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の

か
ら
の
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
予
定
額
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項

予
定
額
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
保
健
事
業
及
び
同
条

に
規
定
す
る
高
齢
者
保
健
事
業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
に
要
す

第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
予
定
額
、
被
保
険
者
の
所
得
の

る
費
用
の
予
定
額
、
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
、
国

分
布
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
、
国
庫
負
担
並
び
に
第
百
条
第
一
項
の
後
期
高

庫
負
担
並
び
に
第
百
条
第
一
項
の
後
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
等
に
照
ら
し

齢
者
交
付
金
等
の
額
等
に
照
ら
し
、
お
お
む
ね
二
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を

、
お
お
む
ね
二
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
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保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
六
条

（
略
）

第
百
十
六
条

（
略
）

２

前
項
に
お
け
る
用
語
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
意
義
は
、
当
該

２

前
項
に
お
け
る
用
語
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
意
義
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

予
定
保
険
料
収
納
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
特
定
期

一

予
定
保
険
料
収
納
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
特
定
期

間
（
平
成
二
十
年
度
を
初
年
度
と
す
る
同
年
度
以
降
の
二
年
度
ご
と
の
期

間
（
平
成
二
十
年
度
を
初
年
度
と
す
る
同
年
度
以
降
の
二
年
度
ご
と
の
期

間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
中
に
当
該
後
期
高
齢
者
医

間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
中
に
当
該
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
に
お
い
て
収
納
が
見
込
ま
れ
た
保
険
料

療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
に
お
い
て
収
納
が
見
込
ま
れ
た
保
険
料

の
額
の
合
計
額
の
う
ち
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
、
財
政
安

の
額
の
合
計
額
の
う
ち
、
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
、
財
政
安

定
化
基
金
拠
出
金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児

定
化
基
金
拠
出
金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児

支
援
金
、
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

支
援
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

額
並
び
に
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
か
ら
の
借
入
金
（
以
下

都
道
府
県
か
ら
の
借
入
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
金
事
業
借
入
金

こ
の
項
に
お
い
て
「
基
金
事
業
借
入
金
」
と
い
う
。
）
の
償
還
に
要
す
る

」
と
い
う
。
）
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令

費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

た
額

二

実
績
保
険
料
収
納
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町

二

実
績
保
険
料
収
納
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町

村
に
お
い
て
特
定
期
間
中
に
収
納
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
の
う
ち
、

村
に
お
い
て
特
定
期
間
中
に
収
納
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
の
う
ち
、

療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
に

療
養
の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
に

相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活

相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活

療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療

療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療

養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要

養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
要

し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に

し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
療
養
の
給
付
等
に

要
し
た
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
、
次
条
第

要
し
た
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
、
次
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
、
流
行
初
期
医
療
確

二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
並
び
に
流
行
初
期
医

保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
し
た
費

療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金

用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
充
て
る

の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

三

基
金
事
業
対
象
収
入
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
後
期
高
齢
者

三

基
金
事
業
対
象
収
入
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
特
定
期
間
中
に
収
入
し
た
金
額
（
第

医
療
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
特
定
期
間
中
に
収
入
し
た
金
額
（
第

五
号
の
基
金
事
業
交
付
額
及
び
基
金
事
業
借
入
金
の
額
を
除
く
。
）
の
合

五
号
の
基
金
事
業
交
付
額
及
び
基
金
事
業
借
入
金
の
額
を
除
く
。
）
の
合
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計
額
の
う
ち
、
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金

計
額
の
う
ち
、
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金

拠
出
金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
、

拠
出
金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
並

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に

納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費

基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政

用
の
額
に
充
て
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

額
四

基
金
事
業
対
象
費
用
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
特
定

四

基
金
事
業
対
象
費
用
額

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
特
定

期
間
中
に
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出

期
間
中
に
療
養
の
給
付
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出

金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
、
流
行

金
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
及
び
出
産
育
児
支
援
金
並
び
に

初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付

流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金

に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の

事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
と
し
て
政
令
で
定
め

額
の
合
計
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

五

（
略
）

五

（
略
）

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）
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○

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
十
五
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
業
務
）

（
業
務
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

事
業
団
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
業
務
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
医
療
の

２

事
業
団
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
業
務
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
前

確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
前

期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費

期
高
齢
者
納
付
金
等
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費

拠
出
金
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

拠
出
金
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

納
付
金
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

納
付
金
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠

出
金
等
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）

出
金
等
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
並
び
に
国
民
年
金
法
（

の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定

昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
基
礎
年
金
拠
出
金
の

に
よ
る
拠
出
金
並
び
に
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号

納
付
並
び
に
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
受
入
れ
に
関
す
る

）
の
規
定
に
よ
る
基
礎
年
金
拠
出
金
の
納
付
並
び
に
厚
生
年
金
保
険
法
の
規

業
務
を
行
う
。

定
に
よ
る
交
付
金
の
受
入
れ
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
区
分
経
理
）

（
区
分
経
理
）

第
三
十
三
条

事
業
団
の
経
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
ご
と
に
区
分
し
、
そ

第
三
十
三
条

事
業
団
の
経
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
ご
と
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ぞ
れ
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
の
業
務
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
齢

二

第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
の
業
務
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
、
介
護
保

、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
、
介
護
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

険
法
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
等
の
納
付
に
関
す
る
業
務
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
の
業
務
に
係
る

納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
業
務
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
の
業
務
に
係

経
理
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
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る
経
理
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
六
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
十
一
条

（
略
）

第
百
十
一
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と

い
う
。
）
の
発
行
収
入
金

ヘ
・
ト

（
略
）

ホ
・
ヘ

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
仕
事

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
仕

・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

（
新
設
）

公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に

つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

（
新
設
）

公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費

ヘ
～
ヌ

（
略
）

ニ
～
チ

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）
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（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
十
三
条

（
略
）

第
百
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費

は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の

は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手

支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に

援
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ

よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条

る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負

保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十

担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条

五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫

、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第

が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子

六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費

育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に

国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
業

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

第
百
十
八
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
年
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入

れ
）

第
百
十
八
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

（
新
設
）

支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
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。
）
及
び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金

額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は
、
毎
会
計
年
度
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
条

（
略
）

第
百
二
十
条

基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
国
民
年
金
勘
定
、
厚

生
年
金
勘
定
又
は
各
実
施
機
関
た
る
共
済
組
合
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
国
民
年
金
勘
定
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
受
け
入
れ
た
金
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ

、
当
該
年
度
に
お
け
る
第
百
十
四
条
第
一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の

二
第
一
項
又
は
第
二
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第
一
項
に

お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

に
よ
り
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、

又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
第
百
十
四
条
第

一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
か

ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
基
礎
年
金
勘

定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
等
に
返
還
す
る
。

二

当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
国
民
年
金
勘
定

等
か
ら
基
礎
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ

三

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ

た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

た
金
額
（
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の

交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付

ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第

育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
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百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金

め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額

の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

及
び
第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫

負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）

附

則

附

則

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
一
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

第
三
十
一
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別

前
の
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別

会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百

会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百

十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項

十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項

、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の

、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
児
童
手
当
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
児

適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
児
童
手
当
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
児

童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育

童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育

、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手

た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手

当
法
（
以
下
「
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
児
童
手

当
法
（
以
下
「
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
児
童
手

当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金

当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金

」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規

」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
チ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の

る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
ヘ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の

は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中

は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中



- 177 -

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童

手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、

手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る

の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整

の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整

備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る

児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七

児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児

童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行

童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行

に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「

に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「

徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手

当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第

当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第

百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業

」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業

費
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並

費
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と

第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と

す
る
。

す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理
）

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
一
条
の
三

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

第
三
十
一
条
の
三

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条

合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条

第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
仕
事
・

第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
仕
事
・

子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並

子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並

び
に
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（

び
に
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
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平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支

平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支

給
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一

給
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一

号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も

号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童

手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ

る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ

る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
チ
中
「

る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヘ
中
「

業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費

業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費

を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴

を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴

収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二

収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主

た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主

か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国

か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国

庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も

庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も

の
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定

の
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当

す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当

支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成

支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る

部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手

部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手

当
支
給
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執

当
支
給
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執

行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中

行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
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付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二
年

条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二
年

度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
二

度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十

八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第

八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準

れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
四

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

第
三
十
一
条
の
四

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百

こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百

十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項

十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「

並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援

事
業
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

事
業
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、

子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、

第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び

第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と

改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と

い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の

い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
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拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児

拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児

童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
チ
中
「
業
務
取
扱
費

童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
業
務
取
扱
費

」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）

」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）

及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る

及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る

の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項

中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別

で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別

措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用

措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用

（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら

（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら

第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費

当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費

用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十

用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「
徴
収
」
と
あ

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「
徴
収
」
と
あ

る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項

及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及

及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及

び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」

び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」

と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費

と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費

」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び

」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条

第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
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す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項

す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

十
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。
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○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

各
特
別
会
計
の
目
的
、
管
理
及
び
経
理

第
二
章

各
特
別
会
計
の
目
的
、
管
理
及
び
経
理

第
一
節
～
第
八
節

（
略
）

第
一
節
～
第
八
節

（
略
）

第
九
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
（
第
百
二
十
三
条
の
二
―
第

（
新
設
）

百
二
十
三
条
の
十
八
）

第
十
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
七
条

第
九
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
七
条

）

）

第
十
一
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
十
五
節
～
第
十
八
節

（
略
）

第
十
五
節
～
第
十
八
節

（
略
）

第
三
章

（
略
）

第
三
章

（
略
）

附
則

附
則

（
設
置
）

（
設
置
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
特
別
会
計
を
設
置
す
る
。

第
二
条

次
に
掲
げ
る
特
別
会
計
を
設
置
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

（
新
設
）

十

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

九

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

十
一
か
ら
十
四
ま
で

削
除

十
か
ら
十
四
ま
で

削
除

十
五
～
十
八

（
略
）

十
五
～
十
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
目
的
）

（
目
的
）

第
九
十
六
条

労
働
保
険
特
別
会
計
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二

第
九
十
六
条

労
働
保
険
特
別
会
計
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
（
以
下
こ
の

十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
（
以
下
こ
の

節
に
お
い
て
「
労
災
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
及
び
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四

節
に
お
い
て
「
労
災
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
及
び
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
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十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
事
業
（
育
児
休
業
等
給
付
（

十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
事
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
等
給
付
を
い
う
。
第

て
「
雇
用
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る

百
二
十
三
条
の
二
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
二
項
第
二
号
ト
に
お
い
て
同

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

じ
。
）
に
係
る
事
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
雇
用
保
険
事
業
」

と
い
う
。
）
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
九
十
九
条

（
略
）

第
九
十
九
条

（
略
）

２

雇
用
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

雇
用
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

（
削
る
）

ホ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
の
受
入
金

ホ
・
ヘ

（
略
）

ヘ
・
ト

（
略
）

（
削
る
）

チ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

ト
～
ヌ

（
略
）

リ
～
ヲ

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出

イ

雇
用
保
険
事
業
の
失
業
等
給
付
費
、
雇
用
安
定
事
業
費
及
び
能
力
開

イ

雇
用
保
険
事
業
の
失
業
等
給
付
費
、
育
児
休
業
給
付
費
、
雇
用
安
定

発
事
業
費

事
業
費
及
び
能
力
開
発
事
業
費

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

（
削
る
）

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
へ
の
繰
入
金

ニ
～
ヘ

（
略
）

ホ
～
ト

（
略
）

ト

雇
用
保
険
事
業
の
業
務
取
扱
費
（
次
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
業
務
取

チ

雇
用
保
険
事
業
の
業
務
取
扱
費
（
次
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
業
務
取

扱
費
を
除
く
。
）

扱
費
を
除
く
。
）

チ

（
略
）

リ

（
略
）

３

徴
収
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

徴
収
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の

（
新
設
）

繰
入
金

ヘ

（
略
）

ホ

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出
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イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰

（
新
設
）

入
金

ニ
～
ヘ

（
略
）

ハ
～
ホ

（
略
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
一
条

（
略
）

第
百
一
条

（
略
）

２

雇
用
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
雇
用
保
険
法

２

雇
用
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、
雇
用
保
険
法

第
六
十
六
条
及
び
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
求
職
者
給
付
、
同
法
第
六
十
六

第
六
十
六
条
及
び
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
求
職
者
給
付
、
同
法
第
六
十
六

条
に
規
定
す
る
雇
用
継
続
給
付
、
同
法
第
六
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
失
業

条
に
規
定
す
る
雇
用
継
続
給
付
及
び
育
児
休
業
給
付
、
同
法
第
六
十
七
条
の

等
給
付
並
び
に
同
法
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
（
以
下
「
就
職
支
援
法

二
に
規
定
す
る
失
業
等
給
付
並
び
に
同
法
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
（

事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
並
び
に
雇
用
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行

以
下
「
就
職
支
援
法
事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
並
び
に
雇
用
保
険

に
要
す
る
経
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
他
の
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

（
他
の
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
条

（
略
）

第
百
二
条

（
略
）

２

一
般
保
険
料
の
額
の
う
ち
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
の
雇
用
保
険
率
に
応

２

一
般
保
険
料
の
額
の
う
ち
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
の
雇
用
保
険
率
に
応

ず
る
部
分
の
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条
の
三
に
お
い
て
「
一
般
保
険

ず
る
部
分
の
額
、
徴
収
法
第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
の

料
徴
収
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
徴
収
法
第
十
二

規
定
に
基
づ
く
印
紙
保
険
料
の
額
、
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
率
を
同
項

基
づ
く
特
例
納
付
保
険
料
の
額
、
第
九
十
九
条
第
三
項
第
一
号
ロ
の
印
紙
を

に
規
定
す
る
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得
た
率
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
条

も
つ
て
す
る
歳
入
金
納
付
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
納

の
三
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控

付
金
の
額
並
び
に
徴
収
勘
定
の
附
属
雑
収
入
の
額
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
額

除
し
た
額
、
徴
収
法
第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定

の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
徴
収
勘
定
か
ら
雇
用
勘
定

に
基
づ
く
印
紙
保
険
料
の
額
、
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

く
特
例
納
付
保
険
料
の
額
か
ら
当
該
特
例
納
付
保
険
料
額
に
育
児
休
業
給
付

率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
、
第
九
十
九
条
第
三
項
第
一
号
ロ
の
印

紙
を
も
つ
て
す
る
歳
入
金
納
付
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
納
付
金
の
額
並
び
に
徴
収
勘
定
の
附
属
雑
収
入
の
額
の
う
ち
政
令
で
定
め

る
額
か
ら
当
該
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
の

合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
徴
収
勘
定
か
ら
雇
用
勘
定
に

繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
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３

（
略
）

３

（
略
）

（
徴
収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘

定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
条
の
三

一
般
保
険
料
徴
収
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額

（
新
設
）

、
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
例
納
付
保
険
料
に
育
児

休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
徴
収
勘
定
の
附
属
雑
収
入
の
額
の
う
ち

政
令
で
定
め
る
額
に
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
に
相
当

す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
徴
収
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別

会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
）

（
積
立
金
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
（
雇
用
安
定
事
業
及
び
能

３

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る

力
開
発
事
業
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

歳
入
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
歳
入
額
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に

入
額
」
と
い
う
。
）
並
び
に
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
（
雇
用
保

お
い
て
「
二
事
業
費
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残

険
法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

り
の
額
と
す
る
。
）
か
ら
当
該
年
度
の
歳
出
額
（
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力

。
）
に
係
る
歳
入
額
（
第
百
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
二
事
業

開
発
事
業
に
係
る
歳
出
額
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
二
事
業

費
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
り
の
額
と
す
る
。

費
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
り
の
額
と
す
る
。

）
か
ら
当
該
年
度
の
歳
出
額
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
歳
出
額
（
次
条
第
三

）
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
雇
用
保
険
事

項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）

業
の
失
業
等
給
付
費
（
就
職
支
援
法
事
業
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
五
項

並
び
に
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
に
係
る
歳
出
額
（
第
百
四
条
第

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積

三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
二
事
業
費
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）
の
合

み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

計
額
を
控
除
し
た
残
り
の
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
雇
用
保
険
事
業
の
失
業
等
給
付
費
（
就
職
支
援
法

事
業
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め

に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）
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（
削
る
）

第
百
三
条
の
二

雇
用
勘
定
に
育
児
休
業
給
付
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の

繰
入
金
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
雇
用
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
入
額
か

ら
当
該
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な

金
額
を
、
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
入
額
か

ら
当
該
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場

合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
育

児
休
業
給
付
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
雇
用
勘
定
か
ら
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還

金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
額
に
相
当
す
る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。
）
を
支

弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

育
児
休
業
給
付
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
雇
用
勘
定
の
歳
入
歳
出
外
と
し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
庫
負
担
金
の
過
不
足
の
調
整
）

（
国
庫
負
担
金
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
五
条

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
た

第
百
五
条

雇
用
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
た

金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
四
号

金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条

及
び
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分

の
二
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
る

に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
の
規
定
に

べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
超
過
額
に

よ
る
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て

相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金

超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る

翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か

と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る

ら
受
け
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま

金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度

ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
一
時
借
入
金
の
借
換
え
等
）

（
一
時
借
入
金
の
借
換
え
等
）

第
百
七
条

（
略
）

第
百
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

労
災
勘
定
又
は
雇
用
勘
定
に
お
い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立
金
又
は
雇

４

労
災
勘
定
又
は
雇
用
勘
定
に
お
い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立
金
、
育
児

用
安
定
資
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

休
業
給
付
資
金
又
は
雇
用
安
定
資
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え

き
る
。

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
目
的
）

（
目
的
）

第
百
八
条

年
金
特
別
会
計
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四

第
百
八
条

年
金
特
別
会
計
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四

十
一
号
）
に
よ
る
国
民
年
金
事
業
（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民

十
一
号
）
に
よ
る
国
民
年
金
事
業
（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民

年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成

年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
三
十
七
号
。
以
下
「
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
」
と

二
十
一
年
法
律
第
三
十
七
号
。
以
下
「
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
」
と

い
う
。
）
に
よ
る
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に

い
う
。
）
に
よ
る
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
国
民
年
金
事
業
」
と
い
う
。
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十

お
い
て
「
国
民
年
金
事
業
」
と
い
う
。
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
事
業
（
国
民
年
金
法
の
規

九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
事
業
（
国
民
年
金
法
の
規

定
に
よ
る
拠
出
金
の
負
担
及
び
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険

定
に
よ
る
拠
出
金
の
負
担
及
び
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険

給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
厚
生
年

給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
厚
生
年

金
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
並
び
に
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七

金
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号

十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三

）
に
よ
る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

号
）
に
よ
る
船
員
保
険
に
関
し
政
府
が
行
う
業
務
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を

に
よ
る
船
員
保
険
に
関
し
政
府
が
行
う
業
務
並
び
に
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
教
育

・
保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
管
理
）

（
管
理
）

第
百
九
条

年
金
特
別
会
計
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

第
百
九
条

年
金
特
別
会
計
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法

に
従
い
、
管
理
す
る
。

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
管
理
す
る
。

（
削
る
）

２

年
金
特
別
会
計
の
管
理
に
関
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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り
、
同
会
計
全
体
の
計
算
整
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣

が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
も
の
の
う
ち
基
礎
年
金
勘
定
、

国
民
年
金
勘
定
、
厚
生
年
金
勘
定
、
健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
に
係
る
も
の

に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の

に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勘
定
区
分
）

（
勘
定
区
分
）

第
百
十
条

年
金
特
別
会
計
は
、
基
礎
年
金
勘
定
、
国
民
年
金
勘
定
、
厚
生
年

第
百
十
条

年
金
特
別
会
計
は
、
基
礎
年
金
勘
定
、
国
民
年
金
勘
定
、
厚
生
年

金
勘
定
、
健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
に
区
分
す
る
。

金
勘
定
、
健
康
勘
定
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
業
務
勘
定
に
区
分

す
る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
十
一
条

（
略
）

第
百
十
一
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
削
る
）

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

歳
入

イ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
か

ら
の
拠
出
金

ロ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ハ

積
立
金
か
ら
の
受
入
金

ニ

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と

い
う
。
）
の
発
行
収
入
金

ヘ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ト

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

児
童
手
当
交
付
金

ロ

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
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。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費
並
び
に
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
交
付
金
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
い
、
同
法
第

六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百

二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
仕
事

・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に

つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費

ヘ

一
時
借
入
金
の
利
子

ト

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

チ

業
務
取
扱
費

リ

業
務
勘
定
へ
の
繰
入
金

ヌ

附
属
諸
費

５

業
務
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

６

業
務
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第

ホ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か

（
新
設
）

ら
の
繰
入
金

チ

（
略
）

ト

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ

（
新
設
）
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の
繰
入
金

ト

附
属
諸
費

（
新
設
）

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
添
付
書
類
）

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
添
付
書
類
）

第
百
十
二
条

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ

第
百
十
二
条

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ

か
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
、
前
々
年

か
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
、
前
々
年

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
前
年
度
及
び
当
該
年
度
の
予
定

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る

貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
前
年
度
及
び
当
該
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び

予
定
損
益
計
算
書
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
十
三
条

（
略
）

第
百
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費

は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の

支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に

よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第

六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費

用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

４

（
略
）

（
他
の
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

（
他
の
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）
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第
百
十
四
条

（
略
）

第
百
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

３

昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
と
み
な
さ
れ
る
費
用
（
当
該
費
用
に
係

り
基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
と
み
な
さ
れ
る
費
用
（
当
該
費
用
に
係

る
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に

る
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

相
当
す
る
金
額
は
、
基
礎
年
金
勘
定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も

相
当
す
る
金
額
は
、
基
礎
年
金
勘
定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

４

昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

４

昭
和
六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
国
民
年
金
の
管
掌
者
た
る
政
府
が
負
担
す
る
費
用
（
当
該
費
用
に
係
る
年

り
国
民
年
金
の
管
掌
者
た
る
政
府
が
負
担
す
る
費
用
（
当
該
費
用
に
係
る
年

金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に

金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
二
十
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百
二
十
条
第
二
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

相
当
す
る
金
額
は
、
基
礎
年
金
勘
定
か
ら
厚
生
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も

相
当
す
る
金
額
は
、
基
礎
年
金
勘
定
か
ら
厚
生
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
削
る
）

８

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の

拠
出
金
の
徴
収
に
係
る
業
務
取
扱
費
又
は
日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
に
充

て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定

か
ら
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
十
四
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の

（
新
設
）

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に

相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
業
務
勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
及
び
第
百
十
八
条

削
除

第
百
十
七
条

削
除

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
積
立
金
）

第
百
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
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歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
う
ち
、
児
童

手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
並
び
に
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充

て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決

算
上
不
足
を
生
じ
た
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
積
立
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
積
立
金
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
手
当
交
付

金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め

に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）

（
削
る
）

第
百
十
八
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
年
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
の
発
行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入

れ
）

（
削
る
）

第
百
十
八
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く

。
）
及
び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金

額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は
、
毎
会
計
年
度
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

（
業
務
勘
定
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
理
）

（
業
務
勘
定
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
理
）

第
百
十
九
条

業
務
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰

第
百
十
九
条

業
務
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰

余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
項
中
「
お
い
て
、
当
該
剰
余
金
か
ら
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当

、
同
項
中
「
お
い
て
、
当
該
剰
余
金
か
ら
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当

該
特
別
会
計
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る

該
特
別
会
計
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る

金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
特
別
会
計
」
と

金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
特
別
会
計
」
と

あ
る
の
は
、
「
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
民
年
金
勘
定
及
び

あ
る
の
は
、
「
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
民
年
金
勘
定
、
厚

厚
生
年
金
勘
定
の
積
立
金
に
組
み
入
れ
、
又
は
健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
」

生
年
金
勘
定
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
積
立
金
に
組
み
入
れ
、
又

と
す
る
。

は
健
康
勘
定
及
び
業
務
勘
定
」
と
す
る
。

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
条

（
略
）

第
百
二
十
条

基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
国
民
年
金
勘
定
、
厚

生
年
金
勘
定
又
は
各
実
施
機
関
た
る
共
済
組
合
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
国
民
年
金
勘
定
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
受
け
入
れ
た
金
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ

、
当
該
年
度
に
お
け
る
第
百
十
四
条
第
一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の

二
第
一
項
又
は
第
二
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第
一
項
に

お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

に
よ
り
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、

又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
第
百
十
四
条
第

一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
か

ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
基
礎
年
金
勘

定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
等
に
返
還
す
る
。

二

当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
国
民
年
金
勘
定

等
か
ら
基
礎
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
削
る
）

三

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
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た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第

百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金

の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

三
～
六

（
略
）

四
～
七

（
略
）

七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

（
新
設
）

援
勘
定
か
ら
業
務
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に
係
る

業
務
取
扱
費
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
交
付
金
又
は
附
属
諸
費
に
充
て
る
た

め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場

合
（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
添
付
書
類
）

（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
一
条

第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の

第
百
二
十
一
条

第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の

ほ
か
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
、
当
該
年

ほ
か
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
、
当
該
年

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
時
借
入
金
の
借
換
え
等
）

（
一
時
借
入
金
の
借
換
え
等
）

第
百
二
十
三
条

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
礎
年
金
勘
定

第
百
二
十
三
条

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
礎
年
金
勘
定

に
お
い
て
、
歳
入
不
足
の
た
め
に
一
時
借
入
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な

又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
不
足
の
た
め
に
一
時
借

い
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
金
額
を
限
り
、
同
勘
定
の

入
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で

負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借
換
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
な
い
金
額
を
限
り
、
当
該
各
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借

換
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

国
民
年
金
勘
定
又
は
厚
生
年
金
勘
定
に
お
い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立

４

国
民
年
金
勘
定
、
厚
生
年
金
勘
定
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お

金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
は
、
当
該
各
勘
定
の
積
立
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
九
節

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

（
新
設
）

（
目
的
）

第
百
二
十
三
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
（

（
新
設
）

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並
び
に
雇
用
保
険
法
に
よ
る

育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
管
理
）

第
百
二
十
三
条
の
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
内
閣
総
理
大
臣

（
新
設
）

及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
、
法
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
管
理
す
る
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
管
理
に
関
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
会
計
全
体
の
計
算
整
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
他
の
も
の
の
う
ち

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
も

の
と
す
る
。

（
勘
定
区
分
）

第
百
二
十
三
条
の
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
子
ど
も
・
子
育

（
新
設
）

て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
区
分
す
る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出

（
新
設
）

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

イ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
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ロ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

ニ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ホ

積
立
金
か
ら
の
受
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
の
受
入
金

ト

積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

リ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
発
行
す
る
公
債
（
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
」
と

い
う
。
）
の
発
行
収
入
金

ヌ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ル

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

児
童
手
当
交
付
金
（
児
童
手
当
法
第
十
九
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
交

付
金
を
い
う
。
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百

二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び

こ
れ
に
関
す
る
諸
費

ハ

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費
並
び
に
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
交
付
金
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
い
、
同
法
第

六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
を
含
む
。
第
百

二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十

八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
仕
事

・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
（
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
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ホ

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
金

ヘ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
へ
の
繰
入
金

ト

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
に
係
る
借
換
国
債
（
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
起
債
さ
れ
る
借
換
国
債
を
い
い
、
当
該
借
換
国
債
に

つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
順
次
起
債
さ
れ
た
借
換
国
債
を
含
む
。
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
償
還
金
及
び
利
子

チ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例

公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費

リ

一
時
借
入
金
の
利
子

ヌ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

ル

業
務
取
扱
費

ヲ

年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
へ
の
繰
入
金

ワ

附
属
諸
費

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

歳
入

イ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ロ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

ハ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
の
受
入
金

ホ

育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
生
ず
る
収
入

ヘ

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

ト

附
属
雑
収
入

二

歳
出

イ

育
児
休
業
給
付
費

ロ

出
生
後
休
業
支
援
給
付
費
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
費

ハ

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金

ニ

育
児
休
業
給
付
資
金
へ
の
繰
入
金

ホ

一
時
借
入
金
及
び
融
通
証
券
の
利
子

ヘ

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
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ト

育
児
休
業
等
給
付
の
業
務
取
扱
費

チ

附
属
諸
費

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
六

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書

（
新
設
）

類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
予

定
計
算
書
等
に
、
前
々
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
前
年

度
及
び
当
該
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら

（
新
設
）

の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付

金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用

で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国

庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁

す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負

担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務

取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
は
、

雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
に
要

す
る
費
用
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
経
費
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の

執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
八

雇
用
保
険
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も

（
新
設
）

・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
出
生
後
休
業

支
援
給
付
及
び
育
児
時
短
就
業
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
こ
れ
ら
の
給
付

の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
勘
定
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
九

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号

（
新
設
）

の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
に
係
る
業
務
取
扱
費
、
日
本
年
金
機
構
へ

の
交
付
金
及
び
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
は

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
繰
り
入

れ
る
も
の
と
す
る
。

２

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
の
歳
出
に
係
る
労
働
保
険
料
の
返
還
金

、
業
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
額
（
育
児
休
業
給

付
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度
、
育
児
休

業
等
給
付
勘
定
か
ら
徴
収
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲

（
新
設
）

げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
残
余
の
う
ち
、
児
童
手
当
交
付
金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

交
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支

援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と
し
て
積
み

立
て
る
も
の
と
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
（
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
納
付
金
対
象
費

用
を
い
う
。
次
号
並
び
に
次
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
歳
入
額
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対

象
費
用
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
り
の
額
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二

当
該
年
度
の
歳
出
額
か
ら
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
に
係
る
歳
出
額
（

次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出

額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
り
の
額

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決

算
上
不
足
を
生
じ
た
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
積
立
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
積
立
金
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
手
当
交
付

金
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め

に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
勘
定
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

（
新
設
）

援
資
金
を
置
き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入

金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対

象
費
用
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額

を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
支
援
納
付
金
対

象
費
用
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に

組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎

会
計
年
度
の
支
援
納
付
金
対
象
費
用
充
当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
支
援
納

付
金
対
象
費
用
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不
足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
は
、
支
援
納
付
金
対
象
費
用
を
支
弁
す
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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６

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
入
歳
出
外
と
し
て
経
理
す
る
も

の
と
す
る
。

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
二

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
育
児
休
業
給
付
資
金
を
置

（
新
設
）

き
、
同
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
金
を
も
っ
て

こ
れ
に
充
て
る
。

２

前
項
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に

掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
、
育
児

休
業
給
付
費
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組

み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
の
歳
入
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
入
額
（

次
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
入
額
」
と
い
う
。
）

二

当
該
年
度
の
歳
出
額
の
う
ち
、
育
児
休
業
給
付
費
に
係
る
歳
出
額
（
次

項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
」
と
い
う
。
）

４

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充

当
歳
入
額
か
ら
当
該
年
度
の
育
児
休
業
給
付
費
充
当
歳
出
額
を
控
除
し
て
不

足
が
あ
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
育
児
休
業
給
付
資
金
か
ら
補
足
す
る
も
の
と
す
る
。

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
十
三
条
の
九
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
労
働
保
険
特
別
会
計
の

徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の

額
に
相
当
す
る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。
）
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

育
児
休
業
給
付
資
金
の
受
払
い
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
歳
入
歳
出
外
と
し
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
）
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第
百
二
十
三
条
の
十
三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
の
発
行
は
、
子
ど

（
新
設
）

も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入

れ
）

第
百
二
十
三
条
の
十
四

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
例
公
債
及
び
子
ど
も
・
子

（
新
設
）

育
て
支
援
特
例
公
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還
金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を

除
く
。
）
及
び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要

な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は
、
毎
会
計
年

度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
毎
会
計
年
度

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
理
）

第
百
二
十
三
条
の
十
五

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の

（
新
設
）

歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
特

別
会
計
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額

を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
特
別
会
計
の
翌
年
度

の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
二
十
三
条
の
十
二
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
の
育
児
休
業
給
付
資
金
に
組
み
入
れ

る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘

定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
に
組
み
入
れ
る
」
と
す
る
。

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年

（
新
設
）

度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
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付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、

当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係

る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す

る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号

ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超

過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌

年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る

金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計

に
返
還
し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会

計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一

毎
会
計
年
度
一
般
会
計
か
ら
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金

額
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国

庫
負
担
金
（
育
児
休
業
給
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
一
般
会
計

か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

二

第
百
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
毎
会
計
年
度
年
金
特
別
会
計
の
業
務

勘
定
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年

度
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
及
び
当
該
拠
出
金
に
係
る
附
属
雑
収
入
の
合
計
額
に

対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条
の
十
七

第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

（
新
設
）

書
類
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出

決
定
計
算
書
に
、
当
該
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
融
通
証
券
等
）

第
百
二
十
三
条
の
十
八

育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、
融
通
証
券
を

（
新
設
）

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
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又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
不
足
の
た
め
に
一
時
借
入
金

を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
金
額
を
限
り
、
当
該
各
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借
換
え

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
借
換
え
を
し
た
一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
一

時
借
入
金
を
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
借
入
金
と
み
な
し
て
、
同
項
の

規
定
を
適
用
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
は
、
そ
の
借
換
え
を
し

た
と
き
か
ら
一
年
内
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
又
は
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
に
お
い
て
は
、

当
該
各
勘
定
の
積
立
金
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
資
金
又
は
育
児
休
業
給
付

資
金
に
属
す
る
現
金
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

第
九
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

第
十
一
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
十
節
か
ら
第
十
四
節
ま
で

削
除

第
百
三
十
八
条
か
ら
第
百
九
十
二
条
ま
で

削
除

第
百
三
十
八
条
か
ら
第
百
九
十
二
条
ま
で

削
除

附

則

附

則

（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
歳
入
の
特
例
）

（
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
歳
入
の
特
例
）

第
十
九
条

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
法
附
則
第

第
十
九
条

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
法
附
則
第

五
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
へ
の
納
付
が
行
わ
れ
る
会
計

五
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
へ
の
納
付
が
行
わ
れ
る
会
計

年
度
に
お
け
る
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
リ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

年
度
に
お
け
る
第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
ル
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
号
リ
中
「
第
十
七
条
第
二
項
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
七
条
第
二

、
同
号
ル
中
「
第
十
七
条
第
二
項
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
七
条
第
二

項
並
び
に
同
法
附
則
第
五
条
第
四
項
及
び
第
七
項
並
び
に
」
と
す
る
。

項
並
び
に
同
法
附
則
第
五
条
第
四
項
及
び
第
七
項
並
び
に
」
と
す
る
。

（
雇
用
勘
定
に
お
け
る
国
庫
負
担
金
の
過
不
足
の
調
整
の
特
例
）

（
雇
用
勘
定
に
お
け
る
国
庫
負
担
金
の
過
不
足
の
調
整
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二

雇
用
保
険
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

第
二
十
条
の
二

雇
用
保
険
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

会
計
年
度
に
お
け
る
第
百
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第

会
計
年
度
に
お
け
る
第
百
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
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一
項
第
四
号
及
び
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費

六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
六
十
六
条
（

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及

で
及
び
第
五
項
」
と
、
「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条

び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規

の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
」
と
す
る
。

替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執

行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

２

令
和
五
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
百
五
条
の
規

２

令
和
五
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
百
五
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
中
「
第
一
項

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
中
「
第
六
十

第
四
号
及
び
第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係

六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
六
十
六
条
（
第
一

る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及

項
第
三
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
六
十
七
条
及
び
第

び
第
五
項
」
と
、
「
第
六
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
の
二

六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項

並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

第
五
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十

に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
条
第
一
項
並

四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条

法
第
六
十
六
条
第
五
項
」
と
す
る
。

第
五
項
（
育
児
休
業
給
付
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）
」
と
す
る
。

（
労
働
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

（
労
働
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
第
三
十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
経
理
）

法
律
第
三
十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
経
理
）

第
二
十
一
条

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

第
二
十
一
条

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
四
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
政
府

法
律
第
四
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
政
府

の
経
理
は
、
当
分
の
間
、
第
九
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険

の
経
理
は
、
当
分
の
間
、
第
九
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険

特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
九
十
九
条

特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
九
十
九
条

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
ヘ

附
属
雑
収
入

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
ホ

附
属
雑
収
入

「
ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平

「
ホ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平

」
と
あ
る
の
は

ト

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
第
三

」
と
あ
る
の
は

ヘ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
第
三

チ

附
属
雑
収
入

ト

附
属
雑
収
入

成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の

成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の

十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
（
次
号
ニ
に
お
い
て
「
一
般
拠
出
金
」
と
い

十
五
条
第
一
項
の
一
般
拠
出
金
（
次
号
ニ
に
お
い
て
「
一
般
拠
出
金
」
と
い

繰
入
金

繰
入
金
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う
。
）

と
、
同
項
第
二
号
ホ
中
「
労
働
保
険
料
の
徴
収
及
び
」
と
あ
る
の

う
。
）

と
、
同
項
第
二
号
ニ
中
「
労
働
保
険
料
の
徴
収
及
び
」
と
あ
る
の

」

」

は
「
一
般
拠
出
金
の
返
還
金
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

は
「
一
般
拠
出
金
の
返
還
金
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
へ
の
交

律
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
へ
の
交

付
金
、
労
働
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
徴
収
並
び
に
」
と
す
る
。

付
金
、
労
働
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
徴
収
並
び
に
」
と
す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
経
理
）

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
経
理
）

第
二
十
九
条

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法

第
二
十
九
条

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
当
分
の
間
、
第
百
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
当
分
の
間
、
第
百
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

十
一
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
五
項
第
二
号
イ
、
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び

十
一
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
項
第
二
号
イ
、
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
四
項
並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

「
ニ

特

「
ニ

特

第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
ニ

附
属
諸
費
」
と
あ
る
の
は

第
百
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
ニ

附
属
諸
費
」
と
あ
る
の
は

ホ

附

ホ

附

別
障
害
給
付
金
給
付
費

別
障
害
給
付
金
給
付
費

と
、
同
条
第
五
項
第
二
号
イ
中
「
行
う
業
務
」
と

と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
行
う
業
務
」
と

属
諸
費

」

属
諸
費

」

あ
る
の
は
「
行
う
業
務
及
び
特
別
障
害
給
付
金
」
と
、
第
百
十
三
条
第
一
項

あ
る
の
は
「
行
う
業
務
及
び
特
別
障
害
給
付
金
」
と
、
第
百
十
三
条
第
一
項

中
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
並
び
に
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害

中
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
並
び
に
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
第
四

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
第
四

項
及
び
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
「
特
別
障
害
給
付
金
法
」
と

項
及
び
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
「
特
別
障
害
給
付
金
法
」
と

い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
要
す

い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
要
す

る
費
用
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
船
員
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
船

る
費
用
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
船
員
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
船

員
保
険
法
」
と
、
「
船
員
保
険
に
関
し
政
府
又
は
日
本
年
金
機
構
が
行
う
業

員
保
険
法
」
と
、
「
船
員
保
険
に
関
し
政
府
又
は
日
本
年
金
機
構
が
行
う
業

務
に
係
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
保
険
に
関
し
政
府
又
は
日
本
年
金
機

務
に
係
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
保
険
に
関
し
政
府
又
は
日
本
年
金
機

構
が
行
う
業
務
に
係
る
も
の
及
び
特
別
障
害
給
付
金
法
第
十
九
条
第
二
項
の

構
が
行
う
業
務
に
係
る
も
の
及
び
特
別
障
害
給
付
金
法
第
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
く
特
別
障
害
給
付
金
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
」

規
定
に
基
づ
く
特
別
障
害
給
付
金
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
」

と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
中
「
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る

と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
一
号
中
「
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
特
別
障
害
給
付
金
法
第
十
九
条
第
一

の
は
「
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
特
別
障
害
給
付
金
法
第
十
九
条
第
一

項
」
と
す
る
。

項
」
と
す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）
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（
削
る
）

第
三
十
一
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別

会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百

十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項

、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
児
童
手
当
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
児

童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育

、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手

当
法
（
以
下
「
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
児
童
手

当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金

」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
チ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の

は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童

手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る

の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整

備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る

児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
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条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児

童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行

に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「

徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手

当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第

百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業

費
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並

び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と

す
る
。

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理
）

（
削
る
）

第
三
十
一
条
の
三

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
三
条

第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「
仕
事
・

子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並

び
に
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支

給
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一

号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童

手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
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る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ

る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
チ
中
「

業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費

を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴

収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主

か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国

庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も

の
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当

支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る

部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手

当
支
給
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執

行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中

「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二
年

度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十

八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
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二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。

（
削
る
）

第
三
十
一
条
の
四

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百

十
三
条
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
八
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
百
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
条
中
「

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援

事
業
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、

第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と

い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の

拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児

童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
チ
中
「
業
務
取
扱
費

」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）

及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
同
条
第
六
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る

の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
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一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
三
条
第
三
項

中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別

措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用

（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら

第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費

用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
十
四
条
第
八
項
中
「
徴
収
」
と
あ

る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
八
条
第
一
項

及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及

び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」

と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費

」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び

に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
す
る
。
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（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
の
特
例
）

（
削
る
）

第
三
十
一
条
の
五

当
分
の
間
、
第
百
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
は

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
特
例
）

（
削
る
）

第
三
十
一
条
の
六

当
分
の
間
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
会
計
年

度
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十

四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
育
充
実
事
業
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
補
助
す

る
も
の
に
相
当
す
る
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に

繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十
条
第
二
項
第
三

号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
」
と
す

る
。

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
特
別
保
健
福
祉
事
業
に
関
す
る
経
理
）

（
年
金
特
別
会
計
に
お
け
る
特
別
保
健
福
祉
事
業
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
事
業
に
関
す
る
経
理
を
年
金
特
別
会
計
に
お

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
事
業
に
関
す
る
経
理
を
年
金
特
別
会
計
に
お

い
て
行
う
場
合
に
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
特
別
保

い
て
行
う
場
合
に
は
、
第
百
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
特
別
保

健
福
祉
事
業
資
金
か
ら
の
受
入
金
及
び
特
別
事
業
に
係
る
附
属
雑
収
入
は
業

健
福
祉
事
業
資
金
か
ら
の
受
入
金
及
び
特
別
事
業
に
係
る
附
属
雑
収
入
は
業

務
勘
定
の
歳
入
と
し
、
特
別
保
健
福
祉
事
業
資
金
へ
の
繰
入
金
、
特
別
事
業

務
勘
定
の
歳
入
と
し
、
特
別
保
健
福
祉
事
業
資
金
へ
の
繰
入
金
、
特
別
事
業

に
要
す
る
経
費
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
は
業
務
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

に
要
す
る
経
費
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
は
業
務
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

第
三
十
八
条

削
除

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
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児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三

条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五

項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴

収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改

正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る

の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に

つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と

、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び

に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及

び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及

び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い

て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
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十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童

育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫

が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も

・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童

手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項

中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「

及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理

）
第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

（
新
設
）

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
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第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の

は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子

ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収

」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子

ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十

条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
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な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費

」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収

」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
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準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当

該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

（
新
設
）

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五

第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」

と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並

び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
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第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七

号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当

支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業

等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子

ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置

法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手

当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措

置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ

る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年

度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
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の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と

、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
四

当
分
の
間
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

（
新
設
）

ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補

助
金
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
の
歳
出
と
す
る
。

（
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
特
例
）
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第
三
十
八
条
の
五

当
分
の
間
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
会
計
年

（
新
設
）

度
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十

四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
育
充
実
事
業
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
補
助
す

る
も
の
に
相
当
す
る
額
は
、
一
般
会
計
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に

繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十
三
条
の
十
六
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
附
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
」
と

す
る
。
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○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
八
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
目
的
）

（
目
的
）

第
百
二
十
三
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
（

第
百
二
十
三
条
の
二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
は
、
児
童
手
当
法
（

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
並
び
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

育
て
支
援
法
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援

保
育
給
付
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

給
付
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事

支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
並
び
に
雇
用
保
険
法
に
よ
る

業
並
び
に
雇
用
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を

育
児
休
業
等
給
付
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

る
。

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

（
新
設
）

六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及

び
こ
れ
に
関
す
る
諸
費

ホ
～
カ

（
略
）

ニ
～
ワ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
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金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用

で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど

で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号

も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国

庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す

庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁

る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す

援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負

る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ル
に
掲
げ
る
業
務

国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も

取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
に

掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年

度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の

度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
交
付
金
の
額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・

付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、

子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た

当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係

め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も

る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の

る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号

額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担

ル
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超

金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費

過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌

に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場

年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る

合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計

国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お

に
返
還
し
、
当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会

残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額

計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
す
る
。

に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と
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す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

附

則

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三

十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三

条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第

条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五

に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五

項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴

収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改

正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る

の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に

の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に

つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
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第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と

、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び

に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及

に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及

び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百

法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及

び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い

び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い

て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童

同
項
第
二
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童

育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫

育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫

が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も

ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も

・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童

と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童

手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と

手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項

中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「

規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
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及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理

）

）

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の

る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、

第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十

、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の

用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の

は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子

ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二

れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴

業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収

」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子

」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子

ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
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一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十

条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度

条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成

二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費

取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費

」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成

も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に

前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収

」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
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付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二

三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当

よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当

該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条

該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五

第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第

第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規

百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
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部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」

当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」

と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三

と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並

び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、

び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、

第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七

号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当

号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当

支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業

、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業

等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子

等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子

ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と

ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置

法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手

同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手

当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

当
交
付
金
」
と
、
同
号
ル
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、

（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
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第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三

と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措

置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ

る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年

三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年

度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当

金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と

、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
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十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。



- 231 -

○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
（
第
十
九
条
関
係
）
【
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
十
一
条

（
略
）

第
百
十
一
条

（
略
）

２

国
民
年
金
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

国
民
年
金
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

歳
入

一

歳
入

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か

（
新
設
）

ら
の
繰
入
金

ホ
～
チ

（
略
）

ニ
～
ト

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

（
受
入
金
等
の
過
不
足
の
調
整
）

第
百
二
十
条

（
略
）

第
百
二
十
条

基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
国
民
年
金
勘
定
、
厚

生
年
金
勘
定
又
は
各
実
施
機
関
た
る
共
済
組
合
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
国
民
年
金
勘
定
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
受
け
入
れ
た
金
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ

、
当
該
年
度
に
お
け
る
第
百
十
四
条
第
一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の

二
第
一
項
又
は
第
二
項
（
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第
一
項
に

お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

に
よ
り
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、

又
は
不
足
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
第
百
十
四
条
第

一
項
、
国
民
年
金
法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
基
礎
年
金
勘
定
に
お
い
て
国
民
年
金
勘
定
等
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
か

ら
減
額
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
基
礎
年
金
勘

定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
等
に
返
還
す
る
。

二

当
該
不
足
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
国
民
年
金
勘
定



- 232 -

等
か
ら
基
礎
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

毎
会
計
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

（
新
設
）

援
勘
定
か
ら
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た
金
額
が
、
当
該
年
度
に
お
い

て
国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
事
業
の
保
険
料
に
相

当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
塡
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す

る
金
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場
合

八

（
略
）

七

（
略
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出

第
百
二
十
三
条
の
五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

歳
出

二

歳
出

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）

ト

年
金
特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
へ
の
繰
入
金

（
新
設
）

チ
～
ヨ

（
略
）

ト
～
カ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
対
象
経
費
）

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら

第
百
二
十
三
条
の
七

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

の
繰
入
対
象
経
費
は
、
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付

項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付

金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用

で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど

で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号

も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
四
号
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及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国

及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国

庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す

庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す

る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

る
同
条
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す

よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す

る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

る
諸
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も

国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
地
域
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ

・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ワ
に

り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
に

掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
）

（
他
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
）

第
百
二
十
三
条
の
九

国
民
年
金
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の

第
百
二
十
三
条
の
九

（
新
設
）

規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
事
業
の

保
険
料
に
相
当
す
る
額
の
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
補
塡
に
要
す
る
費
用

に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
か
ら
年
金

特
別
会
計
の
国
民
年
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
略
）

３

（
略
）

２

（
略
）

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）

（
育
児
休
業
給
付
資
金
）

第
百
二
十
三
条
の
十
二

（
略
）

第
百
二
十
三
条
の
十
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
十
三
条
の
九
第

５

育
児
休
業
給
付
資
金
は
、
育
児
休
業
給
付
費
及
び
第
百
二
十
三
条
の
九
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
労
働
保
険
特
別
会
計
の

二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
か
ら
の
労
働
保
険
特
別
会
計
の

徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の

徴
収
勘
定
へ
の
繰
入
金
（
労
働
保
険
料
の
返
還
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の

額
に
相
当
す
る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。
）
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

額
に
相
当
す
る
額
の
繰
入
金
に
限
る
。
）
を
支
弁
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

場
合
に
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）

（
繰
入
金
の
過
不
足
の
調
整
）
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第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年

第
百
二
十
三
条
の
十
六

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
に
お
い
て
、
毎
会
計
年

度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の

度
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
金
額
（
児
童
手
当
交
付
金
の
額
、
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
交
付
金
の
額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・

付
交
付
金
の
額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
の
額
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た

子
育
て
支
援
交
付
金
の
額
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
に
お
け
る
妊
婦
の
た

め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も

め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
、
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の

額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担

額
、
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
交
付
金
に
関
す
る
諸
費
に
係
る
国
庫
負
担

金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ワ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費

金
の
額
及
び
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ヲ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費

に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場

に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
に
対
し
て
超
過
し
、
又
は
不
足
す
る
場

合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

合
に
は
、
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お

国
庫
負
担
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
金
額
か
ら
減
額
し
、
な
お

残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額

残
余
が
あ
る
と
き
は
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
に
返
還
し
、
当
該
不
足
額

に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と

に
相
当
す
る
金
額
は
、
翌
々
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
補
塡
す
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

附

則

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
児
童
手
当
に
関
す
る
経
理
）

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

第
三
十
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百

十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三

十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三

条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第

条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五

に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
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項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴

収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改

法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
整
備
法
改

正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る

業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る

の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に

の
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に

つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と

、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
児
童
手
当
並
び

に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及

に
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
（
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
及

び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百

法
改
正
前
児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
」
と
、
第
百

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及

二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及

び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い

び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い

て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
ワ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童

同
項
第
二
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
及
び
児
童

育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫

育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫

が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

が
負
担
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
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ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も

ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
子
ど
も

・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童

と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童

手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と

手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

と
と
さ
れ
た
整
備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項

主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項

中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

中
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整
備

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の

法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「

規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「

及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
整
備
法
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

規
定
に
よ
り
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
整

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

備
法
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
経
理

）

）

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

第
三
十
八
条
の
二

平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の

る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条
の
二
、

第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項

、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
、
第
百
二
十

、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第
百
二
十

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適

三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の

用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の

は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

は
「
拠
出
金
及
び
平
成
二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
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ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

四
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二

れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事

業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴

業
主
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収

前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収

」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子

」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
子

ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十

条
第
二
項
第
八
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度

条
第
二
項
第
七
号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の

二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成

二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
等
給
付
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成

条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
拠
出
金
及
び
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金

」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

」
と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ワ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

ど
も
手
当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務

取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費

取
扱
費
（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費

」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る

」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
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も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成

も
の
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手

二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平
成
二
十
四
年
改
正

前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に

前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
支
給
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
中
「
徴
収

用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収

」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

児
童
手
当
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

付
金
」
と
、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二

三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て

さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

準
用
す
る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当

よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当

該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条

該
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
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の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

第
三
十
八
条
の
三

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
）
に
よ
る
子
ど
も
手
当

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行

に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
百
十
一
条
第
五
項
、
第
百
十
四
条

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五

の
二
、
第
百
二
十
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
の
五

第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
二
項
、
第

第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
の
九
第
一
項
、
第

百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規

百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
の
十
六
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ホ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平

給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第

成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
十
二
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手

当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」

当
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
」

と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三

と
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並

出
金
の
徴
収
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
中
「
及
び
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
並

び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、

び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、

第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
八

事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
、
第
百
二
十
条
第
二
項
第
七

号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当

号
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当

支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
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適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定

適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と

童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
の
徴
収
」
と

、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業

、
第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
育
児
休
業
等
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業

等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子

等
給
付
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
に
よ
る
子

ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と

ど
も
手
当
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
拠
出
金
」
と

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置

あ
る
の
は
「
拠
出
金
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置

法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
拠
出
金
」
と
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手

同
項
第
二
号
イ
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
及
び
子
ど
も
手

当
交
付
金
」
と
、
同
号
ワ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

当
交
付
金
」
と
、
同
号
ヲ
中
「
業
務
取
扱
費
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費

（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、

（
子
ど
も
手
当
の
業
務
取
扱
費
を
含
む
。
）
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

第
百
二
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三

と
あ
る
の
は
「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
平
成
二
十
三

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措

手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措

置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

置
法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
平

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ

成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
給
付
と
み
な
さ
れ

る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

る
部
分
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
及
び
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
に
関
す

る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
と
、
第
百
二
十

三
条
の
九
第
二
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年

三
条
の
九
第
一
項
中
「
徴
収
」
と
あ
る
の
は
「
徴
収
並
び
に
平
成
二
十
三
年

度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出

金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当

金
の
徴
収
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と

交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
交
付
金
及
び
子
ど
も
手
当
交
付
金
」
と

、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子

、
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
と
あ
る
の
は
「
、
仕
事
・
子
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育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

育
て
両
立
支
援
事
業
費
及
び
児
童
育
成
事
業
費
」
と
、
第
百
二
十
三
条
の
十

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

六
第
一
項
中
「
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成

則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成

二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
平
成

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

る
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
当
該
」
と

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

あ
る
の
は
「
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
改
正
前
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。

一
項
第
一
号
の
事
業
主
か
ら
の
拠
出
金
並
び
に
こ
れ
ら
の
」
と
す
る
。



- 242 -

○

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
条
関
係
）
【
公
布
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
基
本
理
念
）

（
基
本
理
念
）

第
二
条

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し

第
二
条

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
お
い
て
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
そ

四

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
お
い
て
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
そ

の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
全
て
の
構
成
員
が
、
各
々
の
役

の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
す
べ
て
の
構
成
員
が
、
各
々
の

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組
む
こ

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組
む

と
。

こ
と
。

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

七

修
学
及
び
就
業
の
い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど
も
・
若
者
、
家
族
の
介

七

修
学
及
び
就
業
の
い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
子

護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す

子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す

る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
の
困
難
の
内
容
及
び
程
度
に
応
じ
、
当
該
子
ど

る
子
ど
も
・
若
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
困
難
の
内
容
及
び
程
度
に
応
じ
、

も
・
若
者
の
意
思
を
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

当
該
子
ど
も
・
若
者
の
意
思
を
十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
必
要
な
支
援
を
行

う
こ
と
。

（
関
係
機
関
等
に
よ
る
支
援
）

（
関
係
機
関
等
に
よ
る
支
援
）

第
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団

第
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団

法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二

法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
団
体
並
び
に
学
識
経
験
者

項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
団
体
並
び
に
学
識
経
験
者

そ
の
他
の
者
で
あ
っ
て
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
矯
正
、
更
生
保
護

そ
の
他
の
者
で
あ
っ
て
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
矯
正
、
更
生
保
護

、
雇
用
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
関
連
す
る
分
野
の
事
務
に
従

、
雇
用
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
関
連
す
る
分
野
の
事
務
に
従

事
す
る
も
の
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
は
、
修
学
及
び
就
業
の

事
す
る
も
の
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
は
、
修
学
及
び
就
業
の

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど
も
・
若
者
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活

い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
で
あ
っ
て

上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の

、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
も
の
に
対
す
る
次
に
掲

社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
に
対
す
る

げ
る
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
支
援
」
と
い
う
。
）
を
行
う
よ
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次
に
掲
げ
る
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
支
援
」
と
い
う
。
）
を

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
）

（
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

調
整
機
関
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
う
ち
児

（
新
設
）

童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
又
は
同
法
第
六
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
要

支
援
児
童
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
協
議
会
及
び
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
協
働
し
て
効
果
的
に
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策

調
整
機
関
と
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
一
条
関
係
）
【
公
布
日
及
び
令
和
六
年
十
月
一
日
施

行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
関
す
る
経
過

（
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
に
関
す
る
経
過

措
置
）

措
置
）

第
四
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
八
条
に
規
定
す
る
子
育
て
の
た
め
の
施

第
四
条

新
法
第
八
条
に
規
定
す
る
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
に
つ

設
等
利
用
給
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、

い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
児
童

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
二
第

福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項

一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
り

に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
就

、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の

項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
及
び
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た

認
定
を
受
け
た
も
の
及
び
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
も
の

も
の
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で

並
び
に
新
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
施
設
を
除
く
。
）

定
め
る
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
同
号
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

を
同
号
に
掲
げ
る
施
設
と
み
な
し
て
、
新
法
（
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
（

の
う
ち
、
当
該
施
設
が
な
け
れ
ば
当
該
施
設
が
所
在
す
る
特
定
教
育
・
保
育

第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
八
条
の
九
第
一
項
（
第
一
号
に

提
供
区
域
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
十
八
条
の
十
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部

道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二

分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

項
第
一
号
に
定
め
る
区
域
を
い
う
。
）
に
お
け
る
保
育
の
提
供
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定

す
る
も
の
を
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施

設
と
み
な
し
て
、
同
法
（
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
五
十
八
条
の
九
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
及
び
第
五
十
八
条
の
十
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除

く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
削
る
）

２

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
施
行

日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
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保
育
の
需
要
及
び
供
給
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前

項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
と
み
な
さ
れ

る
施
設
に
係
る
新
法
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
等
利
用

費
の
支
給
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

等
で
あ
る
当
該
施
設
の
う
ち
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す

も
の
が
提
供
す
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
受
け
た

と
き
に
限
り
、
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
同
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

３

前
項
の
市
町
村
の
条
例
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
新
法
（
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
（
第
四
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
十
八
条
の
九
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
新
法
（
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
新
法
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
同
号
の
内
閣
府
令
」

と
あ
り
、
及
び
新
法
第
五
十
八
条
の
九
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
条
第
十
項

各
号
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
六
号
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
の
内

閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
」

と
す
る
。
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○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
一
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法
律

事
務

法
律

事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

児
童
手
当
法
（
昭

こ
の
法
律
（
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま

児
童
手
当
法
（
昭

こ
の
法
律
（
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
（

和
四
十
六
年
法
律

で
及
び
第
二
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り

和
四
十
六
年
法
律

こ
れ
ら
の
規
定
を
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て

第
七
十
三
号
）

市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（

第
七
十
三
号
）

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
の
二

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

及
び
第
二
十
九
条
（
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い

た
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
四

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
の
規

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村

定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を
含
む
。

る
事
務
（
第
十
七
条
第
一
項
（
附
則
第
二
条
第
四

）

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
七
条
第
一
項
、
第
八

条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
を
含
む
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
二
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

ば
な
ら
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務
で
あ
つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う

務
で
あ
つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う

ち
、
そ
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を

ち
、
そ
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費

の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
。

の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
。

一
～
三
十
二

（
略
）

一
～
三
十
二

（
略
）

三
十
三

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費
、
子
ど
も
の
た
め
の
教

三
十
三

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共

育
・
保
育
給
付
に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
教
育
・
保

団
体
の
設
置
す
る
教
育
・
保
育
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
子
育

育
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共
団
体
又
は
公

に
要
す
る
経
費
（
地
方
公
共
団
体
又
は
公
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
認
定

立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
又
は
特
別
支
援
学
校

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
又
は
特
別
支
援
学
校
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
に
要
す
る
経
費

三
十
四
・
三
十
五

（
略
）

三
十
四
・
三
十
五

（
略
）
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○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
三
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
二
十
九
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
十
九
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三

市
町
村
長

次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で

三

市
町
村
長

次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の

定
め
る
も
の

一

（
略
）

一

（
略
）

二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七

二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七

十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
関
す

十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
又
は
同
法
附
則

る
情
報

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
給
付
の
支

給
に
関
す
る
情
報

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 249 -

○

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一
・
一
の
二

（
略
）

一
・
一
の
二

（
略
）

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
、
障
害
児
相
談
支
援

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
、
障
害
児
相
談
支
援

事
業
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
子
育

事
業
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
子
育

て
短
期
支
援
事
業
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
、

て
短
期
支
援
事
業
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
小
規
模
住
居
型
児
童

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
小
規
模
住
居
型
児
童

養
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
子
育
て
援
助
活
動
支

養
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
子
育
て
援
助
活
動
支

援
事
業
、
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
、

援
事
業
、
親
子
再
統
合
支
援
事
業
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠
点
事
業
、

意
見
表
明
等
支
援
事
業
、
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、
子
育
て
世
帯
訪
問

意
見
表
明
等
支
援
事
業
、
妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
、
子
育
て
世
帯
訪
問

支
援
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
又
は

支
援
事
業
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
又
は
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児
童

同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
、
児
童
家
庭
支

厚
生
施
設
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営

援
セ
ン
タ
ー
又
は
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
及
び
児
童
の
福

す
る
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

二
の
二
～
十
三

（
略
）

二
の
二
～
十
三

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）



- 250 -

○

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
五
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
拠
出
金
及
び
政
府
の
負
担
）

（
拠
出
金
及
び
政
府
の
負
担
）

第
八
十
四
条
の
五

（
略
）

第
八
十
四
条
の
五

（
略
）

２

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
算
定
対
象
額
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り

２

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
算
定
対
象
額
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り

実
施
機
関
が
納
付
す
る
拠
出
金
の
合
計
額
及
び
政
府
等
が
負
担
し
、
又
は
納

実
施
機
関
が
納
付
す
る
拠
出
金
の
合
計
額
及
び
政
府
等
が
負
担
し
、
又
は
納

付
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
保
険
料
相
当
分
（
基
礎
年
金
拠
出
金
か
ら
第
八
十

付
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
保
険
料
相
当
分
（
基
礎
年
金
拠
出
金
か
ら
第
八
十

条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
九
十
九
条
第
四
項
第
三
号
、
地
方

条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
、
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
二
号
又
は
私
立
学
校
教
職
員

公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
二
号
又
は
私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
の
額
の
二
分
の

共
済
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
の
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

一
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
を
控
除

に
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
を
控
除

し
た
額
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
の
負
担
と
す
る

し
た
額
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
の
負
担
と
す
る

。

。

３

（
略
）

３

（
略
）
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○

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
六
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
三

非
課
税
文
書
の
表
（
第
五
条
関
係
）

別
表
第
三

非
課
税
文
書
の
表
（
第
五
条
関
係
）

文

書

名

作

成

者

文

書

名

作

成

者

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八

法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八

十
号
）
第
百
三
十
九
条
第
一
項
各

十
号
）
第
百
三
十
九
条
第
一
項
各

号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ

号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ

る
業
務
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第

る
業
務
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第

一
項
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係

一
項
（
病
床
転
換
助
成
事
業
に
係

る
支
払
基
金
の
業
務
）
に
規
定
す

る
支
払
基
金
の
業
務
）
に
規
定
す

る
業
務
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九

る
業
務
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
六

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
六

十
条
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の

十
条
第
一
項
各
号
（
支
払
基
金
の

業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
、
感
染
症

業
務
）
に
掲
げ
る
業
務
及
び
感
染

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成

対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平

十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十

成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三

六
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
（
支

十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
（

払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業
務

支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ
る
業

及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（

務
に
関
す
る
文
書

平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号

）
第
七
十
一
条
の
十
五
第
一
項
各

号
（
支
払
基
金
の
業
務
）
に
掲
げ

る
業
務
に
関
す
る
文
書

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
三
十
条
の
九
、
第
三
十
条
の
二
十
三
、
第
三
十
条
の
二
十
八
、

別
表
第
一
（
第
三
十
条
の
九
、
第
三
十
条
の
二
十
三
、
第
三
十
条
の
二
十
八
、

第
三
十
条
の
三
十
、
第
三
十
条
の
四
十
四
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
、

第
三
十
条
の
三
十
、
第
三
十
条
の
四
十
四
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
、

第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
三
関
係
）

第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
三
関
係
）

提
供
を
受
け
る
国
の

事
務

提
供
を
受
け
る
国
の

事
務

機
関
又
は
法
人

機
関
又
は
法
人

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

六
十
九

厚
生
労
働

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六

六
十
九

厚
生
労
働

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六

省

号
）
に
よ
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
失
業
等
給

省

号
）
に
よ
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
失
業
等
給

付
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
の
育
児

付
又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
の
育
児

休
業
等
給
付
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て

休
業
給
付
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
三
十
条
の
十
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
三
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
十
条
の
十
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
三
関
係
）

提
供
を
受
け
る
通
知

事
務

提
供
を
受
け
る
通
知

事
務

都
道
府
県
又
は
附
票

都
道
府
県
又
は
附
票

通
知
都
道
府
県
の
区

通
知
都
道
府
県
の
区

域
内
の
市
町
村
の
市

域
内
の
市
町
村
の
市

町
村
長
そ
の
他
の
執

町
村
長
そ
の
他
の
執

行
機
関

行
機
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

一
の
七

市
町
村
長

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

一
の
七

市
町
村
長

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
同
法
第
十
条
の
二
の

律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
同
法
第
十
一
条
の
子

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
同
法
第
十
一
条
の

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
若
し
く
は
同

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
同
法
第

法
第
三
十
条
の
二
の
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等

三
十
条
の
二
の
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

利
用
給
付
の
支
給
又
は
同
法
第
五
十
九
条
の
地
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給
付
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
の
十
二
の
乳
児

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す

等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
又
は
同
法
第
五

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

十
九
条
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
四
（
第
三
十
条
の
十
二
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
五
関
係
）

別
表
第
四
（
第
三
十
条
の
十
二
、
第
三
十
条
の
四
十
四
の
五
関
係
）

提
供
を
受
け
る
通
知

事
務

提
供
を
受
け
る
通
知

事
務

都
道
府
県
及
び
附
票

都
道
府
県
及
び
附
票

通
知
都
道
府
県
以
外

通
知
都
道
府
県
以
外

の
都
道
府
県
の
区
域

の
都
道
府
県
の
区
域

内
の
市
町
村
の
市
町

内
の
市
町
村
の
市
町

村
長
そ
の
他
の
執
行

村
長
そ
の
他
の
執
行

機
関

機
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

一
の
七

市
町
村
長

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
同
法
第
十
条

一
の
七

市
町
村
長

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
同
法
第
十
一

の
二
の
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
同
法
第
十

条
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
若
し

一
条
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、

く
は
同
法
第
三
十
条
の
二
の
子
育
て
の
た
め
の

同
法
第
三
十
条
の
二
の
子
育
て
の
た
め
の
施
設

施
設
等
利
用
給
付
の
支
給
又
は
同
法
第
五
十
九

等
利
用
給
付
若
し
く
は
同
法
第
三
十
条
の
十
二

条
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施

の
乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
又
は
同

に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る

法
第
五
十
九
条
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

も
の

事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

令
で
定
め
る
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
八
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行

】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
一
般
保
険
料
に
係
る
保
険
料
率
）

（
一
般
保
険
料
に
係
る
保
険
料
率
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
が
、

８

厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
が
、

第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
一
・
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
に
至
つ
た
場
合

第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
一
・
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
に
至
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
て
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
、
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
率

聴
い
て
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
、
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
率

を
千
分
の
四
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
千
分
の
四
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
に
加
減
し
た
額

一

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
額
に
加
減
し
た
額

イ

当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に

イ

当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に

基
づ
き
算
定
し
た
当
該
会
計
年
度
の
翌
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付

基
づ
き
算
定
し
た
当
該
会
計
年
度
の
翌
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付

費
充
当
徴
収
保
険
料
額
の
見
込
額
並
び
に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
雇

費
充
当
徴
収
保
険
料
額
の
見
込
額
並
び
に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
雇

用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
の
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
育
児
休
業
給
付
額
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
額
を
当
該
会
計
年
度

て
「
育
児
休
業
給
付
額
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
額
を
当
該
会
計
年
度

の
前
年
度
の
育
児
休
業
給
付
額
で
除
し
て
得
た
率
（
ロ
に
お
い
て
「
育

の
前
年
度
の
育
児
休
業
給
付
額
で
除
し
て
得
た
率
（
ロ
に
お
い
て
「
育

児
休
業
給
付
額
変
化
率
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
算
定
し
た
当
該
会
計

児
休
業
給
付
額
変
化
率
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
算
定
し
た
当
該
会
計

年
度
の
翌
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付
額
の
予
想
額
（
イ
に
お
い
て

年
度
の
翌
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
給
付
額
の
予
想
額
（
イ
に
お
い
て

「
翌
年
度
育
児
休
業
給
付
額
予
想
額
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
法
第
六

「
翌
年
度
育
児
休
業
給
付
額
予
想
額
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
法
第
六

十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
の
見
込
額
の
合

十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
の
見
込
額
の
合

計
額
と
翌
年
度
育
児
休
業
給
付
額
予
想
額
と
の
差
額
を
当
該
会
計
年
度

計
額
と
翌
年
度
育
児
休
業
給
付
額
予
想
額
と
の
差
額
を
当
該
会
計
年
度

末
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘

末
に
お
け
る
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
置
か
れ
る
育
児
休
業

定
に
置
か
れ
る
育
児
休
業
給
付
資
金
に
加
減
し
た
額

給
付
資
金
に
加
減
し
た
額

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

９
～

（
略
）

９
～

（
略
）

11

11
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○

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
十
九
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一

日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
十
四
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

第
十
四
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

）
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
同

）
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
同

法
第
六
十
八
条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は

法
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は

、
交
流
派
遣
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
の
短
期

、
交
流
派
遣
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
の
短
期

給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号

給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
交
流
派
遣

に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
交
流
派
遣

職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い

職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
交
流
派
遣
職
員
が
同
法

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
交
流
派
遣
職
員
が
同
法

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職

員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
の
適
用
に
つ

４

交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の

い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の

職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
給
与
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」

職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
給
与
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合

と
あ
る
の
は
「
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合

の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
」
と
、
同
法
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各

の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
」
と
、
同
法
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当
該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当
該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」

と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の

と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の

人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
七
条

人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
七
条

第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
企
業
（
以
下
「
派
遣
先
企
業
」
と
い
う
。
）
の

第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
企
業
（
以
下
「
派
遣
先
企
業
」
と
い
う
。
）
の

負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
企

負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
企

業
の
負
担
金
」
と
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大

業
の
負
担
金
」
と
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
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臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、

臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、

行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
企
業
及
び
国
」
と

行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
先
企
業
及
び
国
」
と

、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十

の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十

九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第

九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第

四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に

三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る

）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る

の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の

の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の

は
「
派
遣
先
企
業
及
び
国
」
と
す
る
。

は
「
派
遣
先
企
業
及
び
国
」
と
す
る
。
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○

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
業
務
の
特
例
）

（
業
務
の
特
例
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

19

19

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
承
継
債
権
管
理
回
収
業
務
を

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
承
継
債
権
管
理
回
収
業
務
を

20

20

行
う
場
合
に
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に

行
う
場
合
に
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
ほ
か
、
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
は
、
年
金
特
別
会

よ
る
ほ
か
、
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
は
、
年
金
特
別
会

計
の
業
務
勘
定
の
歳
入
と
す
る
。

計
の
業
務
勘
定
の
歳
入
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

21

21

第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
年
金
担
保
債
権
管
理

第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
年
金
担
保
債
権
管
理

22

22

回
収
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
令
和
二
年
改
正
法
附
則
第
八
十
六
条
の
規
定

回
収
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
令
和
二
年
改
正
法
附
則
第
八
十
六
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
十
一
条
第
五
項
第
一
号
ヘ

に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
十
一
条
第
六
項
第
一
号
ヘ

中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
六
条
第
二
項
及
び
独
立
行

中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
六
条
第
二
項
及
び
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
附
則
第
五
条
の
二
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
す
る
。

替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

23

25

23

25
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○

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三

十
一
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
四
条

国
共
済
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給

第
十
四
条

国
共
済
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給

付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ

付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
科
大
学

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
科
大
学

院
を
置
く
私
立
大
学
（
学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
私
立
学
校

院
を
置
く
私
立
大
学
（
学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
私
立
学
校

で
あ
る
大
学
を
い
う
。
）
に
派
遣
さ
れ
た
検
察
官
等
（
以
下
「
私
立
大
学
派

で
あ
る
大
学
を
い
う
。
）
に
派
遣
さ
れ
た
検
察
官
等
（
以
下
「
私
立
大
学
派

遣
検
察
官
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

遣
検
察
官
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法

国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短

同
じ
。
）
が
私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短

期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退

期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退

職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し

職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し

た
も
の
と
み
な
し
、
私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
が
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に

た
も
の
と
み
な
し
、
私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
が
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に

関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期

関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期

給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ

給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ

た
も
の
と
み
な
す
。

た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

４

私
立
大
学
派
遣
検
察
官
等
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の

は
、
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の

職
員
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一

職
員
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一

項
に
規
定
す
る
組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」

項
に
規
定
す
る
組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」

と
、
国
共
済
法
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

と
、
国
共
済
法
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

号
」
と
、
「
当
該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金

号
」
と
、
「
当
該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金

」
と
あ
る
の
は
「
、
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般

」
と
あ
る
の
は
「
、
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般

職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）

職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
設
置
者
（
以
下
「
法
科
大
学
院
設

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
設
置
者
（
以
下
「
法
科
大
学
院
設
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置
者
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「

置
者
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「

国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
の
負
担
金
及
び
国
の
負

国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
の
負
担
金
及
び
国
の
負

担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣

担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣

を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行

を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
及
び
国

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
及
び
国

」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に

」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項

及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と

及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第

あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第

九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二

九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二

項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規

項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と

あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ

あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ

る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
及
び
国
」
と
す
る
。

る
の
は
「
法
科
大
学
院
設
置
者
及
び
国
」
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
児
童
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
児
童
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
十
三
条

第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職

第
六
十
三
条

第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職

員
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日

員
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日

の
前
日
に
お
い
て
設
立
団
体
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
か
ら
児
童
手

の
前
日
に
お
い
て
設
立
団
体
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
か
ら
児
童
手

当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第

認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
（
同
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
の
額
の

二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

全
部
又
は
一
部
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
及
び
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
（
同
法
第
十
条
（
同
法
附

り
児
童
手
当
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
が
、
当

則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
児

該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
児
童
手
当
の
支
給
要

童
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
及
び
同
法
第
十
一

件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は

条
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
同
法
第
七
条
第

定
に
よ
り
児
童
手
当
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
別
表
第
二
十
号

が
、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
児
童
手
当
又

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い

は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
（
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
十
三
号
に

て
、
そ
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
児
童
手
当
の
支
給
は
、
同
法

お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。
）
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人

の
者
に
対
す
る
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
に
関
し
て
は
、
当
該
移
行

の
成
立
の
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
る
。

型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
同
表
第
二
十
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認

定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
は
、
同

法
第
八
条
第
二
項
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成

立
の
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
る
。

別
表
（
第
二
十
一
条
関
係
）

別
表
（
第
二
十
一
条
関
係
）

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
総

十
三

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
に
関
す
る
事
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務
省
令
で
定
め
る
も
の

務
で
あ
っ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

十
四
～
二
十
四

（
略
）

十
四
～
二
十
四

（
略
）
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○

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
三
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一

日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

第
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
同
法

第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
同
法

第
六
十
八
条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
法
第
二
条
第
一
項

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
弁

第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
弁

護
士
職
務
従
事
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定

護
士
職
務
従
事
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
同
法
第
二
条
第
一

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
同
法
第
二
条
第
一

項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
弁
護
士

項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
弁
護
士

職
務
従
事
職
員
が
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

職
務
従
事
職
員
が
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

と
な
っ
た
と
き
は
、
同
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
の
適

４

弁
護
士
職
務
従
事
職
員
に
関
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
準
ず
る
給

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
準
ず
る
給

与
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次

与
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次

条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
」
と
、
同
法
第
九

条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
」
と
、
同
法
第
九

十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当
該
各

十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当
該
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
及

号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

び
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
（

律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
（

以
下
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四

以
下
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三

号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
の
負
担
金
」

号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
の
負
担
金
」

と
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）

と
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
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、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人

、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人

又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
及
び
国
」
と
、
「

又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
受
入
先
弁
護
士
法
人
等
及
び
国
」
と
、
「

第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み

第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条

「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条

第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号

第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号

」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は

と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は

「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「

「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「

受
入
先
弁
護
士
法
人
等
及
び
国
」
と
す
る
。

受
入
先
弁
護
士
法
人
等
及
び
国
」
と
す
る
。
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○

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一

日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
四
十
八
条
の
六

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二

第
四
十
八
条
の
六

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二

十
八
号
。
以
下
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及

十
八
号
。
以
下
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及

び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
四
の

び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条
の
三
の

規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ

規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
は
、
派
遣
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済

。
）
は
、
派
遣
職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
九
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
九
条

の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済

の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前

日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。

日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
退
職
を
い
う
。

第
八
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派

第
八
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派

遣
職
員
が
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と

遣
職
員
が
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と

な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

四
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の

四
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
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の
は
「
機
構
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

の
は
「
機
構
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第

の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第

八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、

合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、

同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は

同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七

「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七

項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「

（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又

（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又

は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
す
る
。

は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
国
共
済
法
の
特
例
）

（
国
共
済
法
の
特
例
）

第
八
十
九
条
の
六

（
略
）

第
八
十
九
条
の
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

八
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の

八
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る

の
は
「
機
構
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

の
は
「
機
構
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第

の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
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八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、

合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、

同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は

同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七

「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七

項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「

（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又

（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又

は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
す
る
。

は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
五

条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
九
条
関
係
）

別
表
（
第
九
条
関
係
）

一
～
八
十

（
略
）

（
略
）

一
～
八
十

（
略
）

（
略
）

八
十
一

市
町
村
長

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
関
す

八
十
一

市
町
村
長

児
童
手
当
法
に
よ
る
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付

（
児
童
手
当
法
（

る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
児
童
手
当
法
（

（
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付

昭
和
四
十
六
年
法

昭
和
四
十
六
年
法

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
給
に
関
す
る
事

律
第
七
十
三
号
）

律
第
七
十
三
号
）

務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
十
七
条
第
一
項

第
十
七
条
第
一
項

の
表
の
下
欄
に
掲

の
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
者
を
含
む
。

げ
る
者
を
含
む
。

）

）

八
十
一
の
二
～
八
十

（
略
）

八
十
一
の
二
～
八
十

（
略
）

二
の
二

（
略
）

二
の
二

（
略
）

八
十
三

厚
生
労
働

雇
用
保
険
法
に
よ
る
失
業
等
給
付
若
し
く
は
育

八
十
三

厚
生
労
働

雇
用
保
険
法
に
よ
る
失
業
等
給
付
若
し
く
は
育

大
臣

児
休
業
等
給
付
の
支
給
又
は
雇
用
安
定
事
業
若

大
臣

児
休
業
給
付
の
支
給
又
は
雇
用
安
定
事
業
若
し

し
く
は
能
力
開
発
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務

く
は
能
力
開
発
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で

で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

八
十
三
の
二
～
百
二

（
略
）

八
十
三
の
二
～
百
二

（
略
）

十
六

（
略
）

十
六

（
略
）

百
二
十
七

市
町
村

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

百
二
十
七

市
町
村

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法

長

律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援

長

律
第
六
十
五
号
）
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
教

給
付
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、

育
・
保
育
給
付
若
し
く
は
子
育
て
の
た
め
の
施

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
若
し
く
は

設
等
利
用
給
付
の
支
給
又
は
地
域
子
ど
も
・
子

乳
児
等
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
又
は
地
域

育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る

て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
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百
二
十
八
～
百
三
十

（
略
）

百
二
十
八
～
百
三
十

（
略
）

六

（
略
）

六

（
略
）
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○

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
六
条
関
係
）
【
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
児
童
福
祉
法
等
の
特
例
）

（
児
童
福
祉
法
等
の
特
例
）

第
十
二
条
の
四

（
略
）

第
十
二
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
児
童
福
祉
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
児
童
福
祉
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第

十
九
条
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三

十
九
条
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
定
員
の
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三

号
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略

号
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略

特
別
区
域
小
規
模
保
育
事
業
に
係
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
（
以
下
こ
の

特
別
区
域
小
規
模
保
育
事
業
に
係
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
定
小
規
模
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。

項
に
お
い
て
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
定
小
規
模
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。

）
に
あ
つ
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号

）
に
あ
つ
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号

）
」
と
、
「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
必
要
利
用
定
員

）
」
と
、
「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三
号
」
と
あ
る
の
は

総
数
（
同
号
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
定
小
規
模
保
育
事
業
所
に
あ
つ
て
は

「
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
法
第
十
九
条
第
三
号
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
特

、
同
法
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号
）
」
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的

定
小
規
模
保
育
事
業
所
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
）
」
と
す

読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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○

令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三

十
七
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
二
十
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

第
二
十
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項

の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八

の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八

条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員

条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員

に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関

に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関

す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規

す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な

定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な

っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国

共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日

共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日

に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

「
、
令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項

技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「
組
織
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金

に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「
組
織
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金

及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「

及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
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組
織
委
員
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

組
織
委
員
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項

の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項

か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項

」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ

」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同

る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同

条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」

と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行

と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行

法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
す
る
。

法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
十
八
条
関
係
）
【
令
和
七
年

四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
七
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。

第
七
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項
の

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項
の

規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条

規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八
条

の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員
に

の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員
に

は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す

は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す

る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な
っ

す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な
っ

た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定

そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法
の

す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法
の

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共

短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共

済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に

済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に

職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成

「
、
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成

二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「

二
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
組
織
委
員
会
（
以
下
「

組
織
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四

組
織
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三

号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負

号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
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担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣

担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣

を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行

を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
、

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
、

「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読

「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第

八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の

八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九

は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九

条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四

条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三

号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ

号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の

」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の

は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は

は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は

「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
す
る
。

「
組
織
委
員
会
及
び
国
」
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
（
抄
）
（
附

則
第
三
十
九
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
二
十
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八

第
二
十
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二

項
の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十

項
の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十

八
条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職

八
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職

員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に

員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に

関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と

規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と

な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に

は
、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に

規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済

規
定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、

法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、

国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た

国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た

日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

日
に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必

「
、
令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必

要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
四

要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）

条
第
一
項
に
規
定
す
る
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）

の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ

の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
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る
の
は
「
博
覧
会
協
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百

る
の
は
「
博
覧
会
協
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百

二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法

二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法

人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体

人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体

」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同

」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同

条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

含
む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及

び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五

び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条

合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条

第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、

第
五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、

行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と

行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と

す
る
。

す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）



- 277 -

○

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
（
抄
）
（
附

則
第
四
十
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
及
び
令
和
八
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
特
例
）

第
十
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

第
十
八
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
二
項

の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八

の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（
国
共
済
法
第
六
十
八

条
の
四
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員

条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
派
遣
職
員

に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関

に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関

す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規

す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な

定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
派
遣
職
員
と
な

っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

、
そ
の
な
っ
た
日
の
前
日
に
退
職
（
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法

定
す
る
退
職
を
い
う
。
）
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国

の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国

共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日

共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日

に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

に
職
員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
「
当

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、
「
当

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め

「
、
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
の
た
め

に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条

に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）
の

第
一
項
に
規
定
す
る
博
覧
会
協
会
（
以
下
「
博
覧
会
協
会
」
と
い
う
。
）
の

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る

負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
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の
は
「
博
覧
会
協
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二

の
は
「
博
覧
会
協
会
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二

条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人

条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
行
政
執
行
法
人

又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」

又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」

と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条

と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条

第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

む
。
）
及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び

第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号

第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号

」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五

」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
「
並
び
に
同
条
第
五

項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第

五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行

五
項
」
と
、
「
（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
（
同
項
」
と
、
「
国
、
行

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
す

政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
博
覧
会
協
会
及
び
国
」
と
す

る
。

る
。

５

（
略
）

５

（
略
）
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○

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
一
条
関

係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
災
害
救
助
法
等
の
一
部
改
正
）

（
災
害
救
助
法
等
の
一
部
改
正
）

第
八
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る

第
八
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
一
条

二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
一
条
及
び

附
則
第
二
条
第
八
項

三
～
十
七

（
略
）

三
～
十
七

（
略
）
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○

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
二
条
関
係
）
【
令
和
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

第
九
条

附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
の
職
員
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、

第
九
条

附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
機
構
の
職
員
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、

機
構
の
成
立
の
日
の
前
日
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け

機
構
の
成
立
の
日
の
前
日
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け

た
者
か
ら
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
七
条
第
一

た
者
か
ら
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
機
構
の
成
立
の
日
に
お
い

項
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

て
児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
児
童
手

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
機

当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
機
構
の
成
立
の
日
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る

構
の
成
立
の
日
に
お
い
て
児
童
手
当
又
は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
」
と
い
う
。
）
の
支
給
要
件
に
該
当

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
児
童
手

す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
の
支
給
に
関
し

当
の
支
給
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
の
成
立

て
は
、
機
構
の
成
立
の
日
に
お
い
て
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市

の
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
る
。

町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
児
童
手
当

又
は
特
例
給
付
の
支
給
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
（
同
法
附
則
第
二
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
の

成
立
の
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
る
。
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○

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
三
条
関
係
）
【
公
布
日
又
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
の
公
布
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
条

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）

第
六
十
一
条
の
四
第
二
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

第
六
十
一
条
の
四
第
二
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
る
。

る
。第

六
十
一
条
の
七
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

第
六
十
一
条
の
七
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
を
削
る
。

、
同
条
第
九
項
を
削
る
。

第
六
十
一
条
の
八
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

第
六
十
一
条
の
八
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
同
条
中
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項

、
同
条
中
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と

と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
す
る
。

す
る
。

第
六
十
一
条
の
十
第
四
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三
号

（
新
設
）

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条

第
一
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第

二
項
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め

る
。第

六
十
一
条
の
十
二
第
三
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
三

（
新
設
）

号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
休
業
を
」
を
「
休
業
及
び
教
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育
訓
練
休
暇
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
の
取
得
を
」
に

改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一

項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
第
三
号
」
と

」
を
加
え
、
「
あ
る
の
は
、
」
を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

（
略
）

（
略
）

第
六
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
一
条
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
教
育
訓
練

第
百
一
条
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
教
育
訓
練

給
付
及
び
」
を
加
え
る
。

給
付
、
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
第
二
項
中
「
（
そ
の
率
が
同
条
第
五
項
（
同
条
第
十
項
又
は
第

第
百
二
条
第
二
項
中
「
（
そ
の
率
が
同
条
第
五
項
（
同
条
第
十
項
又
は
第

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
項

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
項

又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
率

又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
率

）
」
を
削
る
。

）
」
を
削
る
。

第
百
五
条
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

（
新
設
）

第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第

（
新
設
）

六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第

」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
か
ら
第

一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
」
に
、
「
第
六
項
を
」
を
「
第
五
項
を
」
に
、
「

六
号
ま
で
」
に
、
「
第
六
項
を
」
を
「
第
五
項
を
」
に
、
「
第
六
十
六
条
第

第
六
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
四
年

中
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五

度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
、
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」

号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
」
に
、
「
第
六
項
を
」
を
「
第
五
項

に
、
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六

を
」
に
、
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
六

号
ま
で
」
に
、
「
第
六
項
を
」
を
「
第
五
項
を
」
に
、
「
第
六
十
六
条
第
一

号
」
に
、
「
第
六
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、

項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
六
条
第
一
項
第
六
号
」
に
、
「
第
六
十
六
条
第
六

同
条
第
三
項
を
削
る
。

項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
四
条
の

三

第
二
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
四
条
の

規
定
並
び
に
第
六
条
中
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
一
条
第
二
項
、
第

規
定
並
び
に
第
六
条
中
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
百
一
条
第
二
項
の
改

百
五
条
及
び
第
百
二
十
三
条
の
七
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
二

正
規
定
、
同
法
附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
一
項
第

十
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五

三
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
部
分

号
」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
四
号
か

に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令

ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
同
条
第
二
項
の
改

和
五
年
度
」
に
改
め
る
部
分
、
「
第
六
項
を
」
を
「
第
五
項
を
」
に
改
め

正
規
定
（
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
改
め
る
部
分
、
「
第

る
部
分
及
び
「
第
六
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改

六
項
を
」
を
「
第
五
項
を
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
第
六
十
六
条
第
六
項

め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
条
、
第

」
を
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則

三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定

令
和
七
年
十
月
一
日

第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定

令
和
七
年
十
月
一
日

四

（
略
）

四

（
略
）

（
高
年
齢
被
保
険
者
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
高
年
齢
被
保
険
者
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条

第
四
号
施
行
日
前
に
第
四
号
旧
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
の
五
の

第
十
四
条

第
四
号
施
行
日
前
に
第
四
号
旧
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
の
五
の

規
定
に
よ
り
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
り
、
第
四
号
施
行
日
ま
で
引
き
続
き
当

規
定
に
よ
り
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
り
、
第
四
号
施
行
日
ま
で
引
き
続
き
当

該
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
係
る
第
四
号
新
雇
用
保
険
法
第
六
条
、
第
十
四
条

該
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
係
る
第
四
号
新
雇
用
保
険
法
第
六
条
、
第
十
四
条

及
び
第
三
十
七
条
の
五
の
規
定
の
適
用
並
び
に
失
業
等
給
付
及
び
育
児
休
業

及
び
第
三
十
七
条
の
五
の
規
定
の
適
用
並
び
に
失
業
等
給
付
及
び
育
児
休
業

等
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
）

措
置
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

令
和
五
年
度
に
つ
い
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す

４

令
和
五
年
度
に
つ
い
て
の
新
徴
収
法
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に

る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
附
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に

改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て

」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
徴
収
法
」
と

律
第

号
）
第
三
条
の
規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
改

い
う
。
）
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ

正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般

中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険

保
険
料
徴
収
額
に
同
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
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法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
第
三
条
の

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」

規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る

と
い
う
。
）
に
」
と
、
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
の
」
と
あ

改
正
前
の
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
同
項
に
規

る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
の
」
と
、
同
号
ロ

定
す
る
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
育

中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給

児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」
と
い
う
。
）
に
」
と
、
「
育

付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」
と
す
る
。

児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
費

充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
の
」
と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計

の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘

定
」
と
、
同
号
ロ
中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
」
と
あ
る
の

は
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」
と
す
る
。

５

令
和
六
年
度
に
つ
い
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
一
部
改
正
法
に
よ

５

令
和
六
年
度
に
つ
い
て
の
新
徴
収
法
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に

る
改
正
後
の
徴
収
法
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に

第
一
号
イ
中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に
」
と
あ
る
の
は
「

」
と
あ
る
の
は
「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）

律
第

号
）
第
三
条
の
規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
改

第
三
条
の
規
定
（
同
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。

正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般

）
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
保
険
料
徴
収
額
に

保
険
料
徴
収
額
に
同
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（

同
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
号
に
お

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」

い
て
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
」
と
い
う
。
）
に
」

と
い
う
。
）
に
」
と
、
同
号
ロ
中
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額

と
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
の
育
児
休
業
等
給
付
勘
定
」
と
あ

に
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
相
当
額
に
」
と

る
の
は
「
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
」
と
、
同
号
ロ
中
「
育
児
休
業

す
る
。

給
付
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴

収
保
険
料
額
相
当
額
に
」
と
す
る
。
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○

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
四
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
前
条
第
一
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に

第
四
条

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
前
条
第
一
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規

二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規

定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
ど
も
を

定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
こ
と
（
同
法
第
六
十
九
条
第

養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
こ
と
（
同
法
第
六
十
九
条
第

一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
徴
収

一
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

三
～
二
十
七

（
略
）

三
～
二
十
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

参
照
条
文

目
次

○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
抄
）

1

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
【
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
後
】

9

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）

15

○

児
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扶
養
手
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三
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律
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）
（
抄
）
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○
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等
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法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
【
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
九
十
六
号
）
及
び
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
後
】

18

○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）

19

○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
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律
第
百
十
六
号
）
（
抄
）
【
雇
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保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
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法
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（
令
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年
法
律
第

号
）
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一
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に
よ
る
改
正
後
】

22

○
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別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）

26

○

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）

28

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）

29

○

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
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法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）

29

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）

30

○

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）

30

○

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

31

○

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
抄
）

31

○

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
抄
）

32

○

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）

32

○

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）

32

○

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
抄
）

33
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○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
抄
）

第
七
条

（
略
）

２
～
９

（
略
）

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
を
い
う
。

10
一
～
三

（
略
）

四

児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
当
該
施
設

に
配
置
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の

五
～
八

（
略
）

（
報
告
等
）

第
十
三
条

市
町
村
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
小
学
校
就
学
前
子

ど
も
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
若
し
く
は
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対

し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
資
料
の
提
供
等
）

第
十
六
条

市
町
村
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
小
学
校
就
学
前
子

ど
も
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
又
は
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。

附
則
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の

他
の
機
関
若
し
く
は
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
一

市
町
村
は
、
施
設
等
利
用
給
付
認
定
子
ど
も
が
、
施
設
等
利
用
給
付
認
定
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
係
る
施
設

又
は
事
業
と
し
て
確
認
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
（
以
下
「
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
確
認
に
係
る
教
育
・
保
育
そ
の
他
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
該
当
す
る
施
設
等
利
用
給



- 2 -

付
認
定
子
ど
も
が
受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
施
設
等
利

用
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
施
設
等
利
用
給
付
認
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
要
し
た
費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生

活
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
内
閣
府
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
施
設
等
利
用
費
を
支
給
す
る
。

一

認
定
こ
ど
も
園

第
三
十
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も

二

幼
稚
園
又
は
特
別
支
援
学
校

第
三
十
条
の
四
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
又
は
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
満

三
歳
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

三

第
七
条
第
十
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

第
三
十
条
の
四
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も

２
～
５

（
略
）

（
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
確
認
の
変
更
）

第
四
十
四
条

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
利
用
定
員
（
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
利
用
定
員
を
い
う
。
第
四
十
六
条
第
三
項
第
一
号
を
除
き
、

以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
増
加
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の

確
認
の
変
更
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
責
務
）

第
四
十
五
条

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
利
用
の
申
込
み
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら

な
い
。

２

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
前
項
の
申
込
み
に
係
る
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
及
び
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
係
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
を
現
に
利
用

し
て
い
る
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
の
総
数
が
、
そ
の
利
用
定
員
の
総
数
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
申
込
み
に
係

る
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
を
公
正
な
方
法
で
選
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
対
し
適
切
な
地
域
型
保
育
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
、
教
育
・
保
育
施
設
、
児
童
相
談
所
、
児

童
福
祉
施
設
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
良
質
な
地
域
型
保
育
を
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
そ
の
他
の
事
情
に

応
じ
、
効
果
的
に
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
地
域
型
保
育
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
型
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
人
格
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
遵
守
し
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
基
準
）

第
四
十
六
条

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
地
域
型
保
育
の
種
類
に
応
じ
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
設
備
及
び

運
営
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下
「
地
域
型
保
育
事
業
の
認
可
基
準
」
と
い
う
。
）
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
特
定
地
域
型
保
育
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は

内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
係
る
利
用
定
員
（
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
に
お
い
て
定
め
る
利
用
定
員
を
い
う
。
第
七
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
適
切
な
処
遇
の
確
保
及
び
秘
密
の
保
持
等
並
び
に
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
健

全
な
発
達
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
及
び
同
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
定
地
域
型
保
育
の
取

扱
い
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
定
員
の
減
少
の
届
出
を
し
た
と
き
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
辞
退
を
す
る
と
き
は
、
当

該
届
出
の
日
又
は
同
条
に
規
定
す
る
予
告
期
間
の
開
始
日
の
前
一
月
以
内
に
当
該
特
定
地
域
型
保
育
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
定
員
の
減
少
又
は
確
認
の
辞

退
の
日
以
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
当
該
特
定
地
域
型
保
育
に
相
当
す
る
地
域
型
保
育
の
提
供
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
地
域
型
保
育
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
他
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
そ
の
他
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
四
十
七
条

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
閣
府
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
定
員
の
減
少
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
利
用
定
員
の

減
少
の
日
の
三
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
確
認
の
辞
退
）

第
四
十
八
条

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
三
月
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
辞
退
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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（
市
町
村
長
等
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
）

第
四
十
九
条

市
町
村
長
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
る
第
四
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
他
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
及
び
当
該
関
係
者
に
対
す

る
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
同
一
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
つ
い
て
二
以
上
の
市
町
村
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定

地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
る
第
四
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調

整
又
は
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
対
す
る
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
同
一
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
つ
い
て
二
以
上
の
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
る
第
四
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
相
互
間

の
連
絡
調
整
又
は
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
対
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
等
）

第
五
十
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報

告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保

育
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
特
定
地
域
型
保
育
事

業
所
、
事
務
所
そ
の
他
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
五
十
一
条

市
町
村
長
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を

定
め
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

地
域
型
保
育
事
業
の
認
可
基
準
に
従
っ
て
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適
正
な
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
を
し
て
い
な
い
場
合

当
該

基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。

二

第
四
十
六
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し

て
適
正
な
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
を
し
て
い
な
い
場
合

当
該
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。

三

第
四
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
を
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適
正
に
行
っ
て
い
な
い
場
合

当
該
便
宜
の
提
供
を
適
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正
に
行
う
こ
と
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
確
認
の
取
消
し
等
）

第
五
十
二
条

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
取
り
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
確
認
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
第
四
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
地
域
型
保
育
事
業
の
認
可
基
準
に
従
っ
て
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適
正
な
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

三

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
第
四
十
六
条
第
二
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支

給
に
係
る
事
業
を
行
う
者
と
し
て
適
正
な
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

地
域
型
保
育
給
付
費
又
は
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

五

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、

又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

六

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
又
は
そ
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
が
、
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
地

域
型
保
育
事
業
所
の
職
員
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た

と
き
を
除
く
。

七

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
と
き
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
、
保
育
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

十

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
の
役
員
又
は
そ
の
事
業
所
を
管
理
す
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
過
去
五
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年
以
内
に
保
育
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
が
あ
る
と
き
。

十
一

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
が
法
人
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
者
が
過
去
五
年
以
内
に
保
育
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
で
あ
る
と

き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
取
り
消
さ
れ
た
地
域
型
保
育
事
業
を
行
う
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令

で
定
め
る
者
は
、
そ
の
取
消
し
の
日
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
し
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
公
示
）

第
五
十
三
条

市
町
村
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
名
称
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
し
た
と
き
。

二

第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
の
辞
退
が
あ
っ
た
と
き
。

三

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
九
条
第
一
項
の
確
認
を
取
り
消
し
、
又
は
同
項
の
確
認
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
し
た
と
き
。

（
市
町
村
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
及
び
要
請
）

第
五
十
四
条

市
町
村
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
の
地
域
型
保
育
に
係
る

希
望
、
当
該
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
の
養
育
の
状
況
、
当
該
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
に
必
要
な
支
援
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
満
三
歳
未
満

保
育
認
定
子
ど
も
が
適
切
に
特
定
地
域
型
保
育
事
業
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
又
は
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
に
つ
い
て
の
あ
っ
せ
ん
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
対
し
、
当
該
満
三
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
の
利
用
の
要
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
あ
っ
せ
ん
及
び
要
請
に
対
し
、
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
基
準
）

第
五
十
八
条
の
四

特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四

第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

同
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
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五
～
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
五
十
八
条
の
九

市
町
村
長
は
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

提
供
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
条
第
十
項
各
号
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
六
号
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
の

内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
係
る
施
設
又
は
事
業
と
し
て
適
正
な
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
を
し
て
い
な
い
場
合

当
該
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
確
認
の
取
消
し
等
）

第
五
十
八
条
の
十

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
に
係
る
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
の

確
認
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
確
認
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

三

特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
者
（
第
七
条
第
十
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
の
設
置
者
又
は
同
項
第
五
号
、
第
七
号
若
し
く
は
第
八
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
者
に

限
る
。
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
係
る
施
設
又
は
事
業
と
し
て

適
正
な
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

四
～
十
一

（
略
）

２

（
略
）

（
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）

第
六
十
一
条

（
略
）

２

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

市
町
村
が
、
地
理
的
条
件
、
人
口
、
交
通
事
情
そ
の
他
の
社
会
的
条
件
、
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
条
件
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
定
め
る
区
域
（
以
下
「
教
育
・
保
育
提
供
区
域
」
と
い
う
。
）
ご
と
の
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
係
る
必
要
利
用
定
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員
総
数
（
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
ご
と
の
必
要
利
用
定
員
総
数
と
す
る
。
）
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
（
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

お
け
る
労
働
者
等
の
監
護
す
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
の
量
の
見
込
み
並
び
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
教
育
・
保
育
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期

二

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
の
当
該
教
育
・
保
育
提
供
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
量
の
見
込
み
並
び
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期

三

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
の
推
進
に
関
す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

四

（
略
）

３
～

（
略
）

10
（
都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
）

第
六
十
二
条

（
略
）

２

都
道
府
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
が
定
め
る
教
育
・
保
育
提
供
区
域
を
勘
案
し
て
定
め
る
区
域
ご
と
の
当
該
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設

に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
（
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
区
分
ご
と
の
必
要
利
用
定
員
総
数
と
す
る
。
）
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
の
量
の
見
込

み
並
び
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
教
育
・
保
育
の
提
供
体
制
の
確
保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期

二

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
教
育
・
保
育
の
一
体
的
提
供
及
び
当
該
教
育
・
保
育
の
推
進
に
関
す
る
体
制
の
確
保
の
内
容

三
～
六

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
市
町
村
の
支
弁
）

第
六
十
五
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

（
略
）

二

都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
設
置
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
係
る
施
設
型
給
付
費
及
び
特
例
施
設
型
給
付
費
並
び
に
地
域
型
保
育
給
付
費
及
び
特
例
地
域

型
保
育
給
付
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

三

（
略
）

四

国
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
が
単
独
で
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
次
号
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

市
町
村
が
設
置
し
、
又
は
行
う
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
（
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
を
除
く
。
）
に
係
る
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
要
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す
る
費
用

五

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
設
置
し
、
又
は
行
う
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
に
係
る
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

六

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用

（
国
の
支
弁
）

第
六
十
六
条
の
二

国
（
国
立
大
学
法
人
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
含
む
。
）
が
設
置
す
る
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
（
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
に
限
る
。
）
に
係
る
施
設
等
利
用
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の
支
弁
と
す
る
。

（
市
町
村
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
等
）

第
六
十
八
条

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
、
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対

象
額
か
ら
拠
出
金
充
当
額
を
控
除
し
た
額
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
に
対
し
、
国
が
負
担
す
る
額
及
び
拠
出
金
充
当
額
を
合
算
し
た
額
を
交
付
す
る
。

２
・
３

（
略
）

（
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
）

第
六
十
九
条

政
府
は
、
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
児
童
手
当
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
児
童
手
当

費
用
」
と
い
う
。
）
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
（
施
設
型
給
付
費
等
負
担
対
象
額
の
う
ち
、
満
三
歳
未
満
保
育
認
定

子
ど
も
に
係
る
も
の
に
相
当
す
る
費
用
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
施
設
型
給
付
費
等
費
用
」
と
い
う
。
）
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
第

五
十
九
条
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
す
る
費
用
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
対
象
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

用
」
と
い
う
。
）
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
（
同
項
に
お
い
て
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
拠
出
金
を
徴
収
す
る
。

一

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
～
四

（
略
）

２

（
略
）

○

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
【
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
後
】
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第
六
条
の
三

こ
の
法
律
で
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
こ
れ
ら
の
者
が
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
所
に
お

け
る
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に
就
業
の
支
援
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
児
童
自
立
生
活
援
助
の

実
施
を
解
除
さ
れ
た
者
に
対
し
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

一

義
務
教
育
を
終
了
し
た
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
で
あ
つ
て
、
措
置
解
除
者
等
（
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
措
置
（
政
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
解
除
さ
れ
た
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
満
二
十
歳
未
満
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
と
い

う
。
）

二

満
二
十
歳
以
上
の
措
置
解
除
者
等
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
学
校
教
育
法
第
五
十
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
、
同
法
第
八
十
三
条

に
規
定
す
る
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
が
認
め
た

も
の

②
～
④

（
略
）

⑤

こ
の
法
律
で
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
と
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
の
実
施
そ
の
他
に
よ
り
把
握
し
た
保
護
者
の
養
育
を
支
援

す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
第
八
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
要
支
援
児
童
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
保
護
者
に
監

護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
又
は
出
産
後
の
養
育
に
つ
い
て
出
産
前
に
お
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

妊
婦
（
以
下
「
特
定
妊
婦
」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
要
支
援
児
童
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
そ
の
養
育
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
要
支
援
児
童
等
の
居
宅
に
お
い

て
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

⑥
～
㉑

（
略
）

第
六
条
の
四

こ
の
法
律
で
、
里
親
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

（
略
）

二

前
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
人
数
以
下
の
要
保
護
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
及
び
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
（
都
道
府
県
知
事
が

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
研
修
を
修
了
し
た
者
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
第
三
十
四
条
の
十
九
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
も
の
（
以

下
「
養
子
縁
組
里
親
」
と
い
う
。
）

三

（
略
）

第
二
十
三
条

都
道
府
県
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
内
に
お
け
る
保
護
者
が
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子

で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児
童
の
福
祉
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
護
者
か
ら
申
込
み
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
及
び
児
童
を
母
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子
生
活
支
援
施
設
に
お
い
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
施
設
へ
の
入
所
の
あ
つ
せ
ん
、
生
活
保
護
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
適
用
等
適
切
な
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
～
⑤

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二

（
略
）

②

協
議
会
は
、
要
保
護
児
童
若
し
く
は
要
支
援
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
又
は
特
定
妊
婦
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
支
援
対
象
児
童
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
要
保
護
児
童
の
適
切
な
保
護
又
は
要
支
援
児
童
若
し
く
は
特
定
妊
婦
へ
の
適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
対
象

児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
内
容
に
関
す
る
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③

（
略
）

④

協
議
会
を
設
置
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
協
議
会
を
構
成
す
る
関
係
機
関
等
の
う
ち
か
ら
、
一
に
限
り
要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
を
指
定
す
る
。

⑤

要
保
護
児
童
対
策
調
整
機
関
は
、
協
議
会
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
支
援
対
象
児
童
等
に
対
す
る
支
援
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
内
閣
府
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
援
対
象
児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
実
施
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
児
童
相
談
所
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
を
行
う
者
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

⑥
～
⑧

（
略
）

第
二
十
七
条

都
道
府
県
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
少
年
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
送
致
の
あ
つ
た
児
童
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

児
童
又
は
そ
の
保
護
者
に
訓
戒
を
加
え
、
又
は
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
。

二

児
童
又
は
そ
の
保
護
者
を
児
童
相
談
所
そ
の
他
の
関
係
機
関
若
し
く
は
関
係
団
体
の
事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
に
通
わ
せ
当
該
事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
に
お
い
て
、

又
は
当
該
児
童
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
の
住
所
若
し
く
は
居
所
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
司
、
知
的
障
害
者
福
祉
司
、
社
会
福
祉
主
事
、
児
童
委
員
若
し
く
は
当
該
都
道
府

県
の
設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
が
行
う
障
害
者
等
相
談
支
援
事
業
に
係
る
職
員
に
指
導
さ
せ
、
又
は
市
町
村
、
当
該
都
道
府
県
以
外

の
者
の
設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
当
該
都
道
府
県
以
外
の
障
害
者
等
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

め
る
者
に
委
託
し
て
指
導
さ
せ
る
こ
と
。

三

児
童
を
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
し
、
又
は
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設
若
し
く
は

児
童
自
立
支
援
施
設
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
。

四

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
児
童
は
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
こ
と
。

②
～
⑥

（
略
）
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第
三
十
一
条

（
略
）

②
・
③

（
略
）

④

都
道
府
県
は
、
延
長
者
（
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
二
項
の
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
項
か
ら
こ
の
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
者

二

第
三
十
三
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
が
行
わ
れ
て
い
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

⑤
・
⑥

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

②
～
⑨

（
略
）

⑩

児
童
相
談
所
長
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
採
る
に
至
る
ま
で
、
保
護
延
長
者
（
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者

の
う
ち
、
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
安
全
を
迅
速
に
確

保
し
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
、
又
は
保
護
延
長
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
保
護
延
長
者
の
一
時
保
護
を
行
い
、

又
は
適
当
な
者
に
委
託
し
て
、
当
該
一
時
保
護
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
・
⑫

（
略
）

第
三
十
三
条
の
六

都
道
府
県
は
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
第
六
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
児
童
自
立
生
活
援
助
対
象
者
」
と
い
う
。
）

の
自
立
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
児
童
自
立
生
活
援
助
対
象
者
か
ら
申
込
み
が
あ
つ
た
と
き
は
、
自
ら
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者

（
都
道
府
県
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
委
託
し
て
、
そ
の
児
童
自
立
生
活
援
助
対
象
者
に
対
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
自
立
生
活
援
助

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
他
の
適
切
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
～
⑤

（
略
）

第
三
十
八
条

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子
及
び
そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
保

護
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
自
立
の
促
進
の
た
め
に
そ
の
生
活
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
退
所
し
た
者
に
つ
い
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施

設
と
す
る
。
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第
五
十
一
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
措
置
（
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町

村
の
行
う
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
す
る
費
用

五

第
二
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
措
置
（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
保
育
所
若
し
く
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
都
道
府
県
及
び
市
町

村
以
外
の
者
の
行
う
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
要
す
る
費
用

六
～
八

（
略
）

第
五
十
六
条

（
略
）

②

第
五
十
条
第
五
号
、
第
六
号
、
第
六
号
の
二
若
し
く
は
第
七
号
か
ら
第
七
号
の
三
ま
で
に
規
定
す
る
費
用
（
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

う
里
親
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。
）
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五
十
一
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
人

又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
～
⑤

（
略
）

⑥

保
育
所
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳
児
又
は
幼
児
の
保
護
者
か
ら
、
善
良
な
管
理
者
と
同
一
の
注
意
を
も
つ
て
、
当
該
各
号

に
定
め
る
額
の
う
ち
当
該
保
護
者
が
当
該
保
育
所
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
支
払
う
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
に
努
め
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
当
該
保
護
者
が
当
該
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
育
所
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
保
育
に
支
障
が
生

じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
市
町
村
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
保
育
所
に
お
け
る
保
育
を
行
う
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
又
は
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
保
育
を
確
保
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
設
置
者
の
請
求
に
基
づ

き
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す

る
。

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
を
受
け
た
乳
児
又
は
幼
児

同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
支
払
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
又
は
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
特
例
施
設
型
給
付
費
の
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
を
限
度
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
が
現
に
当
該
特
定
教
育
・
保

育
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
特
定
教
育
・
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
）
の
合
計
額

二

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
別
利
用
保
育
を
受
け
た
幼
児

同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
施
設
型
給
付
費
の
額

及
び
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
が
定
め
る
額
（
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
が
現
に
当
該
特
別
利
用
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
特
別
利
用
保

育
に
要
し
た
費
用
の
額
）
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
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支
払
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）

⑦

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳
児
又
は
幼
児
の
保
護
者
か
ら
、
善
良
な
管
理
者
と
同
一
の
注
意
を
も
つ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
う
ち

当
該
保
護
者
が
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
者
に
支
払
う
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
に
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
当
該
保
護
者
が
当

該
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
よ
る
保
育
に
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
市
町
村
が
第

二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
よ
る
保
育
を
確
保
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行

う
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税

に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域
型
保
育
（
同
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
別
利
用
地
域
型
保
育
（
次
号
に
お
い

て
「
特
別
利
用
地
域
型
保
育
」
と
い
う
。
）
及
び
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
利
用
地
域
型
保
育
（
第
三
号
に
お
い
て
「
特
定
利
用
地
域
型
保
育
」
と
い
う
。
）
を
除

く
。
）
を
受
け
た
乳
児
又
は
幼
児

同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該

支
払
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
又
は
同
法
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
額
を
限
度
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
（
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
が
現
に
当
該
特
定
地
域
型
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
特

定
地
域
型
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
）
の
合
計
額

二

特
別
利
用
地
域
型
保
育
を
受
け
た
幼
児

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
が
定
め
る
額
（
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
が
現
に
当
該
特
別
利
用
地
域
型
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
特
別
利
用
地
域
型
保
育
に
要

し
た
費
用
の
額
）
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
支
払
が

な
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）

三

特
定
利
用
地
域
型
保
育
を
受
け
た
幼
児

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
三
十
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
額
及
び
同
号
に
規
定
す
る

市
町
村
が
定
め
る
額
（
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
が
現
に
当
該
特
定
利
用
地
域
型
保
育
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
特
定
利
用
地
域
型
保
育
に
要

し
た
費
用
の
額
）
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
支
払
が

な
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）

第
五
十
九
条
の
二

第
六
条
の
三
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
（
少
数
の
乳
児
又
は
幼
児

を
対
象
と
す
る
も
の
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
四
項
の
認
可
又
は
認
定
こ
ど
も
園

法
第
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
児
童
福
祉
施
設
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
又
は
認

定
こ
ど
も
園
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
の
設
置
者
は
、
そ

の
事
業
の
開
始
の
日
（
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
児
童
福
祉
施
設
若
し
く
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
施
設
又
は
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
十
二
条
第
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一
項
の
規
定
に
よ
り
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
可
の
取
消
し
の
日
）
か
ら
一
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

二

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
名
称
及
び
所
在
地

三

建
物
そ
の
他
の
設
備
の
規
模
及
び
構
造

四

事
業
を
開
始
し
た
年
月
日

五

施
設
の
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

六

そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

②
・
③

（
略
）

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
被
保
険
者
の
資
格
）

第
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
す
る
。

一

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
者
で
あ
つ
て
次
号
及
び
第
三
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
（
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
に
基
づ
く
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
そ
の
他
の
老
齢
又
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下

「
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
老
齢
給
付
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
そ
の
他
こ
の
法
律
の
適
用
を
除
外
す
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
「
第
一
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）

二

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
「
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）

三

第
二
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
外
国
に
お
い
て
留
学
を
す
る
学
生
そ
の
他
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
が
渡
航
目
的
そ
の
他

の
事
情
を
考
慮
し
て
日
本
国
内
に
生
活
の
基
礎
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
主
と
し
て
第
二
号
被
保
険
者
の
収

入
に
よ
り
生
計
を
維
持
す
る
も
の
（
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
者
そ
の
他
こ
の
法
律
の
適
用
を
除
外
す
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

を
除
く
。
以
下
「
被
扶
養
配
偶
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
も
の
（
以
下
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）

２
・
３

（
略
）

第
九
十
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
等
か
ら
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
期
間
（
前
条
第
一
項
若
し
く
は
次
項
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若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
又
は
学
生
等
で
あ
る
期
間
若
し
く
は
学
生
等
で
あ
つ
た
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
料
に
つ
き
、
既
に
納
付
さ
れ
た
も

の
を
除
き
、
そ
の
四
分
の
三
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
申
請
の
あ
つ
た
日
以
後
、
当
該
保
険
料
に
係
る
期
間
を
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
険
料
四
分

の
三
免
除
期
間
（
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
追
納
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
追
納
に
係
る
期
間
を
除
く
。
）
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
世
帯
主
又
は
配
偶
者
の
い
ず
れ
か
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
が
、
そ
の
者
の
扶
養
親
族
等
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
政
令
で
定
め
る

額
以
下
で
あ
る
と
き
。

二

前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
。

三

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て
天
災
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
き
。

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
等
か
ら
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
期
間
（
前
条
第
一
項
若
し
く
は
前
項
若
し
く
は
次

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
期
間
又
は
学
生
等
で
あ
る
期
間
若
し
く
は
学
生
等
で
あ
つ
た
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
料
に
つ
き
、
既
に
納
付
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
そ

の
半
額
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
申
請
の
あ
つ
た
日
以
後
、
当
該
保
険
料
に
係
る
期
間
を
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
保
険
料
半
額
免
除
期
間
（
第
九
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
追
納
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
追
納
に
係
る
期
間
を
除
く
。
）
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
世
帯
主
又
は
配
偶
者
の

い
ず
れ
か
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
が
、
そ
の
者
の
扶
養
親
族
等
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
政
令
で
定
め
る

額
以
下
で
あ
る
と
き
。

二

前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
。

三

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て
天
災
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
き
。

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保
険
者
等
か
ら
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
期
間
（
前
条
第
一
項
若
し
く
は
前
二
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
期
間
又
は
学
生
等
で
あ
る
期
間
若
し
く
は
学
生
等
で
あ
つ
た
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
保
険
料
に
つ
き
、
既
に
納
付
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
そ
の
四
分
の
一

を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
申
請
の
あ
つ
た
日
以
後
、
当
該
保
険
料
に
係
る
期
間
を
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
保
険
料
四
分
の
一
免
除
期
間
（
第
九
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
追
納
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
追
納
に
係
る
期
間
を
除
く
。
）
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
世
帯
主
又
は
配
偶
者
の
い

ず
れ
か
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
の
属
す
る
年
の
前
年
の
所
得
が
、
そ
の
者
の
扶
養
親
族
等
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、
政
令
で
定
め
る

額
以
下
で
あ
る
と
き
。

二

前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
。

三

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て
天
災
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
き
。

４
～
６

（
略
）
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（
保
険
料
の
追
納
）

第
九
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
追
納
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
追
納
が
行
わ
れ
た
日
に
、
追
納
に
係
る
月
の
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

（
略
）

（
督
促
及
び
滞
納
処
分
）

第
九
十
六
条

保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
滞
納
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
期
限
を
指
定
し
て
、
こ
れ
を
督
促
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
督
促
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
納
付
義
務
者
に
対
し
て
、
督
促
状
を
発
す
る
。

３

前
項
の
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
る
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
を
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
者
が
そ
の
指
定
の
期
限
ま
で
に
保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、

国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
つ
て
こ
れ
を
処
分
し
、
又
は
滞
納
者
の
居
住
地
若
し
く
は
そ
の
者
の
財
産
所
在
地
の
市
町
村
に
対
し
て
、
そ
の
処
分
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

５

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
市
町
村
税
の
例
に
よ
つ
て
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働

大
臣
は
、
徴
収
金
の
百
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を
当
該
市
町
村
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
よ
つ
て
受
け
入
れ
た
金
額
を
保
険
料
に
充
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
経
過
し
た
月
の
保
険
料
か
ら
順
次
こ
れ
に
充
当
し
、
一
箇

月
の
保
険
料
の
額
に
満
た
な
い
端
数
は
、
納
付
義
務
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

○

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
抄
）

（
手
当
額
）

第
五
条

手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
四
万
千
百
円
と
す
る
。

２

（
略
）
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（
手
当
額
の
自
動
改
定
）

第
五
条
の
二

基
本
額
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
に
お
い
て
作
成
す
る
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
（
以
下
「
物
価
指
数
」
と
い
う
。
）
が
平
成
五
年
（
こ
の
項
の
規
定
に

よ
る
基
本
額
の
改
定
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
年
の
前
年
）
の
物
価
指
数
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
の
四
月
以
降
の
基
本
額
を
改
定
す
る
。

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
額
の
改
定
の
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
【
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
九
十
六
号
）
及
び
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五

年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
後
】

（
費
用
の
負
担
）

第
百
十
三
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
（
以
下
「
前
期
高
齢
者
納
付

金
等
」
と
い
う
。
）
、
同
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
後
期
高
齢
者
関
係
事
務
費
拠
出
金
並
び
に
同
法
第
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
出
産
育
児
関
係
事
務
費
拠
出
金
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」
と
い
う
。
）
、
介
護
納
付
金
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
（
以
下
「
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
」
と

い
う
。
）
の
納
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
は
、
短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
短
期
給
付
並
び
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納

付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金
等
の
納
付
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含

み
、
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
及
び
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
出
産
育
児
交
付

金
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
各
組
合
ご
と
に
当
該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
（
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
組
合
を
組
織
す
る
職
員
の
う
ち
介
護
保
険
法
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
第
百
十
四
条
第
五
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項

に
お
い
て
「
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
資
格
を
有
す
る
者
）
を
単
位
と
し
て
、
退
職
等
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
（
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
組
合
の

事
務
に
要
す
る
費
用
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は
全
て

の
組
合
を
組
織
す
る
職
員
を
単
位
と
し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
少

な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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一

（
略
）

二

介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
二
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と

が
等
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
る
。

三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

地
方
公
共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
負
担
す

る
。

一

育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に
要
す
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
の
額
に
雇
用
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
及
び
介
護
休
業
給
付
に
係
る
国
庫
の
負
担
の
割
合
を
参
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

二

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
掛
金
等
）

第
百
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

３

掛
金
は
、
組
合
員
の
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
を
標
準
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
と
掛
金

と
の
割
合
は
、
組
合
（
退
職
等
年
金
分
掛
金
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
）
の
定
款
で
定
め
る
。

４
・
５

（
略
）

○

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）

（
支
給
要
件
）

第
四
条

児
童
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
支
給
す
る
。

一

（
略
）

二

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
父
母
等
が
そ
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
支
給
要
件
児
童
と
同
居
し
、
こ
れ
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
（
当
該

支
給
要
件
児
童
と
同
居
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
要
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者
と
す
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る
。
）
の
う
ち
、
当
該
支
給
要
件
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
父
母
等
が
指
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
（
当
該
支
給
要
件
児
童
の
父
母

等
を
除
く
。
以
下
「
父
母
指
定
者
」
と
い
う
。
）

三

父
母
等
又
は
父
母
指
定
者
の
い
ず
れ
に
も
監
護
さ
れ
ず
又
は
こ
れ
ら
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
支
給
要
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
で
あ
つ

て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の

四

（
略
）

２

前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
未
成
年
後
見
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
当
該
児
童
は
、
当
該
未
成
年
後
見

人
の
う
ち
い
ず
れ
か
当
該
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
者
に
よ
つ
て
監
護
さ
れ
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
、
父
及
び
母
、
未
成
年
後
見
人
並
び
に
父
母
指
定
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
者
が
当
該
父
及
び
母
の
子
で
あ
る
児
童

を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
は
、
当
該
児
童
は
、
当
該
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
当
該
児
童
の
生
計

を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
者
に
よ
つ
て
監
護
さ
れ
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
み
な
す
。

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
一

の
者
が
当
該
児
童
と
同
居
し
て
い
る
場
合
（
当
該
い
ず
れ
か
一
の
者
が
当
該
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
他
の
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後

見
人
又
は
父
母
指
定
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
児
童
は
、
当
該
同
居
し
て
い
る
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者
に
よ
つ

て
監
護
さ
れ
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
み
な
す
。

（
認
定
）

第
七
条

児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
（
第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
一
般
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
受
給
資
格
及
び
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
所
地
（
一
般
受
給
資
格
者
が
未
成
年

後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
す
る
。
）
の
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
支
給
及
び
支
払
）

第
八
条

市
町
村
長
は
、
前
条
の
認
定
を
し
た
一
般
受
給
資
格
者
及
び
施
設
等
受
給
資
格
者
（
以
下
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
児
童
手
当
を
支
給
す
る
。

２

児
童
手
当
の
支
給
は
、
受
給
資
格
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
、
児
童
手
当
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
日
の

属
す
る
月
で
終
わ
る
。

３
・
４

（
略
）
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（
児
童
手
当
の
額
の
改
定
）

第
九
条

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
き
、
児
童
手
当
の
額
が
増
額
す
る
こ
と
と
な
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
け
る
児
童
手
当
の
額
の
改
定
は
、
そ
の
者
が
そ
の
改

定
後
の
額
に
つ
き
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
行
う
。

２
・
３

（
略
）

（
公
務
員
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
公
務
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
一
般
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
こ
の
章
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
条
第

一
項
中
「
住
所
地
（
一
般
受
給
資
格
者
が
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
す
る
。
）
の
市
町
村
長
（
特
別

区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
り
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
中
「
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

一

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
国
家
公
務
員
そ
の
他
政
令
で
定
め

当
該
国
家
公
務
員
の
所
属
す
る
各
省
各
庁
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十

る
国
家
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三

四
号
）
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
（
裁
判

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
に
勤
務
す
る
者
を
除

所
に
あ
つ
て
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
そ
の
委
任
を
受

く
。
）

け
た
者

二

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
そ
の
他
政
令
で
定
め

当
該
地
方
公
務
員
の
所
属
す
る
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
長
又
は
そ
の
委
任
を

る
地
方
公
務
員
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八

受
け
た
者
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
に
勤
務
す
る

号
）
第
一
条
又
は
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
の
給
与
を
負

者
を
除
く
。
）

担
す
る
都
道
府
県
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
）

２

第
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
当
該
認
定
を
し
た
者
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）

（
罰
則
）

第
三
十
一
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑
法
（
明
治
四

十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
正
条
が
あ
る
と
き
は
、
刑
法
に
よ
る
。
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○

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
抄
）
【
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第

号
）
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
】

（
被
保
険
者
期
間
）

第
十
四
条

被
保
険
者
期
間
は
、
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
の
う
ち
、
当
該
被
保
険
者
で
な
く
な
つ
た
日
又
は
各
月
に
お
い
て
そ
の
日
に
応
当
し
、
か
つ
、
当
該
被
保
険
者
で

あ
つ
た
期
間
内
に
あ
る
日
（
そ
の
日
に
応
当
す
る
日
が
な
い
月
に
お
い
て
は
、
そ
の
月
の
末
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
喪
失
応
当
日
」
と
い
う
。
）
の
各
前
日
か
ら
各

前
月
の
喪
失
応
当
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
つ
た
各
期
間
（
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
が
十
一
日
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
一
箇
月
と
し
て
計
算
し
、
そ
の
他
の

期
間
は
、
被
保
険
者
期
間
に
算
入
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
か
ら
そ
の
日
後
に
お
け
る
最
初
の
喪
失
応
当
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
が
十
五
日

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
内
に
お
け
る
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
が
十
一
日
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
二
分
の
一
箇
月
の
被
保
険
者
期
間
と
し

て
計
算
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
期
間
を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
期
間
は
、
同
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間
に
含
め
な
い
。

一

最
後
に
被
保
険
者
と
な
つ
た
日
前
に
、
当
該
被
保
険
者
が
受
給
資
格
（
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
い
う
。
次
節
か
ら
第
四
節
ま
で
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
、
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給

資
格
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
受
給
資
格
、
高
年
齢
受
給
資
格
又
は
特
例
受
給
資
格
に
係
る
離

職
の
日
以
前
に
お
け
る
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間

二

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
確
認
が
あ
つ
た
日
の
二
年
前
の
日
（
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す

る
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
が
そ
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
時
期
の
う
ち
最
も
古
い
時
期
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
日
）
前
に
お
け
る
被
保
険
者
で
あ
つ
た
期
間

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
被
保
険
者
期
間
が
十
二
箇
月
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
箇
月
）
に
満
た
な
い
場

合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
で
あ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
も
の
又
は
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
時
間
数
が
八
十
時
間
以
上

で
あ
る
も
の
」
と
、
「
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
と
き
又
は
賃
金
の
支
払
の
基
礎
と
な
つ
た
時
間
数
が
八
十
時
間
以
上
で
あ
る
と
き
」
と
す
る
。

（
賃
金
日
額
）

第
十
七
条

賃
金
日
額
は
、
算
定
対
象
期
間
に
お
い
て
第
十
四
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
た
最
後
の
六
箇
月
間
に

支
払
わ
れ
た
賃
金
（
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び
三
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
除
く
。
次
項
、
第
六
節
及
び
次
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
額
を

百
八
十
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
賃
金
日
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
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一

賃
金
が
、
労
働
し
た
日
若
し
く
は
時
間
に
よ
つ
て
算
定
さ
れ
、
又
は
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
最
後

の
六
箇
月
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
当
該
最
後
の
六
箇
月
間
に
労
働
し
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

二

賃
金
の
一
部
が
、
月
、
週
そ
の
他
一
定
の
期
間
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
の
総
額
を
そ
の
期
間
の
総
日
数
（
賃
金
の
一
部
が
月
に
よ
つ
て
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
箇
月
を
三
十
日
と
し
て
計
算
す
る
。
）
で
除
し
て
得
た
額
と
前
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
算
額

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
賃
金
日
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
賃
金
日
額
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
賃
金
日
額
と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
賃
金
日
額
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
下
る
と
き
は
そ
の
額
を
、
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
と

き
は
そ
の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
日
額
と
す
る
。

一

二
千
四
百
六
十
円
（
そ
の
額
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）

二

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
（
こ
れ
ら
の
額
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）

イ

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者

一
万
五
千
五
百
九
十
円

ロ

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者

一
万
六
千
三
百
四
十
円

ハ

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
三
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者

一
万
四
千
八
百
五
十
円

ニ

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
三
十
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者

一
万
三
千
三
百
七
十
円

（
基
本
手
当
の
日
額
の
算
定
に
用
い
る
賃
金
日
額
の
範
囲
等
の
自
動
的
変
更
）

第
十
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
平
均
給
与
額
（
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
作
成
す
る
毎
月
勤

労
統
計
に
お
け
る
労
働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
平
均
額
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
自
動
変
更
対
象
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年

度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
自
動
変
更
対

象
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
自
動
変
更
対
象
額
に
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
各
年
度
の
八
月
一
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
自
動
変
更
対
象
額
の
う
ち
、
最
低
賃
金
日
額
（
当
該
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力
を
有
す

る
地
域
別
最
低
賃
金
（
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
を
い
う
。
）
の
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
い
う
。
）
に
達
し
な
い
も
の
は
、
当
該
年
度
の
八
月
一
日
以
後
、
当
該
最
低
賃
金
日
額
と
す
る
。
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４

前
三
項
の
「
自
動
変
更
対
象
額
」
と
は
、
第
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
の
算

定
に
当
た
つ
て
、
百
分
の
八
十
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
千
四
百
六
十
円
以
上
四
千
九
百
二
十
円
未
満
の
額
及
び
百
分
の
八
十
か
ら

百
分
の
五
十
ま
で
の
範
囲
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
同
項
に
規
定
す
る
四
千
九
百
二
十
円
以
上
一
万
二
千
九
十
円
以
下
の
額
並
び
に
前
条
第
四
項
各
号
に
掲

げ
る
額
を
い
う
。

（
高
年
齢
被
保
険
者
の
特
例
）

第
三
十
七
条
の
五

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
し
出
て
、
当
該
申
出
を
行
つ
た
日

か
ら
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

二
以
上
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
未
満
で
あ
る
こ
と
。

三

二
の
事
業
主
の
適
用
事
業
（
申
出
を
行
う
労
働
者
の
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
数
以
上
で
あ
る

も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
合
計
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２
～
４

（
略
）

（
給
付
制
限
）

第
六
十
一
条
の
九

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
は
、
当
該
給
付
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し

た
日
以
後
、
育
児
休
業
給
付
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
育
児
休
業
給
付
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
さ
れ
た
も
の
が
、
同
項
に
規
定
す
る
日
以
後
、
当
該
育
児
休
業
給
付
の
支
給
に
係
る
育
児

休
業
を
開
始
し
た
日
に
養
育
し
て
い
た
子
以
外
の
子
に
つ
い
て
新
た
に
育
児
休
業
を
開
始
し
、
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
な
つ
た
場
合
に
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
育
児
休
業
給
付
を
支
給
す
る
。

（
国
庫
の
負
担
）

第
六
十
六
条

国
庫
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
つ
て
、
求
職
者
給
付
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
を
除
く
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
雇
用
継
続
給
付
（
介
護
休
業
給

付
金
に
限
る
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
育
児
休
業
給
付
並
び
に
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
。

一

日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合

イ

毎
会
計
年
度
の
前
々
会
計
年
度
に
お
け
る
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
及
び
求
職
者
給
付
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
の
数
の
状
況
が
、
当
該

会
計
年
度
に
お
け
る
求
職
者
給
付
の
支
給
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
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外
の
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
一

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の
四
十
分
の
一

二

日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
十
分
の
一

三

雇
用
継
続
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
雇
用
継
続
給
付
に
要
す
る
費
用
の
八
分
の
一

四

育
児
休
業
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
育
児
休
業
給
付
に
要
す
る
費
用
の
八
分
の
一

五

第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一

２

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
（
国
庫
が
同
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
負
担
額
を
負
担
す
る

会
計
年
度
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
支
給
し
た
当
該
求
職
者
給
付
の
総
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
が
徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
一
般
保
険
料
の
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
超
過
額
に
つ
い
て
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
を
加
え
て
国
庫
の
負
担
が
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
支
給
し
た
当

該
求
職
者
給
付
の
総
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
達
す
る
額
ま
で
を
負
担
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
一
般
保
険
料
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
一
般
保
険
料
徴
収
額
」
と
い
う
。
）

イ

徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
徴
収
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
一
般
保
険
料
の
額
の
う
ち
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
率
（
第

三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
単
に
「
雇
用
保
険
率
」
と
い
う
。
）
に
応
ず
る
部
分
の
額

ロ

徴
収
法
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
一
般
保
険
料
の
額

二

徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
印
紙
保
険
料
の
額
に
相
当
す
る
額
に
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

三

一
般
保
険
料
徴
収
額
か
ら
前
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額
に
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
給
付
費
充
当
徴
収
保
険
率
を
雇
用
保
険
率
で
除

し
て
得
た
率
（
次
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
給
付
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額

四

一
般
保
険
料
徴
収
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額
に
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
二
事
業
費
充
当
徴
収
保
険
率
を
雇
用
保
険
率
で
除
し
て

得
た
率
（
次
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
二
事
業
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額

４

日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
（
国
庫
が
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
負
担
額
を
負
担
す
る
会
計
年
度
を
除
く
。
）
に
お
い
て
第

一
号
に
掲
げ
る
額
が
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
か
ら
当
該
超
過
額
に
相
当
す

る
額
を
減
じ
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
支
給
し
た
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
総
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
そ
の
四
分
の
一

に
相
当
す
る
額
）
を
負
担
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額
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イ

徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
印
紙
保
険
料
の
額

ロ

イ
の
額
に
相
当
す
る
額
に
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、
そ
の
額
に
育
児
休
業
給
付
率
と
二

事
業
率
と
を
合
算
し
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額

二

支
給
し
た
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
総
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額

５

国
庫
は
、
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
（
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
就
職
支
援
法

事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
（
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用
を
除
く
。
）
及
び
雇
用
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る
。

第
六
十
七
条
の
二

国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
る
場
合
（
徴
収
法
第
十
二
条
第
四
項
第
一
号

に
規
定
す
る
失
業
等
給
付
費
等
充
当
徴
収
保
険
率
が
千
分
の
八
以
上
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
失
業
等
給

付
及
び
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
二

項
及
び
第
四
項
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
額
を
超
え
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
等
）

第
七
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

３

離
職
し
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
前
の
事
業
主
又
は
当
該
事
業
主
か
ら
徴
収
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
委
託
を
受
け
て
同
項
に
規
定
す
る

労
働
保
険
事
務
の
一
部
と
し
て
求
職
者
給
付
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
証
明
書
の
交
付
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
労
働
保
険
事
務
組
合
に
対
し
て
、
求
職
者
給
付

の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
主
又
は
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
そ
の
請
求
に

係
る
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

○

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
の
作
成
及
び
送
付
）

第
三
条

（
略
）

２

歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

国
庫
債
務
負
担
行
為
で
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
の
前
年
度
末
ま
で
の
支
出
額
及
び
支
出
額
の
見
込
み
並
び
に
当
該
年
度
以
降
の
支
出
予
定
額
並
び
に
数

会
計
年
度
に
わ
た
る
事
業
に
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
事
業
の
計
画
及
び
進
行
状
況
そ
の
他
当
該
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
執
行
に
関
す
る
調
書

二

前
々
年
度
末
に
お
け
る
積
立
金
明
細
表

三

前
々
年
度
の
資
金
の
増
減
に
関
す
る
実
績
表

四

前
年
度
及
び
当
該
年
度
の
資
金
の
増
減
に
関
す
る
計
画
表

五

当
該
年
度
に
借
入
れ
を
予
定
す
る
借
入
金
に
つ
い
て
の
借
入
れ
及
び
償
還
の
計
画
表

六

前
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
章
に
お
い
て
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
等
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
書
類

（
剰
余
金
の
処
理
）

第
八
条

各
特
別
会
計
に
お
け
る
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
剰
余
金
か
ら
次
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
特
別
会
計

の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
及
び
資
金
に
組
み
入
れ
る
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
特
別
会
計
の
翌
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も

の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
の
作
成
及
び
送
付
）

第
九
条

（
略
）

２

歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

債
務
に
関
す
る
計
算
書

二

当
該
年
度
末
に
お
け
る
積
立
金
明
細
表

三

当
該
年
度
の
資
金
の
増
減
に
関
す
る
実
績
表

四

前
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
章
に
お
い
て
歳
入
歳
出
決
定
計
算
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
書
類

（
一
時
借
入
金
等
）

第
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
借
入
金
、
融
通
証
券
及
び
繰
替
金
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
繰
替
金
は
、
当
該
年
度
の
歳
入
を
も
っ
て
償
還
し
、
又
は
返
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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５
・
６

（
略
）

（
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
へ
の
繰
入
れ
）

第
十
七
条

各
特
別
会
計
の
負
担
に
属
す
る
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
、
一
時
借
入
金
及
び
融
通
証
券
の
利
子
並
び
に
融
通
証
券
の
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出

に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除
く
。
）
は
、
毎
会
計
年
度
、
当
該
特
別
会
計
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

（
略
）

○

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）

（
関
係
機
関
等
に
よ
る
支
援
）

第
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
団
体
並
び
に
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
者
で
あ
っ
て
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
矯
正
、
更
生
保
護
、
雇
用
そ
の
他
の
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
に
関
連
す
る
分
野
の
事
務
に
従
事
す
る
も
の
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
は
、
修
学
及
び
就
業
の
い
ず
れ
も
し
て
い
な
い
子
ど
も
・
若
者
そ
の
他
の
子
ど

も
・
若
者
で
あ
っ
て
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
も
の
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
支
援
」
と
い
う
。
）
を
行
う

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
等
の
施
設
、
子
ど
も
・
若
者
の
住
居
そ
の
他
の
適
切
な
場
所
に
お
い
て
、
必
要
な
相
談
、

助
言
又
は
指
導
を
行
う
こ
と
。

二

医
療
及
び
療
養
を
受
け
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
。

三

生
活
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

四

修
学
又
は
就
業
を
助
け
る
こ
と
。

五

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
の
習
得
を
助
け
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

２

（
略
）

（
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
）
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第
十
九
条

地
方
公
共
団
体
は
、
関
係
機
関
等
が
行
う
支
援
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
効
果
的
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、

関
係
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
）

第
二
十
一
条

協
議
会
を
設
置
し
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
構
成
機
関
等
の
う
ち
か
ら
一
の
機
関
又
は
団
体
を
限
り
子
ど
も
・
若
者
支
援
調
整
機
関
（
以
下
「
調
整
機
関
」

と
い
う
。
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

調
整
機
関
は
、
協
議
会
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
協
議
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
構
成
機
関
等
が
行
う
支

援
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
構
成
機
関
等
が
行
う
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
構
成
機
関
等
相
互
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）

（
資
料
の
提
供
等
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
官
公
署
の
長
、
日
本
年
金
機
構
又
は
共
済
組
合
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
き
、
保
護
の
実
施
機
関
又
は
福
祉
事
務

所
長
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
情
報
を
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
し
た
書
類
を
閲
覧
さ
せ
、
又
は
資
料
の
提
供
を
行
う
も
の
と

す
る
。

○

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）

附

則

（
業
務
の
特
例
）

第
五
条
の
二

機
構
は
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
及

び
業
務
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
債
権
の
回
収
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
当
該
債
権
の
管
理
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及
び
回
収
の
業
務
を
行
う
。

２

機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
を
行
う
。

一

年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
号
。
以
下
「
令
和
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
小
口
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収
が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

当
該
債
権
の
管
理
及
び
回
収

の
業
務

二

（
略
）

３

機
構
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
～

（
略
）

25

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）

（
職
員
の
引
継
ぎ
等
）

第
五
十
九
条

移
行
型
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
っ
て
そ
の
成
立
の
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
設
立
団
体
が
行
っ
て
い
る
業
務
に
相
当
す
る

業
務
を
当
該
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
以
後
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
成
立
の
際
、
現
に
設
立
団
体
の
内
部
組
織
で
当
該
移
行
型
特
定
地
方
独
立

行
政
法
人
の
業
務
に
相
当
す
る
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
当
該
設
立
団
体
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
職
員
で
あ
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
当
該
移
行
型

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
、
当
該
移
行
型
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
相
当
の
職
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

２

移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
（
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
っ
て
そ
の
成
立
の
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
設
立
団
体
が
行
っ
て
い
る
業
務
に
相
当
す
る
業
務
を
当

該
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
以
後
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
成
立
の
際
、
現
に
設
立
団
体
の
内
部
組
織
で
当
該
移
行
型
一
般
地

方
独
立
行
政
法
人
の
業
務
に
相
当
す
る
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
当
該
設
立
団
体
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
職
員
で
あ
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
当
該

移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
成
立
の
日
に
お
い
て
、
当
該
移
行
型
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

○

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）

附

則
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
並
び
に

附
則
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
の
引
継
ぎ
等
）

第
六
条

機
構
の
成
立
の
際
現
に
厚
生
労
働
省
の
機
関
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
職
員
で
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
名
す
る
者
を
除
き
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い

限
り
、
機
構
の
成
立
の
日
に
お
い
て
、
機
構
の
職
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

○

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
）

第
八
百
十
七
条
の
二

家
庭
裁
判
所
は
、
次
条
か
ら
第
八
百
十
七
条
の
七
ま
で
に
定
め
る
要
件
が
あ
る
と
き
は
、
養
親
と
な
る
者
の
請
求
に
よ
り
、
実
方
の
血
族
と
の
親
族
関

係
が
終
了
す
る
縁
組
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
特
別
養
子
縁
組
」
と
い
う
。
）
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

○

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
抄
）

（
産
前
産
後
）

第
六
十
五
条

使
用
者
は
、
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
が
休
業
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
就

業
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

②

使
用
者
は
、
産
後
八
週
間
を
経
過
し
な
い
女
性
を
就
業
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
産
後
六
週
間
を
経
過
し
た
女
性
が
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
つ
い

て
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
は
、
差
し
支
え
な
い
。

③

（
略
）
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○

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
抄
）

（
経
費
の
負
担
）

第
十
一
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
経
費
以
外
の
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
（
以
下
「
学
校
給
食
費
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
又
は
生
徒
の
学
校
教
育
法
第
十
六
条
に

規
定
す
る
保
護
者
の
負
担
と
す
る
。

○

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
三
十
二

（
略
）

三
十
三

同
一
生
計
配
偶
者

居
住
者
の
配
偶
者
で
そ
の
居
住
者
と
生
計
を
一
に
す
る
も
の
（
第
五
十
七
条
第
一
項
（
事
業
に
専
従
す
る
親
族
が
あ
る
場
合
の
必
要
経
費
の

特
例
等
）
に
規
定
す
る
青
色
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る
給
与
の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る

も
の
（
第
三
十
三
号
の
四
に
お
い
て
「
青
色
事
業
専
従
者
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
合
計
所
得
金
額
が
四
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
者
を
い
う
。

三
十
三
の
二
～
三
十
三
の
四

（
略
）

三
十
四

扶
養
親
族

居
住
者
の
親
族
（
そ
の
居
住
者
の
配
偶
者
を
除
く
。
）
並
び
に
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号

（
都
道
府
県
の
採
る
べ
き
措
置
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
（
定
義
）
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童
及
び
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三

十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
（
市
町
村
の
採
る
べ
き
措
置
）
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
養
護
受
託
者
に
委
託
さ
れ
た
老
人
で
そ
の
居
住
者
と
生
計
を
一
に

す
る
も
の
（
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
青
色
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る
給
与
の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事

業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
合
計
所
得
金
額
が
四
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
者
を
い
う
。

三
十
四
の
二
～
四
十
八

（
略
）

２

（
略
）

○

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）



- 33 -

（
産
後
ケ
ア
事
業
）

第
十
七
条
の
二

市
町
村
は
、
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
た
保
健
指
導
、
療
養
に
伴
う
世
話
又
は
育
児
に
関
す
る
指
導
、
相
談
そ
の

他
の
援
助
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
産
後
ケ
ア
」
と
い
う
。
）
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る

事
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
で
あ
つ
て
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
産
後
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
を
短
期
間
入
所
さ
せ
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
事
業

二

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
に
産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
を
通
わ
せ
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
事

業
三

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
事
業

２
・
３

（
略
）

○

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
抄
）

（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
等
）

第
三
条

幼
稚
園
又
は
保
育
所
等
の
設
置
者
（
都
道
府
県
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
又
は
同
法

第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
設
置
す
る
幼
稚
園
又
は
保
育
所
等
が
都
道
府
県
（
当
該
幼
稚

園
又
は
保
育
所
等
が
指
定
都
市
等
所
在
施
設
（
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
が
単
独
で
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
設
立
す

る
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
設
置
す
る

施
設
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
）
の
条
例
で
定
め
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
（
当
該
幼
稚

園
又
は
保
育
所
等
が
指
定
都
市
等
所
在
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
の
長
）
（
保
育
所
に
係
る
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
認
可
そ
の
他
の
処
分
を

す
る
権
限
に
係
る
事
務
を
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
の
委
任
を
受
け
て
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の

教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
四
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

幼
稚
園
及
び
保
育
機
能
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
に
供
さ
れ
る
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
が
一
体
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
幼
稚
園
及
び
保
育
機
能
施
設
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（
以
下
「
連
携
施
設
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
（
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
等
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
設
置
す
る
連
携
施
設
が
都
道
府
県
（
当
該
連
携
施
設
が
指
定
都
市
等

所
在
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
）
の
条
例
で
定
め
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
（
当
該
連
携
施
設
が
指
定
都
市
等
所
在
施
設
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等
の
長
）
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
～
９

（
略
）

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
設
置
す
る
施
設
の
う
ち
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の

10
条
例
で
定
め
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）
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